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- 1 -

０．学年暦
本学における学年は４月１日に始まり、翌年３月31日に終わります。各年度の学年暦は年

度により日程が前後しますが、基本的な構成は来年度以降も同様です。

なお、平成18年度学年暦は下記のとおりです。

また、学年暦は総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soken.ac.jp）でも確認す

ることができます。

平成18年度学年暦（Academic Calendar 2006 School year）

2006 School year

［前学期(1st Semester) ］ 2006. 4. 1 ～ 2006. 9.30

春季休業(Spring holiday) 2006. 4. 1 ～ 2006. 4. 5

入学式(Entrance Ceremony) 2006. 4. 6

前学期授業(1st Semester) 2006. 4. 7 ～ 2006. 9.29

夏季休業(Summer holiday) 2006. 7.15 ～ 2006. 8.31

試験(Examination Period) 2006. 9.15 ～ 2006. 9.29

学位記授与式(Graduation Ceremony) 2006. 9.29

［後学期(2nd Semester)］ 2006.10. 1 ～ 2007. 3.31

入学式(Entrance Ceremony) 2006.10.12

後学期授業(2nd Semester) 2006.10. 2 ～ 2007. 2.28

冬季休業(Winter holiday) 2006.12.23 ～ 2007. 1. 3

試験(Examination Period) 2007. 2.15 ～ 2007. 2.28

春季休業(Spring holiday) 2007. 3. 1 ～ 2007. 3.31

学位記授与式(Graduation Ceremony) 2007. 3.23

※ 学生セミナー(春)(Student Seminars(Spring)) 2006. 4. 6～ 4. 7

※ 学生セミナー(秋)(Student Seminars(Autumn)) 2006.10.12～10.13

１．学生生活について
１－１．学籍番号について

学籍番号は在学生個人に与えられる番号です。この番号は、各種事務手続きの際に必

要となりますので、正確に記憶しておく必要があります。
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※正規生

２ ０ ０ ６ ０ １ ０ １

入学年度 個人番号 博士３年の課程の研究科 ：０１から

博士５年の課程の研究科 ：５１から

専攻コード

地域文化学 01 天文科学 09 情報学 17

比較文化学 02 核融合科学 10 遺伝学 18

国際日本研究 03 宇宙科学 11 基礎生物学 19

日本歴史研究 04 加速器科学 12 生理科学 20

ﾒﾃﾞｨｱ社会文化 05 物質構造科学 13 生命体科学 21

日本文学研究 06 素粒子原子核 14 光科学 22

構造分子科学 07 統計科学 15

機能分子科学 08 極域科学 16

※研究生の学籍番号の振り方

上４桁、下２桁は正規生と同様の振り方で行い、「専攻コード」の部分のみ下記

のようになります。

専攻コード

地域文化学 A 1 天文科学 B3 情報学 D3

比較文化学 A2 核融合科学 B4 遺伝学 E1

国際日本研究 A3 宇宙科学 B5 基礎生物学 E2

日本歴史研究 A4 加速器科学 C1 生理科学 E3

ﾒﾃﾞｨｱ社会文化 A5 物質構造科学 C2 生命体科学 F1

日本文学研究 A6 素粒子原子核 C3 光科学 F2

構造分子科学 B1 統計科学 D1

機能分子科学 B2 極域科学 D2

※科目等履修生、聴講生の学籍番号の振り方

科目等聴講生の専攻コードは「Ｎ０」、聴講生の専攻コードは「Ｏ０」となります。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

1－２．学生証

学生には、入学と同時に学生証が配布されます。この学生証は、本学の学生としての身

分を証明するものですので、汚損や紛失などがないよう注意し、常に携帯してください。

●学生証の有効期間は、３年（５年の課程を履修する学生にあっては５年）です。

●修了、退学、除籍等により学生の身分を失ったときは直ちに学生証を返還しなければな

りません。
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●紛失や盗難にあったとき、汚損等により使用不能となったときは、「学生証再発行願」に

より速やかに葉山本部・学生厚生係まで願い出てください

●学生証の有効期間を経過したとき、紛失等に係る学生証が見つかったとき、その他新

たな学生証の交付を受けているときは、旧の学生証は無効で使用できませんので、直

ちに旧の学生証を返還してください。

●学生証再発行願は、総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soken.ac.jp）から

ダウンロードすることができます。

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

1－３．各種証明書

●本学で発行できる各種証明書

◎在学生の方

在学証明書（和・英）、成績証明書（和・英）、修了見込証明書（和・英）、健康診断

書（和・英）、通学証明書（和）、教員免許状取得見込証明書（和）、国費外国人留学

生証明書(国費留学生で在留期間を更新する場合等）、研究状況証明書、学割証、

その他の証明書

◎修了生・退学の方

修了証明書（和・英）、成績証明書（和・英）、退学証明書、その他の証明書

●証明書の発行手数料

無料です（平成18年４月１日現在）。ただし、葉山本部から各基盤機関の専攻担当係

以外へ送付を希望する場合は、証明書を送付するための返信用封筒（返信先記載・切

手貼付のこと）を葉山本部・教務係あて送付してください。

●証明書の発行方法

証明書交付申請書（学割の場合は、学割証発行書）を記載のうえ、各基盤機関の

専攻担当係まで提出してください（葉山本部・教務係に直接請求することもできます）。

●証明書交付のうえでの注意

在学証明書（和文）、学割証は、各基盤機関の専攻担当係。その他の証明書は葉山

本部・教務係が発行します。葉山本部で発行する証明書については、郵送等に時間が

かかりますので、２週間程度の余裕をもって申請してください。なお、葉山本部では証

明書交付願が到着してから原則３日以内（土曜、日曜、祝日、12月29日～１月３日を除

く）に各基盤機関の専攻担当係あてに発送します。

●学割証について

学割証はＪＲの乗車区間が片道で100㌔を超えるときに利用できます。

●通学定期券の購入について

自宅と所属する専攻の所在地の最寄り駅までの通学定期券は、学生証の提示により

購入することができますが、私バスなど一部交通機関では購入できない場合がありま

す。この場合は通学証明書を発行しますので、各基盤機関の専攻担当係又は葉山本

部・教務係まで証明書交付申請書により請求してください。
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留学生に係る証明書等について★

●国費外国人留学生証明書について

国費外国人留学生が、ビザの更新時や、宿舎の借上げ等の際に、奨学金の受給状

況についての証明が必要な場合に発行します。

●私費外国人留学生学習奨励費受給証明書について

学習奨励費受給者が、ビザの更新時や、宿舎の借上げ等の際に、学習奨励費の受

給状況についての証明が必要な場合に発行します。

●副申書について

留学生が入国管理局において、資格外活動許可の申請をする際に、提出が求めら

れます。

※ の様式は、総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soken.証明書交付申請書

ac.jp）からダウンロードすることができます。

問合せ先◆

【全般】 葉山本部・教務係 （℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

【留学生関係】 〃 国際交流係（℡：046-858－1527 kokusai@soken.ac.jp）

1－４．各種変更願・変更届等

次のような場合には、変更願又は変更届等を葉山本部・教務係に提出してください。特に

本人・保証人の住所変更は、大学から連絡をするために必要なので、速やかに届け出てく

ださい。

不明な点は各基盤機関の専攻担当係又は葉山本部・教務係に問い合わせください。

○他の研究科に移籍又は転専攻したいとき・・・・・・・ 「移籍・転専攻願」

○休学をするとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「休学願」

○許可された休学期間を繰り上げて復学したいとき・・ 「復学願」
．

○許可された休学期間の満了により復学するとき・・・ 「復学届」
．

○他の大学の大学院に転学するとき・・・・・・・・・・・・・・ 「転学願」

○外国の大学院に留学するとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「留学願」

○退学するとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「退学願」

○他大学で授業科目を履修するとき・・・・・・・・・・・・・・ 「特別聴講派遣学生願」

○ 〃 が終了したとき・・・・・・・・ 「 」特別研聴講派遣学生履修報告書

○他大学において研究指導を受けるとき・・・・・・・・・ 「特別研究派遣学生願」

○ 〃 が終了したとき・・・・・・・ 「 」特別研究派遣学生研究指導報告書

○本人の現住所変更・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「住所等変更届」

○保証人の変更・保証人の住所変更があったとき・・・ 「保証人等変更届」

○学生証を紛失したとき等・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「学生証再発行願」

○改姓（改名）するとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「改姓（名）届」

○課外活動団体を設立・又は設立を継続するとき・・・ 「課外活動団体許可・継続願」

○課外活動団体を解散しようとするとき・・・・・・・・・・・ 「課外活動団体解散届」

○課外活動団体が他大学その他組織に加入するとき 「学外団体加入許可願」
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○授業料振替口座の変更・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「預金口座振替依頼書」

○海外へ旅行するとき・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 「渡航届」

※ の様式は、総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soke各種変更願・変更届等

n.ac.jp）からダウンロードすることができます。

注：預金口座振替依頼書は、ホームページからダウンロードすることができないので、

葉山本部・経理係に請求して下さい。

問合せ先◆

【全般】 葉山本部・教務係 （℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

【学生証・課外団体】 〃 ・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

【渡航】 〃 ・国際交流係（℡：046-858－1519 kokusai@soken.ac.jp）

【授業料納付】 〃 ・経理係 （℡：046-858－1514 keiri@soken.ac.jp）

1－５．休学・復学・退学・除籍・再入学・留学

在学中に病気やその他の理由で長期間欠席する場合、本学を退学する場合には所定の

手続きを行う必要があります。

①休学について

１．在学中に病気その他の理由で引き続き２ヶ月以上修学することができない場合は、

所定の「休学願」に必要な事項を記入し、指導教員及び保証人の連署のうえ、所属

する専攻長に提出してください（病気を理由とする場合は医師の診断書が必要で

す）。研究科教授会の承認を得て、休学が許可されます。

２．休学は通算して２年を超えることはできません。

３．休学期間は在学年数に算入しません。ただし学年は休学にかかわらず上昇します。

４．休学が授業料の徴収時期（前期にあっては４月末、後期にあっては10月末）前に許

可された場合は、当該休学許可期間の授業料は免除されます。

５．休学しようとするときは、授業料の納入、休学・復学の時期に関連する授業科目の履

修や在学期間の観点から問題が生じないように、事前に各基盤機関の専攻担当係

に相談してください。

６．日本学生支援機構奨学金受給者は、「休学願」と併せ、「異動願(届)」の提出が必要

です。

②復学について

１．休学を許可された学生は、休学期間が満了したとき、所定の「復学届」に必要事項

を記入し、所属専攻長に提出してください。

２．休学中に、その理由が消滅した場合には復学することができます。所定の「復学願」

に必要事項を記入し、指導教員及び保証人の連署のうえ、所属する専攻長に提出し

てください。研究科教授会の承認を得て復学することができます。

③退学について

１．退学する場合は、所定の「退学願」に必要事項を記入し、指導教員及び保証人の連

署のうえ、所属する専攻長に提出してください。研究科教授会の承認を受け、退学

することができます。
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２．学年の途中で退学する場合でも、原則としてその学期の授業料は徴収されます。

３．退学しようとするときは事前に各基盤機関の専攻担当係に相談してください。

４．日本学生支援機構奨学金受給者は、異動願(届)及び奨学金借用書の提出が必要

です。

④除籍について

学生として納付すべき授業料を納めない者、入学料の免除を不許可とされた者等（徴

収猶予不許可者若しくは許可者）が納入すべき入学料を所定の期日までに納めない者、

在学期限を超えた者及び休学期間を超え、なお修学できない者等は除籍となります。

⑤再入学について

本学の研究科を修了した者又は退学をした者で、本学の研究科に再び入学することを

志願する者は、その研究科の教育研究に支障がないときに限り、選考のうえ、当該研究科

の相当年次に入学が許可されます。

再入学を希望する場合は、事前に各基盤機関の専攻担当係に相談してください。

⑥研究科間の移籍等について

他研究科又は他の専攻に移籍を希望する学生は、事前に指導教員等と十分に相談の

うえ、所定の「移籍・転専攻願」に必要事項を記入し、指導教員及び保証人の連署のう

え、所属する専攻長に提出してください。

⑦転学について

他の大学の大学院に転学を希望する学生は、所定の「転学願」に必要事項を記入し、

指導教員及び保証人の連署のうえ、所属する専攻長に提出してください。

⑧留学について

外国の大学の大学院に留学し、教育を受ける場合は、所定の「留学願」に指導教員及

び保証人連署のうえ、所属する専攻長に提出して下さい。研究科教授会の承認を受け、

留学することができます。

１．留学期間は、原則として１年以内ですが、やむを得ない事情があると認められたとき

は、原則として引き続き１年以内に限り、その延長を許可することができます。

２．留学期間中も授業料の納付が必要です。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

１－６．学生相談窓口

●一般的な学生生活上の相談について

学生生活上の一般的な相談は、各基盤機関の専攻担当窓口又は葉山本部・学生厚生

係において受け付けています。

●ハラスメント相談について

本学では、セクシャルハラスメント、アカデミックハラスメント等の防止及び苦情処理の手

続等を行うため、「ハラスメントの防止等に関する規程」を置き、学生等の教育研究環境の

維持につとめています。

相談員の氏名・連絡方法等については、各基盤機関の専攻担当係又は葉山本部・学

生厚生係に問い合わせてください。
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●メンタルヘルス相談について

学生生活を送るにあたって、対人関係、自分の性格等について悩みほか、「心の健康」

に関する悩み事について、本学ではメンタルヘルス相談を設けています。

メンタルヘルス相談は、各基盤機関で月１回程度、カウンセラーによる相談の機会を設

けているほか、常時、Ｅメールによる相談も受け付けています。

※カウンセラーによるメンタルヘルス相談の実施日は、各基盤機関専攻担当係まで

問い合わせてください。

※メンタルヘルスに関するＥメール相談：soudan@soken.ac.jp（本学学生専用）

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

１－７．健康診断・健康管理

本学では、全学生（非正規生を除く）に年１回、健康診断を実施しています。詳細は各基

盤機関の専攻担当係又は葉山本部・学生厚生係に問い合わせてください。

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

1－８．授業料について

①授業料の額

年額 ５３５，８００円（平成18年度の額）

※授業料が改訂された際は、改訂後の額が適用されます。

②授業料の納付方法

１． 納付いただきます。授業料の年額のうち半期分を前・後期毎に

２．授業料は、原則として登録された預金口座から引き落としとなります。

３．預金口座からの引き落としを行うため、「預金口座振替依頼書・自動払込利用申込

書」による届出が必要です。また、預金口座を変更する場合も同様の届出が必要で

す。

４．「預金口座振替依頼書・自動払込利用申込書」が必要な方は、葉山本部・経理係に

請求してください。

５．預金口座からの引き落とし 本学が指定する金融機関の口座へ振込によりによらず、

授業料を納付することもできます。希望する場合は、葉山本部・経理係まで申し出

てください。

前期分授業料納付の際、後期分授業料も併せ、一括して納付することもでき６．

ますので、希望する場合は葉山本部・経理係あて申し出てください。

７ いったん納付された授業料は原則として返還できません。．

③納付時期

１．授業料の預金口座からの引き落とし日は、前期分は４月27日、後期分は10月27日

(当該日が金融機関の休日の場合は翌営業日)です。授業料の引き落としを行う預

金口座に授業料相当額を引き落とし日の前日までに用意してください。預金残高不

足等の理由により、預金口座からの引き落としができなかった場合は、翌月の27日



- 8 -

(当該日が金融機関の休日の場合は翌営業日）になります。なお、預金口座からの

引き落としに伴う手数料は不要です（本学負担）。

２．納付期限までに授業料を納付しない者は学則の定めにより除籍されます。

３．授業料未納の場合は、修了・休学･退学等の身分異動は認められません。

４．授業料納付が遅れる場合は、各基盤機関の専攻担当係に相談してください。

④授業料免除・徴収猶予

●授業料免除の対象者

(1) 経済的理由により授業料の納付が困難であり、かつ学業優秀と認められる者

(2) 授業料の各期ごとの納期前６ケ月以内において、学生の学資を主として負担して

いる学資負担者が死亡し又は本人若しくは学資負担者が風水害等の災害を受け

たことにより、授業料の納付が著しく困難であると認められる者

(3) その他(2)に準ずる場合であって、学長が相当と認める事由がある者

●授業料猶予の対象者

(1) 経済的理由により納付すべき時期までに授業料の納付が困難であり、かつ、学

業優秀であると認められる場合

(2) 行方不明の場合

(3) 学生又は学資負担者が災害を受け、授業料の納付が困難であると認められる場

合

(4) その他やむを得ない事情があると認められる場合

手続き●

免除又は徴収猶予を希望する者は、前期にあっては４月30日、後期にあっては10

月31日までに、次の書類を葉山本部・学生厚生係に提出してください（年度により〆

切日が異なります。別途通知しますので、その期間内に行ってください）。

(1) 授業料免除願(免除申請者の場合)

(2) 授業料徴収猶予願(徴収猶予申請者の場合。免除申請者の場合も併せて必要)

(3) 家庭調書

(4) 証明書類（次のア～エのうち、該当する証明書類を添付すること）

ア 学資負担者が死亡したことにより申請する場合は、死亡診断書、死体検案書

等死亡の事実を証明する書類

イ 災害を受けたことにより申請する場合は、罹災証明書及び罹災額の証明書類

（市区町村、警察署又は消防署等発行）

ウ 所得等に関する証明書類

エ その他参考となる証明書類

●授業料免除の額

授業料の免除が許可された者は、当該学期に納付すべき授業料の全額又は半額

が免除されます。

●注意事項

１．授業料免除願を提出し、受理された者は、免除の許可又は不許可が決定される

までの間、授業料の納付が猶予されます。

２．審査の結果、授業料免除が許可されなかった者又は半額免除を許可された者
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は、納付期限までに指定された金額の授業料を納付しなければなりません。

●身分異動に伴う授業料の取扱い

休学・退学の時期により、授業料の取扱いが異なります。 →「１－５．休学・退学・

除籍・再入学・留学」（Ｐ５ページ）参照。

国費外国人留学生●

国費外国人留学生の奨学金を受給している者は、授業料を納付する必要がありま

せん。

問合せ先◆

【全般】 葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

【免除・猶予】 〃 学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

【留学生】 〃 国際交流係（℡：046-858－1519 kokusai@soken.ac.jp）

【授業料納付】 〃 経理係 （℡：046-858－1514 keiri@soken.ac.jp）

1－９．学生保険への加入について

本学では、万一の事故に備え、全ての学生に対し、日本国際教育支援協会の「教育研究

災害傷害保険」及び「学研災付帯賠償責任保険」への加入を義務づけています。

入学する際、標準修業年限（３年課程の者は３年、５年課程の者は５年）の期間について

加入いただきます。加入期間満了日以降も本学学生として在学する場合は、再加入する必

要があります。

休学等の身分異動が生じた際は、所定の手続きが必要となります（保険の適用範囲ほか

変動する場合があります。詳細は葉山本部・学生厚生係あて問い合わせてください）。

また、万一、事故や傷害が発生した場合は、直ちに葉山本部・学生厚生係に報告するとと

もに、所定の様式を請求し、届けを提出することが必要です。また、治療が完了したら、同じ

く葉山本部・学生厚生係で請求手続きをしてください。

○教育研究災害傷害保険

学生が教育研究活動中、通学途中・課外活動中に不慮の事故により負傷・後遺障害

あるいは死亡といった災害を被った場合、治療費等の経済的負担を軽減するもの。

○学研災付帯賠償責任保険

学生が国内で正課、学校行事、およびその往復途中で、他人にケガをさせたり、他

人の財物を破損したことにより被る法律上の損害賠償を補償するもの。

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

1－10．留学生に対する支援について

医療費補助制度●

留学生が日本国内の国民健康保険などを取り扱う医療機関で病気やけがの治療を

受け、医療費を支払った場合、その医療費の一部を補助する制度です。申請する場合

には、医療費領収証書等を添えて、各基盤機関の専攻担当係を通じて、毎月10日頃ま

でに葉山本部・国際交流係へ提出してください。

詳細については、下記ホームページを参照してください。



- 10 -

ホームページ（日本学生支援機構）

http://www.jasso.go.jp/scholarship/iryouhi.html

住宅総合補償制度●

本制度は、外国人留学生が民間宿舎等へ入居するにあたり、保証人を探す困難さと

保証人の精神的・経済的負担を軽減し、外国人留学生の民間宿舎等への円滑な入居

を支援することを目的としたものです。詳細については、下記ホームページを参照して

ください。

ホームページ（日本国際教育支援協会） http://www.jees.or.jp/crifs/

外国人留学生の宿舎について●

本学には固有の留学生用宿舎はありませんが、各基盤機関にある宿舎等を学生が

利用できる場合もあります。詳細は各基盤機関の専攻担当係に問い合わせてください。

その他東京国際交流館等の一般公募については随時通知します。

問合せ先◆

葉山本部・国際交流係（℡：046-858－1519/1527 kokusai@soken.ac.jp）

1－11．課外活動について

学生は、本学の教育目的に沿い、かつ課外活動を目的とする団体を設立することができ

ます。課外活動団体に関する手続は、下記の区分により行う必要があります。

手続の種類 願い出・届出の様式 手続の時期

新たに課外活動団体 課外活動団体許可・継続願 随時

を設立しようとするとき

翌年度の５月以降も課 課外活動団体許可・継続願 継続する年度の４月末日

外活動団体の設立を

継続するとき

課外活動団体を解散 課外活動団体解散届 随時

しようとするとき

課外活動団体が他大 学外団体加入許可願 随時（ただし先方からの加入

学その他組織に加入 許可の証明等を必要とする場

しようとするとき 合は、事前に相談のこと。）

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）
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２．奨学金等について
２－１．日本学生支援機構の奨学金について

●日本学生支援機構について

日本学生支援機構は、法律に基づき設立された機関であり、教育の機会均等に寄与

するため学資の貸与その他学生等の修学援助を行うことにより、時代の社会を担う豊かな

人間性を備えた創造的人材の育成に資することを目的としています。奨学金は、経済的

理由により修学に困難がある優れた学生等に対し貸与されます。また、卒業後返還された

奨学金は、後輩の奨学金として再び活用されます。

奨学金貸与の趣旨●

大学院の奨学金は、教育・研究者、高度の専門性を要する職業人の育成を目的とし

て、貸与するものです。

貸与月額と貸与期間●

（1） 貸与月額（平成18年度の額）

○第一種奨学金（無利子貸与）

区 分 貸与月額

博士課程(３年課程) 122,000円

博士課程(５年課程)３～５年次

博士課程(５年課程)１・２年次 88,000円

○第二種奨学金（有利子貸与）

月額は５万、８万、10万、13万から選択

※このほか、家計急変の事由が生じたことによる「緊急採用」、家計急変の事由によ

る経済困難が継続すると見込まれる者に対する「応急採用」の制度があります。詳

細は葉山本部・学生厚生係あて問い合わせてください。

（2） 貸与期間

貸与期間は、原則として当該課程の標準修業年限内です。

出願資格及び出願の手続き●

葉山本部・学生厚生係へ問い合わせください。

推薦と選考●

（1） 本学では、願書、成績その他の資料を基にして、出願者の人物・健康・学力および

素質・修学困難の程度などについてその資格を検討し、学内の選考委員会に諮り「推

薦基準」に合致していると認められる者を日本学生支援機構へ推薦します。

（2） 日本学生支援機構では、願書、調書等による書類審査を行い、採用を決定します。

採用決定の時期と通知方法●

（1） 採用決定の通知は、大学から推薦書類送付後およそ２か月以内です。

（2） 採用された人には、日本学生支援機構から学長を通じて通知します（採用されなか

った人には通知しません）。

（3） 直接、日本学生支援機構に問合わせても回答されません。

奨学金の交付●

（1） 銀行の本・支店・出張所で、本人名義の普通預金口座を開設してください。
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（2） 奨学金は、原則として毎月１回、銀行の普通預金口座に振り込みます。

（3） 第１回の交付は、３ヶ月分を３ヶ月後に一括交付となります。

奨学生の心得●

（1） 奨学生は、日本学生支援機構の定める奨学生規程、その他の規定を守り、日本学

生支援機構及び大学の指示に従うとともに、奨学生としての資質の維持向上に努める

必要があります。

したがって、学業成績が不振であったり、大学内外の規律を乱したり、その他性行状

況が奨学生として適当でないと認められるときは、奨学金の交付が打切られます。ま

た、家計が好転したときは、奨学金を辞退してもらうことになります。

(2) 奨学生に採用された後、定職についた場合は、原則として奨学金を辞退することとな

ります。

奨学金の返還●

貸与終了してから６か月経過した後、定められた期間内に、郵便局又は銀行の口座振

替によって返還することになります。割賦方法は、月賦、半月賦、年賦、月賦・半年賦の中

から選択できますが、計画的に確実な返還をするためには１回あたりの負担が少なくて返

還しやすい月賦が便利です。

奨学金の返還猶予●

学部及び修士・博士前期課程で奨学金の貸与を受けており、本学へ進学したときは

「在学届」の提出により返還が猶予されます。

第一種奨学金の返還免除制度について★

平成16年度より、従来の教育・研究職に一定期間以上在職した場合の返還免除

制度が廃止され、在学中に特に優れた業績を上げた者を対象に、奨学金の全額又

は一部を返還免除する制度が新設されました（平成15年度以前に貸与を開始され

た方には、教育・研究職の返還免除制度が適用になります）。

この制度における特に優れた業績による返還免除の認定は、専門分野に関する

論文やその他業績等を総合的に評価することにより行います。

問合せ先◆

葉山本部・学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp）

日本学生支援機構学生生活部 ℡：03-3951-9100

２－２．日本学術振興会特別研究員制度について

趣旨●

この制度は、優れた若手研究者を、ある期間流動性を持たせて自由な発想と幅広い視

野を身につけさせながら、我が国の学術研究の将来を担う独創性豊かな研究者として養

成・確保するため、特別研究員として採用し、研究奨励金を支給するとともに研究費を交

付して、大学等において学術研究に専念させるものです。
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対象分野・応募資格●

人文・社会科学及び自然科学分野

採用年度の４月１日現在、34歳未満（医学、歯学又は

獣医学を履修する課程に在学する者は36歳未満）

採用年度の４月１日現在、我が国の大学院博士課程に

Ｄ 在学し、次のいずれかに該当する者（外国人も含む）

Ｃ ①一貫制の博士課程第３年次に在学する者

１ ②後期３年の課程のみの博士課程第１年次に在学する者

※博士課程後期等への進学予定者を含む

応募資格 採用年度の４月１日現在、我が国の大学院博士課程に

Ｄ 在学し、次のいずれかに該当する者（外国人も含む）

Ｃ ①一貫制の博士課程第４年次以上の年次に在学する者

２ ②後期３年の課程のみの博士課程第２年次以上の年次

に在学する者

※採用年度の４月１日において博士課程に標準修業年限

を越えて在学することになる者は、特別研究員－ＰＤに

申請すること

採用期間 ＤＣ１ ～３年間 ＤＣ２ ～２年間

研究奨励金 月額 ２００,０００円（平成1７年度の支給額）

科学研究費補助金 毎年度 １５０万円以内（平成1７年度の支給額）

(特別研究員奨励費)

※日本学術振興会のホームページ（http：//www．jsps．go．jp/j-pd/main.htm）もご

覧ください。

問合せ先◆

葉山本部・研究協力係（℡：046-858－1539 kenkyo@soken.ac.jp）

日本学術振興会総務部研究者養成課 ℡：03-3263-5070

２－３．日本学術振興会海外特別研究員制度について

制度概要●

優れた若手研究者に、その研究生活の初期において、自由な発想のもとに主体的に

研究課題等を選びながら研究に専念する機会を与えることにより、大学院博士課程在学

者及び大学院博士課程修了者等で、優れた研究能力を有し、大学その他の研究機関で

研究に専念することを希望する者を「特別研究員」に採用し、研究奨励金を支給する制度

です。

対象分野・応募資格●

人文・社会科学及び自然科学の全分野

採用年度の４月１日現在、年齢34歳未満（医学、歯学又は

獣医学を履修する課程に在学する者及び当該課程を修了し

た者については、36歳未満）で、次のいずれかに該当する者

であること。
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①我が国の大学等学術研究機関、国立試験研究機関等に

所属する常勤の研究者

②我が国の大学等学術研究機関、国立試験研究機関等に

応募資格 所属する常勤の研究者を志望する者で、博士の学位を有

する者あるいは採用年度の前年度末までに博士の学位を

取得する見込みである者（人文・社会科学の分野の課程に

在学したあるいは在学している者で、博士課程に標準修業

年限以上在学し、所定の単位を修得のうえ退学した者ある

いは採用年度の前年度末までにその見込みである者も含

む）。

支給経費 ①往復航空賃

②滞在費・研究活動費（派遣先国によって異なる）

※日本学術振興会のホームページ（http：//www．jsps．go．jp/j-ab/main.htm）もご

覧ください。

問合せ先◆

葉山本部・研究協力係（℡：046-858－1539 kenkyo@soken.ac.jp）

日本学術振興会総務部研究者養成課 ℡：03-3263-3576

２－４．国の教育ローンについて

本学の在学生（入学生含む）は、「国の教育ローン」を利用することができます。「国の教

育ローン」は教育のために必要な資金を融資する公的な制度で、融資は、学生一人につき

150万円以内、返済期間は８年以内です。

詳しくは、最寄りの国民金融公庫各支店または教育ローンコールセンター（ナビダイヤル

0570－008656又は03－5321－8656）に問い合わせください。

ホームページ http：//www．kokukin．go．jp

２－５．その他の奨学支援（研究助成）について

●民間団体奨学金について

民間団体の募集する奨学支援（研究助成）に関する情報は、総合研究大学院大学ホ

ームページ（http://www.soken.ac.jp）に掲載されています。応募方法は、民間団体毎で

異なりますので、掲載情報を確認のうえ、十分な時間的な余裕をもって申し込んでくださ

い。

●総合研究大学院大学長倉研究奨励賞について

本学の学生のうち特に優秀な学生の研究を奨励し、先導的な学問分野を開拓すること

を目的に、本学の初代学長長倉三郎氏からの寄付金をもとに設けられた褒賞制度です。

各専攻からの推薦に基づき、長倉研究奨励賞選考委員会において受賞者が決定されま

す。

問合せ先◆

【研究助成・長倉賞】葉山本部・研究協力係（℡：046-858－1539 kenkyo@soken.ac.jp）

【奨学金】 〃 学生厚生係（℡：046-858－1525 kousei@soken.ac.jp)
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２－６．留学生に対する奨学金等の制度について

国費外国人留学生奨学金（国内採用）について●

文部科学省では、私費外国人留学生の勉学意欲を高め、留学生交流の一層の推進を

図る観点から、私費留学生の中から、特に学業成績が優秀な者を国費外国人留学生に

採用しています。募集時期は例年８月頃、文部科学省への書類提出時期は12月上旬で

す。詳細については、下記ホームページを参照ください。

ホームページ（文部科学省）

http://www.mext.go.jp/a_menu/koutou/ryugaku/main4_a3.htm

私費外国人留学生学習奨励費について●

日本学生支援機構では、我が国の大学等に在籍する私費外国人留学生等で、学業、

人物ともに優秀かつ経済的理由により修業が困難である者に対する育英奨学制度を実施

しています。募集時期は、例年４月頃、日本学生支援機構への書類提出締切時期は、５

月下旬です。詳細については、下記ホームページを参照ください。

ホームページ http://www.jasso.go.jp/scholarship/shoureihi.html

民間財団等奨学金について●

民間団体の募集する奨学支援（研究助成）に関する情報は、総合研究大学院大学ホ

ームページ（http://www.soken.ac.jp）に掲載されています。応募方法は、民間団体毎で

異なりますので、掲載情報を確認のうえ、十分、時間的な余裕をもって申し込んでくださ

い。なお、上記の私費外国人留学生学習奨励費及び民間財団等奨学金（大学推薦）の

申請を希望する場合には、「民間財団等奨学金受給申請書」を前期分については３月下

旬頃、後期分については９月下旬頃に提出してください。

問合せ先◆

葉山本部・国際交流係（℡：046-858－1519/1527 kokusai@soken.ac.jp）
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３．履修について
３－１．履修に関する一般的な留意事項

１．学生は、学期の始めに、その学期に履修しようとする授業科目を選択し、指定された期日

までに履修登録を行わなければなりません。未登録のまま授業を聴講しても単位は与え

られません。

２．授業科目の履修計画及び研究計画等の作成にあたっては、主任指導教員とよく相談し

てください。

３．履修登録は、「履修届」により、所定の期間に行ってください（履修登録期間は別に通知

します）。履修届の提出にあたっては、主任指導教員の承認を得る必要があります。

４．「履修届」の様式は、各基盤機関の専攻担当係、葉山本部・教務係で入手できるほか、

総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soken.ac.jp）からダウンロードすることが

できます。

５．各専攻で開設する授業科目名及び授業科目の概要は、「３－10．各研究科・専攻の授業

科目の概要」（25ページ～）を参照してください。

６．履修登録により、履修が認められた授業科目について、授業科目毎に定められる一定の

成績を修めた学生に対して、所定の単位が与えられます。

７．不合格となった授業科目については再履修が可能ですが、一度合格した授業科目の再

履修は認められません。

８．履修登録に関して不明な点があるときは、事前に各基盤機関の専攻担当係又は葉山本

部・教務係に相談して指示を受けてください。

３－２．修了要件・授業科目の履修

１．博士課程を修了するためには、以下の要件を満たさなければなりません。

●後期３年の課程に在学する者

○研究科に 在学すること。３年以上

○研究科が専攻ごとに研究科の履修規程に定める所定の単位数以上を修得するこ

と（単位修得の義務がない専攻を除く）。

○指導教員から必要な研究指導を受けた上、 の審査及び試験に合格する博士論文

こと。

○所定の学費等を納めていること（授業料等免除者を除く）。

●５年の課程に在学する者

○本学の研究科に 在学すること。５年以上

○本学の研究科の履修規程に定める30単位～42単位（専攻により異なる）以上を修

得すること。

○指導教員から必要な研究指導を受けた上、 の審査及び試験に合格する博士論文

こと。

○所定の学費等を納めていること（授業料等免除者を除く）。

２．課程を修了するために各専攻が定める必要な単位数は以下のとおりです。
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研究 専 攻 修了に必要な単位数及び要件

科 要 件単位

専攻が開設する必修基礎科目４単位、地域文化学 比較文化学専攻が開設する授業科地域文化学専攻 12 ･

目 単位以上を含む、計１２単位以上8

専攻が開設する必修基礎科目４単位、地域文化学 比較文化学専攻が開設する授業科文 比較文化学専攻 12 ･

目 単位以上を含む、計１２単位以上化 8

必修科目１２単位科 国際日本研究専攻 12

専攻が開設する授業科目 単位以上を含む、計１２単位以上学 日本歴史研究専攻 12 6

専攻が開設する授業科目 単位以上を含む、計１２単位以上ﾒﾃﾞｨｱ社会文化専攻 12 6

専攻が開設する授業科目 単位（共通科目２単位以上含む）以上を含む、計１２単位以上日本文学研究専攻 12 8

年課程 構造分子科学 機能分子科学専攻が開設する専攻専門科目から４２単位以上構造分子科学専攻 5 42 ･

共通専門基礎科目から４単位以上、総合教育科目から１単位以上を含めること。

年課程 構造分子科学 機能分子科学専攻が開設する専攻専門科目から１２単位以上。3 12 ･

共通専門基礎科目から２単位以上、総合教育科目から１単位以上を含めること。

年課程 構造分子科学 機能分子科学専攻が開設する専攻専門科目から４２単位以上。機能分子科学専攻 5 42 ･

共通専門基礎科目から４単位以上、総合教育科目から１単位以上を含めること。物

年課程 構造分子科学 機能分子科学専攻が開設する専攻専門科目から１２単位以上。3 12 ･

共通専門基礎科目から２単位以上、総合教育科目から１単位以上を含めること。理

年課程 専攻専門科目（天文科学考究Ⅰ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ、天文科学基礎演習から２科目、研究中間天文科学専攻 5 42

レポートの１８単位を含める）及び共通専門基礎科目（観測天文学概論・理論天文学概論科

の４単位含める）から４２単位以上

年課程 専攻専門科目（天文科学考究Ⅱ、ⅢⅣの６単位含める）及び共通専門基礎科目（観測天学 3 12

文学概論・理論天文学概論の４単位含める）から１２単位以上

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目、総合教育科目から４２単位以上核融合科学専攻 5 42

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目、総合教育科目から１２単位以上3 12

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目から４２単位以上宇宙科学専攻 5 42

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目から１２単位以上3 12

年課程 加速器科学 物質構造科学・素粒子原子核専攻が開設する専攻専門科目、共通専門科加速器科学専攻 5 30 ･

高エ ｡目、総合教育科目から３０単位以上

ネル 3 － －年課程

年課程 加速器科学 物質構造科学・素粒子原子核専攻が開設する専攻専門科目、共通専門科ギー 物質構造科学専攻 5 30 ･

目、総合教育科目から３０単位以上加速

器科 3 － －年課程

年課程 加速器科学 物質構造科学・素粒子原子核専攻が開設する専攻専門科目、共通専門科学 素粒子原子核専攻 5 30 ･

目、総合教育科目から３０単位以上

3 － －年課程

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目（８単位以上を含めることを推奨）から４０単位以上。統計科学専攻 5 40

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目から１０単位以上。複 3 10

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目（８単位を必ず含める）から４０単位以上。合 極域科学専攻 5 40
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年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目（４単位を必ず含める）から１０単位以上。科 3 10

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目から４０単位以上。学 情報学専攻 5 40

年課程 専攻専門科目、共通専門基礎科目から１０単位以上。3 10

年課程 専攻専門科目、共通専門科目、総合教育科目から３０単位以上遺伝学専攻 5 30

生 3 － －年課程

年課程 専攻専門科目、共通専門科目、総合教育科目から３０単位以上命 基礎生物学専攻 5 30

科 3 － －年課程

年課程 専攻専門科目、共通専門科目、総合教育科目から３０単位以上学 生理科学専攻 5 30

3 － －年課程

専攻専門科目、総合教育科目から１０単位以上先導 生命体科学専攻 10

専攻専門科目、総合教育科目から１０単位以上科学 光科学専攻 10

４．各研究科の以下の表の在学年数（休学期間を除く）を超えて在学することはできません。

研究科 専攻 在学年数

文化科学 各専攻 ５年

物理科学 構造分子科学・機能分 ３年課程 ６年

子科学・宇宙科学 ５年課程 ８年

天文科学・核融合科学 ３年課程 ５年

５年課程 ８年

高ｴﾈﾙｷﾞｰ加 各専攻 ３年課程 ５年

速器科学 ５年課程 ８年

複合科学 各専攻 ３年課程 ６年

５年課程 ８年

生命科学 遺伝学・基礎生物学 ３年課程 ５年

５年課程 ８年

生理科学 ３年課程 ６年

５年課程 ８年

先導科学 各専攻 ５年

５．研究科の各専攻で授与される学位に付記する専攻分野の種類については、「４－１．学

位」（137ページ）を参照してください。

６．所属する専攻以外の他研究科（専攻）の授業科目を履修することもできます。他研究科

（専攻）で履修したい授業科目がある場合は、履修することが可能か事前に各基盤機関

の専攻担当係又は葉山本部・教務係まで問い合わせてください。なお、専攻の修了単

位に含めることができるかは、専攻により扱いが異なります。

７．４に掲げる表の在学年数に達し、いわゆる「満期退学」を希望する場合は、退学願を提出

する必要があります。

８．所属専攻において「優れた研究業績をあげた者」と認められた場合は、在学期間を短縮

して修了することができます。詳細は、各基盤機関の専攻担当係又は葉山本部・教務係

まで問い合わせてください。
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問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

（授業科目の概要）３－３．各研究科・専攻に置く授業科目

各研究科・専攻の授業科目は、各研究科の履修規程に定められており、各授業科目の内

容及び担当教員については、「３－10．各研究科・専攻の授業科目の概要」（25ページ～）

に掲載されています。

「各研究科・専攻の授業科目の概要」は、総合研究大学院大学ホームページ（http://ww

w.soken.ac.jp）でも確認することができます。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

３－４．総合教育科目について（全学共同教育研究活動）

本学では、各専攻における専門的教育研究に加え、専門を超えた総合的な教育研究を

推進することを目的に大学全体あるいは研究科において、各種事業を実施しています。この

うち授業科目として開講されているものが総合教育科目です。総合教育科目には、学生セミ

ナー、総研大レクチャー等がありますが、実施時期及び内容は各年度により異なりますの

で、詳しくは各基盤機関の専攻担当係又は葉山本部・教務係まで問い合わせてください。

また、総合教育科目（全学共同教育研究活動）については随時、総合研究大学院大学ホ

ームページ（http://www.soken.ac.jp）に掲載されますので確認してください。

※授業科目の単位授与の有無・単位数は事業により異なります。また修了要件の単位

数に含めるかは、研究科・専攻により異なりますので、事前に確認してください。

現在（平成18年４月１日現在）、実施されている事業について紹介します。

●学生セミナー

学生が主体となって作成する実施計画に基づき、各研究科・専攻に共通する課

題について、学生及び教員等による意見発表・討議等を行うことにより、幅広い視

野の修得及び相互交流を深めることを目的として、原則として前・後期各１回開講

されます。セミナーに出席し、レポート課題等を提出のうえ、所定の基準に達した

者には単位が与えられます。

●総研大レクチャー

新たな学問領域の開拓につながる科学の総合化、現代社会が抱える今日的な

重要課題を視野に入れた人間の総合化を目的とした集中講義を開講することで、

学生に総合性及び国際的通用性を修得させることを目指しています。実施内容・

時期・履修方法・単位の有無などは、事業毎に取扱いが異なりますので、事前に

確認してください。

●e-learning

サーバーからダウンロード又はCD-ROMの貸出しなど電磁的な機器を介して授

業が行われるものを言います。e-learning形式による授業科目は、総合研究大学

院大学ホームページに掲載されております。また、授業科目により取扱いが異なる
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ので、事前に履修方法について確認してください。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

３－５．資格取得のための授業科目の履修

教員免許状●

教員免許状は、「教育職員免許法施行規則」（昭和29年文部省令第26号）に則り、文部

科学省から課程認定を受けた機関において、教育職員免許法で定められた課程による教

育を受け、単位を修得した者が申請し、取得することができます。

本学では、文化科学研究科地域文化学専攻及び比較文化学専攻の２専攻が課程の

認定を受けています。

なお、地域文化学専攻及び比較文化学専攻以外の学生が専修免許状を取得するに

は、本学以外の教職課程の認定を受けている他大学に科目等履修生等により入学し、必

要な単位数を修得する必要があります。

課 程 現に有する１種免許状 授与の所要資格を得るこ

（専攻） とができる専修免許状

文 地域文化学専攻 高等学校教諭１種免許状 高等学校教諭専修免許状

化 （地理歴史） （地理歴史）

科 中学校教諭１種免許状 中学校教諭専修免許状

学 （社会） （社会）

研 比較文化学専攻 高等学校教諭１種免許状 高等学校教諭専修免許状

究 （公民） （公民）

科 中学校教諭１種免許状 中学校教諭専修免許状

（社会） （社会）

※免許状取得の要件

（注１） 本研究科入学以前に中学校教諭１種免許状又は高等学校１種免許状を取得して

いること（当該各免許状の所要資格を得ている者を含む）が必要です。

（注２） 各課程（専攻）が開設する授業科目について24単位以上修得すること。

（注３） 免許状の申請は、本人が住所地又は教員採用学校所在地の授与権者（都道府

県教育委員会）に対して行ってください。また、免許状授与証明書の請求は授与権者

に行ってください。

その他の資格取得について●

本学では、その他の資格取得に必要な授業科目は設置されていません。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

３－６．国際大学院コースについて

本学では、外国人留学生に対して、英語による授業及び研究指導等による特別コース（３

年博士後期課程のみ）を実施しています。これは、標準修業年限内に博士後期課程を修了

させることを目的とする10月入学の履修コースです。学生は、本コースを実施するいずれか
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の専攻に所属するものとし、国費外国人留学生の特別枠により採用された者は国費の奨学

金を受給することができます。

問合せ先◆

葉山本部・国際交流係（℡：046-858－1519/1527 kokusai@soken.ac.jp）

３－７．他大学における授業科目の履修

学生は、研究科長の許可を受けて、本学と協議（交流協定等）した他大学の授業科目を

履修することができ、一定の単位数（５年の課程にあっては10単位。３年の課程にあっては４

単位（授業科目の修得を要しない専攻の課程を除く））まで本学の修了要件の単位数に含

めることができます。

本学と交流協定を締結している他大学の授業科目を履修する場合、他大学において入

学料・授業料は徴収されません（実験実習等に要する実費を除く）。

履修に際しては、事前に「特別聴講派遣学生願」を各基盤機関の専攻担当係へ提出して

ください。

なお、本学と交流協定を締結している大学は以下の表のとおりです。各大学における受

講可能な授業科目については、各基盤機関の専攻担当係又は葉山本部・教務係まで問い

合わせてください。

「特別聴講派遣学生願」の様式は、総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soke

n.ac.jp）からダウンロードすることができます。

本学と交流協定を締結している大学（国内）

平成18年４月現在

交流協定を締結している大学 交流が可能な本学の研究科

文化 物理 高エ 複合 生命 先導

東京工業大学 全研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

お茶の水女子大学 全研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

名古屋大学 医学研究科 △１

東京大学 理学系研究科 ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○情報理工学系研究科

国際基督教大学 全研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

京都大学 △2アジア・アフリカ地域研究研究科

大阪大学 △2人間科学研究科

神戸大学 △2総合人間科学研究科

千葉大学 △3人文社会科学研究科

京都文教大学 △2文化人類学研究科

麻布大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○獣医学研究科,環境保健学研究科

神奈川大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○法学研究科,経済学研究科,経営学研

究科,外国語学研究科,理学研究科,工

学研究科,歴史民俗資料学研究科

神奈川工科大学 工学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○



- 22 -

関東学院大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○文学研究科,経済学研究科,法学研究

科,工学研究科

北里大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○基礎生命科学研究科,医療系研究科,

看護学研究科,薬学研究科,獣医畜産

学研究科,水産学研究科,感染制御科

学府

湘南工科大学 工学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

専修大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○経済学研究科,法学研究科,文学研究

科,経営学研究科,商学研究科

鶴見大学 文学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

帝京大学 薬学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

桐蔭横浜大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○法学研究科,工学研究科

東海大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○文学研究科,政治学研究科,経済学研

究科,法学研究科,芸術学研究科,体育

学研究科,理学研究科,工学研究科,開

発工学研究科,海洋学研究科,健康科

学研究科

東京工芸大学 工学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○生物資源科学研究科,獣医学研究科

日本女子大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○人間社会研究科,文学研究科,理学研

究科,家政学研究科 人間生活学研､

究科

横浜市立大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○医学研究科,国際総合科学研究科

横浜国立大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○工学府,環境情報学府

明治大学 農学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○

ﾌｪﾘｽ女学院大学 ○ ○ ○ ○ ○ ○人文科学研究科,国際交流研究科,音

楽研究科

ｾｷｭﾘﾃｨ ｾｷｭﾘﾃｨ ○ ○ ○ ○ ○ ○情報 大学院大学 情報 研究科

（注） △1 生理科学専攻のみ

△2 地域文化学専攻・比較文化学専攻のみ

△3 日本歴史研究専攻・日本文学研究専攻のみ

本学と交流協定を締結している大学（海外）

平成18年４月現在

交流協定を締結している大学 交流が可能な本学の研究科

［国名］ 文化 物理 高エ 複合 生命 先導

ベラルーシ国立大学 ○ ○ ○ ○ ○

［ベラルーシ］

ソフィア大学聖ｸﾚﾒﾝﾄ･ｵﾘﾄﾞｽｷｲ化学部 ○

［ブルガリア］
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日仏共同博士課程日本・コンソーシアム ○ ○ ○ ○ ○ ○

［フランス］

復旦大学 ○ ○ ○ ○

［中華人民共和国］

科学技術 大学院大学校 ○ ○ ○ ○ ○ ○聯合

［大韓民国］

問合せ先◆

【国内の大学】葉山本部・教務係 （℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

【海外の大学】 〃 国際交流係（℡：046-858－1519 kokusai@soken.ac.jp）

３－８．他大学等における研究指導

学生は、研究科長の許可を受けて、本学と協議（交流協定等）した他大学又は研究所等

において、必要な研究指導を受けることができます。

他大学での研究指導を希望する場合は、事前に主任指導教員及び受入希望先の指導

教員と相談し、「特別研究派遣学生願」を各基盤機関の専攻担当係へ提出してください。他

大学又は研究所等への派遣期間は許可された日から１年以内となります（やむを得ない事

情があると認められるときは、原則として引き続き１年以内に限り延長が許可されます）。

「特別研究派遣学生願」の様式は、総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soke

n.ac.jp）からダウンロードすることができます。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

３－９．その他

学生移動経費について●

本学の学生が、大学本部又は専攻の所在地等の場所に「授業科目の授業又は研究指

導」のために移動し、交通費等が発生した場合は、交通費等の一部補助を目的とした学

生移動経費の支給対象となることがあります。支給要件がありますので、事前に各基盤機

関の専攻担当係までご確認ください。

長期履修制度について●

学生が職業を有している等の事情を有する場合、学生からの申し出により、標準の修業

年限を超えて一定の期間にわたり計画的な課程の履修を認めることがあります。

長期履修の適用は、あらかじめ長期履修適用申出書に指導教員の所見を添え、所属

する専攻又は専攻長を経由して研究科長に提出し、その承認を受ける必要があります。

詳細は、各基盤機関専攻担当係又は葉山本部・教務係まで問い合わせてください。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）



地域文化学専攻授業概要

分野 授　　業　　科　　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

東アジア文化研究Ⅰ 4 東アジア社会と文化に関する講述 助教授 野林　厚志

東アジア文化研究Ⅱ 4 朝鮮半島の社会と文化に関する講述 教　授 朝倉　敏夫

教　授 塚田　誠之

助教授 横山　廣子

東アジア文化研究特論Ⅰ 2 日本及び周辺諸民族の先住民文化に関する講述 助教授 野林　厚志

東アジア文化研究特論Ⅱ 2 中国・東南アジアにおける社会変動に関する講述 助教授 横山　廣子

東アジア文化研究特論Ⅲ 2 中国南部諸民族の歴史民族学的研究に関する講述 教　授 塚田　誠之

東アジア文化研究演習Ⅰ 2 東アジアにおける生活文化の研究に関する演習 教　授 朝倉　敏夫

東アジア文化研究演習Ⅱ 2 中国西南部におけるエスニシティに関する演習 助教授 横山　廣子

東アジア文化研究演習Ⅲ 2 中国南部における移住と文化の動態に関する演習 教　授 塚田　誠之

中央アジア文化研究 4
中央アジア地域に居住する諸民族の社会と文化に関す
る講述

教　授 小長谷有紀

北アジア文化研究 4 北アジアの伝統的生業に関する講述 教　授 佐々木史郎

中央・北アジア文化研究特論Ⅰ 2 モンゴルの社会と文化に関する講述 教　授 小長谷有紀

中央・北アジア文化研究特論Ⅱ 2
北アジア社会の生業を特徴づける狩猟・漁撈採集民の
現状に関する講述

教　授 佐々木史郎

中央・北アジア文化研究演習Ⅰ 2 中央アジア諸民族の遊牧と農耕の文化に関する演習 教　授 小長谷有紀

中央・北アジア文化研究演習Ⅱ 2 北アジアのシャマニズム的世界観に関する演習 教　授 佐々木史郎

東南アジア文化研究Ⅰ（大陸部） 4
東南アジア大陸部に居住する諸民族の社会と文化に関
する講述

教　授 田村　克己

東南アジア文化研究Ⅱ（島嶼部） 4
東南アジア島嶼部に居住する諸民族の社会と文化に関
する講述

助教授 佐藤　浩司

東南アジア文化研究特論Ⅰ 2 東南アジアの宗教と政治に関する講述 教　授 田村　克己

東南アジア文化研究特論Ⅱ 2 東南アジアの建築人類学に関する講述 助教授 佐藤　浩司

東南アジア文化研究演習Ⅰ 2 東南アジア大陸部の仏教信仰に関する演習 教　授 田村　克己

東南アジア文化研究演習Ⅱ 2 東南アジアの生活財に関する演習 助教授 佐藤　浩司

南アジア文化研究 4 南アジアに居住する諸民族の社会と文化に関する講述 助教授 三尾　稔

南アジア文化研究特論 2
ヒマラヤ地域，とくにネパールに居住する諸民族に関す
る講述

助教授 南　真木人

南アジア文化研究演習 2
インドにおける伝統文化，宗教とナショナリズムについて
の諸問題について演習する

助教授 三尾　稔

西アジア文化研究 4 中東地域に居住する諸民族の社会と文化に関する講述 助教授 西尾　哲夫

西アジア文化研究特論 2 アラブ世界の民衆文化に関する講述 助教授 西尾　哲夫

西アジア文化研究演習 2 中東・イスラーム文化に関する演習 助教授 西尾　哲夫

ヨーロッパ文化研究Ⅰ(東ヨーロッ
パ）

4
東ヨーロッパ地域に居住する諸民族の社会と文化に関
する講述

助教授 新免光比呂

ヨーロッパ文化研究Ⅱ（中部ヨーロッ
パ）

4 中部ヨーロッパの歴史と文化に関する講述 助教授 森　　明子

ヨーロッパ文化研究Ⅲ（南ヨーロッ
パ）

4
南ヨーロッパ地域に居住する諸民族の社会と文化に関
する講述

助教授 宇田川妙子

ヨーロッパ文化研究特論Ⅰ 2 バルカン諸民族の社会と文化に関する講述 助教授 新免光比呂

ヨーロッパ文化研究特論Ⅱ 2 ドイツ・オーストリアの社会と文化に関する講述 助教授 森　　明子

ヨーロッパ文化研究特論Ⅲ 2 地中海周辺の社会と文化に関する講述 助教授 宇田川妙子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅰ 2 ヨーロッパ東部の文化研究に関する演習 助教授 新免光比呂

担　当　教　員

中国における諸民族の社会と文化に関する講述東アジア文化研究Ⅲ 4
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分野 授　　業　　科　　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

ヨーロッパ文化研究演習Ⅱ 2 中部ヨーロッパの生活文化研究に関する演習 助教授 森　　明子

ヨーロッパ文化研究演習Ⅲ 2 ヨーロッパ南部の文化研究に関する演習 助教授 宇田川妙子

アフリカ文化研究Ⅰ 4 アフリカに居住する諸民族の社会に関する講述 助教授 三島　禎子

アフリカ文化研究Ⅱ 4 アフリカに居住する諸民族の文化に関する講述

アフリカ文化研究Ⅲ 4 アフリカに居住する諸民族の歴史に関する講述 教　授 竹沢尚一郎

アフリカ文化研究特論Ⅰ 2
国家および無国家社会の代表的民族誌によるアフリカ
諸社会と文化についての講述

助教授 三島　禎子

アフリカ文化研究特論Ⅱ 2
さまざまなメディアによるアフリカ文化の表象のあり方を
検討し，その問題点と可能性を考察する

アフリカ文化研究特論Ⅲ 2 アフリカの歴史と文化の表象に関する講述 教　授 竹沢尚一郎

アフリカ文化研究演習Ⅰ 2 アフリカ諸民族の人口動態と移動に関する演習 助教授 三島　禎子

アフリカ文化研究演習Ⅱ 2 アフリカ諸民族の文化の動態に関する演習

アフリカ文化研究演習Ⅲ 2 アフリカ諸民族の儀礼と宗教に関する演習 教　授 竹沢尚一郎

アメリカ文化研究Ⅰ（北米） 4 北米地域に居住する諸民族の社会と文化に関する講述

アメリカ文化研究Ⅱ（中米） 4 中米地域に居住する諸民族の社会と文化に関する講述 教　授 八杉　佳穂

アメリカ文化研究Ⅲ（南米） 4 南米地域に居住する諸民族の社会と文化に関する講述 教　授 山本　紀夫

アメリカ文化研究特論Ⅰ 2 ラテンアメリカの歴史人類学に関する講述 助教授 斉藤　　晃

アメリカ文化研究特論Ⅱ 2 中米諸民族の歴史と文化に関する講述 教　授 八杉　佳穂

アメリカ文化研究特論Ⅲ 2 南米諸民族の歴史と文化に関する講述 教　授 山本　紀夫

アメリカ文化研究演習Ⅰ 2 ラテンアメリカの歴史人類学に関する演習 助教授 斉藤　　晃

アメリカ文化研究演習Ⅱ 2 中米諸民族の言語文化に関する演習 教　授 八杉　佳穂

アメリカ文化研究演習Ⅲ 2 南米における環境と生業に関する演習 教　授 山本　紀夫

オセアニア文化研究Ⅰ 4
オーストラリアに居住する先住民の社会と文化に関する
講述

教　授 松山　利夫

オセアニア文化研究Ⅱ 4 オセアニアにおける脆弱性に関する講述 助教授 林　　勲男

オセアニア文化研究Ⅲ（島嶼部) 4
オセアニア島嶼部に生活する人々の社会と文化に関す
る講述

教　授 印東　道子

オセアニア文化研究特論Ⅰ 2
グローカリズムの観点における，先住民文化の情報学
的・メディア論的講述

教　授 松山　利夫

オセアニア文化研究特論Ⅱ 2 ニューギニアの自然災害と文化についての講述 助教授 林　　勲男

オセアニア文化研究特論Ⅲ 2 オセアニアの伝統的土器文化についての講述 教　授 印東　道子

オセアニア文化研究演習Ⅰ 2 オーストラリア・アボリジニの儀礼・宗教に関する演習 教　授 松山　利夫

オセアニア文化研究演習Ⅱ 2 オセアニア諸民族文化の動態に関する演習 助教授 林　　勲男

オセアニア文化研究演習Ⅲ 2 オセアニア先史社会における環境適応に関する演習 教　授 印東　道子

地域文化学基礎演習Ⅰ 2
民族学・文化人類学の先端的理論を講述し，各地域に
おける実情の検証とともにその理論を批判的に研究す
る

地域文化学基礎演習Ⅱ 2
地域文化を中心とする民族学・文化人類学研究の理論
的・方法論的枠組を明確にする研究をゼミナール形式で
行う

地域文化学特論Ⅰ 2
地域文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法に
ついての講述

助教授 森　　明子

地域文化学特論Ⅱ 2
地域文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法に
ついての講述

教　授 竹沢尚一郎

地域文化学演習Ⅰ 2
地域文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法に
ついての演習

地域文化学演習Ⅱ 2
地域文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法に
ついての演習

※網掛けは必修科目
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比較文化学専攻授業概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

民族社会研究Ⅰ（家族・親族） 4 世界の諸民族の家族・親族・婚姻などについての講述 教　授 杉本　良男

民族社会研究Ⅱ 4 世界の諸民族における近代的な組織形態についての講述 助教授 平井　京之介

民族社会研究Ⅲ（法） 4
世界の先住民族にかかわる法制度や政治協定についての
講述

教　授 岸上　伸啓

民族社会研究Ⅳ（社会構造） 4
諸民族の社会構造を，その文化構造や経済的仕組みなど
との関わりにおいて論じる

助教授 韓　　　敏

民族社会研究Ⅴ（社会生態）　 4
世界の諸民族の市場・流通・交換などの社会形態について
の講述

教　授 出口　正之

民族社会研究特論Ⅰ 2
多民族社会の中国における社会構造の比較研究に関する
講述

助教授 韓　　　敏

民族社会研究特論Ⅱ 2 北方先住民族の社会と文化の比較研究に関する講述 教　授 岸上　伸啓

民族社会研究特論Ⅲ 2 諸民族社会とNPO・NGOの比較研究に関する講述 教　授 出口　正之

民族社会研究演習Ⅰ 2
中国における国民文化・地域文化・民族文化の再編成につ
いての演習

助教授 韓　　　敏

民族社会研究演習Ⅱ 2 現代東南アジアについての演習 助教授 平井　京之介

民族社会研究演習Ⅲ 2
世界の諸地域における植民地主義とナショナリズムの問題
について比較検討する

教　授 杉本　良男

民族宗教研究Ⅰ（宗教行動） 4
世界の諸民族の祭祀や宗教運動などの宗教行動につい
て，日本の祭や新宗教運動との比較を意図しながら講述す
る

教　授 中牧　弘允

民族宗教研究Ⅱ（呪術・科学） 4 世界の諸民族の呪術と科学に対する認識についての講述 助教授 白川　千尋

民族宗教研究Ⅲ（儀礼） 4 儀礼と祭りの構造・過程・意味について講述する 助教授 笹原　亮二

民族宗教研究Ⅳ（世界観） 4 世界の諸民族の世界観・聖俗観などについての講述 助教授 白川　千尋

民族宗教研究特論Ⅰ 2
アメリカやブラジルなどにおける日本宗教を民族宗教として
とらえその展開・受容・変容に関して講述する

教　授 中牧　弘允

民族宗教研究特論Ⅱ 2 メラネシア諸民族の宇宙観の比較研究に関する講述 助教授 白川　千尋

民族宗教研究特論Ⅲ 2
オセアニアにおける伝統宗教の変容と外来宗教の受容に
ついての講述

教　授 小林　繁樹

民族宗教研究演習Ⅰ 2
宗教と観光のホモロジー（相同）など，宗教観光に関する演
習

民族宗教研究演習Ⅱ 2
地中海地域諸民族の世界観とその歴史的変遷に関する演
習

民族宗教研究演習Ⅲ 2
アマゾン地域を中心とする南アメリカを対象に，諸民族の宗
教行動と外来宗教の影響に関する比較研究を行う

教　授 中牧　弘允

民族技術研究Ⅰ（生産技術） 4 世界の諸民族における農耕技術などについての講述 教　授 關　　雄二

民族技術研究Ⅱ（保存技術）　 4 技術と太平洋諸島への人の移住 助教授
マシウス，ピー
タージョセフ

民族技術研究Ⅲ（製作技術）　 4
世界の諸民族の生産や生活用具などにかかわる製作技術
についての講述

教　授 吉本　　忍

民族技術研究Ⅳ（素材調査） 4
世界の諸民族の生活用具にかかわる技法や素材などの自
然科学的調査法の講述

助教授 園田　直子

民族技術研究Ⅴ（生活技術） 4
世界の諸民族の生活技術を対象に，技術の保持，および
創意の背景となる文化の態様についての講述

教　授 近藤　雅樹

民族技術研究特論Ⅰ 2 南アメリカの先史社会の生業技術に関する講述 教　授 關　　雄二

民族技術研究特論Ⅱ 2 インドネシア染織技術の比較研究に関する講述 教　授 吉本　　忍

民族技術研究特論Ⅲ 2
日本の近・現代における物質文化を流通と形態比較の視点
から講述する

教　授 近藤　雅樹

民族技術研究演習Ⅰ 2 農業の歴史ー植物学的，民族学的，考古学的アプローチ 助教授
マシウス，ピー
タージョセフ

民族技術研究演習Ⅱ 2
伝統的ならびに近現代の民族絵画における技法と素材の
比較研究

助教授 園田　直子

民族技術研究演習Ⅲ 2 アンデスの環境利用と文明形成に関する演習 教　授 關　　雄二

担　当　教　員
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分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

民族言語研究Ⅰ（言語理論） 4
言語人類学の諸問題，研究対象を一般言語学に言及しつ
つ対比的に概説する

教　授 庄司　博史

民族言語研究Ⅱ（言語論） 4
認識のあり方が言語形式に現れる幾つかのトピックについ
て研究論文の講読と批判を行う

民族言語研究Ⅲ（比較言語） 4
世界の諸民族の言語を対象とする比較研究（比較言語学・
対照言語学・言語類型論・その他）の方法に関する講述

助教授 菊澤　律子

民族言語研究Ⅳ（文学） 4
世界の諸民族の言語と非言語的表現などの比較について
の講述

民族言語研究特論Ⅰ 2 類型学的観点からウラル諸語と近隣諸語を比較する 教　授 庄司　博史

民族言語研究特論Ⅱ 2
チベット･ビルマ系諸語の歴史を再構するための方法につ
いての講述

民族言語研究特論Ⅲ 2 オーストロネシア諸語の比較研究に関する講述 助教授 菊澤　律子

民族言語研究演習Ⅰ 2 言語の類型論的研究に関する演習 助教授 菊澤　律子

民族言語研究演習Ⅱ 2
言語の実地調査法，記述言語学の方法，言語事実の解釈
方法等についての講述

民族言語研究演習Ⅲ 2
少数言語の実態，言語運動，言語政策の調査分析につい
て演習する

教　授 庄司　博史

言語情報研究 4
世界の諸民族の文字使用についてその統計的性質，テキ
ストの検索インデックスの手法などについて講述する

教　授 久保　正敏

言語情報研究特論 2
コンピュータ民族学の手法について詳述し，比較民族学を
進めるために留意すべき問題点を講述する

教　授 久保　正敏

言語情報研究演習（民族資料情
報学）

2
コンピュータを用いた民族資料情報の管理・分析・活用方法
について演習を行う

助教授 山本　泰則

民族芸術研究Ⅰ（比較芸能） 4 世界の諸民族の芸能の比較についての講述 助教授 笹原　亮二

民族芸術研究Ⅱ（映像民族誌） 4 世界の諸民族の映像とのかかわりに関する比較構造研究 教　授 大森　康宏

民族芸術研究Ⅲ（民族造形） 4 世界の諸民族の造形の構造，機能などについての講述 教　授 小林　繁樹

民族芸術研究Ⅳ（民族音楽） 4
世界の諸民族の音文化を通文化的な視点より関連諸分野
をも視野に入れ考察し講述する

助教授
助教授
福岡　正太
寺田　吉孝

民族芸術研究Ⅴ（民族芸能） 4
世界の芸術・芸能をめぐる表象の政治性、権力性について
講述及び討論する

助教授
教　授
川口　幸也
吉田　憲司

民族芸術研究特論Ⅰ 2 日本の民族芸能に関する講述 助教授 笹原　亮二

民族芸術研究特論Ⅱ 2 西欧社会における映画，映像の比較研究に関する講述 教　授 大森　康宏

民族芸術研究特論Ⅲ 2
諸民族の造形についての表象様式について批判的に検討
する

教　授 吉田　憲司  

民族芸術研究演習Ⅰ 2
東南アジアの音楽資料を例に、音楽の分析、比較方法を講
述する。音響資料の扱い方をトレーニングする

助教授 福岡　正太

民族芸術研究演習Ⅱ 2 映像音響の技術的研究と実技演習 教　授 大森　康宏

民族芸術研究演習Ⅲ 2 芸術文化の表現の諸問題に関する演習 助教授 川口　幸也

比較文化学基礎演習Ⅰ 2
民族学・文化人類学の先端的理論を講述し，通文化的研究
における実情の検証とともに，その理論を批判的に研究す
る

比較文化学基礎演習Ⅱ 2
比較文化を中心とする民族学・文化人類学研究の理論的・
方法論的枠組を明確にする研究をゼミナール形式で行う

比較文化学特論Ⅰ 2
比較文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法につ
いての講述

教　授 中牧　弘允

比較文化学特論Ⅱ 2
比較文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法につ
いての講述

教　授 岸上　伸啓

比較文化学演習Ⅰ 2
比較文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法につ
いての演習

教　授 吉田　憲司

比較文化学演習Ⅱ 2
比較文化に関する民族学・文化人類学の理論や方法につ
いての演習

※網掛けは必修科目

共
通
科
目

民
族
言
語

民
族
芸
術

基
礎
科
目



国際日本研究専攻授業概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

日本研究基礎論Ａ 2
日本研究のさまざまな分野における最新のテーマおよび
理論・方法等を講義する。

日本研究基礎論Ｂ 2
日本研究のさまざまな分野における最新のテーマおよび
理論・方法等を講義する。

学際研究論ⅠＡ 1
学際的な論文作成の促進と学術的な口頭発表および質疑
応答の演習を行う。

学際研究論ⅠＢ 1
学際的な論文作成の促進と学術的な口頭発表および質疑
応答の演習を行う。

学際研究論ⅡＡ 1
学際的な論文作成の促進と学術的な口頭発表および質疑
応答の演習を行う。

学際研究論ⅡＢ 1
学際的な論文作成の促進と学術的な口頭発表および質疑
応答の演習を行う。

論文作成指導ⅠＡ 1
論文作成のために必要な講義・演習・実習を個別にプログ
ラムし、関係教員の協力を得て実施する。

論文作成指導ⅠＢ 1
論文作成のために必要な講義・演習・実習を個別にプログ
ラムし、関係教員の協力を得て実施する。

論文作成指導ⅡＡ 1
論文作成のために必要な講義・演習・実習を個別にプログ
ラムし、関係教員の協力を得て実施する。

論文作成指導ⅡＢ 1
論文作成のために必要な講義・演習・実習を個別にプログ
ラムし、関係教員の協力を得て実施する。

シンポジウム等運営実習Ａ 1
本専攻が実施するシンポジウム・セミナー・共同研究会・講
演会等の運営に参加し、その運営方法および実施などを
実習する。

シンポジウム等運営実習Ｂ 1
本専攻が実施するシンポジウム・セミナー・共同研究会・講
演会等の運営に参加し、その運営方法および実施などを
実習する。

※網掛けは必修科目

関係教員

関係教員

全教員

全教員

全教員

主任指導教員・副指導教
員及び関係教員

担　当　教　員

国
際
日
本
研
究

主任指導教員・副指導教
員及び関係教員
主任指導教員・副指導教
員及び関係教員
主任指導教員・副指導教
員及び関係教員
主任指導教員・副指導教
員及び関係教員
主任指導教員・副指導教
員及び関係教員
主任指導教員・副指導教
員及び関係教員



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

文書史料研究A 2
古代・中世文書の史料分析法と多国間比較の研究

助教授 高橋　一樹

文書史料研究B 2
近世文書の研究

助教授 山本　光正

記録・典籍史料研究A 2
主として文献学的方法による古記録・古代典籍の研究

教　授 吉岡　眞之

記録・典籍史料研究B 2
文献史料に関する資料批判学の方法と内容についての研
究 教　授 井原　今朝男

近現代資料研究A 2
近現代資料の収集・整理・活用法の研究

助教授 樋口　雄彦

近現代資料研究B 2
大衆文化の資料学

教　授 安田　常雄

金石文・出土文字資料研究 2
古代金石文・出土文字資料の特質と活用法の研究

助教授 仁藤　敦史

考古資料研究A 2
弥生青銅器の研究

教　授 春成　秀樹

考古資料研究B 2
銙帯（鉄銙など）による古代の制度及び南北交流の研究

教　授 阿部　義平

考古資料研究C 2
中世考古資料を主とした遺跡の空間構造と機能に関する
研究

教　授 小野　正敏

民俗誌研究A 2
民俗文化における文字及び文書の意義に関する研究

助教授 小池　淳一

民俗誌研究B 2
民俗技術に関する民俗誌的研究

助教授 安室　　知

民俗誌研究C 2
民俗調査と記述の方法についての研究

助教授 松尾　恒一

物質文化資料論A 2
遺跡遺物論

教　授 広瀬　和雄

物質文化資料論B 2
「もの」資料を中心とする物質文化資料の活用法の研究

教　授 宇田川　武久

物質文化資料論C 2
技術における身体知と自然知

教　授 篠原　　徹

物質文化資料論D 2
建築史料論

教　授 玉井　哲雄

民俗文化資料論A 2
民俗学の資料と操作法についての研究

教　授 新谷　尚紀

民俗文化資料論B 2
俗信の研究

助教授 常光　　徹

民俗文化資料論C 2
民俗の伝承実態に関する資料論的研究

助教授 関沢　まゆみ

映像資料論 2
映像資料の意義とその作成

教　授 上野　和男

画像資料論 2
地図資料の空間と歴史

助教授 青山　宏夫

美術工芸資料論 2
美術史的視点にもとづく画像資料の活用法の研究

助教授 大久保　純一

歴史展示研究A 2
博物館における歴史叙述の方法に関する研究

教　授 久留島　浩

歴史展示研究B 2
歴史展示の特質および教育と評価の研究

助教授 小島　道裕

分析調査論A 2
歴史資料の非破壊調査法の研究

助教授 永嶋　正春

分析調査論B 2
自然科学的な手法による歴史資料の研究

助教授 齋藤　　努

分析調査論C 2
古墳時代における新来技術の研究

教　授 杉山　晋作

教　授 今村　峯雄

助教授 藤尾　慎一郎

資料保存科学 2
保存科学のための材質調査の研究

助教授 齋藤　　努

歴史情報科学A 2
歴史資料情報の集成とディジタル資料論の研究

教　授 安達　文夫

歴史情報科学B 2
GISとデータベース

教　授 西本　豊弘

担　当　教　員

資
料
論
・
展
示
研
究

歴
史
資
料
研
究

分
析
・
情
報
科
学

2年代資料学

年代歴史学研究

日本歴史研究専攻授業概要



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

古代社会論A 2
原始・古代社会の研究

教　授 春成　秀樹

古代社会論B 2
古墳時代政治構造の研究

教　授 広瀬　和雄

古代社会論C 2
多角的視点による日本古代社会の発展と転換の研究

教　授 吉岡　眞之

中世社会論 2
中世社会と法制・訴訟制度の研究

助教授 高橋　一樹

近世社会論 2
旅の社会史

助教授 山本　光正

近現代社会論 2
近代社会の特色とその変遷の研究

助教授 樋口　雄彦

村落社会論 2
現在の視点から近世の「村の自画像」を読み直す研究

教　授 久留島　浩

都市社会論A 2
古代都市の特色とその変遷についての研究

助教授 仁藤　敦史

都市社会論B 2
中世後期～近世初期における都市と地域の研究

助教授 小島　道裕

古代技術史A 2
縄文・弥生時代の技術史研究

助教授 藤尾　慎一郎

古代技術史B 2
古墳時代における伝統的技術の革新と展開に関する研究

教　授 杉山　晋作

古代技術史C 2
古代の版築技術の導入と普及過程の研究

教　授 阿部　義平

中世技術史 2
中世技術の特色と東アジアの技術交流に関する研究

教　授 小野　正敏

近世技術史A 2
近世の技術の特色とその歴史的展開の研究

教　授 宇田川　武久

近世技術史B 2
近世東アジアにおける日本の建築技術

教　授 玉井　哲雄

助教授 永嶋　正春

助教授 大久保　純一

歴史環境論 2
景観の構成と変容に関する研究

助教授 青山　宏夫

生態環境史 2
人の生活と環境変化との関連に関する研究

教　授 西本　豊弘

民俗環境論A 2
「生きる方法」としての民俗と環境

教　授 篠原　　徹

民俗環境論B 2
自然観の民俗学

助教授 安室　　知

村落伝承論A 2
日本の村落の地域的特色に関する研究

助教授 関沢　まゆみ

村落伝承論B 2
歳時記の研究

助教授 小池　淳一

都市伝承論 2
しぐさの研究

助教授 常光　　徹

社会伝承論 2
日本および東アジアの社会組織

教　授 上野　和男

信仰伝承論A 2
民俗信仰の歴史に関する民俗学的研究

教　授 新谷　尚紀

信仰伝承論B 2
神霊と交流する身体・行為・ことばの研究

助教授 松尾　恒一

社会意識論A 2
慣習法・社会規範・社会教養観に関する研究

教　授 井原　今朝男

社会意識論B 2
戦後日本の社会意識

教　授 安田　常雄

基礎演習Ⅰ 1
院生による研究発表

基礎演習Ⅱ 1
院生による研究発表

助教授 藤尾　慎一郎

教　授 杉山　晋作

助教授 高橋　一樹

助教授 大久保　純一

教　授 安達　文夫

助教授 齋藤　努

全教員

全教員

社
会
論

技
術
史
・
環
境
史

地
域
文
化
論

2工芸技術史
漆工・木工・金工・絵画彩色等の材料及び技法の研究

（資料調査法）
異なる分野の講師により、資料からの多角的な情報を読
み取るための様々な調査法について学ぶ

集中講義Ａ 1



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

教　授 小野　正敏

教　授 久留島　浩

教　授 篠原　徹

助教授 高橋　一樹

助教授 小池　淳一

助教授 小島　道裕

教　授 久留島　浩

助　手 佐藤　優香

集中講義Ｂ 1

（博物館とはなんだろう）
実際の展示と活動を通じて、博物館展示の持つ意味と機
能について学ぶ

集中講義Ｃ 1

（地域研究の方法）
日本列島および関連する諸地域において、実際に地域文
化がどのように展開しているかを実際の史資料に即して確
認、検討、分析する



Field Subject Unit Content of subject

Historical Archives A 2
Analytical Methods and Multinational Comparative
Research on Ancient and Medieval Archival Materials

A. Prof.
TAKAHASHI
Kazuki

Historical Archives B 2
Archival Research on Early Modern Japan

A. Prof.
YAMAMOTO
Mitsumasa

Books and Records A 2
Bibliographical Study of Aristocratic Diaries and Classics

Prof.
YOSHIOKA
Masayuki

Books and Records B 2
Critical Methods and Contents for Research in Archival
Materials

Prof. IHARA Kesao

Modern and Contemporary
Resource Materials A

2
Collection, Arrangement, and Use of Modern
and Contemporary Resource Materials

A. Prof.
HIGUCHI
Takehiko

Modern and Contemporary
Resource Materials B

2
Study of Resource Materials for Popular Culture

Prof.
YASUDA
Tsuneo

Inscriptions and Written Texts
from Archaeological Sites

2
Characteristics and Use of Inscriptions and Written Texts
from Archaeological Sites

A. Prof. NITO Atsushi

Archaeological Materials A 2
Bronze Implements in the Yayoi Period

Prof.
HARUNARI
Hideki

Archaeological Materials B 2
Ancient System and Exchanges between the North and
South from Research on Belt Ornaments

Prof. ABE Gihei

Archaeological Materials C 2
Spatial Analysis of Structure and Function in Medieval
Archaeological Sites

Prof. ONO Masatoshi

Folklore A 2
Significance of Texts and Documents in Folk Cultures

A. Prof. KOIKE Jun'ichi

Folklore B 2
Folkloric Research on Folk Technologies

A. Prof.
YASUMURO
Satoru

Folklore C 2
Methods of Folkloric Survey and Writing

A. Prof.
MATSUO
Ko'ichi

Source Materials:  Material
Culture A

2
Archaeological Sites and Remains

Prof. HIROSE Kazuo

Source Materials:  Material
Culture B

2
Use of Resource Materials of Material Culture with
Emphasis on Artifacts

Prof.
UDAGAWA
Takehisa

Source Materials:  Material
Culture C

2
Corporeal Knowledge and Nature in Technology

Prof.
SHINOHARA
Toru

Source Materials:  Material
Culture D

2
Historical Architectural Records

Prof.
ＴＡＭＡＩ　Ｔｅｔｓｕ
ｏ

Source Materials:  Folk Culture A 2
Resources and Methods in Folklore

Prof.
SHINTANI
Takanori

Source Materials:  Folk Culture B 2
Study of "Folk Belief"

A. Prof.
TSUNEMITSU
Toru

Source Materials:  Folk Culture C 2
Oral Tradition in Folklore Studies

A. Prof.
SEKIZAWA
Mayumi

Source Materials:  Film 2
Significance of Film Materials and their Production

Prof. UENO Kazuo

Source Materials: Visual Images 2
Space and History of Map Materials

A. Prof. AOYAMA Hiro'o

Source Materials:  Arts and
Crafts

2
Use of Visual Materials from an Art Historical Perspective

A. Prof. OKUBO Jun'ichi

Research on Exhibits of History
A

2
Methods of Historical Narrative in Museums

Prof.
KURUSHIMA
Hiroshi

Research on Exhibits of History
B

2
Characteristics, Education, and Evaluation of History
Exhibits

A. Prof.
KOJIMA
Michihiro

Analytical Research Methods A 2
Non-destructive Research Methods for Studying
Historical Materials

A. Prof.
NAGASHIMA
Masaharu

Analytical Research Methods B 2
Study of Historical Materials through Natural Scientific
Methods

A. Prof. SAITO Tsutomu

Analytical Research Methods C 2
Newly Introduced Technologies in the Kofun Period

Prof.
SUGIYAMA
Shinsaku

Prof.
IMAMURA
Mineo

A. Prof.
FUJIO
Shin'ichiro

Preservation Science of
Resource Materials

2
Analysis of Materials for Preservation Science

A. Prof. SAITO Tsutomu

Historical Information Science A 2
Assembling and Digitizing Information on Historical
Materials

Prof. ADACHI Fumio

Historical Information Science B 2
Graphic Information Systems (GIS) and Databases

Prof.
NISHIMOTO
Toyohiro
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Chronological Study of Materials

Chronological Methods in Historical Research-
Fundamentals and Applications2

Department of Japanese History



Field Subject Unit Content of subject

Social History of  Ancient Japan
A

2
Prehistoric and Ancient Japanese Society

Prof.
HARUNARI
Hideki

Social History of  Ancient Japan
B

2
Political Structure in the Kofun Period

Prof. HIROSE Kazuo

Social History of  Ancient Japan
C

2
Interdisciplinary Research on the Development and
Transformation of Ancient Japanese Society

Prof.
YOSHIOKA
Masayuki

Social History of Medieval Japan 2
Judicial Institutions and Records in Medieval Japan

A. Prof.
TAKAHASHI
Kazuki

Social History of  Early Modern
Japan

2
Social History of Travel

A. Prof.
YAMAMOTO
Mitsumasa

Modern and Contemporary Social
History

2
Characteristics and Transformation of Contemporary
Society

A. Prof.
HIGUCHI
Takehiko

Rural Social History 2
Re-reading the "Self-portraits of Villages" in Early
Modern Japan from Today's Perspective

Prof.
KURUSHIMA
Hiroshi

Urban Social History A 2
Characteristics and Transformation of Cities in Ancient
Japan

A. Prof. NITO Atsushi

Urban Social History B 2
City and Region in Late Medieval and Early Modern Japan

A. Prof.
KOJIMA
Michihiro

History of Technology in Ancient
Japan A

2
History of Technology in the Jomon and Yayoi Periods

A. Prof.
FUJIO
Shin'ichiro

History of Technology in Ancient
Japan B

2
Innovation and Development of Traditional Technology in
the Kofun Period

Prof.
SUGIYAMA
Shinsaku

History of Technology in Ancient
Japan C

2
Introduction and Diffusion of Tamped-earth Technology in
Ancient Japan

Prof. ABE Gihei

History of Technology in Medieval
Japan

2
Characteristics of Medieval Technology and Technological
Exchanges in East Asia

Prof. ONO Masatoshi

History of Technology in Early
Modern  Japan A

2
Characteristics of Early Modern Technology and its
Historical Development

Prof.
UDAGAWA
Takehisa

History of Technology in Early
Modern  Japan B

2
Japanese Architectural Techniques in Early Modern East
Asia

Prof.
ＴＡＭＡＩ　Ｔｅｔｓｕ
ｏ

A. Prof.
NAGASHIMA
Masaharu

A. Prof. OKUBO Jun'ichi

Environmental History 2
Formation and Transformation of the Landscape

A. Prof. AOYAMA Hiro'o

Ecological Environmental History 2
The Relationship between Human Life and Environmental
Change

Prof.
NISHIMOTO
Toyohiro

Environmental Folklore  A 2
Environment and Folklore as a "Way of Living"

Prof.
SHINOHARA
Toru

Environmental Folklore  B 2
Folklore Study of Views of Nature

A. Prof. AMURO Satoru

Study of Transmission of Rural
Practice A

2
Regional Variation in Rural Japan

A. Prof.
SEKIZAWA
Mayumi

Study of Transmission of Rural
Practice B

2
Study of Saijiki , Guides to the Cycle of Annual Events

A. Prof. KOIKE Jun'ichi

Study of Transmission of Urban
Practice

2
Study of Gestures

A. Prof.
TSUNEMITSU
Toru

Study of Transmission of Social
Practice

2
Social Structures of Japan and East Asia

Prof. UENO Kazuo

Study of Transmission of
Religious Practice A

2
Folkloric Research on the History of Folk Beliefs

Prof.
SHINTANI
Takanori

Study of Transmission of
Religious Practice B

2
Communication with Deities and Spirits:  Body, Behavior,
and Speech

A. Prof.
MATSUO
Ko'ichi

Study of Social Consciousness A 2
Common Law, Social Codes, and Views of Social
Education

Prof. IHARA Kesao

Study of Social Consciousness B 2
Social Consciousness in Post-war Japan

Prof.
YASUDA
Tsuneo

Basic Seminar I (for Freshmen) 1 Research Presentation by Students 

Basic Seminar II (for
Sophomores)

1 Research Presentation by Students 

A. Prof.
FUJIO
Shin'ichiro

Prof.
SUGIYAMA
Shinsaku

A. Prof.
TAKAHASHI
Kazuki

A. Prof. OKUBO Jun'ichi

Prof. ADACHI Fumio

A. Prof. SAITO Tsutomu

All Faculty

All Faculty
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History of Arts and Crafts
Materials and Techniques:  Lacquerwork, Carpentry,
Metalwork, Painting, and Prints2

(Material Research Methods)
Study various research methods, introduced by lecturers
in different fields, to extract multifaceted information from
source materials

1Intensive Lectures A



Field Subject Unit Content of subject

Prof. ONO Masatoshi

Prof.
KURUSHIMA
Hiroshi

Prof.
SHINOHARA
Toru

A. Prof.
TAKAHASHI
Kazuki

A. Prof. KOIKE Jun'ichi

A. Prof.
KOJIMA
Michihiro

Prof.
KURUSHIMA
Hiroshi

Assist. SATO Yuka

Intensive Lectures C

(Methods of Regional Studies)
Identify, examine, and analyze the development of regional
cultures in the Japanese archipelago and related regions
based on actual  sources

(What is  Museum?)
Study the meanings and roles of museum exhibits through
the actual exhibition and other museum activities

1

1

Intensive Lectures B



分野 授業科目 単位 授業科目の内容

メディア文化論 ２

文化とメディアの相互作用について、文化所作の創出と新
メディア環境における女性や障害者等の社会参画の広が
りと文化的変容といったテーマをとうして研究指導する。

助教授 広瀬　洋子

情報表現基礎論 ２

各種メディアそれによって伝達される情報の構造・特性・
機能の相互関係を追究する方法論，その基本的モデル等
について研究指導する。

助教授 柳沼　良知

情報表現内容論 ２

各種メディアに応じたデジタルコンテンツの特性・機能・意
味・表現方法を，人文社会科学及び情報科学的視点から
研究指導する。

教　授 山田　恒夫

情報可視化特論 ２

人間の能力を利用した知識獲得や効果的な情報伝達の
ための情報可視化およびインタフェースに関して研究指導
する。

教　授 大澤　範高

データベース論 ２

多様な学術・教育リソースを統合的かつ効果的に扱うマ
ルチメディアデータベースに関する理論的・実証的な研究
指導を行う。

助教授 川淵　明美

教材評価論 ２
デジタル教育コンテンツの評価について、人文社会科学
及び情報科学的視点から研究指導する。 助教授 芝崎　順司

メディア社会論 ２

社会におけるメディアの布置連関，人間の相互作用に介
在するメディアの機能に関する各種理論，メディアに関す
る社会制度，利用形態に関する社会史について研究指導
する。

教　授 吉田　　文

国際コミュニケーション論 ２

メディアの特性が、異質文化間の対人レベルと国際関係
におけるコミュニケーションに及ぼす影響について、多様
なＩＣＴ活用事例および関連するヒューマン・ファクターに係
わる諸問題をとりあげ研究指導する。

教　授 小林登志生

国際社会論 ２

高等教育における情報通信技術（ＩＴ）の利用と社会経済
的な背景及び制度政策との関連という視点から、中国を
含む発展途上国や先進国における事例の国際比較、及
び国境を越えたプロバイダによるグローバルな市場化な
どについて研究指導する。

助教授 苑　　復傑

遠隔教育論 ２

新しいメディアによる遠隔教育を支えるデジタル教育コン
テンツの流通方略について、知的所有権保護制度や技術
的な観点から研究指導する。

助教授 太田　好彦

ネットワーク基盤論 ２

衛星，光ファイバー等個々の通信技術，またこれら技術に
よる多数点を結んだネットワークについて可能性と制約を
明確にするとともに，実際の例，また動向予測をもとに高
度情報社会がネットワークに求める機能，特性とシステム
的，運用的課題を明らかにする。

教　授 近藤喜美夫

バーチャルリアリティ特論 ２

臨場感の高い情報提示を行う仮想環境の構成に関して基
盤になる技術を概説し、視覚・聴覚・触覚を中心とした情
報提示の手法、人の感覚や行動を検出するセンサの設
計、臨場性を創出する自然なインタラクションの枠組みに
ついて研究指導する。

助教授 浅井紀久夫

ユーザ工学 ２

システムを開発する際にそれを利用するユーザの視点に
たつことは，そのシステムの使い勝手を高め、利用効果を
高めることになる。そのための考え方や方法論について
研究指導する。

教　授 黒須　正明

情報行動論 2

デジタル環境における情報探索行動、ブラウジング行動、
情報回避行動等の情報行動のモデル化と理論生成、情
報行動抽出手法について研究指導する。 教　授 三輪　眞木子

メディア研究方法論 ２

メディアがどのように使われ、どのように社会に影響を及
ぼしているか、また、メディアを通してどのようなコンテンツ
が普及しているか、等、様々な視点から仮説を立てて、そ
れを実証する方法論を研究指導する。

助教授 青木久美子

担当教員

メディア社会文化専攻授業科目概要

メ
デ
ィ
ア
文
化

メ
デ
ィ
ア
社
会



分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

認知科学特論 ２
人間が行う知的活動のメカニズムを認知科学的アプロー
チにより解明するための研究を指導する。 助教授 大西　　仁

メディアリテラシー論 ２

メディアとその表現の様式・内容を創造的，主体的，批判
的に理解し活用する能力の分析とその育成法に関して研
究指導する。

教　授 佐賀　啓男

学習メディア環境デザイン論 ２

さまざまな学習観と学習メディア環境のデザイン例を対比
させることを通して、学習メディア環境のデザイン方法論を
深め、併せてその評価方法について研究指導する。

助教授 加藤　　浩

心理評価論 ２
各種メディアが人間の心理過程及び行動に及ぼす影響に
ついての心理学的な評価に関して理論的・方法論的な研
究指導を行う。

助教授 高橋　秀明

生理評価論 ２

各種メディアが人間の生理過程に及ぼす影響についての
生理学的な評価に関して理論的・方法論的な研究指導を
行う。

助教授 仁科　エミ

メディア空間認知論 ２

バーチャルリアリティ技術等によって作り出されたメディア
空間を学習環境に応用した際の人間の認知特性を実証
的に研究することを指導する。

助教授 近藤智嗣

メ
デ
ィ
ア
認
知
行
動



日本文学研究専攻授業概要

分野 授業科目 単位 授業科目の内容

書物メディア論 ２

　幕末から明治期にかけて、海外から数多くの人々が日本
を訪れ、記録し、写真を撮り、また日本の書物や美術品を
本国に持ち帰った。そこで、書物メディアがどのような影響
を海外に与え、また、日本文学をどのように発見し、記録し
たのかを、海外の文献など様々な資料を通じて考察する。
英文の文献を読み解くことによって、多角的な視野から当
時の日本の姿を観察し、日本文学のあり方、文化史的な意
義の多様性を考える。 教　授 伊井　春樹

書物交流論 ２

　日中両国間における書物の移動をめぐる様々な史実の
考察を中心として、東アジア文化圏における書物交流の実
態とその特質を探る。また、書物交流のルートやそれに関
わった人々の活動を考察する一方、日本所蔵の漢籍旧鈔
本や中国においてはすでに散逸した佚存書などについても
触れる。 助教授 陳　　　捷

書写文化論 ２

　写本を中心とする日本の書写文化について、書写という
行為、その担い手と場、流布と享受の実態など、様々な側
面から、書写文化における日本固有の特質を解明する。

助教授 小川　剛生

前期出版文化論 ２

　古活字本・整版本を中心とする出版文化について、作
者、版元、流通、読者の問題など、広く出版をめぐる様々な
側面から近代以前の出版文化の固有の特質を解明する。

教　授 鈴木　　淳

　明治以降の出版文化について、西洋印刷術の導入、近
代メディアの出現、出版活動をめぐる法的規制、近代的
ジャンルや読者の形成など、様々な側面から近代出版文
化の特質を解明する。さらに電子情報を主とする現代メディ
アの文化的位相についても考察する。 教　授 谷川　惠一

　明治以降の出版文化について、西洋印刷術の導入、近
代メディアの出現、出版活動と広告文化、近代読者の成立
と展開など、様々な側面から近代出版文化の特質を解明
する。さらに電子情報を主とする現代メディアの文化史的
位相についても考察する。 助教授 青田　寿美

資源集積論 ２

　多様な文化資源の集積によって形成される拠点、たとえ
ば各種文庫・学校・寺社・大名家・素封家などの蔵書や記
録資料群について、その実態の歴史的検証を通して、書物
をめぐる文化的ネットワークの形成・消長ならびにその構造
を解明し、今後の資源集積のあり方について、電子アーカ
イブの可能性も含めて考察する。

教　授 高橋　　実

担当教員

文
学
資
源
研
究

２後期出版文化論



分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

本文形成論 ２

　具体的な作品本文に即して、その伝本を集成して比較検
討し、それらの差異や特徴を把握することよって、本文の形
成、系統、享受、混淆、流動等の具体相を解明し、その意
義を検証する。 助教授 伊藤　鉄也

表現形成論 ２

　個々の作品、もしくは作品群に、固有な表現を形成する、
制度や社会による規制、雅俗の位相差、和漢の相克など
の様々な要因を解明し、文体的差異、時代的特徴等の分
析を通して、作品が持つ表現的特質を探る。

教　授 中村　康夫

作品形成論(中世以前) ２

　書写文化の中で形成された中世以前の文学作品につい
て、それがなぜ、いかに形成されたか、時代思潮、成立の
経緯、作者、文化階層など、様々な側面から検証し、その
作品の構造や特質、モティーフ、社会的位置、文化史的意
義などを明らかにする。 教　授 田渕句美子

作品形成論(近世以降) ２

　出版文化の中で形成された近世以降の文学作品につい
て、それがなぜ、いかに形成されたか、時代思潮、成立過
程、作者、出版文化圏、ジャンルなど、様々な側面から検
証し、その作品の構造や特質、モティーフ、社会的位置、文
化史的意義などを明らかにする。 教　授 大高　洋司

作品享受論 ２

　文学作品がどのように読まれ、享受され、古典として確立
してきたかについて、読者、流布、書承、引用、注釈、影響
など、作品の受容の具体的局面を通して、その実態を文化
史的観点から明らかにする。 助教授 加藤　昌嘉

　批評・研究・理論・文学史など、文学という営為をめぐる言
説や思想について、仏教、神道、儒学など、広く時代の文
化全体を視野に入れて、中世以前における日本の文学思
想の特質を論じる。

教　授 山崎　　誠

　中世の文学思想の在り方について、仏教・神道等の諸注
釈書、室町物語・俳諧連歌・絵画資料等々を主要な素材と
し、時代の文化史的背景をも視野に入れながら、その特質
を考究する。 助教授 齋藤　真麻理

文学思想論(近世以降) ２

　批評・研究・理論・文学史など、文学という営為をめぐる言
説・思想について、仏教、国学、儒学、西洋思想など、広く
時代の文化全体を視野に入れて、近世以降の日本の文学
思想の特質を論じる。

教　授 鈴木　　淳

文学芸術論 ２

　絵入り本、浮世絵などの絵画表現に含まれる、能・狂言、
浄瑠璃・歌舞伎などの演劇的要素や、その社会的・文学的
意味の解釈を明らかにする。 教　授 高橋(山下)則子

文
学
形
成
研
究

文学思想論(中世以前) ２

文
学
環
境
研
究



分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

文学集団論 ２

　文学・学芸・芸術を生み出す基盤となったコミュニティ、す
なわち歌壇、工房、僧院、劇場、宮廷、大名家、結社、文壇
などの種々の場について、具体的・多角的に論じ、日本に
おける文化営為の場の特質を明らかにする。 教　授 武井　協三

文学社会論 ２

　身分・社会・制度・地域・政治・経済など、人間の生を規定
する歴史的・社会的諸条件と文学作品との双方向的な関
わりについて、その実態を明らかにする。 教　授 大友　一雄

文学情報論 ２

　文学作品・新聞雑誌・辞書・絵巻物など、多種多様な文学
資源の適切な情報化の方法、およびそれらを活用した研究
の展開について考察し、高度情報化社会における情報学
をベースとした文化科学の可能性を探る。 教　授 安永　尚志

書物情報論 ２

　装訂・筆跡・活字・奥書・版式・版刻・奥付など、書物を構
成する諸要素について、様々な事例を提示しながら具体的
に考察し、書物が語りかける多様な情報の意味を総合的に
解析する。

助教授 落合　博志

　文学作品と一体のものとして伝存されてきた記録・文書等
の記録資源に関して、その形態・伝来・内容・時代的特質な
どを総合的に明らかにし、それらを保存し研究に活用する
方法について科学的に考察する。

(安藤教授)
　人間の諸活動についての情報を記録化し、後世に史料と
して遺した伝来過程と記録情報の本質を、その時代背景の
中で考察する。更に記録情報の構造的特質をそれを作成
した組織体の活動との関連で解明する。 教　授 安藤　正人

(渡辺助教授)
　記録史料についての内容情報を作成主体の性格、時代
的特質と関わらせて分析して解明する認識論を、わが国と
諸外国との記録情報を比較しながら追究する。 助教授 渡辺　浩一

記録情報論

共
通
科
目

２



Department　Of　Japanese　Literature　

Field Subject Unit Content of subject

Introduction to Print Media ２

　During the closing years of the Tokugawa period and the
Meiji period, large numbers of men and women came to
Japan from overseas. These visitors authored accounts of
their travels, took photographs, and brought Japanese
publications and artworks with them when they returned
home. This course will use a variety of materials, including
foreign resources, to consider both the ways in which print
media influenced foreign cultures and the process by
which Japanese literature was first discovered and written
about abroad. Close reading of English-language materials
will allow us to investigate Japan during this period from a
variety of angles, and help us consider the nature of
Japanese literature and the numerous meanings it has had
in cultural history.

Prof. Haruki　Ii

Introduction to the Circulation of
Printed Materials

２

　This course will explore the particular characteristics of
the circulation of printed materials within the East Asian
cultural sphere, placing particular emphasis on the
consideration of historical circumstances relating to the
movement of printed works between Japan and China. We
will address both the particular routes used and the lives
of individuals involved in transporting works along these
routes; at the same time, we will touch on early Chinese
copies of Chinese works that are now in Japanese
collections and on Chinese works that have only survived
in Japan.

A.Prof. Ｊｉｅ　Chen

Introduction to Calligraphic
Transcription

２

　This course will identify the unique attributes of Japan’s
culture of calligraphic transcription and the calligraphic
texts around which it was centered. We will investigate,
from a variety of perspectives, the act of copying itself,
individuals who were involved in the act, the places where
they performed it, and finally the circulation and reception
of the calligraphic text they produced.

A.Prof. Takeo　Ogawa

Introduction to Early Print Culture ２

　This course will aim to identify the unique attributes of
pre-modern print culture in Japan by examining various
aspects of this culture―and the early moveable type
(kokatsuji ) and woodblock (seihan ) editions around which
it was centered―including authors, publishers, circulation,
and readers.

Prof. Jyun　Suzuki

　This course will identify the unique attributes of modern
print culture, focusing on various aspects of printing from
the Meiji period on, including the introduction of Western
printing technologies, the emergence of modern media,
legal restrictions on publishing activities, and the formation
of modern genres and readers. We will also consider the
cultural status of contemporary media, in particular that of
digital information.

Prof.
Keiichi
Tanikawa

This course will identify the unique attributes of modern
print culture, focusing on various aspects of printing from
the Meiji period on, including the introduction of Western
printing technologies, the emergence of modern media,
publishing activities, advertisement culture, and the
formation and development of modern genres and readers.
We will also consider the cultural status of contemporary
media, in particular that of digital information.

A.Prof. Sumi　Aota

Introduction to Resource
Accumulation

２

　By investigating the history of basic research materials
that were created by accumulating cultural materials of
many types―including various published series and the
libraries and records of schools, temples, shrines, daimyo
houses, and wealthy families―we will explore the
emergence, maintenance, structure, and decline of cultural
networks centered around printed materials. We will also
consider the potentialitiess of digital archives as a means
of accumulating resources in the future.

Prof.
Minoru
Takahashi

Introduction to Late Print Culture ２



Field Subject Unit Content of subject

Introduction to Textual
Formations

２

　Through the collection and comparison of variant texts
of a single particular work, we will work to acquire a grasp
of the differences among and characteristics of these
variants, and thus to consider the meaning of the
formations of texts, textual lineages, textual reception, and
the confusion and transformation of texts.

A.Prof. Tetsuya　Ito

Introduction to Stylistic
Formations

２

　In this course, we will explore the expressive
characteristics of particular works or groups of works by
analyzing differences in written styles and trends current
in particular periods, as well as by looking closely at
restrictions placed upon writing by various systems or by
society as a whole, by the gap between conceptions of
what is elegant and what is vulgar, conflicts between ideas
of Japanese and Chinese, and so on.

Prof.
Yasuo
Nakamura

Introduction to the Formation of
Works (Pre-Medieval)

２

　This course will consider works of literature produced
prior to the medieval (chūsei) period, when the culture of
calligraphic transcription was still in full sway, asking why
and how these works were produced, looking at factors
such as historical trends during the time in which the
works were produced, the circumstances of their creation,
their authors, and the roles played by cultural hierarchies.
We will aim to clarify the structure, characteristics, motifs,
social position, and cultural meaning of the works we

id

Prof. Kumiko　Tabuchi

Introduction to the Formation of
Works (From the Tokugawa Period
Onward)

２

　This course will consider works of literature produced
from the Tokugawa period onward, after the rise of print
culture, asking why and how these works were produced,
looking at factors such as historical trends during the time
in which these works were produced, the process by which
they were created, their authors, publishing culture, and
genres. We will aim to clarify the structure, characteristics,
motifs, social position, and cultural meaning of the works
we consider.

Prof. Yoji　Otaka

Introduction to the Reception of
Works

２

　This course will investigate the ways in which literary
works have been read, received, and positioned in the
literary canon. Adopting a perspective rooted in cultural
history, we will focus on specific elements of the reception
of the works we consider, including readership, literary
influence, circulation, transcription, citation, and

A.Prof. Masayoshi　Kato

　This course will analyze the particular characteristics of
literary thought in Japan prior to the medieval (chūsei)
period. We will direct our attention to various types of
discourse and thought, among them criticism, academic
research, theory, and literary histories, remaining attuned
to the broad cultural trends of the periods we address,
including the roles played by Buddhism, Shinto, and
Confucianism.

Prof.
Makoto
Yamazaki

　This course will consider the particular characteristics of
literary thought in the medieval period. Remaining sensitive
to the cultural climate of the period we will be looking at,
we will examine resources including annotated texts
(Buddhist, Shinto, etc.), Muromachi tales, haikai and renga
texts, and visual materials.

A.Prof. Maori　Saito

Introduction to Literary Thought
(From the Tokugawa Period
Onward)

２

　This course will analyze the particular characteristics of
literary thought in Japan from the Tokugawa period
onward. We will direct our attention to various types of
discourse and thought, among them criticism, academic
research, theory, and literary histories, remaining attuned
to the broad cultural trends of the periods we address,
including the roles played by Buddhism, Nativism,
Confucianism, and Western thought

Prof. Jyun　Suzuki

Introduction to the Art of
Literature

２

　In this course, we will examine visual materials included
in illustrated books, ukiyo-e, and other genres, identifying
elements that derive from dramatic forms such as noh,
kyogen, joruri, and kabuki, and working to understand their
social and literary meaning.

Prof.
Noriko
Takahashi
（Yamashita）

Introduction to Literary Thought
(Pre-Medieval)

２



Field Subject Unit Content of subject

Introduction to Literary
Communities

２

　This course will aim to clarify the particular
characteristics of the communities that formed the basis
for literary and artistic production in Japan. We will look
closely and from many angles at a variety of different
communities, including poetic circles, workshops, temples,
theaters, court society, daimyo houses, particular
societies, and literary circles.

Prof. Kyozo　Takei

Introduction to Literature and
Society

２

　This course will explore the interrelationship between
literary works and various historical and societal
conditions that govern people’s lives, including social
status, society, systems, regions, politics, and economics.

Prof. Kazuo　Otomo

Introduction to Literature as
Information

２

　This course will explore the potentialities of a cultural
science based in information studies in the context of an
advanced information society by considering appropriate
methods of informatizing various literary resources,
including literary works, newspapers, magazines,
dictionaries, and picture scrolls.

Prof.
Hisashi
Yasunaga

Introduction to Printed Materials
as Information

２

　Through detailed consideration of a variety of specific
printed materials, this course will aim to develop an
understanding of how to read in a holistic manner the
information that printed materials offer in different ways
through their diverse components, including such features
as book design, calligraphic style, typeface, colophons,
printing format, features of carving in woodblocks,
publishing information, and so on.

A.Prof. Hiroshi　Ochiai

　This course will offer a scientific approach to the
preservation and academic use of records, documents, and
other resources that have been transmitted together with
literary works, as well as clarify the forms, means of
transmission, content, and historical characteristics of
these resources.
　In this course, we will consider the informational nature
of documents of many different human activities within the
historical contexts that produced them, simultaneously
looking at the processes by which these documents have
been passed down as historical materials through the ages.
We will link the records we examine to the groups that
produced them, and also pay attention to the structural
characteristics of documents as information.

Prof. Masahito　Ando

　In this course, we will examine and compare documents
from Japan and various foreign countries, conducting
analyses of the content of the documents we look at and
linking this content to the particular character of the both
ages that produced them and of those repsonsible for
their production.

A.Prof.
Koichi
Watanabe

Introduction to Documents as
Information

２



分野 授業科目 単位 授業概要

教　授 永瀬　　茂

教　授 岡崎　　進

助教授 信定　克幸

教　授 岡本　裕巳

教　授 大島　康裕

助教授 小澤　岳昌

教　授 西　　　信之

助教授 永田　　　央

助教授 佃　　　達哉

教　授 宇理須　恆雄

助教授 見附　孝一郎

助教授 木村　真一

教　授 藥師　久彌

教　授 横山　利彦

教　授 青野　重利

助教授 鈴木　敏泰

助教授 江　　東林

教　授 田中　晃二

助教授 川口　博之

構造分子科学演習Ⅰa・Ⅰb ２

構造分子科学の基礎・応用研究における各大学院生の固
有の課題遂行のための研究討論、実験演習、理論演習な
ど。各大学院生の教育研究指導分野に応じて担当教員が
中心となって実施する。

構造分子科学演習Ⅱ～Ⅴ ４

構造分子科学の基礎・応用研究における各大学院生の固
有の課題遂行のための研究討論、実験演習、理論演習な
ど。各大学院生の教育研究指導分野に応じて担当教員が
中心となって実施する。

構造分子科学考究Ⅰa・Ⅰb ２

構造分子科学領域における基礎～実践的な知識、考察
力、展開力さらには独創的発想力を培うための少人数に
よるセミナー。各大学院生の教育研究指導分野に応じて
担当教員が中心となって実施する。

全教授
全助教授

全教授
全助教授

精密構造化学

広い意味での分子・分子集団の動的構造を明らかにする
実験的手法であるレーザー分光法、各種非線形・時間分
解分光法、顕微分光法を開発し、これを原子・分子・分子
集合体の機能解明および制御に適用する。

構
造

分
子

基
礎

理
論

精
密

構
造

化
学

２

２

基
礎

電
子

化
学

相
関

分
子

科
学

錯体合成化学

金属と配位子の酸化還元特性を組み合わせることにより
生み出される、金属錯体の特異な機能発現について研究
を行う。例えば、配位子により酸化還元電位を制御するこ
とでオキソ配位子上にラジカルを誘起し、有機化合物の酸
化反応を行う。

錯
体

合
成

化
学

２

２

２

２

極
端

紫
外

光
分

光
学

原子や分子の集合体の示す構造と機能の発現の関係
を、電子構造論の立場から論ずる。また、ナノクラスターや
ナノ粒子の生成法・構造評価法を概説し、ナノ物質の機能
と構造の相関について実例に基づいて講述する。更に、
物質およびエネルギー変換機能を付与したナノサイズの
分子や金属化合物の設計・合成・評価法についても講述
する放射光を用い、表面のエッチング反応とバイオセンサー素
子作成、分子・クラスター・フラーレンの電子構造・光学的
性質・励起状態ダイナミクスの解明、光電子分光や赤外
分光による固体の伝導機構の解明などの研究を行う。

極端紫外光分光学

相関分子科学

有機化学，高分子化学，生物化学，固体物理学など広範
囲にわたる分子科学の基本概念，実験手法について概説
し，多分野をまたがる分子設計，構造解析，物性測定，機
能発現などを中心に実例に基づいて講述する。

基礎電子化学

物性化学 ２

機能をもつ分子性固体あるいは薄膜の構造と電子物性
を、赤外・ラマン分光法，反射分光法，X線回折法、あるい
は、シンクロトロン放射光やレーザーを用いた分光学的手
法に基づいて解析する方法を講述する。

構造分子科学専攻授業科目概要

担当教員

構造分子基礎理論

量子力学の基本方程式にもどって、分子の構造と反応を
電子レベルから統一的に理解する。また、分子および分
子集合体の構造と動力学について分子動力学法などのシ
ミュレーション手法に基づいて解析、研究する。

共
通

全教授
全助教授

物
性

化
学



分野 授業科目 単位 授業概要 担当教員

構造分子科学考究Ⅱ～Ⅴ ４

構造分子科学領域における基礎～実践的な知識、考察
力、展開力さらには独創的発想力を培うための少人数に
よるセミナー。各大学院生の教育研究指導分野に応じて
担当教員が中心となって実施する。

分子科学セミナー １
分子科学における最先端の研究成果、分子科学の現状と
将来への展望などについて、幅広い研究分野から紹介す
る。

科学英語演習 ２

分子科学領域の研究実施の基盤となる英文の読解、作
文、英語による口頭討論など。多様な専門領域に共通す
る基礎的科学英語を含む。

全教授
全助教授

全教授
全助教授

全教授
全助教授



Field Subject Unit Content of subject

Prof. Shigeru Nagase

Prof.
Susumu
Okazaki

A.Prof.
Katsuyuki
Nobusada

Prof. Hiromi Okamoto

Prof.
Yasuhiro
Oshima

A.Prof. Takeaki Ozawa

Prof. Nobuyuki Nishi

A.Prof. Tohshi Nagata

A.Prof.
Tatsuya
Tsukuda

Prof. Tuneo Urisu

A.Prof.
Kouichiro
Mitsuke

A.Prof. Shinichi Kimura

Prof. Kyuya Yakushi

Prof.
Toshihiko
Yokoyama

Prof.
Shigetoshi
Aono

A.Prof.
Toshiyasu
Suzuki

A.Prof. Donglin Jiang

Prof. Koji Tanaka

A.Prof.
Hiroyuki
Kawaguchi

Exercise on Structual Molecular
Science　Ⅰa・Ⅰb

２

Discussion, experimental instructions, and/or theoretical
studies for the student to perform the individual
fundamental and applied research in the field of structural
molecular science.  This program is provided by appropriate
teaching stuffs based on the research subject of the

Exercise on Structual Molecular
Science　Ⅱ～Ⅴ

４

Discussion, experimental instructions, and/or theoretical
studies for the student to perform the individual
fundamental and applied research in the field of structural
molecular science.  This program is provided by appropriate
teaching stuffs based on the research subject of the

Seminar on Structual Molecular
Science Ⅰa・Ⅰb

２

Small size seminar to gain scientific knowledge, competence
for scientific consideration, discussion, and research
formance, and original scientific conceptions in the field of
fundamental and applied structural molecular science.  This
program is provided by appropriate teaching stuffs based on
the research subject of the individual student.

The aim of this course is to explore chemical and physical
properties of metal complexes as a function of metal and
ligand oxidation states.  For example, an aqua complex
having a redox-active ligand allows isolation of an oxyl
radical species, which could be used as an oxidant.

Synthetic coordination chemistry ２

Applied Molecular Science ２

Measurements of chemical/physical properties, molecular
designs, and structure analyses of functional and biological
materials, by using various kinds of research techniques
over wide scientific fields as organic chemistry,
biochemistry, and solid state physics that are closely
related to molecular science.

Vacuum UV Spectroscopy ２

Synchrotron radiation induced etching and application to
biosensors. Synchrotron radiation based analysis of the
electrical structure, optical properties, and excited state
dynamics of molecules, clustors and fullerene. Synchrotron
radiation based analysis of the solid conduction mechnism
using photoelectron spectroscopy and infrared

Basic Electronic Chemistry ２

Structures and functionalities of atoms, molecules, and their
assemblies are elucidated on the basis of electronic
structures of the respective systems.  We learn the
methods of preparation and characterization of
nanoclusters and nanoparticles, nano-size molecules, and
metallic compounds with fuctions of catalitic activities and

Advanced Structural Chemistry ２

How to develop various spectroscopic methods such as
laser spectroscopy, nonlinear and time-resolved
spectroscopy and microscopic methods, for investigation of
dynamic structures of molecules and molecular assemblies,
and how to apply those methods for control of
functionalities of materials.

Fundamental Theory of
Molecular Structures

２

The structures and reactions of molecules are
systematically understood based on fundamental equations
of quantum mechanics. In addition, the dynamic behaviors
of molecules and molecular assemblies are investigated and
analyzed with the aid of computer simulations.

Department of Structural Molecular Science

We introduce the solid state properties of functional
molecular conductors or thin films studied by menas of
infrared and Raman spectroscopy, reflection spectroscopy,
x-ray diffraction, scanning probe miscroscope, and electron
microscope.

Solid state chemistry ２



Field Subject Unit Content of subject

Seminar on Structual Molecular
Science　Ⅱ～Ⅴ

４

Small size seminar to gain scientific knowledge, competence
for scientific consideration, discussion, and research
formance, and original scientific conceptions in the field of
fundamental and applied structural molecular science.  This
program is provided by appropriate teaching stuffs based on
the research subject of the individual student.

Molecular science seminar １
This course introduces the recent results and the future
prospects of the research field of molecular science.

English for scientific research ２
The principal aim of this course is to improve academic
reading, acadimic writing, listenig, and speaking in English for
scientific research.



分野 授業科目 単位 授業科目の内容

教　授 齋藤　真司

助教授 森田　明弘

教　授 小川　琢治

助教授 藤井　　浩

助教授 西村　勝之

教　授 魚住　泰広

助教授 櫻井　英博

教　授 大森　賢治

助教授 中村　敏和

教　授 小杉　信博

助教授 繁政　英治

助教授 菱川　明栄

教　授 加藤　政博

教　授 松本　吉泰

助教授 平等　拓範

教　授 小林　速男

教　授 平田　文男

助教授 米満　賢治

機能分子科学演習Ⅰa・Ⅰb ２

機能分子科学の基礎・応用研究における各大学院生の
固有の課題遂行のための研究討論、実験演習、理論演
習など。各大学院生の教育研究指導分野に応じて担当教
員が中心となって実施する。

機能分子科学演習Ⅱ～Ⅴ ４

機能分子科学の基礎・応用研究における各大学院生の
固有の課題遂行のための研究討論、実験演習、理論演
習など。各大学院生の教育研究指導分野に応じて担当教
員が中心となって実施する。

機能分子科学考究Ⅰa・Ⅰb ２

機能分子科学領域における基礎～実践的な知識、考察
力、展開力さらには独創的発想力を培うための少人数に
よるセミナー。各大学院生の教育研究指導分野に応じて
担当教員が中心となって実施する。

全教授
全助教授

全教授
全助教授

機能分子科学専攻授業科目概要

主として分子集合体を対象に、（１）分子性伝導体の開発
と電子物性、（２）液体・溶液 内の平衡・非平衡過程の統
計力学、（３）固体電子物性の理論について講述する。

電子状態動力学・分子エネル
ギー変換

物質の量子状態の超高速（10-15秒程度以下）変化を光で
直接観察し制御するための原理と最新の試み、および磁
気共鳴法と電子スピンダイナミックスの基礎について講義
する。

分子集合体論

２

２

２

２

２

２

レーザー工学、光エレクトロニクス、光物性科学、光学の
基礎知識、及び、相対論的電子線による光発生（シンクロ
トロン放射光、自由電子レーザーなど）について講述す
る。

担当教員

機能構造化学

分子の構造がその機能とどのように関係しているかを、有
機化学、生物化学、物理科学の各観点から明らかにす
る。

錯体触媒化学

分子の化学変換を司る「触媒」の構造、機能を理解するこ
とは、触媒開発に関わる基礎化学および化学プロセスへ
の応用の両視点から重要である。特に遷移金属錯体触媒
の化学反応特性を概説する。

光
物

理
分

子
集

合
体

論

高強度高輝度の軟X線・極端紫外光（レーザー、放射光）
により新たに発現する分子の多重励起・脱励起・光電離
ダイナミクスの解明と光化学反応の制御。超短パルスを
使った実験手法や量子化学に基づく理論手法の開発研
究を含む。

光化学

光物理

機
能

構
造

化
学

錯
体

触
媒

化
学

電
子

エ
ネ

ル
ギ

ー
変

換
・
分

子
状

態
動

力
学

光
化

学
機

能
分

子
基

礎
理

論

機能分子基礎理論 ２

分子動力学シミュレーションや電子状態理論をもとに、生
体高分子を含む溶液系・凝縮系の分子機能発現の基礎
的な理論を研究する。理論的な方法論の開発と大規模分
子科学計算への応用の両面を研究対象とする。

共
通

全教授
全助教授



分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

機能分子科学考究Ⅱ～Ⅴ ４

機能分子科学領域における基礎～実践的な知識、考察
力、展開力さらには独創的発想力を培うための少人数に
よるセミナー。各大学院生の教育研究指導分野に応じて
担当教員が中心となって実施する。

分子科学セミナー １

分子科学における最先端の研究成果、分子科学の現状と
将来への展望などについて、幅広い研究分野から紹介す
る。

科学英語演習 ２

分子科学領域の研究実施の基盤となる英文の読解、作
文、英語による口頭討論など。多様な専門領域に共通す
る基礎的科学英語を含む。

全教授
全助教授



Field Subject Unit Content of subject

Prof. Shinji Saito

A.Prof. Akihiro Morita

Prof. Takuji Ogawa

A.Prof. Hiroshi Fujii

A.Prof.
Katsuyuki
Nishimura

Prof.
Yasuhiro
Uozumi

A.Prof. Hidehiro Sakurai

Prof. Kenji Omori

A.Prof.
Toshikazu
Nakamura

Prof.
Nobuhiro
Ogawa

A.Prof. Eiji Sigemasa

A.Prof.
Akiyoshi
Hisikawa

Prof. Masahiro Kato

Prof.
Yoshiyasu
Matsumoto

A.Prof. Takunori Taira

Prof.
Hayao
Kobayashi

Prof. Fumio Hirata

A.Prof. Kenji Yonemitsu

Exercise on Functional
Molecular Science Ⅰa　・Ⅰｂ

２

Discussion, experimental instructions, and/or theoretical
studies for the student to perform the individual
fundamental and applied research in the field of
functional molecular science.  This program is provided
by appropriate teaching stuffs based on the research

Exercise on Functional
Molecular Science Ⅱ～Ⅴ

４

Discussion, experimental instructions, and/or theoretical
studies for the student to perform the individual
fundamental and applied research in the field of
functional molecular science.  This program is provided
by appropriate teaching stuffs based on the research

Seminar on Functional Molecular
Science　Ⅰa･Ⅰb

２

Small size seminar to gain scientific knowledge,
competence for scientific consideration, discussion, and
research performance, and origina scientific conceptions
in the field of fundamental and applied functional
molecular science.  This program is provided by
appropriate teaching stuffs molecular science.  This
program is provided by appropriate teaching stuffs based
on the research subject of the individual student.

Molecular Assemblies ２

Photo-physics

In this lecture, one of the following topics will be
delivered : (1) Development and physical properties of
molecular conductors, (2) Equilibrium and non-equilibrium
statistical thermodynamics of liquid and (3) Quantum
theory of molecular solids.

２

Laser technologies, photo-electronics, photo-material
science, basic knowledges of optics and electromagnetic
radiation from relativistic electron beams (synchrotron
radiation, free electron lasers) will be described.

Photochemistry ２

Multiple excitation/de-excitation and photodissociation
dynamics of molecules by using intense and brilliant soft
X-ray and vacuum ultraviolet light from laser and
synchrotron radiation, and control of photochemical
reaction. Experimental methods using ultra short pulse
and theoretical methods based on quantum chemistry
are included.

Excited State Dynamics of
Molecules・Molecular Energy
Transformation

２

Lecture on principles of direct observation and control of
ultrafast quantum dynamics of matter  (in femto- and
attosecond time scale) by using light, recent
experimental trials in the relevant field, and the basics of
magnetic resonance and electron spin dynamics.

Structural chemistry ２

Relationship between molecular structures and their
functional activities will be discussed from the view
points of organic chemistry, biological chemistry, and
physical chemistry.

Complex Catalysis ２

Molecular structures and functions of complex catalysts,
in particular transition metal complexes, will be
overviewed  to understand catalytic molecular
transformations.

Department of Functional Molecular Science

This class deals with theoretical and computational
aspects of molecular functions in condensed phase,
including iopolymers in solutions, via molecular dynamics
simulation and electronic structure calculation.

２
Theoretical/Computational
Study of Molecular Functions



Field Subject Unit Content of subject

Seminar on Functional Molecular
Science Ⅱ～Ⅴ

４

Small size seminar to gain scientific knowledge,
competence for scientific consideration, discussion, and
research performance, and origina scientific conceptions
in the field of fundamental and applied functional
molecular science.  This program is provided by
appropriate teaching stuffs molecular science.  This
program is provided by appropriate teaching stuffs based
on the research subject of the individual student.

Molecular science seminar １
This course introduces the recent results and the future
prospects of the research field of molecular science.

English for scientific research ２
The principal aim of this course is to improve academic
reading, acadimic writing, listenig, and speaking in English
for scientific research.



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

教　授 唐牛　宏

助教授 吉田道利

助教授 林　左絵子

助教授 関口　和寛

助教授 佐々木　敏由紀

教　授 小林　行泰

助教授 高見　英樹

教　授 家　正則

助教授 臼田　知史

教　授 野口　邦男

教　授 安藤　裕康

助教授 竹田　洋一

教　授 林　正彦

助教授 田村　元秀

教　授 有本　信雄

助教授 山田　亨

助教授 兒玉　忠恭

光赤外線天文学Ⅴ 2
太陽系天体の光学観測の手法と物理量の導出方法を講
述する。 助教授 渡部　潤一

教　授 郷田　直輝

助教授 川村　静児

教　授 川口　則幸

助教授 浮田　信治

教　授 近田　義広

助教授 関本　裕太郎

助教授 野口　卓

助教授 松尾　宏

電波天文学Ⅰ 2
天体の諸階層の電波観測の現状を概観し、電波天文学の
基礎的事項を講述する。 教　授 川邊　良平

電波天文学Ⅱ 2

天体の諸階層の電波観測の現状を概観し、電波天文学の
基礎的事項を講述する。 教　授 坪井　昌人

電
波
天
文
学

天文科学専攻授業科目概要

2

電波観測システム概論 2

電波望遠鏡の原理,設計と製作,制御技術などの基礎を講
述する。2

銀河の観測的性質とその物理状態の関係，銀河の進化と
形成などを観測と理論両面から講述する。

天文精密計測法 2

干渉計などを使った精密天文観測法について講述する。

2

2

2

光赤外線天文学，光赤外線観測システムに関する演習を
行う。

光赤外線天文学，光赤外線観測システムに関する演習を
行う。

電波観測基礎技術概論

電波望遠鏡概論

有本,安藤,家,唐牛,郷田,小
林行,野口邦,林正,関口,田
村,林左,吉田,渡部,臼田,兒
玉,佐々木,高見,竹田,山田

光
赤
外
線
天
文
学

光赤外線天文学Ⅲ

光赤外線天文学Ⅰ

光赤外線観測天文学特論

光赤外線天文学演習Ⅰ

光赤外線天文学Ⅱ

光赤外線天文学Ⅳ

光学赤外線望遠鏡概論

光赤外線天文学演習Ⅱ

光赤外観測システム概論

有本,安藤,家,唐牛,郷田,小
林行,野口邦,林正,関口,田
村,林左,吉田,渡部,臼田,兒
玉,佐々木,高見,竹田,山田

光学・赤外線望遠鏡の収差と結像性能の評価，設計制作
の実際，さらに高分解能観測技術について講述する。

2

2

恒星の光学観測の手法と物理量の導出方法を講述する。

2

光学・赤外線検出装置の原理，設計・制作，応用技術につ
いて講述する。

光学・赤外線望遠鏡の原理，設計と製作，制御技術，測光
観測，分光観測などの基礎を講述する。

電波分光法の原理と基礎技術を講述する

担当教員

星間物質の組成・進化・運動・星形成過程関する光赤外線
天文観測について講述する。

電波受信機とそれに関わる低温技術,デジタル処理技術を
講述する。

2

2

天体の諸階層の光赤外線観測の現状を概観し、光赤外線
観測の基礎的事項を講述する。2



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担当教員

助教授 立松　健一

助教授 出口　修至

助教授 奥村　幸子

助教授 阪本　成一

電波天文学Ⅴ 2
地球・太陽の電波干渉計による観測法とデー夕解析を講
述する。 教　授 柴崎　清登

教　授 河野　宣之

助教授 森田　耕一郎

教　授 真鍋　盛二

助教授 花田　英夫

電波天文学演習Ⅰ 2

電波天文学,電波観測システムに関する演習を行う。

電波天文学演習Ⅱ 2

電波天文学,電波観測システムに関する演習を行う。

教　授 藤本　眞克

教　授 杉山　直

助教授 川村　静児

教　授 吉田　春夫

助教授 谷川　清隆

重力系力学Ⅱ 2
天体の自転運動,摂動論,力学系の数値解法について講述
する。 教　授 福島　登志夫

教　授 佐藤　忠弘

教　授 佐々木　晶

天体核物理学 2

恒星内部構造論に基づき元素合成過程,極限状態での恒
星の進化など天体核物理について講述する。 助教授 梶野　敏貴

太陽恒星系物理学 2
太陽及び恒星の内部構造と進化の理論的・観測的研究成
果について講述する。 助教授 関井　隆

教　授 櫻井　隆

助教授 花岡　庸一郎

教　授 渡邊　鉄哉

教　授 柴崎　清登

教　授 杉山　直

助教授 梶野　敏貴

教　授 富阪　幸治

助教授 和田　桂一

教　授 観山　正見

助教授 谷川　清隆

川口,河野,川邊,佐々木,近
田,坪井,真鍋,浮田,奥村,佐
藤,立松,出口,野口卓,花田,
松尾,森田,阪本,関本

星間分子雲などの電波源の観測手法と物理量の導出方
法を講述する。電波天文学Ⅲ

電波干渉計システム 2

2

重
力
・
重
力
系

恒星,恒星系,銀河の形成と進化を理論・観測両面から講述
する。

天
体
物
理
学

川口,河野,川邊,佐々木,近
田,坪井,真鍋,浮田,奥村,佐
藤,立松,出口,野口卓,花田,
松尾,森田,阪本,関本

一般相対性理論

2

2

2

2

天体プラズマ物理学Ⅰ

2

銀河の観測的性質とその物理状態の関係,銀河の進化と
形成などを電波観測の面から講述する。

超長基線干渉計システムの原理とデータ解析方法を講述
する。2

電波天文学Ⅳ

電波天文学特論

太陽系天文学

天体プラズマ物理学Ⅱ

電波干渉計の原理,観測技術,およびデータ解析を講述す
る。

一般相対性理論について講述する。

星間物質の組成・進化・運動,惑星系や星形成過程につい
て講述する。

宇宙の大規模構造,元素構成などをもとに最新の宇宙論を
講述する。

2

2

2

天体力学の基礎,力学系の一般論,天体の軌道運動につい
て講述する。

太陽及び恒星の表面活動・大気構造の理論的・観測的研
究成果について講述する。

重力系力学Ⅰ

紫外線・X線,電波による天文観測を用いた恒星の大気構
造や表面活動の観測的研究について講述する。

惑星の回転運動・変形などの理論と計測,地球物理学的手
法の応用について講述する

2

宇宙物理学Ⅱ

宇宙物理学Ⅲ

宇宙物理学Ⅰ



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担当教員

助教授 大石　雅寿

助教授 森田　耕一郎

教　授 水本　好彦

助教授 市川　伸一

助教授 高田　唯史

教　授 富阪　幸治

助教授 和田　桂一

教　授 富阪　幸治

助教授 和田　桂一

パブリックアウトリサーチ入門 2
研究成果の社会還元に関する実際を天文学の実例に即し
て講述する 助教授 縣　秀彦

共通基礎系天文学演習Ⅰ 2

天文情報,太陽天体プラズマ,理論天文に関する演習を行
う。

共通基礎系天文学演習Ⅱ 2

天文情報,太陽天体プラズマ,理論天文に関する演習を行
う。

天体観測装置概論 2
さまざまな波長の観測装置の原理を、その理解に必要な
物理的基礎から講義する。 助教授 関本　裕太郎

天文科学考究Ⅰ 2
最新の天文科学の研究成果,天文研究の進め方,検証方
法,発表方法に関する研究（コロキューム:第２年次）

天文科学考究Ⅱ 2
最新の天文科学の研究成果,天文研究の進め方,検証方
法,発表方法に関する研究（コロキューム:第３年次）

天文科学考究Ⅲ 2
最新の天文科学の研究成果,天文研究の進め方,検証方
法,発表方法に関する研究（コロキューム:第４年次）

天文科学考究Ⅳ 2
最新の天文科学の研究成果,天文研究の進め方,検証方
法,発表方法に関する研究（コロキューム:第５年次）

天文科学基礎演習ⅠＡ 2
天文学に関する基礎的文献の輪読（基礎セミナー）

天文科学基礎演習ⅠＢ 2
天文学に関する基礎的文献の輪読（基礎セミナー）

天文科学基礎演習ⅠＣ 2
天文学に関する基礎的文献の輪読（基礎セミナー）

天文科学基礎演習ⅡＡ 2
天文学に関する基礎的文献の輪読（基礎セミナー）

天文科学基礎演習ⅡＢ 2
天文学に関する基礎的文献の輪読（基礎セミナー）

天文科学基礎演習ⅡＣ 2
天文学に関する基礎的文献の輪読（基礎セミナー）

総合研究演習Ⅰ 4
最新の天文科学の研究成果,天文研究の進め方,検証方
法,発表方法に関する演習（第３,４年次）

総合研究演習Ⅱ 2
最新の天文科学の研究成果,天文研究の進め方,検証方
法,発表方法に関する演習（第４年次）

研究中間レポート 6
研究の中間的進展を発表させ全担当教員が研究指導を行
う。

共
通

全教員

全教員

全教員

全教員

全教員

全教員

共
通
基
礎

数値計算法概論 2

数値計算法について概説し、偏微分方程式の数値解法に
ついて講述する。

天文観測における画像処理法,ソフトウェアについて講述す
る。

天文観測データのアーカイブと効率的利用の手法につい
て講述する。

天文データ解析法Ⅱ

2

シミュレーション天文学

天文データ解析法Ｉ

桜井,柴﨑,杉山,富阪,福島,
藤本,水本,観山,吉田,渡邊,
市川,大石,梶野,谷川,花岡,
和田,縣,川村,関井,高田

桜井,柴﨑,杉山,富阪,福島,
藤本,水本,観山,吉田,渡邊,
市川,大石,梶野,谷川,花岡,
和田,縣,川村,関井,高田

2

2

天文学で用いられる数値シミュレーション技法について講
述する。

全教員

全教員

全教員

全教員

全教員

全教員

全教員



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担当教員

天文科学実習ⅠA 2
天体観測、計算機、観測装置、アウトリーチなどの実習

天文科学実習ⅠB 2
天体観測、計算機、観測装置、アウトリーチなどの実習

天文科学実習ⅠC 2
天体観測、計算機、観測装置、アウトリーチなどの実習

天文科学実習ⅠD 2
天体観測、計算機、観測装置、アウトリーチなどの実習

天文科学実習ⅡA 1
天体観測、計算機、観測装置、アウトリーチなどの実習

天文科学実習ⅡB 1
天体観測、計算機、観測装置、アウトリーチなどの実習

天文科学実習ⅡC 1
天体観測、計算機、観測装置、アウトリーチなどの実習

天文科学実習ⅡD 1
天体観測、計算機、観測装置、アウトリーチなどの実習

天文学特別講義Ⅰ 2

天文学各分野の最新の研究成果を講述する。

天文学特別講義Ⅱ 2

天文学各分野の最新の研究成果を講述する。

天文学特別講義Ⅲ 2

天文学各分野の最新の研究成果を講述する。

天文学特別講義Ⅳ 2

天文学各分野の最新の研究成果を講述する。

※　斜字にアンダーラインの科目は５年１貫博士課程（Ｍ１）の必修科目。

※　斜字は同じく選択必修科目。

全教員

全教員

全教員

全教員

客員教員

客員教員

全教員

全教員

客員教員

客員教員

全教員

全教員



Department of Astronomical Science

Field Subject Unit Content of subject

Optical/Infrared Astronomy V 2
Lecture on objects of solar system. Observational
methods to obtain physical quantities are lectured.

Radio Astronomy I 2
Lecture on an overview of the present status of
observational astronomy in radio wavelengths for various
astronomical objects in the hierarchy.

Radio Astronomy II 2

Lecture on an overview of the present status of
observational astronomy in radio wavelengths for various
astronomical objects in the hierarchy.

N. Goda, S. Kawamura

Staff of optical/infrared
astronomy group

Staff of optical/infrared
astronomy group

N. Kawaguchi, S. Ukita

Precision Measurement Method

K.Noguchi,H.Ando,Y.Takeda

M. Hayashi, M. Tamura

N. Arimoto, T. Yamada, T.
Kodama

J. Watanabe

Y. Chikada, Y. Sekimoto

T. Noguchi, H. Matsuo

2

Lecture on the precision measurement using
interferometry.

Introduction to Radio Observation
System

2

Lecture on radio receivers, which includes low-
temperature techniques and digital processing.

Lecture on the principle of radio telescope, the design
and production, and basics of its control.

Optical/Infrared Astronomy
Seminar II

Seminar on the optical/infrared astronomy.

Seminar on the optical/infrared astronomy.

Introduction to Radio Telescope

Lecture on galactic astronomy, especially on the
observational aspects of galaxies and the relation to their
physical state. We will discuss the problem both from
observation and theory.

2

2

An overview the present status of observational
astronomy is presented for various astronomical objects
in the hierarchy.

Current methods of optical observation of stars are
lectured as well as the methodology to know the physical
quantities of stars.

2

Basics of optics are lectured. Topics will be aberration,
and the methods to evaluate a optical system.

Optical/Infrared Observation
Instruments

Principles of various detectors in optical and infrared
observations are lectured.

Optical/Infrared Astronomy III

Lecture on interstellar matter and star formation process.

2

Optical/Infrared Astronomy I

Optical/Infrared Astronomy II

2

Optical/Infrared Astronomy IV

Introduction to Optical/Infrared
Telescope

2

A principle of optical and infrared telescopes is presented
as well as the basics of observation such as spectroscopy
and photometry.

Introduction to Optics 2

H. Karoji,M. Yoshida

S. Hayashi, K. Sekiguchi,
and T. Sasaki

Y. Kobayashi, H. Takami

2

Introduction to Instruments of
Radio Astronomy

2

Optical/Infrared Astronomy
Seminar I

2

2

M. Iye, T. Usuda

R. Kawabe

M. Tsuboi

Lecture on principles of various detectors in radio
observations.



Field Subject Unit Content of subject

Radio Astronomy V 2
Lecture on radio observation of our Sun, which includes
the radio interferometry and data reduction.

Radio Astronomy Seminar I 2

Seminar on radio observation and its instruments.

Radio Astronomy Seminar II 2

 Seminar on radio observation and its instruments.

Gravitational Dynamical System II 2
Spin motion of celestial bodies, perturbation theory and
numerical method of dynamical system are lectured.

Nuclear Astrophysics 2

Based on the interior structure of stars, generation of
heavy elements and stellar evolution in extreme
circumstances are lectured.

Solar/Stellar Physics 2
Interior structures of our sun and stars and their
evolution are lectured.

S. Okumura, S. Sakamoto

Lecture on interstellar matter. Observation of interstellar
clouds and methods to obtain their physical quantities are
lectured.

K. Tatematsu, S. Deguchi

Solar System Astronomy 2

Stellar system, structure and evolution of galaxies are
lectured.Astrophysics II 2

Astrophysics III 2

Lecture on interstellar matter, planetary systems and star
formation.

Surface activity and atmospheric structure of our sun and
other stars are lectured.

2General Relativity

2Gravitational Dynamical System I

Observations of the structure of stellar atmosphere by
UV, X-ray, and radio wavelengths are lectured.2

Current understandings of cosmology are lectured
including large-scale structure of the universe and
generation of chemical elements.

Radio Interferometry 2

Radio Astronomy Special Lecture 2

Radio Astronomy III

Radio Astronomy IV 2

Spin motion and deformation of planets are lectured
based on geophysical methods.

Lecture on the general relativity.

Staff of radio astronomy
group

Staff of radio astronomy
group

Lecture on observational aspects of galaxies, which
includes the physical state of galaxies, evolution and
formation of galaxies.

2

2Astrophysics I

Cosmic Plasma Physics II

Cosmic Plasma Physics I 2

K. Shibazaki

N. Kawano, K. Morita

S. Manabe, H. Hanada

M.-K. Fujimoto, N. ugiyama,
S. Kawamura

H. Yoshida, K. Tanikawa

T. Watanabe, K. Shibazaki

N. Sugiyama, T. Kajino

K. Tomisaka, K. Wada

S.Miyama, K. Tanikawa

T. Sakurai, Y. Hanaoka

T. Sato, S. Sasaki

T. Kajino

T. Sekii

T. Fukushima

Principle of radio interferometers, necessary
observational technology and methods of data reduction
are lectured.

Lecture on Very-Long-Baseline-Interferometer.
Principles and methods of data reduction are lectured.

Basics of celestial mechanics, fundamental points of
dynamical system, orbits of celestial bodies are lectured.



Field Subject Unit Content of subject

Public Outreach 2
Based on various examples of astronomy, the way of
research outcomes to contribute to the public (public
outreach) is lectured.

Common Basic Astronomies
Seminar I

2

Seminar on database astronomy, solar/cosmic plasma,
and theoretical astronomy.

Common Basic Astronomies
Seminar II

2

Seminar on database astronomy, solar/cosmic plasma,
and theoretical astronomy.

Introduction to Astronomical
Instruments

2
Principles of observational instruments for various
wavelengths are lectured from the physical basics.

Colloquium I [mandatory] 2
Colloquium on contemporary astronomy. Graduate
students present progress of their own research and/or
of their fields. (2nd year)

Colloquium II [mandatory] 2
Colloquium on contemporary astronomy. Graduate
students present progress of their own research and/or
of their fields. (3rd year)

Colloquium III [mandatory] 2
Colloquium on contemporary astronomy. Graduate
students present progress of their own research and/or
of their fields. (4th year)

Colloquium IV [mandatory] 2
Colloquium on contemporary astronomy. Graduate
students present progress of their own research and/or
of their fields. (5th year)

Interdisciplinary Research I 4
Seminar on current progress of astronomical sciences
(3rd and 4th years).

Interdisciplinary Research I 2
Seminar on current progress of astronomical sciences
(4th year).

Progress Report [mandatory] 6
This corresponds to a Master Thesis. Graduate students
are asked also to have oral presentations. (2nd year)

Staff of common basic
astronomies group

Staff of common basic
astronomies group

K. Tomisaka, K. Wada

Astronomical Data Reduction I

Lecture on astronomical data reduction, which includes
image processing method and its software.

Simulation Astronomy 2

Introduction to Numerical Method 2

2

2

Astronomical Data Reduction II

All the staff

Basic Seminar I [choose one from
A, B, C]

2

Seminar on basic astronomy textbooks. (First semester of
1st year)

All the staff

All the staff

Seminar on basic astronomy textbooks. (Second semester
of 1st year)

All the staff

All the staff

All the staff

Basic Seminar II [choose one
from A, B, C]

2

M. Ohishi, K. Morita

Y. Mizumoto, S. Ichikawa,
T. Takada

All the staff

Y. Sekimoto

All the staff

All the staff

H. Agata

K. Tomisaka, K. Wada

Lecture on method of simulation for various researches of
astronomy.

Brief overview on numerical method and introduction to
numerical method of partial differential equations are
lectured.

Lecture on data archive for observation data and
astronomical database.



Field Subject Unit Content of subject

Observation Experiment I A 2
Experiment of observation at observatory.

Observation Experiment I B 2
Experiment of observation at observatory.

Observation Experiment I C 2
Experiment of observation at observatory.

Observation Experiment I D 2
Experiment of observation at observatory.

Observation Experiment ⅡA 1
Experiment of observation at observatory.

Observation Experiment ⅡB 1
Experiment of observation at observatory.

Observation Experiment ⅡC 1
Experiment of observation at observatory.

Observation Experiment ⅡD 1
Experiment of observation at observatory.

Special Lecture I 2

Lecture by visiting professors of National Astronomical
Observatory. A specific research area of astronomy is
overviewed.

Special Lecture II 2

Lecture by visiting professors of National Astronomical
Observatory. A specific research area of astronomy is
overviewed.

Special Lecture III 2

Lecture by visiting professors of National Astronomical
Observatory. A specific research area of astronomy is
overviewed.

Special Lecture IV 2

Lecture by visiting professors of National Astronomical
Observatory. A specific research area of astronomy is
overviewed.

Diagonal  and underline [mandatory]means graduate students of astronomy department must take these,

Diagonal [choose one]　means graduate students of astoronomy department must choose one from a list.

Visiting professor

All the staff

All the staff

Visiting professor

All the staff

All the staff

All the staff

All the staff

Visiting professor

Visiting professor

All the staff

All the staff



核融合科学専攻授業科目概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

核融合理工学概論 2

核融合を指向するプラズマ研究の入門としての講義を行
う。プラズマの理解に必要な基礎物理と磁場閉じ込めプラ
ズマで起こる様々な現象について講述する。また、核融合
研究の歴史および現状についても触れる。

助教授 藤澤　彰英

核融合理工学特論 2

核融合装置の炉心プラズマ設計において基礎となる、プラ
ズマの圧力平衡、MHD安定性解析などのプラズマ物理学
の基本的手法を講述し、実際の閉じ込め装置への応用に
ついて解説する。またプラズマと電磁波との相互作用、高
エネルギー粒子の存在下での不安定性解析などの物理課
題が、核融合装置でどのように取り扱われるかについても
講述する。

教授 岡村　昇一

プラズマ実験学概論 2

高温プラズマを用いた実験研究を行うための基礎として、
プラズマ発生、制御、加熱、計測、電源、真空、電気信号
処理、データ処理、装置設計、安全等の概論を講述し、併
せて実地での研修も行う。

教授 森田　繁

核融合炉システム論 2

核融合炉の成り立ちを概観し、その閉じこめ方法、プラズ
マ閉じこめ性能の面からの物理設計及び構成機器の構造
や電磁応力、熱応力等を含めた構造について述べ、核融
合炉の最適化設計の方法論を理解するための基礎につい
て講述する。

教授 大藪　修義

核融合炉工学概論 2

核融合炉の構成要素としての超伝導コイル、炉壁、炉構造
体などについて、それらに要求される諸特性、諸機能に関
する概説を行う。超伝導コイルについては超伝導材料の物
性及び超伝導特性等について、また炉壁、炉構造体につ
いては、これらの材料に対する中性子照射効果等につい
ても講述する。

教授 三戸　利行

高温プラズマ制御概論 2

核融合装置炉心部に閉じこめられた高温プラズマの閉じこ
め特性・基礎的物性や核反応プラズマ固有の現象の理解
を基礎にして、高温プラズマ保持制御手法を概観する。さ
らに、各種閉じこめ方式におけるプラズマの基礎的な性質
を理論、実験の両面から講述する。

教授 山田　弘司

高温プラズマ物性 2

核融合実験装置における高温プラズマの振る舞いは、時
間及び空間スケールで特徴付けられる様々な階層におけ
る物理過程間の相互作用の結果として生み出される。本
講義では、多階層構造を有する高温プラズマを解析するた
めの理論的枠組みを理解するために、巨視的MHD、拡張
MHD、二流体、ブラゾフ流体等の理論モデル及び関連する
数値解析手法と、それに基づく結果を説明する。

教授 中島　徳嘉

プラズマ加熱概論 2

種々の周波数領域の高周波、高速中性粒子入射、断熱圧
縮などの各種プラズマ加熱法に関する基礎論、即ち荷電
粒子の衝突理論、プラズマ波動理論、高周波や高速粒子
のプラズマへのエネルギー移送過程について講述する。

教授 竹入　康彦

プラズマ計測概論 2

各種物理量の計測によるプラズマ診断法の原理と実際、
特に基本的手法としてのプラズマから放出される光の分
光、電磁波動や粒子ビーム入射に対するプラズマの応答、
プラズマからの粒子放出や波動放射の計測法について講
述する。

教授 居田　克巳

プラズママテリアル工学 2

プラズマと材料との相互作用の基礎過程、プラズマを用い
た材料の熔融精製、加工処理、新材料の開発などに関す
る概説を行う。また、マイクロ波や各種粒子ビームを用いた
先進機能マテリアルの創出に関して講述する。

教授 室賀　健夫

マテリアルシミュレーション学 2

新素材開発のためのマテリアルシミュレーションの基礎と
なる固体物性論の講述を通し，量子過程を含めた分子科
学の基礎を学ぶ。さらに，これらの物理知識を活用し分子
動力学手法など計算機シミュレーションを行うための数値
計算技法を解説する。

助教授 田中　基彦

シミュレーション科学特論 2

計算機シミュレーションが切り開く科学的発見へのアプ
ローチに関し、その手法および構造形成現象などシミュ
レーションによって解き明かされる非平衡・開放系の非線
形過程、またシミュレーション科学の今後の展望について

教授 林　　隆也

担　当　教　員
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分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

プラズマ物理学特論Ⅰ 2

多数の荷電粒子（電子およびイオン）が電磁的相互作用を
通して示すプラズマの様々な集団現象を、流体モデルや運
動論に基づいて述べる。特に、プラズマにおける衝突・拡
散現象、平衡・安定性、運動論的効果や非線形現象に関
する理解を深めるとともに、プラズマ物理における主たる理
論や解析手法を体得することを目的とする。

教授 洲鎌　英雄

プラズマ物理学特論Ⅱ 2

プラズマとプラズマに接する壁との相互作用の基礎的な考
え方を講述する。そこでは、プラズマの基本と諸性質やプ
ラズマ粒子と各種粒子との衝突現象を述べ、核融合プラズ
マでの壁近傍の周辺領域で生じている諸現象とその物理
機構に関して講述する。

助教授 冨田　幸博

プラズマ基礎過程論 2

核融合研究において物理現象解析や診断の基礎となるプ
ラズマ原子・分子の素過程やその他の基礎過程に関し講
述する。またこれらの基礎過程の核融合プラズマモデリン
グ及び診断などへの応用についても講述する。

教授 加藤　隆子

プラズマシミュレーション概論 2

運動論的または流体モデルを用いて多様なプラズマの振
る舞いをシミュレーションにより解析するための数値手法に
ついて概説する。具体的手法とともに、その特徴と限界
点、及び数値誤差についても講述する。

助教授 渡邉　智彦

プラズマ・核融合科学演習ⅠＡ 2

プラズマ・核融合科学演習ⅠＢ 2

プラズマ・核融合科学演習Ⅱ 4

プラズマ・核融合科学演習Ⅲ 4

プラズマ・核融合科学演習Ⅳ 4

プラズマ・核融合科学演習Ⅴ 4

プラズマ・核融合科学考究ⅠＡ 2

プラズマ・核融合科学考究ⅠＢ 2

プラズマ・核融合科学考究Ⅱ 4

プラズマ・核融合科学考究Ⅲ 4

プラズマ・核融合科学考究Ⅳ 4

プラズマ・核融合科学考究Ⅴ 4

論文演習ⅠＡ 2

論文演習ⅠＢ 2

論文演習Ⅱ 4

論文演習Ⅲ 4

論文演習Ⅳ 4

論文演習Ⅴ 4

プラズマ・核融合科学セミナー 2

プラズマ・核融合科学に関連したコロキウムに参加してこ
の分野の研究動向に関する最新情報を習得するとともに、
また自ら発表することにより研究成果を取りまとめ効果的
に発表するための手法を身に付ける。

各大学院生の固有の研究課題の遂行のために必要とな
る、研究の経過及び得られた結果についての討論、実験
演習、理論・シミュレーション演習などを、各大学院生の担
当教員及び教育研究指導分野の教員が中心となって実施
する。

プラズマ・核融合科学領域における諸課題を少人数による
セミナーを通じて深く探求し、基礎知識、考察力、展開力、
まとめ方など独創的研究をおこなうに必要な素養を養成す
る。各大学院生の教育研究指導分野に応じて担当教員が
中心となって実施する。

プラズマ・核融合科学に関連した重要論文を輪講し、この
分野の基礎的学力とともに 外国語論文の読解力を習得す
る。また、論文のまとめ方についての実践的能力を身に付
ける。

全教員



Department of Fusion Science

Field Subject Unit Content of subject

Review of Fusion Science and
Technology

2

The lecture is an introduction to the plasma research for
nuclear fusion. The reviews are given on the elementary
physics to understand plasma and on phenomena in
magnetically confined plasmas. The present status of
nuclear fusion research will be addressed with its history.

A.Prof. Akihide Fujisawa

Advanced Lecture on Fusion
Science and Technology

2

Fundamental plasma physics is lectured for fusion
plasmas on the topics of pressure equilibrium and MHD
stability analysis. Their applications to confinement
devices are explained. Plasma-wave interaction and
stability analysis of plasmas with energetic beams are
addressed for fusion plasmas.

Prof. Shoichi Okamura

Fundamentals on Plasma
Experiments

2

As fundamentals to carry out plasma experiments,
introductive lectures of plasma production and control,
heating, diagnostics, power supply, vacuum technology,
electric signal and data processing and safety are given
for high-temperature experiments.  Practical exercises
are also executed.

Prof. Shigeru Morita

Fusion Reactor System 2

A composition of fusion reactor is overviewed. Basic
confinement principle and performance, and structure of
components are addressed with regard to
electromagnetic forces and heat load. Basics to
understand methodology of optimization of a fusion

Prof. Nobuyoshi Oyabu

Overview of Fusion Reactor
Engineering

2

Characteristics and  specification of major elements of
fusion reactor are overviewed for superconducting
magnets, first wall and supporting structures.
Superconducitng materials and cryogentic properties of
superconducting magnets and irradiation effect of
neutrons on wall and structure are also addressed.

Prof. Toshiyuki Mito

Fundamentals on High-
Temperature Plasma Control

2

Control of high-temperature plasmas are overviewed with
basics of physical understandings of magnetic
confinement and characteristics of burning plasmas.
Basic properties of plasmas in a various confinement
systems are also addresed in both experimental and

Prof. Hiroshi Yamada

Physical Properties of High-
Temperature Plasmas

2

Behaviors of high-temperature plasmas in experimental
research devices come from mutual-interactions among
physical processes in various hierarchies characterized
by inherent space-time scales. In this lecture, theoretical
models including MHD, extended MHD, two-fluid, Vlasov
fluid etc., related numerical methods, and the related
results are explained, in order to understand the
theoretical framework

Prof. Noriyoshi Nakajima

Overview of Plasma Heating 2

A variety of plasma heating such as waves in a wide
range of frequency, fast neutral particle injection and
adiabatic compression are overviewed. Their basics
including collision theory of charged particles, plasma
wave theory, energy transfer processes between bulk
plasma, and wave and high energetic particles are

Prof. Yasuhiko Takeiri

Overview of Plasma Diagnostics 2

Basic principles and applications of plasma diagnostics
are reviewed in focus on spectroscopy, radiation
mesurements and active methods using electromagnetic
wave and particle beams.

Prof. Katsumi Ida

Lecture on Material Engineering
with Plasma

2

Basic processes of plasma-material interactions, material
refinement and working, development of new materials
using plasma are reviewed. Creation of advanced
materials using microwaves and particle beams is

Prof. Takeo Muroga

Lecture on Material Science and
Simulation

2

Solid state physics as the basis of computer simulations
for new material development is reviewed. Advanced
numerial simulation techniques such as molecular
dynamics and parallel computation are addressed.

A.Prof. Motohiko Tanaka

Advanced Lecture on Simulation
Science

2

Nonlinear phenomena of open and non-equilibrium system
are reviewed with discussion of self-organization
phenomena. Prospects of simulation science for new
scientific invention are discussed.

Prof. Takaya Hayashi

担　当　教　員
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Field Subject Unit Content of subject 担　当　教　員

Advanced Lecture on Plasma
Physics I

2

Various collective phenomena in plasmas are described
based on both fluid and kinetic models. Theoretical
methods are explained to analyze phenomena such as
collisions, diffusion, equilibrium, stability, kinetic effects
and nonlinear phenomena in plasmas.

Prof. Hideo Sugama

Advanced Lecture on Plasma
Physics II

2

Fundamental phenomena of interaction between plasma
and plasma-facing wall is explained. Basic characteristics
of plasma and collisions between particles are described,
which is applied to phenomena at the peripheral region of
confined plasma.

A.Prof. Yukihiro Tomita

Lecture on Fundamental
Processes in Plasma

2

Elementary processes which are important to study
plasma modelling and plasma diagnostics for fusion are
explained.  Applications of atomic and molecular
processes to fusion plasmas are also described.

Prof. Takako Kato

Overview of Plasma Simulation 2

Numerical methods for simulating a variety of plasma
behaviors by means of kinetic or fluid models are
described along with their features and limitations.
Discussion of numerical error in simulation is also given.

A.Prof. Tomohiko Watanabe

Fusion plasma science exercise
IA

2

Fusion plasma science
exerciseⅠＢ

2

Fusion plasma science exercise
Ⅱ

4

Fusion plasma science exercise
Ⅲ

4

Fusion plasma science exercise
Ⅳ

4

Fusion plasma science
exerciseⅤ

4

Fusion plasma science
investigation IA

2

Fusion plasma science
investigationⅠＢ

2

Fusion plasma science
investigation Ⅱ

4

Fusion plasma science
investigation Ⅲ

4

Fusion plasma science
investigationⅣ

4

Fusion plasma science
investigationⅤ

4

Exercise of scientific paper
analysis IA

2

Exercise of scientific paper
analysis ⅠＢ

2

Exercise of scientific paper
analysis Ⅱ

4

Exercise of scientific paper
analysis Ⅲ

4

Exercise of scientific paper
analysis Ⅳ

4

Exercise of scientific paper
analysis Ⅴ

4

Fusion plasma science seminar 2

Learn latest informations on research activities by
attending colloquiums on fusion plasma sciences. Improve
student's ability of preparing and talking in the
presentation by practicing by themselves.

All teachers

Exercises of experimental, theoretical and simulation
science are given by advisering professors and other
teachers. Discussions on the processes and results of
research are guided which are necessary to complete
educational course.

Seminar is organized for small number of students on
fusion plasma science. Basic scientific knowledge,
intelligence and flexibility are trained for the basis of
original research. Teachers in the same research field as
students lead seminar as core members.

Fundamentals of scientific understanding and English
reading ability are improved through group reading of
important papers in fusion plasma science. Practical
ability of writing scientific paper is also improved.



宇宙科学専攻授業科目概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

宇宙探査科学特論 2

人工飛翔体を用いた宇宙空間からの観測で必要となる飛
翔体設計について，基本となる物理的な評価手法や，基本
設計を行う技術や方法論を，最新の技術を踏まえて考究
する。

助教授 紀伊　恒男

教　授 山上　隆正

助教授 久保田　孝

助教授 齋藤　芳隆

助教授 澤井　秀次郎

教　授 中島　俊

教　授 森田　泰弘

助教授 山川　宏

助教授 加藤　隆二

助教授 吉川　真

教　授 佐々木　進

助教授 曽根　理嗣

助教授 田中　孝治

教　授 小杉　健郎

助教授 坂尾　太郎

助教授 清水　敏文

教　授 石岡　憲昭

教　授 依田　眞一

助教授 稲富　裕光

助教授 黒谷(和泉)明美

助教授 石川　毅彦

助教授 足立　　聡

飛翔体天文学概論 2

観測天文学の基礎について概観し、観測装置とデータ解
析手法の基礎について講述する。さらに星と惑星系の形成
について飛翔体による観測やその他の観測によって明ら
かになりつつあることについて考究する。

助教授 片坐　宏一

飛翔体天文学特論Ⅰ 2

飛翔体によるＸ線，ガンマ線観測で明らかになった，宇宙
の様々な高エネルギー現象について講述するとともに，そ
の背景にある物理について考究する。また，飛翔体搭載の
Ｘ線・ガンマ線検出器や望遠鏡の原理と実構成，およびそ
のデータ解析手法について講義を行う。

教　授 堂谷　忠晴

飛翔体天文学特論Ⅱ 2

飛翔体による赤外線観測で得られた最新の宇宙像，とくに
初期宇宙，宇宙の構造と進化，銀河・恒星・惑星系の形成
を考究する。また，飛翔体からの赤外線観測の原理，観測
装置開発，データ解析法等について講述する。

教　授 松原　英雄

飛
翔
体
天
文
学

太陽系天体や人工飛翔体（人工衛星・惑星探査機）の軌
道計算と軌道決定技術の基礎および応用について考究す
る。太陽系天体においては、様々な力学的な特徴が知ら
れているが、それらがどのようにして生じたのかや解析の
手法について紹介する。人工飛翔体については、特にその
軌道決定を行うときに必要な知識や基礎的な手法につい
て講義を行う。

2

宇宙システム工学特論Ⅱ

2

2

宇宙システム工学特論Ⅳ

宇宙システム工学特論Ⅲ

宇宙環境利用特論

宇宙環境科学特論

宇宙での電力利用（発電，蓄電，送電，電力管理）につい
て，基礎 技術からエネルギーシステムへの応用までを講
述する。

2

2

担　当　教　員

宇
宙
探
査
理
工
学

宇宙の科学的・実用的な利用に重大な影響を及ぼす地球
周辺の宇宙環境を考究する。また，太陽活動とその地球磁
気圏への影響を中心テーマとする太陽地球系物理学の基
本点を講述する。

地球周回衛星計画から惑星探査計画まで，ロケット・衛星
の軌道姿勢制御を中心に、ミッション策定の手法を講述す
る。ロケットの軌道姿勢制御や衛星・探査機設計について
は実例をもとに概説し，さらに電気推進や惑星大気突入カ
プセル等，今後のミッション設計の展望についても言及す
る。また、軌道力学・姿勢ダイナミクスの基礎理論について
も講述する。

ロケット、人工衛星、宇宙機、宇宙探査ロボット及び気球等
のシステムの基礎理論、基本技術を講述し、その応用、課
題、将来展望についても言及する。

宇宙では，地上では得ることのできない実験環境が，多く
の分野の科学研究に与えられる。微小重力をはじめとする
宇宙環境の特質を概説し，その科学的・実用的な利用の
可能性を探る。宇宙環境利用の基礎となるさまざまな物
理・化学・生物学的な過程とそれらへの重力の関与を概説
し，材料プロセスなどへの応用を考究する。

2

宇宙システム工学特論Ⅰ



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

教　授 平林　久

助教授 村田　泰宏

太陽系探査科学概論 2

惑星の起源と進化について、主として飛翔体での探査に
よって明らかにされつつある成果を研究手法などと共に考
察し検討する。

教　授 藤村　彰夫

助教授 岩田  隆浩

助教授 田中　　智

助教授 阿部　琢美

助教授 今村　剛

教　授 前澤　洌

助教授 笠羽　康正

助教授 篠原　　育

助教授 松岡　彩子

助教授 小川　博之

助教授 高木　亮治

助教授 船木　一幸

助教授 坪井　伸幸

助教授 嶋田　　徹

教　授 小松　敬治

助教授 樋口　健

助教授 峯杉　賢治

教　授 八田　博志

助教授 佐藤　英一

助教授 後藤　　健

教　授 山本　善一

助教授 水野　貴秀

助教授 坂井　真一郎

助教授 戸田　知朗

飛翔体天文学特論Ⅲ

固体惑星探査科学特論

宇宙電子情報工学概論

2

2

2

宇宙機推進工学概論

宇宙機構造・材料工学概論

宇宙機推進工学特論

惑星大気科学特論

2

2

2

太陽系プラズマ物理学特論 2

太陽系は，宇宙に普遍的に存在する多様な「プラズマ現
象」を直接解明できる貴重な実験室である。地球の大気上
層から周辺宇宙（ジオスペース）、磁化惑星（火星・金星）お
よび非磁化惑星（水星・木星）、太陽風、彗星などで生起す
る物理現象の基本概念、これまでの観測成果、今後の探
査計画について論述し、太陽系に見られる宇宙の「普遍現
象」を概説する。

惑星大気科学とは，惑星表面を包む流体圏である大気の
構造や成り立ちを理解することを目指す研究分野である。
21世紀に入って我々は，地球にとどまらず惑星大気一般
の普遍的理解を目指して，他の惑星の観測にも乗り出しつ
つある。本特論では，これまで地球や他の惑星で得られて
きた知見を概観し，今後取り組むべき未解決問題を考究す
る

宇宙飛翔体を構成する各種材料について、高強度化・高
靭化の手法、成形法及び信頼性評価技術について、講述
する。

宇宙輸送系の主推進および宇宙探査機の軌道変換／姿
勢制御に必要な化学推進や電気推進を含む非化学推進
システムに関し，基礎研究から実用さらに将来動向につい
て講述する．

衛星搭載装置あるいは衛星システムは広範囲の分野の複
合技術である。その中でも欠かすことのできない、マイクロ
波通信、姿勢センサーと姿勢制御、衛星システム設計工学
について基礎と応用について搭載事例を紹介しながら概
説する。さらに、近年衛星搭載への応用が期待されている
レーザについても原理から応用まで講述する。

宇宙輸送系の推進技術に必要となる熱流体工学の理論・
実験・数値解析に関して基礎技術から具体的な事例につ
いて講述する．

ロケット、人工衛星及び軌道上構造物に関し、荷重・機械
環境推定法から応力・振動解析法及び設計保証法までを
体系的に講述する。

2

2

宇
宙
工
学

飛
翔
体
太
陽
系
科
学

飛翔体を用いた電波天文観測，とくにスペースVLBI (Very
Long Baseline Interferometry) 観測技術とその科学成果を
講述する。　さらに，今後のスペース電波天文学の課題と
して，スペースVLBI技術の高度化，宇宙マイクロ波背景輻
射の観測等も紹介する。

太陽系固体惑星の飛翔体探査例を示しながら，研究の目
的，手法を述べ，それらから得られる知見がもたらす，惑
星系の起源および進化過程の研究の進展について考究す
る。

宇宙機構造・材料工学特論



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

助教授 廣瀬　和之

教　授 池田　博一

教　授 橋本　樹明

助教授 吉光　徹雄

宇宙科学考究Ⅰa 2
宇宙科学の各専門分野別に分かれて輪講形式の授業を
行う。

宇宙科学考究Ⅰb 2

宇宙科学の各専門分野別に分かれて輪講形式の授業を
行う。

宇宙科学考究Ⅱ 4

宇宙科学の各専門分野別に分かれて輪講形式の授業を
行う。

宇宙科学考究Ⅲ 4
宇宙科学の各専門分野別に分かれて輪講形式の授業を
行う。

宇宙科学考究Ⅳ 4

宇宙科学の各専門分野別に分かれて輪講形式の授業を
行う。

宇宙科学考究Ⅴ 4
宇宙科学の各専門分野別に分かれて輪講形式の授業を
行う。

研究中間レポート 2

5年一貫制の学生を対象に研究中間報告を2年次又は3年
次に行う。研究中間報告書を作成し、報告書を基に口頭発
表を行うものとする。

教　授 小杉　健郎

教　授 堂谷　忠晴

教　授 八田　博志

テクニカルライティングⅡ 2
英文論文の書き方に関して解説・演習する。講師には、英
語圏の外人講師を外部から招聘して英語による講義を行
う。

教　授 八田　博志

宇宙科学演習 2

幅広い知見を獲得することを目的として学生が自ら企画し
た実質2週間以上の外部研修を単位化する。単位化の認
定は学生の企画書と研修レポートを専攻運営委員会が審
議して行う。

宇宙電子情報工学特論Ⅱ

人工衛星・惑星探査機の姿勢や位置の検出法，制御法と
して，センサ技術，センサ情報処理技術，アクチュエータ技
術および制御アルゴリズムを講述し，現状での問題や課題
を整理し，研究の動向と将来展望を考究する。

衛星搭載用半導体デバイスの信頼性を決定する放射線耐
性や高温耐性を向上させるためのデバイス技術について，
物理および材料物性にわたり考究する。

和文論文の構成方法及び執筆方法に関して解説するとと
もに、学生が執筆した報告書の添削を含めた演習を行う。
(日本人むけ講義）
2テクニカルライティングⅠ

専
攻
共
通

2

宇宙電子情報工学特論Ⅰ 2

宇宙科学専攻各教員

宇宙科学専攻各教員

宇宙科学専攻各教員

宇宙科学専攻各教員

宇宙科学専攻各教員

宇宙科学専攻各教員

宇宙科学専攻各教員



Department of Space and Astronautical Science

Field Subject Unit Content of subject

Space Obsevation Science 2

Fundamental methods of mission analysis and design for
space-science experiments  are lectured from the
understanding of background physics and its methods.

A.Prof Tsuneo kii

Prof
Takamasa
Yamagami

A.Prof Takashi Kubota

A.Prof Yoshitaka Saito

A.Prof Shujiro　Sawai

Prof
Takashi
Nakajima

Prof Yasuhiro Morita

A.Prof
Hiroshi
Yamakawa

A.Prof Takaji Kato

A.Prof
Makoto
Yoshikawa

Prof Susumu Sasaki

A.Prof
Yoshitsugu
Sone

A.Prof Koji Tanaka

Prof. Takeo Kosugi

A.Prof Taro Sakao

A.prof.
Toshifumi
Shimizu

Prof. Noriaki Ishioka

Prof Shin-ichi Yoda

A.prof. Yuko Inatomi

A.prof.
Akemi Izumi-
Kurotani

A.prof.
Takehiko
Isikawa

A.prof. Satoshi Adachi

Introduction to Space Astronomy 2

The lecture gives an introduction to basic observational
astronomy, instrumentation and principle of data analysis.
The lecture also gives our current knowledge of star and
planet formation from space astronomy and other
observational studies.

A.Prof Hirokazu Kataza

Space Astronomy I 2

Give a lecture on various high-energy phenomena
revealed through X-ray and Gamma-ray observations
from satellites, and study the background physics behind
the phenomena.Also given is a lecture on the principle
and the actual configuration of X-ray and Gamma-ray
instruments and the analysis methods of their data.

Prof
Tadayasu
Dotani

Space Astronomy II 2

The lecture gives an overview of the recent picture of the
Universe, especially the early Universe, the large scale
structure, and formation of galaxies, stars, and planets,
which have been revealed by infrared and submillimeter
observations from space. Also gives brief descriptions of
detection principle of infrared light from space, and the
unique techniques used in the observational
instrumentation and the data analysis.

Prof
Hideo
Matsuhara

2

2

2

2

2

2

Space Systems Engineering III

Space Systems Engineering IV

Space Environment Physics

Space Biology and Microgravity
Sciences

Space environments provide new and useful experimental
conditions for various fields of sciences. The objective of
the series of lectures is to learn the properties of space
environments (microgravity, vacuum, radiation, etc.) and
to understand the effects of these on biological process
or materials science with the description of space
experiments performed before. There will be some hours
for the students to discuss the potential utilization of
space environments for basic and applied sciences.

Basic theories and technologies for the space system
including the rockets, the satellites, the spaceships,the
space exploration robots and the scientific balloons will be
lectured, and their applications, current subjects　and
future prospects will be discussed.

Mission analysis and design for the space science and
exploration, including astrodynamics,orbit design, attitude
control, and launch vehicle/spacecraft systems design
are lectured.

Space Systems Engineering I

Space Systems Engineering II

The orbit calculation and the orbit determination of solar
system bodies and man-made space probes (artificial
satellites and spacecraft) are lectured. Various dynamical
features are known for solar system bodies. The origins of
such features and the methods of analysis will be
iscussed. As for the man-made space probes, the basic
knowledges and methods for the orbit determination will
be discussed
Space power systems and subsystems including power
generation, storage, transmission, and management are
lectured. The lecture covers basic and advanced power
technologies, and future space energy systems for Solar
Power Satellite and planetary exploration mission.

Understanding the space environment around the Earth is
of crucial importance for developing human activity in and
usage of space. Basic points of solar-terrestrial physics
are thoroughly reviewed from this viewpoint, with special
attention paid to solar magnetic activity and its influence
on the terrestrial magnetosphere.



Field Subject Unit Content of subject

Prof
Hisashi
Hirabayashi

A.Prof. Yasuhiro Murata

Introduction to Exploring the
Solar System

2

I discuss the origin and evolution of the planetary bodies
on a basis of the scientific results of the recent planetary
explorations, as well as a bit of the observation
techniques and procedures of the scientific devices
onboard the space crafts.

Prof. Akio Fujimura

A.Prof. Takahiro Iwata

A.prof. Satoshi Tanaka

A.prof. Takumi Abe

A.prof.
Takeshi
Imamura

Prof.
Kiyoshi
Maezawa

A.prof.
Yasumasa
Kasaba

A.prof. Iku Shinohara

A.prof.
Ayako
Matsuoka

A.Prof Hiroyuki Ogawa

A.Prof Ryoji Takaki

A.Prof Ikkoh Funaki

A.Prof
Nobuyuki
Tsuboi

A.Prof Toru Shimada

Prof. Keiji Komatsu

A.prof. Ken Higuchi

A.prof. Kenji Minesugi

Prof. Hiroshi Hatta

A.prof. Eiichi Sato

A.prof. Ken Goto

Prof
Zen-ichi
Yamamoto

A.Prof
Takahide
Mizuno

A.Prof
Shin-ichiro
Sakai

A.Prof Tomoaki Toda

2

Space Structures and Materials 2

Introduction of electronics and
information for space applications

2

2

2

2

2

2

Space Astronomy III

Solar System Plasma Physics

Spacecraft Propulsion 1

Spacecraft Propulsion 2

Space Structures and Materials 1

2

2

Science of  Planetary Exploration

Physics of Planetary
Atmospheres

The lecture describes theories, experimental methods and
numerical simulations on thermo-fluid engineering for
space transportation propulsion system. It includes
specific examples as well as basic technology.

Starting from the basic concepts of both chemical and
advanced propulsion systems, practical application of
these concepts to space transportations and space
probes are provided. Topics include state-of-the-art
rocket motors, air breathing engines, propulsive method
for orbital transfer vehicles, as well as in-space electric
and other advanced propulsion systems.

The lecture describes how to develope rocket and
spacecraft structures and mechanisms.　It starts with
defining requirements, then addresses design, analysis,
and tests, and ends with ensuring the spacecraft is
mechanically ready for launch.

The lecture gives strengthening and toughening methods,
forming methods and reliability evaluation techniques of
various materials which construct spacecrafts.

On board equipments of a satellite or a satellite system is
the compound tec hnology of a wide range of field.
Especially communication engineering, atti tude sensor
technology, attitude control engineering, and satellite
system d esign engineering are indispensable technology
for a satellite system. The f oundation and application are
lectured with introduction of an example. Furt hermore, a
lecture is given from a principle to application also about
the l aser from which the application to a satellite is
expected in recent years.

The lecture gives radio astronomy observations from
satellites, especially space-VLBI obseravations and
results. The lecture also includes future developments of
space-VLBI, and space observations of cosmic microwave
background, and so on.

The lecture gives an introduction of the area of solid
planetary science, Especially, we discuss the practical
methods of investigation of the surface and the internal
structure of the solid planets by the space exploration.
The goal of this lecutre is to understand how the obtained
data are related to the origin and evolution of the planets.

The lecture gives the basic physics of planetary
atmospheres and the overview of atmospheric structures
and physical processes observed so far. Unsolved
problems to be addressed in future spacecraft missions
will also be discussed.

The solar system is a virtual laboratory where dynamics
of energetic plasma in space can be studied directly by
various instruments on board spacecraft. This lecture
provides basic knowledge of physical processes occurring
in space plasmas e.g. the near-Earth environment called
'geospace', the solar wind, and the upper atmospheres and
ionospheres of magnetized planets (e.g. Earth, Jupiter and
Mercury) and non-magnetized ones (e.g. Venus and Mars).
The lecture also describes the history and future plans
for space observation. The goal of the lecture is to
acquire basic physical concepts that would be applicable
to various plasma phenomena occurring in universe.



Field Subject Unit Content of subject

A.Prof Kazuyuki Hirose

Prof Hirokazu Ikeda

Prof
Tatsuaki
Hashimoto

A.Prof
Tetsuo
Yoshimitsu

Space science colloquium Ia 2
In depth insight into various fields of space science
though discussion of colloquium type lectures.

Space science colloquium Ib 2

In depth insight into various fields of space science
though discussion of colloquium type lectures.

Space science colloquium II 4

In depth insight into various fields of space science
though discussion of colloquium type lectures.

Space science colloquium III 4
In depth insight into various fields of space science
though discussion of colloquium type lectures.

Space science colloquium IV 4

In depth insight into various fields of space science
though discussion of colloquium type lectures.

Space science colloquium V 4
In depth insight into various fields of space science
though discussion of colloquium type lectures.

Progress report 2

Five-year-students prepare mid term reports at their 2nd
or 3ird year, and make presentation based on the reports.

Prof Takeo Kosugi

Prof
Tadayasu
Dotani

Prof Hiroshi Hatta

Techincal writing II 2
Writing techniques of scientific articles are lectured by a
native English lecturer in addition to a Soken-dai
professor. (for students of English as a second language)

Prof Hiroshi Hatta

Field works 2

The credit of the field work is given to students for
external studies voluntary planned by the students
carried over a total period longer than 2 weeks. The
credit is given through examination based on the plan and
resulting report by course committee members.

Techincal writing I

Electronics and information for
space applications I

Electronics and information for
space applications II

2

2

2

This class explicates "how to compose and write
scientific articles expressed in Japanese", followed by
writing exercises and correction of articles students
write. This lecture expects Japanese students.

The lecture gives the basic physics and material sciences
behind the semicondctor device technology which is
required for space applications.  Especially, the reliability
issues caused by space radiation and/or high temperature
are discussed in details.

The lecture gives the methods of attitude determination,
attitude control, navigation and guidance of spacecraft,
including sensors and actuators technologies.

Dept.Space and
Astronautical Science All
the staff

Dept.Space and
Astronautical Science All
the staff

Dept.Space and
Astronautical Science All
the staff

Dept.Space and
Astronautical Science All
the staff

Dept.Space and
Astronautical Science All
the staff

Dept.Space and
Astronautical Science All
the staff

Dept.Space and
Astronautical Science All
the staff



物理科学研究科　共通専門基礎科目概要

授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

観測天文学概論 2

可視光・赤外線を用いた恒星,銀河,銀河団などの観測や電
波望遠鏡,電波干渉計を用いた星間物質,星形成領域,活動
銀河などの観測から得られる最新の宇宙像を観測天文学
の立場から概説する。

教　授 林　正彦

理論天文学概論 2

銀河の形成と進化,ビッグバン宇宙論,恒星の誕生と進化,
太陽系の起源など,宇宙から恒星,惑星に至る種々の天体
階層について,天文科学の基礎的内容をその共通性に着
目しながら理論天文学の立場から概説する。

教　授 富阪　幸治

宇宙理学概論 2

天文学および太陽系科学の発展を概観し、様々な問題意
識を掘り下げて将来を展望するとともに、主として衛星・探
査機・観測ロケットなどの飛翔体を用いた研究手法につい
て解説する。

教　授 中島　　俊

教　授 森田　泰弘

教　授 山本　善一

助教授 澤井　秀次郎

助教授 坪井　伸幸

助教授 高木　亮治

助教授 久保田　孝

助教授 船木　一幸

助教授 斎藤　芳隆

助教授 吉川　　真

助教授 加藤　隆二

助教授 山川　　宏

助教授 廣瀬　和之

助教授 水野　貴秀

分子分光基礎論 2

分子の構造と相互作用を探る手段としての振動及び回転
スペクトルの基礎。 教　授 岡本　裕巳

計算化学 2
分子動力学法やモンテカルロ法など，凝集系に対するシ
ミュレーション理論とその実際について講義を行う。 教　授 岡崎　　進

化学エネルギー変換論 2

光合成・呼吸などの生物エネルギー変換の分子機構，お
よびそれらを規範とした人工化学エネルギー変換系の分
子設計について講述する。 助教授 永田　　央

基礎光化学 2

VUV光や軟Ⅹ線による分子の励起と緩和過程を概説し，
深い準位の電子が関係した諸現象について講述 教　授 小杉　信博

ナノサイエンス 2

ナノ構造体は，その作成方法，物性ともこれまでの物質科
学の枠組みには収まらない独自の世界を作っている。この
物質群について，様々な側面からの講義を行う。

教　授 小川　琢治

プラズマ物理学 2

天体、宇宙空間、実験室等いろいろな分野におけるプラズ
マを対象として、電磁気的相互作用を有する多体集団とし
てのプラズマの振る舞いを理解するために基本となる物理
を講述する。

教　授 松岡　啓介

シミュレーション科学 2

計算物理学誕生の背景と現状について講述する。また、
スーパーコンピュータとグラフィック表現を一体化したシミュ
レーション研究法、シミュレーション研究で発見された強い
非線形協同現象、非線形法則について講述する。

教　授 堀内　利得

物理数学 2

自然界における物理現象を理解・解明するために必要な
数学について講述する。講義は三つのテーマから構成さ
れており、１）非線形現象を解明するための解析法、２）各
種波動解析とWKB法、３）転移現象に関連する理論などに
ついて講述する。

教　授 佐貫　平二

担　当　教　員

宇宙科学専攻各教員

宇宙科学・宇宙開発の発展を概観し、宇宙開発の将来を
展望するとともに、衛星・探査機・ロケットなどの宇宙システ
ムに関するミッション解析、軌道決定、制御方策、プロジェ
クト管理などを含む設計技術について講述する。

宇宙工学概論 2



Subject Unit Content of subject

Introduction to Observational
Astronomy [mandatory]

2

We will give a contemporary view of the Universe,
obtained from optical, infrared, and radio observations on
stars, interstellar matter, galaxy and cluster of galaxies.

Prof. M.Hayashi

Introduction to Theoretical
Astronomy [mandatory]

2

We will give a contemporary view of the Universe from a
stand point of theoretical astronomy. Subjects includes
galaxy formation and evolution, big-bang cosmology,
formation and evolution of stars, and the origin of Solar
system.

Prof. K.Tomisaka

Space Science 2

Reviews of the development of astrophysics and solar
system physics are given. Scientific issues are discussed
and possible future plans are introduced. Methods of
investigation using satellites, spacecraft and sounding
rokets are also explained.

Prof Nakajima Takashi

Prof Yasuhiro Morita

Prof Zen-ichi Yamamoto

A.Prof Shujiro Sawai

A.Prof Nobuyuki Tsuboi

A.Prof Ryoji Takaki

A.Prof Takashi Kubota

A.Prof Ikkoh Hunaki

A.Prof Yositaka Saito

A.Prof Makoto Yoshikawa

A.Prof Takaji Kato

A.Prof Hiroshi Yamakawa

A.Prof Kazuhiro Hirose

A.Prof Takahide Mizuno

Molecular Spectroscopic
Experiments

2

Basics of molecular vibrational and rotational
spectroscopy for obtaining information on molecular
structures and various interactions.

Prof. Hiromi Okamoto

Computational Cemistry 2
Methods of computer simulation for condensed systems
such as molecular dynamics and Monte Carlo are
explained

Prof. Susumu Okazaki

Chemistry of Energy Conversion 2

The molecular mechanisms of the biochemical energy
conversion including photosynthesis and respiration will
be described. Also presented are the designs of artificial
systems for conversions of chemical energies, inspired by
biological systems.

A.prof. Toshi Nagata

Fundamental Photochemistry 2

Electronic structures of molecules excited by VUV light
and soft X-rays, and decay processes involving deep
electronic levels.

Prof. Nobuhiro Kosugi

Nanoscience 2

Science and technology concerning nano-structures
create a world of their own, which can not be a part of
the conventional material science from the view point of
methodology and their physical properties.  You will study
about these classes of materials from various aspects of
view.

Prof. Takuji Ogawa

Plasma Physics 2

Fundamental physics are reviewed for understanding
plasma dynamics as a many-body system with electro-
magnetic interactions. Plasmas in astronomy, space and
experimental devices are discussed.

Prof. Keisuke　Matsuoka

Simulation Science 2

History and development of numerial science are
reviewed as well as simulation science based on super-
computer and graphical expressions. Non-linear
phenomena and self-organization dynamics are explained.

Prof. Ritoku Horiuchi

Mathematical Physics 2

Mathematics are reviewed for understanding physical
phenomena in nature. 1) mathematical tools for nonlinear
phenomena, 2) wave analysis and WKB method, 3)
theoretical topics for bifurcation phenomena.

Prof. Heiji Sanuki

Space Engineering 2

Technologies for space science, exploration, and
utilization are overviewed. System design of launch
vehicle and spacecraft, mission analysis of space
systems, orbit control and determination, and project
management are lectured by professional personnel in
each field.

Dept.Space and Astronautical
Science
All the staff

School of Physical Sciences



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

非線形力学特論 2
高次磁場やビームの作る電磁場など非線形な場の中での
粒子の運動について解析的方法を中心に講述

教　授 平田　光司

ビーム集団現象論 2
粒子集団に起因するビーム不安定性やビーム・ビーム効
果についての理論解析と測定方法を包括的に講述

助教授 陳　　栄浩

量子論的ビーム物理学 2
シンクロトロン放射の量子電気力学的補正などビームの量
子力学的特性について講述

教　授 横谷　　馨

自由電子レーザー概論 2
自由電子レーザーの原理と必要な電子ビーム特性等を講
述

助教授 中島　一久

軌道理論 2
色々な加速器設計の基礎となるビーム軌道の一般論を講
述

助教授 大見　和史

軌道設計基礎論 2
線形および非線形領域におけるビーム光学設計の基礎を
講述

教　授 生出　勝宜

ビーム安定性基礎論 2
ビームの加速、蓄積および輸送に際する縦方向及び水
平、垂直方向の粒子運動の安定条件を講述

教　授 佐藤康太郎

軌道補正理論 2
電磁界の不均一性などによって生じる軌道の誤差を補正
する方法について講述

教　授 小磯　晴代

加速器設計概論 2
加速器性能を高める観点から、各種構成機器の最適設計
方法について講述

教　授 神谷　幸秀

線形加速器設計特論 2
前段入射器としての静電型加速器を含めて、線形加速器
全般の設計方法を講述

助教授 早野　仁司

円形加速器設計特論 2
シンクロトロンやサイクロトロンなど円形加速器の設計方法
を講述

教　授 鎌田　進

ビーム輸送路設計特論 2
加速器と加速器の間、加速器と実験室の間などのビーム
の受け渡しについてビーム輸送、入射取り出し方法を講述

教　授 榎本　収志

数値物理学概論 2
数値計算を通じ、加速器で生じる物理現象を基本法則から
直接的に把握する方法について講述

教　授 生出　勝宜

数値解析法特論 2
大規模シミュレーションや大規模数値処理に適した計算の
数学的原理及びその計算アルゴリズムを解説する

教　授 高山　　健

電磁場計算法特論 2
加速器に関連する電磁場の基礎と応用に関し、電磁場の
数値的計算手法を含めて講述

助教授 陳　　栄浩

非線形現象論 2
非線形力学系の多様な現象（振動、カオス、ソリトン、フラ
クタル等）の基礎的な理論を解説する

教　授 平田　光司

数値シミュレーション特論 2
加速器ビームの振る舞いを調べる為の大規模シミュレー
ションの原理及び方法について講述

助教授 大見　和史

加速器理学特別演習ＩＡ 2

加速器理学特別演習ＩＢ 2

加速器理学特別演習ＩＩＡ 2

加速器理学特別演習ＩＩＢ 2

加速器理学特別演習ⅢＡ 2

加速器理学特別演習ⅢＢ 2

加速器理学特別研究ⅣＡ 2

加速器理学特別研究ⅣＢ 2

加速器理学特別研究ⅤＡ 2

加速器理学特別研究ⅤＢ 2

電子回路概論 2
アナログ線形応答回路の伝達関数、安定性、雑音解析等
を概説した上で信号検出及び回路設計法について講述

教　授 平松　成範

磁気回路概論 2
電磁石用強磁性体の磁気発現機構、非線形磁気回路、加
速器に関係する永久磁石利用の磁気回路について講述

教　授 土屋　清澄

低温工学概論 2
極低温の生成、極低温実験装置のための材料などについ
て講述

教　授 細山　謙二

超伝導工学概論 2
超伝導の基礎ならびに応用について、加速器に用いられ
る超伝導電磁石を中心に講述

教　授 山本　明

電子ビーム源特論 2
電子ビーム発生装置（電子銃）設計の基礎及び光力ソード
やマイクロ波電子銃等の新技術を講述

教　授 大澤　哲

イオン源特論 2 イオン等粒子ビームを発生する装置について講述 教　授 小林　仁

偏極粒子源特論 2
スピンの向きが揃ったイオンや電子のビームを発生する装
置について講述

助教授 早野　仁司

加速器科学専攻授業科目概要

担　当　教　員

ＫＥＫの諸施設を活用して、加速器理学に関する専門知識
を習得する

加速器理学に関する具体的研究課題について指導教員
のアドバイスの下に研究する

ビ
ー

ム
力
学

軌
道
解
析
学

加
速
器
設
計
法

加
速
器
基
礎
技
術

数
値
物
理
学

共
通

ビ
ー

ム
発
生

法

担当教員全員



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

電磁石設計概論 2
2次元・3次元磁場数値計算手法、機械的・熱的構造解析
手法、電磁気的設計、精密支持機構設計などを講述

助教授 増澤　美佳

電源設計特論 2
電磁石及び大電力電子管のための直流ならびにパルス電
源について、電流精密制御技術と高電圧技術を講述

助教授 山口　誠哉

磁場測定特論 2
多極磁場成分展開、動的・静的磁場精密測定法、測定
データ解析法、磁場誤差の発生とその補正法などを講述

助教授 増澤　美佳

磁気材料特論 2
加速器に用いる電磁石や永久磁石を作るための材料につ
いて講述

教　授 土屋　清澄

超伝導電磁石特論 2
加速器用、検出器用超伝導電磁石の設計、製作法を中心
に超伝導機器について講述

助教授 荻津　透

低温材料工学特論 2
超伝導材料、低温構造材料など超伝導機器に用いられる
材料物性などについて講述

助教授 斎藤　健治

高周波工学概論 2
高周波加速に用いる高周波回路ならびに高電界、大電力
高周波技術の基礎を講述

教　授 春日　俊夫

加速空洞概論 2
進行波形、定在波形、リエントラント形など色々な種類の高
周波空洞について講述

教　授 伊澤　正陽

加速空洞特論Ⅰ 2
ビーム不安定性をもたらすウェーク場やインピーダンスの
基礎概念を示し、これを低減化する加速空洞設計につい
て講述

助教授 影山　達也

加速空洞特論ＩＩ 2
陽子シンクロトロンなど、非相対論的ビーム加速を行う加
速空洞に特有な問題について講述

助教授 影山　達也

超伝導加速空洞特論 2
超伝導空洞において極めて大きいQ値と加速電界を実現
するための工学的基礎を講述

教　授 野口　修一

高周波伝送回路特論 2
大電力高周波伝送における波の位相やモードの制御技術
について講述

教　授 浦川　順治

大電力高周波特論 2
大電力高周波の発生、伝送、分岐、アイソレーションの基
本技術について講述

教　授 福田　茂樹

空洞同調機構特論 2
ビーム負荷のもとで動作する空洞の加速位相安定化法と
そのための高周波フィードバック技術を講述

教　授 赤井　和憲

真空工学概論 2
加速器と真空の関係など真空一般の基礎的事項について
講述

教　授 齋籐　芳男

真空材料特論 2
超高真空装置に使われる各種の金属材料やセラミック材
料について真空特性や加工方法を講述

教　授 古屋　貴章

超高真空技術特論 2
高エネルギービームが存在する環境下で超高真空を達成
するための排気技術を講述

助教授 加藤　茂樹

真空計測特論 2
圧力の測定や真空漏れの観測方法などについて講述

教　授 齋籐　芳男

表面物理特論 2
放射光や荷電粒子の存在する環境下での固体表面にお
ける気体分子の吸着や放出について講述

助教授 三橋　利行

加速器制御システム概論 2
加速器装置ならびにビームの運動を制御する方法、特に
計算機を用いるシステムについて講述

教　授 黒川　眞一

自動制御特論 2
フィードバックやフィードフォワードなど自動制御システムに
ついて理論的に講述

助教授 菊谷　英司

ビーム制御特論 2
検出情報を用いた各種ビーム不安定現象の診断方法およ
びフィードバックによるビーム運動の安定化について講述

助教授 小川　雄二郎

ビーム計測特論 2
ビームの強度、広がり、空間的位置などを精密に測定する
方法について講述

助教授 安達　利一

計算機システム概論 2
計算機システムのアーキテクチャー及びオペレーティング
システムについて講述

教　授 川端　節彌

ネットワークシステム概論 2
各種計算機を結ぶネットワークシステムのハードウェア及
びソフトウェアについて講述

助教授 佐々木　節

ソフトウエア工学特論 2
ソフトウエアの開発、利用に当って、オブジェクト指向技術
を適用するための基本的概念から具体的な応用について
講述

教　授 川端　節彌

放射線物理概論 2
原子や原子核の構造、各種放射線（荷電粒子、光子）の物
質との相互作用及び物理化学的効果について講述

教　授
助教授
平山　英夫
俵　裕子

放射線遮蔽特論 2
各種放射線に対する遮蔽方法、遮蔽材料、及び放射線施
設の遮蔽設計について講述

教　授 平山　英夫

放射線計測特論 2
加速器で発生する各種の放射線の種類、エネルギー、強
度などを計測する原理と装置について講述

助教授
助教授
佐々木　慎一
俵　裕子

放射線材料特論 2
加速器で作られる多様な放射線について概述し、加速器
周辺機器を構成する材料に対する影響やその基礎過程に
ついて講述

教　授 鈴木　健訓

放射線防護特論 2
加速器施設の運転に伴う周辺の放射線場の特徴等につい
て概述し、更に放射線防護の観点から線量評価、放射化
の機構等を講述

教　授 伴　秀一
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分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

加速器工学特別演習ＩＡ 2

加速器工学特別演習ＩＢ 2

加速器工学特別演習ＩＩＡ 2

加速器工学特別演習ＩＩＢ 2

加速器工学特別演習ⅢＡ 2

加速器工学特別演習ⅢＢ 2

加速器工学特別研究ⅣＡ 2

加速器工学特別研究ⅣＢ 2

加速器工学特別研究ⅤＡ 2

加速器工学特別研究ⅤＢ 2

担当教員全員　

ＫＥＫの諸施設を活用して、加速器工学に関する専門知識
を習得する

加速器工学に関する具体的研究課題について指導教員
のアドバイスの下に研究する

共
通



物質構造科学専攻授業科目概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

放射光光源論 2
放射光発生の原理、電子蓄積リングの構造と機能、光を
各種実験装置へ導く加速器技術に関して講述

教　授 前澤　秀樹

シンクロトロン放射論 2

各種放射光の発生原理、偏光性、可干渉性、光ビーム特
性の評価と診断、自由電子型レーザー発振の機構、等に
ついて構述

助教授 山本　　樹

放射光光源論演習・実験 2
放射光発生の原理に関する物理を理解する為の理論セミ
ナーと、電子蓄積リングを用いた放射光発生の実験を行う

放射光発生機構論演習 2
各種放射光源から発生する光の特性を推定・予測する方
法について演習する

放射光計測論 2

放射光の散乱、回折、吸収等の現象を測定し解析する為
の実験装置の特性、構造と機能、実験上の誤差等につい
て講述

教　授 野村　昌治

超精密Ｘ線光学 2
放射光の結晶による動力学的回折現象と、それを応用し
たＸ線光学系の開発法の講述

教　授 松下　　正

放射光回折散乱論 2
放射光の物質による回折、散乱現象の物理に関して講述

教　授 河田　　洋

放射光固体分光学Ｉ 2
円偏光放射光を用いた固体分光学、特にナノ物質の電子
状態に関して講述

助教授 小出　常晴

放射光固体分光学ＩＩ 2
放射光を用いた固体の光電子分光学、特に磁性体の電子
状態に関して講述

助教授 小野　寛太

放射光原子分子分光学 2
原子分子の光電離に関して、その基礎概念、及び電子相
関の効果、等を講述

教　授 柳下　　明

放射光計測学演習・実験Ｉ 2
放射光と物質の相互作用によって生じる光学的諸現象を
理解する為の理論セミナー

放射光計測学演習・実験Ⅱ 2
放射光用ミラー、モノクロ・メーター、及びその他の測定装
置を用いて計測実験を行う

放射光計測化学 2
放射光を用いて、物質に関する各種の化学的情報を計測
する為の原理と、その応用について講述

教　授 飯田　厚夫

放射光生物効果論 2
生物中の細胞、遺伝子、高分子が、放射光照射を受けた
事により起こす変化に関して講述 助教授 小林　克己

軟Ｘ線表面光化学 2
軟Ｘ線励起光による表面分子の励起ダイナミックスについ
て講述

助教授 間瀬　一彦

放射光応用科学演習・実験Ｉ 2
放射光を用いた計測化学、医学、生物学に関して理解させ
る為の理論セミナー

放射光応用科学演習・実験Ⅱ 2
放射光を用いた計測化学、医学、生物学に関する実験

中性子回折散乱論Ⅰ 2
中性子回折、中性子散乱、等から得られる微視的情報と、
物質の巨視的性質や機能との関係につき講述

教　授 池田　　進

中性子回折散乱論Ⅱ 2
種々の物質による中性子線の散乱、回折現象に関し基礎
から応用までを講述

助教授 大友　季哉

中性子回折散乱論Ⅲ 2
中性子散乱測定によって得られる物質の磁気的励起状態
に関して講述

助教授 伊藤　晋一

中性子分光学 2
中性子散乱の基礎理論、物質の動的・静的構造の決定
法、測定技術、中性子分光器、等につき講述

助教授 鳥飼　直也

中性子光学概論 2
中性子ビームの性質を制御するための分光器、ミラー、レ
ンズなどの光学素子、それらを組み合わせた光学系につ
いて講述

教　授 清水　裕彦

ミュオン科学 2
ミュオンやパイオンを用いた中間子科学研究の基礎につき
講述

教　授 三宅　康博

ミュオン物性科学 2
ミュオン・スピンの回転、緩和、共鳴を用いた物質の磁性
や水素の挙動の研究につき講述 教　授 門野　良典

中性子ミュオン科学演習・実験Ⅰ 2
放射光、中性子、中間子を用いて物質の構造と機能を解
明する方法を理解させる為の理論セミナー

中性子ミュオン科学演習・実験Ⅱ 2
放射光、中性子、中間子を用いて計測実験を行う

専攻担当教員全員

専攻担当教員全員
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専攻担当教員全員



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

物質構造科学原論 2
物質構造科学の原論について講述

教　授 下村　　理

物性理論 2
物質の光学的，磁気的、電気的性質、各種相転移等に関
して、量子多体統計力学に基づき講述 教　授 那須奎一郎

生体分子構造解析論Ⅰ 2 教　授 若槻　壮市

生体分子構造解析論Ⅱ 2 助教授 加藤　龍一

極端紫外分光と分子科学 2
極端紫外分光法の基礎について講述し、この手法をもち
いての分子科学研究の展開について述べる

助教授 伊藤　健二

放射光構造物性論 2
放射光を利用した構造物性研究について、強い電子相関
の問題等を中心にして講述

教　授 澤　　博

放射光原子分光学 2
ヘリウム、リチウム等の軽原子における光励起・電離過程
につき、ハートリー・フォック近似との対比において講述

助教授 東　　善郎

Ｘ線固体分光学 2
Ｘ線内殻吸収、Ｘ線内殻共鳴非弾性散乱、等を用いた固体
の分光学について講述

助教授 岩住　俊明

中性子結晶学 2
複合材料、ナノ材料等における中性子結晶構造研究を講
述

教　授 神山　　崇

応用物質構造科学演習・実験Ⅰ 2
放射光、中性子、中間子を用いて物質の構造と機能を解
明する方法を理解させる為の理論セミナー

応用物質構造科学演習・実験Ⅱ 2
放射光、中性子、中間子を用いて計測実験を行う

物
質
構
造
科
学

蛋白質等、生命体を構成する巨大分子の構造を放射光回
折によって決定する方法の講述

専攻担当教員全員



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

場の理論概論Ⅰ 2
素粒子、原子核物理の研究に不可欠な場の理論の基礎知
識を習得する

教　授
助教授
北澤　良久
西村　　淳

場の理論概論Ⅱ 2
素粒子、原子核物理の研究に不可欠な場の理論の基礎知
識を習得する

教　授
助教授
北澤　良久
磯　　　暁

超弦理論Ⅰ 2
超弦理論の経路積分による共変な摂動論的定式化を説明
し、非摂動論的効果を導入する

教　授
助教授
北澤　良久
磯　　　暁

超弦理論Ⅱ 2
超弦理論の非摂動論的効果を説明し、非摂動論的定式化
をめざすアプローチについて解説する

教　授
助教授
北澤　良久
西村　　淳

場の理論特論Ⅰ 2
場の理論の非摂動論的な性質を研究する数値的な方法を
講ずる

教　授
助教授
湯川　哲之
西村　　淳

場の理論特論Ⅱ 2
場の理論の非摂動論的な性質を、場の配位のトポロジーに
よる分類を活用して研究する方法を講ずる 助教授 筒井　泉

素粒子理論概論Ⅰ 2
素粒子物理を記述する標準模型の概要を、具体的実験事
実を踏まえて説明する

教　授
教　授
岡田　安弘
萩原　　薫

素粒子理論概論Ⅱ 2
素粒子物理を記述する標準模型の概要を、具体的実験事
実を踏まえて説明する

教　授
助教授
岡田　安弘
野尻美保子

素粒子現象論Ⅰ 2
実験データと理論予言を比べる時重要となる、幾つかの概
念をその技術的側面とともに解説する

教　授
教　授
萩原　　薫
小平　治郎

素粒子現象論Ⅱ 2
素粒子標準模型における未解決の問題を統括し、標準模
型を超える理論を超対称性を中心に解説する

教　授
助教授
岡田　安弘
野尻美保子

格子場の理論Ⅰ 2
量子色力学を非摂動論的に定式化する格子QCDを講ずる 助教授

助教授
橋本　省二
太田　滋生

格子場の理論Ⅱ 2
格子QCDの数値的および解析的な研究手法を解説する 助教授

助教授
橋本　省二
太田　滋生

ハドロン原子核理論概論Ⅰ 2 ハドロンや原子核の構造と反応の基礎を講ずる
教　授
助教授
熊野　俊三
森松　　 治

ハドロン原子核理論概論Ⅱ 2 ハドロンや原子核の構造と反応の基礎を講ずる
教　授
助教授
熊野　俊三
森松　　 治

ハドロン理論 2
量子色力学に基づくハドロン物理について解説する 教　授

助教授
熊野　俊三
森松　　 治

コライダー物理実験学 2
コライダー実験に使用されている粒子検出器の基本原理、
設計、製作、運用法等について、Ｂファクトリーでの実例を
中心に紹介する

教　授
教　授
助教授

山内　正則
幅　　 淳二
宇野　彰二

コライダー物理数値解析論 2
コライダー実験における数値解析の基礎について述べる。
Ｂファクトリーでの実例を豊富に紹介する

教　授
助教授
片山　伸彦
伊藤　領介

Ｂ中間子物理学 2
Ｂファクトリーによる最近の重要な発見について理解するこ
とを目標に、Ｂ中間子の崩壊について基礎から詳説する

教　授
助教授
堺井　義秀
中尾　幹彦

Ｂ中間子物理学特論 2
Ｂ中間子を用いて標準模型を超えた新しい物理を探る方法
について論じる 助教授 羽澄　昌史

ハドロン分光学 2
最近相次いで発見された新しいハドロンについて基礎的な
理解を得ることを目指し、教育研究を行う 教　授 阿部　和雄

タウレプトン物理学 2
最近のＢファクトリーのデータにより、著しく理解の進んだタ
ウレプトンの物理について、教育研究を行う 助教授 吉見　弘道

高エネルギーハドロン反応論 2

高エネルギーハドロン衝突実験を解説し、衝突における素
粒子反応、特に、新粒子、新現象生成反応について詳説す
る

教　授
教　授
近藤　敬比古
岩崎　博行

高エネルギーハドロン物理学 2

高エネルギーハドロン実験に使用される粒子検出器につい
て基本原理、大型検出器の設計、製作、運用法などについ
て論じる

助教授
助教授
助教授

尼子　勝哉
海野　義信
佐々木　修

超高エネルギーレプトン物理学 2

超高エネルギーレプトン実験に使用される粒子検出器につ
いて基本原理、大型検出器の設計、製作、運用法などにつ
いて論じる

教　授
教　授
松井　隆幸
徳宿　克夫

超高エネルギーレプトン反応論 2

超高エネルギーレプトン衝突実験を解説し、衝突における
素粒子反応、特に、ヒッグス粒子、ゲージボソン、トップ
クォークの生成反応について詳説する

助教授
助教授
宮本　彰也
藤井　恵介

素粒子原子核専攻授業科目概要

担　当　教　員
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分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

低
エ
ネ
ル
ギ
ー

素
粒
子
物
理
学

低エネルギー素粒子物理学 2

二重ベータ崩壊の探索等の、加速器を用いない素粒子実
験について概説する

教　授
助教授
石原　信弘
増田　康博

超伝導概論 2
素粒子、原子核実験の研究に不可欠な最先端の基盤技術
である超伝導に関する基礎と応用について、教育研究を行
う

教　授 春山　富義

低温工学概論 2
素粒子、原子核実験の研究に不可欠な最先端の基盤技術
である低温工学の基礎を学ぶ

助教授
講　 師
槇田　康博
石元　　 茂

オンライン粒子計測論 2
素粒子、原子核実験を行う際に必要なエレクトロニクス、トリ
ガーの技術の概要と最近の進歩について講ずる

助教授
講　 師
田中　真伸
新井　康夫

計算機応用概論 2
素粒子、原子核実験を行う際に必要なオンライン、オフライ
ンの計算機利用技術について講ずる 教　授 藤井　啓文

ビーム物理学 2

素粒子、原子核の実験的研究に不可欠な、高エネルギー
ビームの発生、取り出し、輸送、２次粒子ビーム発生、選別
などについて総合的に論じる

教　授
教　授
高崎　　 稔
眞木　晶弘

ビーム制御法特論 2
ビームの冷却や、超単色ビームの生成など、素粒子実験に
使用される先端的ビーム制御法について論じる 助教授 田内　利明

先端ビームダイナミｯクス論Ⅰ 2

大強度加速器・大強度ビーム取り出し・大強度ビーム輸送
等、ビーム強度の最前線におけるビームダイナミクスの基
礎について解説する

教　授
助教授
田中　万博
藤井　芳昭

先端ビームダイナミｯクス論Ⅱ 2

超稀崩壊実験用ビーム、純度の高いストレンジネスビーム、
ニュートリノビームなど、特殊なビームの生成における基礎
について解説する

教　授
助教授
佐藤　任弘
山田　善一

高エネルギー物理特論 2
高エネルギー物理に不可欠な、統計処理などのデータ解析
の技法に関して講ずる

教　授
助教授
今里　　 純
塚本　敏文

ハドロンビーム素粒子物理学Ⅰ 2
ハドロンビームによって生成されたＫ中間子を用いた素粒
子物理学の実験的研究に関して講ずる

教　授
助教授
杉本　章二郎
林　ケヨブ

ハドロンビーム素粒子物理学Ⅱ 2

Ｋ中間子の稀崩壊やCP破れ等の現象の研究による標準模
型の検証と新たな物理探究に関して講ずる 教　授

助教授
稲垣　隆雄
小松原　健

ミューオンビーム素粒子物理学 2

ミューオンの精密測定や稀な崩壊過程の探索などを行う実
験測定器、解析と最近の成果について論じる 助教授 吉村　浩司

ニュートリノ物理学概論 2

ニュートリノの質量や混合角などのニュートリノ特性とその
物理的起源を概観し、標準理論へのインパクトを検討する 教　授 中村　健蔵

ニュートリノ物理学特論 2

ニュートリノの諸特性の測定方法や、ニュートリノビームの
生成方法などについて解説する 助教授 小林　　隆

原子核物理学概論 2
原子核物理学の実験的研究の最前線を総合的に論じる 教　授

助教授
永宮　正治
澤田　真也

ハドロンビーム原子核物理学Ⅰ 2
ストレンジネスを持つハイパー原子核などを研究する「スト
レンジネス核物理」の実験の手法と最近の成果を解説する

教　授
助教授
永江　知文
高橋　俊行

ハドロンビーム原子核物理学Ⅱ 2
ハイペロン核子散乱、クオークの新しい束縛状態などを研
究する「ハドロン核物理」の実験手法と最近の成果を解説す
る

助教授
助教授
家入　正治
野海　博之

不
安
定
原

子
核
実
験
短寿命核物理学 2

短寿命核のビームを用いた原子核実験の手法と最近の成
果を解説し、天体核物理学などとの関連について論じる 教　授

助教授
宮武　宇也
鄭　　淳讃

素粒子原子核理論演習Ⅰ 4

素粒子原子核理論演習Ⅱ 4

素粒子原子核理論演習Ⅲ 4

理論素粒子原子核物理特別研究
Ⅰ

4

理論素粒子原子核物理特別研究
Ⅱ

4

素粒子、原子核理論に関する基本的な文献を参考に、基本
的な理論的手法を習得する

素粒子、原子核理論のフロンティアーにある具体的理論的
課題について、指導教員のアドバイスの下に研究する

担当教員全員

ハ
ド
ロ
ン
ビ
ー

ム

素
粒
子
物
理
学

ハ
ド
ロ
ン
ビ
ー

ム

原
子
核
物
理
学

ビ
ー

ム
物
理
学

ニ

ュ
ー

ト
リ
ノ

実
験

理
論
系
共
通

先
端
基
盤
技
術



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

素粒子原子核実験演習Ⅰ 4

素粒子原子核実験演習Ⅱ 4

素粒子原子核実験演習Ⅲ 4

実験素粒子原子核物理特別研究
Ⅰ

4

実験素粒子原子核物理特別研究
Ⅱ

4

素粒子、原子核実験に関する基本的な手法を、KEKの諸施
設を活用して習得する

担当教員全員

素粒子、原子核実験のフロンテアーにある具体的実験的課
題について、指導教員のアドバイスの下に研究する

実
験
系
共
通



授業科目 単位 授業科目の内容

高エネルギー加速器科学セミナー
Ⅰ

2
素粒子及び原子核物理に関する加速器科学の最前線の
研究状を、広い領域に渡り第一線の研究者から直接説明
を受ける

高エネルギー加速器科学セミナー
Ⅱ

2
素粒子及び原子核物理に関する加速器科学の最前線の
研究状を、広い領域に渡り第一線の研究者から直接説明
を受ける

加速器概論Ⅰ 2
幅広い立場から加速器の全般について、講義に加えて実
習、演習、見学を交えて学ぶ

教　授 鎌田　　進

加速器概論Ⅱ 2
幅広い立場から加速器の全般について、講義に加えて実
習、演習、見学を交えて学ぶ

教　授 鎌田　　進

放射線物理学 2

放射線の発生と物質との相互作用に関する基礎を学ぶ。
1.基礎的な事項，2.原子の構造，3.原子核の構造，4.放射
性壊変，5.核反応，6.荷電粒子と物質との相互作用，7.光
子と物質との相互作用，8.中性子と物質との相互作用，9.
エネルギーの物質への伝達

教　 授 平山　英夫

ビーム物理学Ⅰ 2

ビーム物理という統一的視点から、加速器の原理、放射光
の発生、さらにビームの集団運動からコヒーレント放射光
などビーム現象全般を考える。Ⅰでは主に単粒子力学の
立場から学び、Ⅱではビームの集団運動や放射光のコ
ヒーレント生成を取り扱う

助教授 大見　和史

ビーム物理学Ⅱ 2

ビーム物理という統一的視点から、加速器の原理、放射光
の発生、さらにビームの集団運動からコヒーレント放射光
などビーム現象全般を考える。Ⅰでは主に単粒子力学の
立場から学び、Ⅱではビームの集団運動や放射光のコ
ヒーレント生成を取り扱う

教　授 横谷　馨

応用数学 2
微分方程式の近似解法、変分法、偏微分方程式の解法に
ついて学ぶ

教　授 横谷　　馨

電磁気学 2
古典電磁気学、特に、Maxwell方程式を基に放射電磁場の
発生機構そして数値的電磁場計算方法について学ぶ。

教　授 赤井　和憲

解析力学 2 助教授 FOREST, etienne

物質構造科学概論Ⅰ 2

原子・分子論、固体物性論、生命体科学、等、物質構造科
学の基礎的概念を学ぶと共に、放射光、中性子、ミュオン
等の量子ビームを用いた測定の果たす役割に付いても学
習する

助教授 東　善郎

物質構造科学概論Ⅱ 2

原子・分子論、固体物性論、生命体科学、等、物質構造科
学の基礎的概念を学ぶと共に、放射光、中性子、ミュオン
等の量子ビームを用いた測定の果たす役割に付いても学
習する

教　授 門野　良典

現代生物学概論 2 教　授 若槻　壮市

量子・統計力学 2 教　授 那須　奎一郎

高エネルギー物理学概論Ⅰ 2
原子核物理を含む広い意味の高エネルギー物理学の全
豹を概観する。さらに高エネルギー物理学の諸分野を、
KEKで研究されている具体例に即して解説する

教　授 近藤　健次郎

高エネルギー物理学概論Ⅱ 2
原子核物理を含む広い意味の高エネルギー物理学の全
豹を概観する。さらに高エネルギー物理学の諸分野を、
KEKで研究されている具体例に即して解説する

教　授 山内　正則

粒子測定原理Ⅰ 2
素粒子原子核物理に不可欠な粒子測定原理とそれに基づ
く粒子検出器を解説する

助教授 吉見　弘道

粒子測定原理Ⅱ 2
KEKで研究活用されている粒子検出器を具体例として、粒
子測定原理を習得する

教　授 稲垣　隆雄

相対論的物理学Ⅰ 2
高エネルギー加速器科学の研究対象であるクォーク・レプ
トンの理解に不可欠なDirac方程式を解説し、ファインマン
規則を導入する

教　授 岡田　安弘

相対論的物理学Ⅱ 2

高エネルギー加速器科学の基礎知識として必要な特殊相
対性理論を振り返り、ブラックホールや宇宙論の基礎とな
る一般相対性理論を解説する

教　授 北澤　良久

高エネルギー加速器科学認定研
究
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高エネルギー加速器科学研究科共通科目授業概要

担当教員



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

統計的学習理論Ⅱ 2

複雑な統計的・確率現象を扱うための新しい方法論につい
て指導する。特に，グラフィカルモデル上の確率計算や近
似アルゴリズムなどの基礎理論とその応用を扱う。 助教授 福水　健次

非線形時系列解析Ⅰ 2

線形／非線形システム同定、線形／非線形予測制御等に
附随するテ一マを予測制御の具体的応用問題（火力発電
プラントボイラ一温度予測制御、大気公害抑制のための脱
硝予測制御、金融資産最適管理など）に取り組みながら研
究指導を行う。

教　授 尾﨑　統

非線形時系列解析Ⅱ 2

種々の予測モデル（ARモデル、指数型ARモデル、RBF
ニューラルネット、状態空間モデル、非線形力学系、非線
形フィルター、非線型確率微分方程式など）を実問題（金融
経済予測、工業プラントプロセス予測制御、脳科学におけ
る脳画像ダイナミックスの解析など）への応用の観点から
研究指導を行う。

教　授 尾﨑　統

空間統計学 2

点配置パターンなど空間に起こる事象を分析するための
統計的方法である「空間統計学」に関する講義を行う。ま
た応用として，生態学，物質科学，医学等の幅広いデータ
を扱って「空間統計学」の実際を演習として行う。 教　授 種村　正美

確率幾何学 2

空間に起こるさまざまな事象の統計モデルとしての空間分
割・ランダム充填など，確率幾何学モデルに関する数理的
基礎とその応用について講義を行う。また，確率幾何学の
種々の興味深い問題に関して，計算機実験を中心とした
演習を行う。

教　授 種村　正美

確率過程モデリング法 2

確率過程の統計的モデルと解析法について講義する。特
に，突発事象のリスク予測の基礎となる点過程理論，危険
強度のモデル化，推論と予測について深く触れる。 教　授 尾形　良彦

時空間ベイズ法 2

時間・空間・時空間事象のモデル化に必要なベイズ的推定
法の理論や大次元モデルのシミュレーション法の講義を行
う。必要な計算プログラミングと様々な応用例に触れるよう
に心がける。

教　授 尾形　良彦

データ同化論 2

シミュレーションによる時間発展更新と，部分的な観測量
からの時間に依存した逆問題解法を統合するデータ同化
法について研究教育指導する。 教　授 樋口　知之

ベイジリアンモデリング 2

ベイズモデルにもとづく大量異種情報の統合手法と，実装
に必要な逐次モンテカルロ計算技法について研究教育指
導する。 教　授 樋口　知之

情報機能論 2

「情報」をその機能の側面から考察する。統計科学的アプ
ローチの採用によって，定量的かつ定性的な扱いが可能
になる。

教　授 石黒　真木夫

情報抽出論 2

「情報洪水」という言葉が言おうとしているように，多すぎる
情報は「情報」でなくなるというパラドックスが存在する。こ
のパラドックスを実用的に解消する技術が「情報抽出」であ
る。

教　授 石黒　真木夫

知的情報アルゴリズム 2

マルコフ連鎖モンテカルロ法(MCMC)を中心に高度な確率
的情報処理を実現するための計算手法とその応用，背景
となる理論について述べる。

助教授 伊庭　幸人

情報統計物理 2

統計科学・情報科学のために有用な統計物理・計算物理・
応用確率論の話題を論じる。

助教授 伊庭　幸人

統計科学専攻授業科目概要

担　当　教　員
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分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

コミュニケーション情報処理 2

音声言語は人間のコミュニケーションにおいて最も重要な
情報である。話し言葉からテキスト情報のみならず，話者
情報なども効率的に解析・処理するアルゴリズムについて
研究指導を行う。

助教授 松井　知子

マルチメディア情報処理 2

高度情報化社会を迎え，テキストなどを含めた種々のマル
チメディア情報が過剰の中，それらの情報を整理する技術
が求められている。マルチメディア情報を効果的に判別す
る技術について研究指導を行う。 助教授 松井　知子

統計的情報処理論 2

情報処理に現れる複雑なデータを扱うための統計的方法
論について研究指導を行う。特に，（正定値）カーネル法や
微分幾何学的手法などを用いた非線形データ解析法を中
心に議論する。

助教授 福水　健次

ディジタル信号処理 2

アナログとディジタルの信号の違い，信号とシステムの応
答の表現，ｚ変換を用いた伝達関数の取り扱いを学ぶ。ま
たディジタルフィルタの設計法を具体的に習得する。

助教授 瀧澤　由美

情報通信システム論 2

Shannonの情報理論に沿って，情報量の工学的記述，情
報源の特質と符号化，通信路の特性と符号化の初歩を学
ぶ。 助教授 瀧澤　由美

遺伝子データ解析Ⅰ 2
遺伝子データから分子系統樹を推定するための方法と，実
際の生物学の問題への応用を扱う。 教　授 長谷川　政美

遺伝子データ解析Ⅱ 2
遺伝子の進化機構の解析，適応進化の検出法などの問題
を扱う。 教　授 長谷川　政美

ゲノムデータ解析Ⅰ 2

統計科学の手法を応用した遺伝情報のデータ解析を行う。
生物間で相同な遺伝子を比較して系統関係を推定する上
で，モデルの構築方法や系統樹の最尤推定について研究
する。

助教授 足立　淳

ゲノムデータ解析Ⅱ 2

生物間のゲノム情報を比較し過去に起きてきた突然変異
の歴史を解明する。その過程で，染色体や遺伝子配置の
変異の歴史を推定するためのモデル構築や最適化につい
て研究する。

助教授 足立　淳

モデリング総合研究Ⅰ 2

（時系列計量経済分析I）　単位根検定、共和分モデル、条
件付分散不均一モデル、マルコフ切換モデル等、計量経
済分析、計量ファイナンスで用いられる時系列モデルにつ
いて講述、研究指導を行う。

助教授 川崎 能典

モデリング総合研究Ⅱ 2

（時系列計量経済分析II）　潜在変数を持つ時系列モデル
の推定法とその応用に関して研究指導を行う。特に収益率
の予測性、資産価格変動モデル、資産価格決定モデル等
の文脈で必要とされる時系列モデリングの技法を取り上
げる。

助教授 川崎 能典

モデリング総合研究Ⅲ 2

モデリング総合研究Ⅳ 2

モデリング総合研究Ⅴ 2

多次元解析特論Ⅰ 2

主成分分析、回帰分析等の多変量解析の各種手法につ
いて線形代数を用いた解説を行い、各手法について統一
的な見方を養う。

教　授 馬場　康維

多次元解析特論Ⅱ 2

数量化理論、双対尺度法、対応分析、等質性分析などとし
て知られる、質的データの 解析法について講義する。

教　授 馬場　康維

高次元推測論 2

最尤推定量などが適用できない，高次元母数の推定法と
して分離尤度，推定方程式，ベイズモデルなどが用いられ
る。これらを理論的な裏づけとともに講述する。 教　授 柳本　武美

セミナーや特別講義、演習などを通じて、統計科学におけ
るモデリングについて研究指導を行う。

モデリング分野全教員



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

データ設計論 2

昔は，虚心にデータを収集して新しい発見を試みた。本講
では，目的と仮定を明示してデータを作り上げ社会に役立
つ知見が得るための，設計の工夫を講述する。

教　授 柳本　武美

データ解析特論Ⅲ 2

データ解析に関係する推定，検定，回帰，実験計画等の古
典的推論および線形モデルに焦点を合わせる。

助教授 柏木　宣久

データ解析特論Ⅳ 2

データ解析特論Ⅲに続く授業として，複雑あるいは大規模
なデータの解析に関係するベイズ推論に焦点を合わせる。

助教授 柏木　宣久

標本調査論Ⅰ 2

標本調査法を中心として，各種の統計的な研究デザインと
取得データに基づく統計的推論について研究指導を行う。

助教授 前田　忠彦

標本調査論Ⅱ 2

継続的な社会調査の設計と実施，継続調査データから年
齢・時代・世代効果を分離し社会の変化を捉えるコウホー
ト分析法などの複数の調査データを扱う分析方法について
研究指導を行う。

教　授 中村　　隆

社会調査論Ⅰ 2
社会調査データの収集法（調査法やサンプリング）の理論
や，「日本人の国民性調査」等の大規模な社会調査のため
のサンプリングの実際などについて研究指導する。

教　授 坂元　慶行

社会調査論Ⅱ 2

社会調査の実施に関わる応用的な話題，例えば非標本誤
差，調査モード間の比較，などに対する統計的なアプロー
チについて学ぶ。

助教授 前田　忠彦

調査データ解析論Ⅰ 2

統計モデルの構成と情報量基準によるその評価という立
場から，社会調査データ，特にカテゴリカルデータの解析
法について，最近の展開を含めて，研究指導する。

教　授 坂元　慶行

調査データ解析論Ⅱ 2
数量化法をはじめとした尺度構成法について研究指導を
行う。 助教授 土屋　隆裕

国際比較調査論Ⅰ 2
社会調査データの国際比較可能性を追求する実践的方法
論としての連鎖的比較法(CLA)について講義する。 教　授 吉野　諒三

国際比較調査論Ⅱ 2
各国の文化や人々の意識の国際比較調査データの分析
の実践としての文化多様体解析（ＣＵＬＭＡＮ）について講
義する。

教　授 吉野　諒三

調査データ解析特論Ⅰ 2

調査データの探索的解析法について，社会科学，医学・保
健学等の分野で扱われる実際のデータを題材に，データ
解析に必要な数値計算法，数値実験法も含めて研究指導
を行う。

教　授 中村　　隆

調査データ解析特論Ⅱ 2
統計パッケージを用いた調査データの分析法について研
究指導を行う。 助教授 土屋　隆裕

計算統計モデル 2

計算機集約型の統計モデルを説明する。特にデータマイニ
ングと対話的かつ視覚的なデータ操作の手法を中心に講
義する。

教　授 中野　純司

統計計算システムⅠ 2

進んだ統計計算システムを構築するための技術を説明す
る。インターネット上での分散処理，使いやすい並列計算，
対話的データ視覚化などの問題を扱う。

教　授 中野　純司

統計計算システムⅡ 2

統計プログラミングにおける並列化手法について研究指導
を行う。応用として，モンテカルロフィルターにおける並列
化や，最適化アルゴリズムへの適用などを取り上げる。

助教授 佐藤　整尚

統計計算システムⅢ 2
符号理論及び暗号理論において統計的情報を利用した計
算アルゴリズムに関する最近の論文を講読する。 助教授 丸山　直昌

統計計算システムⅣ 2
統計計算システムIIIの継続。

助教授 丸山　直昌

デ
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分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

時系列解析特論Ⅰ 2

多次元時系列データを解析するための方法及びその並列
計算機への実装方法についての研究指導を行う。金融
データ，脳科学データ等への応用についても重点をおく。 教　授 田村　義保

時系列解析特論Ⅱ 2

非定常時系列モデル，非線形時系列モデル，非線形確率
微分方程式についての研究指導を行う。

教　授 田村　義保

生物統計学 2
医学や生物学における統計的理論の構築に関する研究指
導を行う。 助教授 金藤　浩司

環境統計学 2
環境科学における統計的手法の適用方法と統計理論の構
築に関する研究指導を行う。 助教授 金藤　浩司

経済時系列論 2

多変量自己回帰モデルを使った経済時系列分析を行う。
実際の経済データを取り上げ，そのデータをどのようにモ
デル化し，どのような考察を行うかを研究指導する。

助教授 佐藤　整尚

ファイナンス統計学Ⅰ 2

信用リスクの計量化と制御を中心に、金融機関における統
計学的問題を解決するプロセスについて、研究指導を行
う。 助教授 山下　智志

ファイナンス統計学Ⅱ 2

金融マーケットのリスク評価と投資戦略について、具体的
な事例を示し、問題解決の方法論について、研究指導を行
う。 助教授 山下　智志

データ科学総合研究Ⅰ 2

データ科学総合研究Ⅱ 2

データ科学総合研究Ⅲ 2

データ科学総合研究Ⅳ 2

データ科学総合研究Ⅴ 2

推測理論Ⅰ 2

統計的推測理論，統計的決定理論に関する数理的基礎に
ついて論究する。

教　授 平野　勝臣

推測理論Ⅱ 2

確率分布論，信頼性理論，確率モデルとその推測理論に
ついて論究する。

教　授 平野　勝臣

推測理論Ⅲ 2
外れ値に対処するための統計的推測理論を取り扱う。単
なる推定に留まらず検定やモデル選択などにも話を展開さ
せる。

助教授 藤澤　洋徳

多変量推測統計Ⅰ 2

多変量解析について概観する。(1) 線形射影による次元縮
約 (2) 多変量正規分布と線形モデルによる推測統計 (3)
分割表とグラフィカルモデル (4) さまざまな非線形手法な
ど。

教　授 栗木　　哲

多変量推測統計Ⅱ 2

多変量解析，離散データ解析，漸近推測理論，確率場など
の数理統計，あるいは微分積分幾何学，凸解析など統計
学に必要な数学のテキストを輪読あるいは講義する。 教　授 栗木　　哲

多変量推測統計Ⅲ 2
一般化線型モデル，独立成分解析などを含む多変量解析
法について研究指導を行う。 助教授 南　美穂子

データ解析特論Ⅰ 2
自然科学におけるデータ解析について研究指導を行う。特
に，計数データに対するモデルを中心に扱う。 助教授 南　美穂子

データ解析特論Ⅱ 2
具体的なデータと様々な統計的推測理論との関係を取り
扱う。主に遺伝子データを対象とする。 助教授 藤澤　洋徳

データ科学分野全教員

セミナーや特別講義、演習などを通じて、統計科学におけ
る調査・データ解析法・統計ソフトウェア等について研究指
導を行う。



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

統計的学習理論Ⅰ 2

ブースティング法，サポートベクターマシン，カーネル法，ベ
イジアンネットなどの例題から理論と応用について概説す
る。

教　授 江口　真透

情報幾何学 2
幾何的な観点から不確実性のより深い理解を目指して，情
報空間の上の幾何学を概説する。 教　授 江口　真透

信号処理特論Ⅰ 2
主に，主成分分析や独立成分分析の基礎的な理論につい
て扱う。 助教授 池田　思朗

信号処理特論Ⅱ 2

主成分分析や独立成分分析の理論および音声信号や生
体計測信号の解析法について扱う。

助教授 池田　思朗

制御理論Ⅰ 2

線形制御の基礎的な事項（状態空間表現，可制御・可観
測，正準分解と正準形，状態フィードバックと最適LQ制御，
オブザーバとカルマンフィルタ，内部モデル原理に基づく
サーボ系の構成など）について講義を行う。

助教授 宮里　義彦

制御理論Ⅱ 2

制御理論Ⅱを基礎として，近年のアドバンスト制御，特に
適応制御（MRACSとSTC），非線形制御（厳密線形化と
バックステッピング），ロバスト制御（ロバスト解析，H∞制
御），関連するシステム同定（部分空間法，逐次型同定法，
閉ループ同定）について講義，あるいは関係文献の輪読を
行う。

助教授 宮里　義彦

システム最適化Ⅰ 2

凸解析，双対理論，数値線形代数等に基づく凸最適化の
理論と応用に関する研究指導を行う。

助教授 伊藤　　聡

システム最適化Ⅱ 2

連続的最適化，特に階層的最適化，ロバスト最適化，無限
次元最適化等，に関する理論，およびその応用としての制
御，信号処理その他のシステム設計に関する研究指導を
行う。

助教授 伊藤　　聡

計算推論アルゴリズム 2

最適化、数値線形代数、そして(高次元を含む)数値積分手
法を中心に、計算推論の中核となる数値計算技術の基礎
的な部分から最先端の現状までを概観する。さらにそれら
を統計的情報処理の諸問題に実際に応用する。

教　授 土谷　　隆

計算推論モデリング 2

最適化や数値計算などの計算的方法論に重点を置いて、
統計, 学習, パターン認識、制御、工学、金融等の分野にお
けるモデル構築やデータ解析等について研究指導する。

教　授 土谷　　隆

応用確率論Ⅰ 2

計算アルゴリズムの確率論的解析については２進探索木
等のsorting の問題をはじめとして興味ある課題が多い。こ
れらを例にして生成母関数，ラプラス変換等の確率論への
応用について述べる。

教　授 伊藤　栄明

応用確率論Ⅱ 2

統計物理学におけるEhrenfest のモデル，集団遺伝学にお
けるFisher-Wright モデル，金融市場における確率モデル
などについてMarkov連鎖，Fokker-Planck　方程式，確率
微分方程式をもちいた解析法について述べる。

教　授 伊藤　栄明

システム応答論Ⅰ 2
理工学における諸現象の確率的記述を通じて，外乱に対
するシステムの応答を一般的に考察し，応答の統計的特
性を解析的に表現する方法を学ぶ。

教　授 岡﨑　　卓

システム応答論Ⅱ 2

理工学における諸現象を，外乱に対するシステムの応答と
して捉え，外乱の非ガウス性とシステムの非線形性が応答
に及ぼす影響を解析的に論ずる。 教　授 岡﨑　　卓

数
理
・
推
論



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

数理・推論総合研究Ⅰ 2

数理・推論総合研究Ⅱ 2

数理・推論総合研究Ⅲ 2

数理・推論総合研究Ⅳ 2

数理・推論総合研究Ⅴ 2

統計科学講究Ⅰ 2

統計科学講究Ⅱ 2

統計科学講究Ⅲ 2

統計科学講究Ⅳ 2

統計科学講究Ⅴ 2

統計科学総合研究Ⅰ 2

統計科学総合研究Ⅱ 2

統計科学総合研究Ⅲ 2

統計科学総合研究Ⅳ 2

統計科学総合研究Ⅴ 2

統計数理セミナーⅠ 1

統計数理セミナーⅡ 1

統計数理セミナーⅢ 1

統計数理セミナーⅣ 1

統計数理セミナーⅤ 1

専
攻
共
通

セミナーや特別講義、演習などを通じて、統計科学におけ
る数理・推論・計算の諸側面について研究指導を行う.。

統計数理研究所で開催されている統計数理セミナーを通
じ、研究における問題のたて方や研究の進め方について
教育する。

セミナーや特別講義を通じて統計科学の先端的な分野に
ついて教育研究指導する。

各学生の研究成果の発表演習を行う。

統計科学専攻全教員

数理・推論分野全教員



Field Subject Unit Content of subject

Statistical Learning Theory II 2

This course discusses new methodologies for complex
statistical and probabilistic phenomena.  It focuses on the
theory and practice of graphical models , including
probability computation and approximation algorithms.

A.Prof. Kenji Fukumizu

Nonlinear Time Series Analysis I 2

Nonlinear time series analysis, system identification, basic
theory of prediction and control, and its applications.

Prof. Tohru Ozaki

Nonlinear Time Series Analysis II 2

Nonlinear time series modeling and estimations (AR
model, EBF-AR model, RBF-neural network, nonlinear
state space model, nonlinear dynamical system model,
nonlinear filter, nonlinear differential equation model, etc.).
Their applications to industrial plant process control,
dynamic solutions of inverse problems in neuroscience
and physical sciences.

Prof. Tohru Ozaki

Spatial Statistics 2

Lectures are given on "Spatial Statistics," which is a
statistical methodology for the analysis of spatial events
such as point patterns in a two-dimensional
space. Practical applications of "Spatial Statistics" are
also given as exercises, using a wide range of spatial data
such as ecological, material, medical data and so on.

Prof.
Masaharu
Tanemura

Stochastic Geometry 2

Offers a series of lectures on statistical models of spatial
events, such as the models of "Stochastic Geometry"
(spatial tessellation, random packing and so on) together
with their mathematical foundation and application.
Exercises related to problems in "Stochastic Geometry"
are also given, mainly in the form of computer
experiments.

Prof.
Masaharu
Tanemura

Statistical Modeling of Stochastic
Processes

2

This lecture series is concerned with statistical
modeling, estimation and prediction of datasets, based on
the theory of stochastic processes, with strong emphasis
on point processes that are related to the
assessment and probability forecasting of various risks.

Prof. Yosihiko Ogata

Bayesian Space and Time
Modeling

2

This lecture series is concerned with Bayesian modeling
for time, space and space-time models. The Markov chain
Monte Carlo simulation method and its applications are
also discussed, across a variety of applied fields.

Prof. Yosihiko Ogata

Introduction to Data Assimilation
Method

2

Introductory course to understand a unified framework for
a synthesis technique of information from a dynamic
numerical (i.e., simulation) model and observation data. It
involves the statistical and computational methods for
time-dependent inversions.

Prof.
Tomoyuki
Higuchi

Bayesian Modeling and Sequential
Monte Carlo Methods

2

Advanced modeling and scientific computing to combine a
wide variety of information sources within a framework of
Bayesian approach. A special focus is laid on the
statistical modeling for time-series analysis in geosience,
marketing, and bioinformatics.

Prof.
Tomoyuki
Higuchi

Functional Information Theory 2

Here, we study functional aspects of information . By
employing statistical approach, quantitative and qualitative
handling of the issue is enabled.

Prof. Makio Ishiguro

Inductive Information Theory 2

Too much information is not information. This paradox is
resolved by inductive reasoning.

Prof. Makio Ishiguro

Algorithms for Intelligent
Information Processing

2

Markov Chain Monte Carlo (MCMC) and related topics are
discussed with examples and background mathematics. A.Prof. Yukito Iba

Statistical Physics for
Information Science

2

Topics in statistical physics, computational physics
and applied probability are discussed in relation
to statistical science.

A.Prof. Yukito Iba

Department of Statistical Science
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Field Subject Unit Content of subject

Communication-information
Processing

2

Spoken language is a crucial component of human
communication. In this course, we study algorithms to
process and analyze the information contained in this
medium.

A.Prof. Tomoko Matsui

Multimedia Information
Processing

2

The digital age has fostered the broadcasting of an ever
increasing quantity of complex multimedia documents, be
it through the internet or more versatile electronic
channels. These evolutions have called for new tools and
technologies to classify and analyze multimedia contents.
We study in this course algorithms which are useful for
these tasks.

A.Prof. Tomoko Matsui

Statistical Information Processing 2

This course discusses statistical methods for analyzing
complex data, which often appear in information
processing.  The main topics include nonlinear data
analysis using  (positive definite) kernel methods and
differential geometrical methods.

A.Prof. Kenji Fukumizu

Digital Signal Processing 2

This lecture provides basic methods of treatment on
signals and transfer functions based on z-transformation
with practical design skill for digital filters including
prediction filters.

A.Prof. Yumi Takizawa

Communication and Information
Systems

2

This lecture provides basic study of information theory by
C.E.Shannon referring to contitative expression of
information, fundamental characteristics and coding
methods for information source and communication
channel.

A.Prof. Yumi Takizawa

DNA Sequence Analyses I 2
Methods for inferring phylogenetic trees from DNA
sequence data and their applications to biological
problems.

Prof.
Masami
Hasegawa

DNA Sequence Analyses II 2
Analyses of mechanisms of gene evolution and methods
for detecting adaptive evolution. Prof.

Masami
Hasegawa

Genomic Data Analysis I 2

Genomic data analysis using infererring phylogenies from
DNA sequences and their applications to evolutionaly
problems.

A.Prof. Jun Adachi

Genomic Data Analysis II 2

Analyses of mechanisms of genome evolution and
comparison of the genome structure.

A.Prof. Jun Adachi

Statistical Modeling Research I 2

(Time Series Econometrics I) This course intends to
teach students the basics of various time series
techniques used in financial econometrics such as unit
root tests, cointegration tests, ARCH/GARCH models and
their variations,  and Markov switching models.

A.Prof.
Yoshinori
Kawasaki

Statistical Modeling Research II 2

(Time Series Econometrics II) This course aims to provide
an overview of the estimation methods of time series
models with latent variables especially in the context of
return predictability, modeling asset price behavior,
evaluating asset pricing theories, etc.

A.Prof.
Yoshinori
Kawasaki

Statistical Modeling Research III 2

Statistical Modeling Research IV 2

Statistical Modeling Research V 2

Special Topics in
Multidimensional Analysis I 2

Princpal component analysis, regression analysis and
other methods related to multivariate analysis will be
explained by linear algebraic techniques to get general

t

Prof. Yasumasa Baba

Special Topics in
Multidimensional Analysis II

2

This lecture focuses on topics related to stastistical
methods of qualitative data analysis knwon as
quantification methods, dual scaling, correspondence
analysis or homogeneity analysis.

Prof. Yasumasa Baba

Estimation of High-dimensional
Parameters

2

Various estimation procedures have been developed to
mitigate unexpected behaviors of conventional estimators
of a high-dimentional parameter. A review and theoretical
backgrounds are given from a unified viewpoint.

Prof.
Takemi
Yanagimoto

This is a general course on statistical science consisting
of seminars, special lectures and drills.  Special emphasis
is given to statistical modeling and modeling
methodologies.

All the teaching staff in
the field of Statistical
Modeling



Field Subject Unit Content of subject

Design of Data 2

Statistical data are useful for solving difficult problems
when the aim and the necessary assumptions are stated
in advance. Actual examples of designs for producing
reliable evidences are discussed.

Prof.
Takemi
Yanagimoto

Special Topics in Data Analysis III 2

This course focuses on classical inference and the linear
model regarding to data analysis such as estimation,
tests, regression, and experimental design.

A.Prof.
Nobuhisa
Kashiwagi

Special Topics in Data Analysis
IV

2

This course is the second course of "Special Topics in
Data Analysis IIＩ", focusing on Bayesian inference
regarding to the analysis of complex or large-scale data.

A.Prof.
Nobuhisa
Kashiwagi

Topics in Sampling Theory I 2

This course looks at various statistical research designs
and statistical inference based on each design, with
special emphasis on sampling theory.

A.Prof. Tadahiko Maeda

Topics in Sampling Theory II 2

This course explains how to plan and conduct repeated
social surveys and investigates methods of analyzing data
obtained from repeated surveys, such as cohort analysis
that separates the age, period, and cohort effects on
social change.

Prof.
Takashi
Nakamura

Topics in Social Research I 2
In this course, we study practical statistical techniques
for social research such as Japanese National Character
Survey.

Prof.
Yoshiyuki
Sakamoto

Topics in Social Research II 2

This course looks at statistical approaches to various
problems in the administration of social surveys, such as
non-sampling errors, survey mode comparison, and so on.

A.Prof. Tadahiko Maeda

Survey Research Data Analysis I 2

In this course, we study techniques for categorical data
analysis based on information criteria. Prof.

Yoshiyuki
Sakamoto

Survey Research Data Analysis II 2
In this course, we study scaling methods, including
quantification methods. A.Prof.

Takahiro
Tsuchiya

On Cross-National Comparability
of National Character I

2
Lecture on the paradigm called Cultural Linkage Analysis
(CLA) of the cross-national comparability of social survey
data.

Prof. Ryozo Yoshino

On Cross-National Comparability
of National Character II

2
Lecture on the paradigm called CulturalManifold Analysis
(CULMAN) for the analyses of social survey data. Prof. Ryozo Yoshino

Special Topics Topics in Survey
Data Analysis I

2

Examines exploratory data analysis methods for data
obtained  from surveys in the fields of social,  medical and
health sciences, including methods of numerical
computation and numerical experiments necessary for
data analysis.

Prof.
Takashi
Nakamura

Special Topics in Survey Data
Analysis II

2
We study practical techniques used in the analysis of
complex surveys with statistical packages. A.Prof.

Takahiro
Tsuchiya

Computational Statistics Model 2

Statistical models which use computer intensively are
explained. Techniques of data mining and interactive
visual data handling are mainly discussed.

Prof. Junji Nakano

Statistical Computing I 2

Technologies for building advanced statistical computation
systems are discussed. We focus on distributed
computing over Internet, user-friendly parallel
computation, and interactive data visualization.

Prof. Junji Nakano

Statistical Computing II 2

This course covers basic topics on Monte Carlo filter.

A.Prof. Seisho Sato

Statistical Computing III 2
Study recent papers on algorithms using statistical
information in coding theory and cryptography. A.Prof.

Naomasa
Maruyama

Statistical Computing IV 2
Continuation of "Statistical computer system III".

A.Prof.
Naomasa
Maruyama
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Field Subject Unit Content of subject

Special Topics in Time Series
Analysis I

2

Students will study methods of analysis for multi-
dimensional time series data and methods of
implementation with parallel computers. Students will also
learn how to apply these methods to financial data and
brrain science data.

Prof.
Yoshiyasu
Tamura

Topics in Time Series Analysis ＩＩ 2

Students will study methods of analysis for time serie
data with non-stationary time series models, non-linear
time series models and non-linear stochastic differential
equations.

Prof.
Yoshiyasu
Tamura

Biostatistics 2
We study the application of statistical methods to
problems concerning the medical and biological sciences. A.Prof. Koji Kanefuji

Environmental Statistics 2
We study the application of statistical methods to
problems concerning the environment. A.Prof. Koji Kanefuji

Economic Time Series Analysis 2

This course covers economic time series analysis by
using the vector autoregressive model. A.Prof. Seisho Sato

Financial Statistics I 2

The course provides students with necessary knowledge
and techniques in control and evaluation of credit
financial risks.  Also, the course introduces leading-edge
technology in banks and other financial agencies.

A.Prof.
Satoshi
Yamashita

Financial Statistics II 2

The course provides students with necessary case
studies and techniques in control and evaluation of
financial market risks.  Also, the course introduces
investment statistical models in pension funds and other
fi i l i

A.Prof.
Satoshi
Yamashita

Data Science Reseach I 2

Data Science Reseach II 2

Data Science Reseach III 2

Data Science Reseach IV 2

Data Science Reseach V 2

Theory of Statistical Inference I 2

Topics include principles of data reduction, small and
large sample theorems of point estimation, hypothesis
testing and interval estimation and linear models.

Prof. Katuomi Hirano

Theory of Statistical Inference II 2

Topics include statistical distribution theory, statistical
theory of reliability and life testing, and probability models
and their statistical inference.

Prof. Katuomi Hirano

Theory of Statistical Inference Ⅲ 2
Statistical inference and the treatment of outliers,
including estimation, test, model selection, and so on. A.Prof.

Hironori
Fujisawa

Multivariate Statistical Inference I 2

Outline of topics: (1) Dimension reduction by linear
projection (2) Statistical inference based on the
multivariate normal distribution and linear model (3)
Contingency table and graphical model (4) nonlinear
approach.

Prof. Satoshi Kuriki

Multivariate Statistical Inference
II

2

Seminar on a particular topic related to multivariate
analysis, categorical data analysis, asymptotic inference,
random field, and relevant mathematics such as
differential geometry and  convex analysis.

Prof. Satoshi Kuriki

Multivariate Statistical Inference
III

2
Multivariate analysis including generalized linear models
and independent component analysis. A.Prof. Mihoko Minami

Special Topics in Data Analysis
Ⅰ

2
Statistical methods for analysis of data in natural
sciences, especially models for analysis of count data. A.Prof. Mihoko Minami

Special Topics in Data Analysis II 2
Looks at the relationship between statistical inference
and data, focusing on genome data. A.Prof.

Hironori
Fujisawa

All the teaching staff in
the field of Data Science

This is a general course on statistical science consisting
of seminars, special lectures and drills.  Special emphasis
is given to methodologies on survey and sampling, data
analysis and statistical software.



Field Subject Unit Content of subject

Statistical Learning Theory I 2

The theory and applications are lectured through
examples of boosting method, support vector machine,
kernel space method, Baysean network.

Prof. Shinto Eguchi

Information Geometry 2
A framework on an information space is intorduced for
deeper understanding on uncertainity from a geometric
viewpoint.

Prof. Shinto Eguchi

Special Topics in Signal
Processing I

2
The main subject is to study the basic theory of the
Principal Component Analysis and Independent
Component Analysis.

A.Prof. Shiro Ikeda

Special Topics in Signal
Processing II

2

The main subject is to study the advanced theory of
Principal Component Analysis and Independent
Component Analysis and its applications to speech signal
processing and biological data analysis.

A.Prof. Shiro Ikeda

Control Theory I 2

Control Theory I provides basic preliminaries in the field
of control theory, such as state space representation,
controllability and observability, canonical form, state
feedback and optimal LQ control, state observer and
Kalman filter, and servo control based on internal
model principle.

A.Prof.
Yoshihiko
Miyasato

Control Theory II 2

Control Theory II focuses on several recent topics in the
field of advanced control theory, such as adaptive control
(model reference adaptive control and self tuning
controller), nonlinear control (exact linearization
and backstepping), robust control (robust analysis and H-
infinity control), and related system identification
methodology (subspace method, recursive estimation
method, and closed-loop identification).  Control Theory II
is based on preceding Control Theory I.

A.Prof.
Yoshihiko
Miyasato

Systems Optimization I 2

This course is intended to serve an introduction to
systems design and analysis, and focuses on the
theoretical aspects of convex optimization based on
convex analysis, duality theory and numerical linear
algebra.

A.Prof. Satoshi Ito

Systems Optimization II 2

We will discuss several specific topics in continuous
optimization, including hierarchical optimization, robust
optimization and infinite-dimensional optimization, with
some applications in control, signal processing and other
systems design.

A.Prof. Satoshi Ito

Algorithms in Computational
Modeling and Inference

2

We study numerical algorithms for computational modeling
and inference.  Special emphasis is laid on algorithms for
optimization, numerical linear algebra, and (high
imensional) numerical integration.

Prof.
Takashi
Tsuchiya

Computational Modeling and
Inference

2

We study general aspects of computational modeling and
inference in statistics, learning, pattern recognition,
control, industory, finance, etc.

Prof.
Takashi
Tsuchiya

Applied Probability I 2

We study the application of generating fuction and laplace
transform in probability theory taking the examples in the
probabilistic analysis of algorithms.

Prof. Yoshiaki Itoh

Applied Probability II 2

We study the Ehrenfest model in statistical physics, the
Fisher-Wright model in population genetics, and
sotchasitc models for financial market by using  the
Markov chain, the Fokker-Planck equation, and stochastic
differential equation.

Prof. Yoshiaki Itoh

Topics in the Theory of System
Respose I

2
Give a general consideration on the response of systems
to external disturbances, and derive analytical
expressions of system responses.

Prof. Takashi Okasaki

Topics in the Theory of System
Respose II

2

Consider systems suffering non-Gaussian noises, and
describe analytically the statistical characteristics of
system responses with emphasis on effects induced by
nonlinearity of the systems.

Prof. Takashi Okasaki
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Field Subject Unit Content of subject

Mathematical Analysis and
Statistical Inference I

2

Mathematical Analysis and
Statistical Inference II

2

Mathematical Analysis and
Statistical Inference III

2

Mathematical Analysis and
Statistical Inference IV

2

Mathematical Analysis and
Statistical Inference V

2

Statistical Science Study I 2

Statistical Science Study II 2

Statistical Science Study III 2

Statistical Science Study IV 2

Statistical Science Study V 2

Statistical Science I 2

Statistical Science II 2

Statistical Science III 2

Statistical Science IV 2

Statistical Science V 2

Statistical Mathematics Seminar I 1

Statistical Mathematics Seminar
II

1

Statistical Mathematics Seminar
III

1

Statistical Mathematics Seminar
IV

1

Statistical Mathematics Seminar
V

1

All the teaching staff of
Department of Statistical

Science

This is a general research course of statistical science.
Students are requested to present progress of their
research by giving seminars and talks.

This is a general course on statistical science consisting
of seminars and special lectures. Emphasis is laid on
important advanced topics in statistical science.

This is a general course of statistical science. Students
are requested to attend the statistical mathematics
seminar held at the institute of statistical mathematics to
learn various recent developments in statistical science.

This is a general course on statistical science consisting
of seminars, special lectures and drills.  Special emphasis
is given to mathematical/inferential/computational
aspects of statistical science. All the teaching staff in

the field of Mathematical
Analysis and Statistical
Inference



極域科学専攻授業科目概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

磁気圏物理学 2

地球の周囲に拡がる地球磁場の勢力範囲、磁気圏は、
様々な特徴的な領域からなり、それらは太陽風や地球大
気との相互作用により、ダイナミックに変動している。そこ
はまた、様々なプラズマ物理現象が生起する場所でもあ
り、地球磁気圏を理解することは、磁場を持つ他の天体
（木星、太陽など）の理解にもつながる普遍性を持ってい
る。この授業では、そうした磁気圏の構造や磁気圏内で生
起する諸現象の詳細についての知識を得ることを目的とす
る。

助教授 門倉　　昭

スペースプラズマ物理学 2

地球をとりまく自然界で発生するプラズマ現象を物理学的
に理解することを目的とする。そのために、まずプラズマの
基本的性質を知り、その測定法について学ぶ。次に地球を
とりまく高層大気におけるプラズマの発生と維持機構、そこ
に発生する擾乱現象（具体的には大気圏で発生する雷放
電、電離圏に発生するオーロラ）の中のプラズマ物理につ
いて講述する。

教　授
助教授

山岸　久雄
宮岡　　宏

レーダー大気物理学 2

レーダーによる中層大気ならびに電磁圏プラズマ大気の
探測についてその原理、観測システム、観測結果, 新たな
技法の展開等について講述する。 教　授 麻生　武彦

オーロラ物理学 2

極地の空に舞うオーロラは、この世で美しく、最も神秘的な
自然現象の一つであるある。その複雑な動きや明るさ・色
合いには、太陽ー地球系システムの謎が秘められている。
このオーロラ物理現象を衛星や地上などで得られた観測
デ－タを基に講義する。特に、南極の昭和基地や北極域の
アイスランドで実際に観測で得られたデ－タも講義に積極
的に加える。

教　授
助教授

佐藤　夏雄
田口　　真

プラズマ波動論 2

極域の電離圏や磁気圏、さらに惑星間空間を吹き抜ける
太陽風中には様々なモードのプラズマ波動がダイナミック
に生成、伝搬、消滅を繰り返しており、各領域の物理特性
や質量収支などを規定する上で本質的な役割を演じてい
る。　本講義では、ジオスペース（地球近傍の宇宙空間）内
で実際に観測される電磁流体波動、静電プラズマ波動、電
磁プラズマ波動の基本的な特性を理解するとともに、その
観測手法について具体的な知見を深めることをねらいとす
る。

教　授
助教授

山岸　久雄
宮岡　　宏

地球電磁気学 2

電離圏、磁気圏現象を理解するためは、磁場、電場、プラ
ズマ、それぞれの特性についての理解が不可欠になる。こ
の授業では、地球周辺の磁場や電場の空間分布、時間変
化などの特性を理解し、磁気嵐、磁気圏嵐、ＳＣなど主要
な電離圏－磁気圏現象についての知見を深めることを目
的とする。

客員教授 荒木　　徹

電磁波応用計測学 2

地球をとりまく磁気圏・電離圏の状態や、そこで発生する現
象を、地上から、あるいは直接その場で、電磁波を使った
観測手段により測定することができる。本講義では、観測
手段に使われる電磁波の基本的性質から始め、測定原
理、センサーの構造、受信系の動作原理、測定技術などに
ついて講述し、観測計画を立案したり、観測データの品質
を見定めたりする場合の指針として役立たせる。

教　授 山岸　久雄

大気波動基礎論 2

地球を取り巻く中層大気から超高層・熱圏電離圏大気中に
存在する大気波動、とくに大気重力波、潮汐波、プラネタ
リー波の基礎となる物理について講述する。 教　授 麻生　武彦

中層大気科学 2
中層大気中の波動の伝播や振る舞い、各種現象及びそれ
らが上下の大気に及ぼす影響について解説する．

極域気候システム論 2

極域気候は、高緯度大気圏、海洋圏に雪氷圏を含む特異
なシステムであり、地球規模の気候の中で、要となる要素
を含んでいる。極域気候をシステムとしてとらえ、その構成
要素から相互作用まで、気候システムについて広く講述す
る。極域大気のエネルギー収支から海氷や雲、大気組成
等の変動とその影響、海氷ー大気相互作用、最近の変動
まで広く及ぶ。

教　授 山内　　恭

担　当　教　員

極
域
科
学



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

雪氷コア古気候論 2

南北両極及び中低緯度高山域の氷床・氷河で掘削された
雪氷コアは過去の気候・環境変動に関する貴重な情報を
与えてくれる。授業の前半では、雪氷コア解析の様々な手
法を紹介するとともに、これまでの雪氷コア研究によって解
明された過去の気候・環境変動についての講義を行う。授
業の後半では演習形式で最近出版された英語研究論文を
読むことにより、最新の研究情報を習得する。

助教授 東　久美子

極域対流圏現象論 2

極域を含め、地球大気中で起きている気象現象、主に雲、
降水、エアロゾルなどに関係する現象の理解を目的とす
る。初めの数回はこれまでの基本的なこれらの現象の解
説、続いて日本の南極観測隊が行ってきたこれらの現象に
関係する大気観測を紹介し、どの様な結果が得られている
か、あるいはどの様な研究がなされているかを講義し、極
域で起きている大気現象がどこまでわかっているかを解説
する。その後、極域を含め、地球大気中で起きている気象
現象主に雲、降水、エアロゾルなどに関係する現象につい
ての論文を読み、現象の理解を深める。

教　授 和田　　誠

水圏化学解析論 2

大気圏(Atmosphere)・海洋圏(Oceanosphere)・陸圏
(Lisosphere)で生じている化学反応過程は、地球史と大きく
関わっている。あらゆる現象には素過程があり、水の役割
が大きい水圏(Hydrosphere)を構成している。水圏に生じて
いる現象の化学的・物理的な側面を理解し、水を通した化
学的素過程と変遷について具体的な例を示しながら理解
を深めていく。

教　授 神山　孝吉

雪氷圏解析論 2

雪氷圏とはなにか。その中で地球の気候・環境変動に大き
い影響力を持つ氷河・氷床の存在を明らかにしたい。その
ためには、現地観測法と国内解析法を学ぶ。特に氷河・氷
床の形成、氷河流動、質量収支、氷河気候、地球規模大
気循環などの基本と、　温暖氷河、寒冷氷河、氷床のある
べき姿を知る。　実習としてはGPS測量、Wild-T2、気象観
測、天測（自分の場所を知る）や極地研の低温実験室・雪
氷・大気分析室での実習及び希望者がいれば国内野外観
測を行う。

助教授 本山　秀明

地殻進化論 2

地球表層部を形成する地殻、なかでも大陸地殻は人類の
生存基盤であり、その成り立ちと変貌の歴史を知ることは、
人類の生存にとって不可欠である。本論では、大陸地殻が
地球上にいかに形成され、変貌を遂げて現在のような姿に
なったのか、南極大陸地殻を中心に地球史における地殻
進化の過程を講述する。

教　授 白石　和行

極域海底物理学 2

大陸の離合集散機構は、地球科学の中で大きな問題の一
つである。南極海の海洋底は、ゴンドワナ分裂にともなう、
海洋底拡大と南極プレートの進化の記録が残されており、
大陸分裂過程の解明の鍵となるものである。海洋底拡大
やプレートの進化過程は、海洋底の地磁気異常や重力異
常などの地球物理観測を通じて解読される。本講義では南
極プレートの特徴を、海底地形、地磁気異常や重力異常な
どの海底地球物理観測を通じて概観する。船上観測機器
の構成やデータ処理の概要も概観する。また、トピックとし
て最近行われた日独航空機観測にも触れる。

助教授 野木　義史



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

極域測地・リモートセンシング論 2

本来、測地学は地球の形状を正確に決定することを目的と
していた。しかし、近年のGPSや干渉衛星合成開口レー
ダー、衛星高度計、衛星重力といった人工衛星を利用した
測地技術の進歩により、地球の形状がわかるだけでなく、
その時々刻々の変動も捉えられるようになってきた。極域
は現場観測が困難であるが、リモートセンシング技術に
よって､新たな知見が数多く得られつつある.本講義では、
測地学の基礎について解説した後､極域の測地観測に利
用されているリモートセンシング技術とそれによって得られ
つつある成果について概観する.また、地球環境変動との
関連についても述べる。

助教授 土井　浩一郎

極域地形発達史論 2

極域（主として南極）の地形が、どのような営力で形成さ
れ、どのような過程を経て、現在に至ったかを述べる。

教　授 森脇　喜一

惑星物質科学 2

　隕石は多種多様な種から構成されている。これらの隕石
は形成過程の違いから始原隕石と分化隕石に分類され
る。始原隕石は融けることを経験せず、太陽系を形成した
固体物質やその形成過程の情報を保持していると考えら
れている。一方分化隕石は母天体で融けたと考えられてい
る。これらの隕石について分類学的に解説するとともに、
構成していたと考えられる隕石母天体とその形成史につい
て考察を加える。

教　授 小島　秀康

惑星進化論 2

同位体年代学の基本原理を理解する。実験手法および
データ解析について紹介する。いくつかの分析例をもとに、
地球型惑星の初期進化過程をモデル化する。 助教授 三澤　啓司

極域岩石磁気学 2

地球磁場の概要、岩石の自然残留磁気の獲得機構、磁性
鉱物の磁気的特長を理解し、南極大陸の主要な岩石であ
る花崗岩や片麻岩、南極深海堆積物、それに南極隕石が
明らかにする磁気的環境を学ぶ。また、プレートテクトニク
ス理論の明らかにした古地磁気学の研究手法や測定方法
を学び、地球や原始惑星の進化を古地磁気学的立場から
理解する。

助教授 船木　　實

海氷圏動物行動学 2

動物行動学の基礎概念と研究テーマについて解説する。
そのうえで極域（主に海洋）に生息する動物の行動・生態
的適応について概説し、また行動・生態と近年の極域の環
境変動との関係についての知見を紹介する。さらに極域に
生息する海鳥類、海生哺乳類など、海洋生態系の高次捕
食動物における最新の行動学・生態学的研究について、
演習形式で論文のレビューを行う。

助教授 高橋　晃周

寒冷域生理生態学 2

生物にとっての極域環境の特性を概説し、環境への適応
現象として、特に水界生物・植物の生理的適応について講
義する。

助教授 工藤　　栄

極域海洋基礎生産論 2

海洋の基礎生産とは、主に光合成による有機物の生産過
程であり、海洋における複雑な食物連鎖や食物網の源と
理解されている。光合成には太陽日射が不可欠である。極
域海洋では中緯度海域などに比べると、著しく太陽日射に
季節性があり、夏期間は２４時間の日射がある白夜の状況
となるのに対して、冬期間はその正反対の極夜となる。こ
のような特殊な日射環境における極域海洋基礎生産の過
程について論ずる。

教　授 福地　光男

海洋衛星データ解析論 2

衛星によるリモートセンシング技術は、様々な研究分野の
地球規模のデータ収集にとり極めて有力な手段であるが、
ここでは海洋を対象とした衛星データの解析法を中心に、
センサーや運用方法等の技術的側面からその応用にわた
るまで、いくつかの例を示しながら理解を深める事を目的と
する。また、極域海洋研究に関して利用されている衛星リ
モートセンシングデータの取得から解析までの流れを具体
的に教授し、南極観測等の現場での応用例を学習する。

助教授 渡邊　研太郎



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

極域多様性生物学 2

極域の様々な動・植物はどのようにして極域に生育・生息
し、適応するに至ったか。自然分類群のどのグループが極
域に生存しているのか、それらの繁殖様式、食物連鎖、群
落・群集の構造と機能、分布パターン、生態系を明らかに
する。また、南極域、北極域の両極域と、高山域、火山噴
気孔、深海等の極限環境との異同についても言及する。近
年、解析技術の進歩により極限環境微生物の探索が盛ん
になってきている。極域における生態系に果たす微生物の
役割についても論考する。本講義は、極地を通して、主とし
て生態と環境、地球と生命、地球システムと生物多様性、
植物、微生物の種、系統について概観することを主題とし
ている。

教　授 神田　啓史

極域湖沼生態学 2

生態学的な観点から極地、特に南極大陸沿岸の湖沼環境
の特性を紹介する。湖沼学(陸水学）的基礎、および陸水
学の中で培われてきた生態学的発見などを解説し、また、
近年我々が観測を開始している昭和基地近辺での湖沼生
態系について、現場観測法・実験法などを交えて講義す
る。

助教授 工藤　　栄

極域陸上生物解析論 2

極域陸上生態系を対象とした各種研究観測の視点、手法
についての理解を深めることを目的とする。現場での経験
に基づき、観測側にとっても等しく極限環境である極域に
おける観測行動の実際についても触れる。

助教授 伊村　　智

超高層物理学概論 2

極域は宇宙の窓と呼ばれており、オーロラで代表されるよ
うに、太陽風エネルギーが地球圏に流入・輸送・蓄積・消費
される様相が極域で顕著に現れる。この極域で観測される
様々な超高層物理現象の概要を太陽－地球系システムの
相互作用の視点で講義する。

教　授 佐藤　夏雄

極域大気科学概論 2

大気科学現象の基礎について講義と演習をおこなう。大気
の研究を進めていく上で必要な、物理過程や化学過程の
基礎について説明する。通常起きている気象現象とともに
極域に顕著な気象現象を解説する。 教　授 和田　　誠

極域海洋科学概論 2

表面積で地球の7割を占める海洋は広く展開している。赤
道から南北へ、遠く南極・北極にまで達し、自然地理学的
に状況が異なる地点間を連結している。そのため、熱やエ
ネルギー・諸物質の地球規模大循環において、海洋は重
要な役割を担っている。海洋の状況をあらわす一般的な諸
指標の概説を行った後、極域における海洋の特徴を述べ
る。次に凍結・融解や運動などその動的な状況を概観す
る。最後に、重要な要素としての海洋を含んだ地球循環系
について考察する。

助教授 伊藤　　一

雪氷物理学概論 2

極域の現象を理解する鍵になる物質としての雪や氷につ
いて、博士課程前期レベルとして身につけておくべき知見
の習得を目的とする。特に、雪や氷の物理的な性質、たと
えば、その結晶構造や基礎物性について導入的な知見を
確認する。極域現象の理解や観測に特に重要と思われる
種々の性質、たとえば、結晶学的特性、熱的特性、電気・
光学的特性、力学的特性等については、比較的重みをお
いて掘り下げを試みる。これらは、発展的な研究に臨む際
の基礎として特に重要性が高いためである。

助教授 藤田　秀二

極域生物海洋学概論 2

極域海洋の物理的構造を概説し、植物・動物プランクトン
の動態との関連について理解を深める。また、生態系の中
でのエネルギーの流れ、物質循環、更には大気－海洋間
での物質交換についても概説する。極域以外の海域と比
較し、極域海洋の特徴を理解し、地球システムの中での極
域海洋の役割について理解を深める。

教　授 小達　恒夫

極域陸上生態学概論 2

　低温・乾燥という極限環境下の生命によって構成される、
極域陸上生態系の基礎的な理解を深めることを目的とす
る。コケ・地衣・藻類などの植物と、ダニ・トビムシ・クマムシ
などの動物、およびバクテリアを主な対象とし、単純な生態
系の中での種間関係や環境問題にも焦点を当てる。

助教授 伊村　　智



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

地殻物質科学概論 2

大陸地殻で見られる地質学的現象を、岩石学的・鉱物学
的・地球化学的な見地から概観し、とくに地殻の構成要素
である岩石・鉱物に記録された過去の変動の痕跡を読み
取る手法について理解するとともに、大陸地殻が地球史の
中でどのように発生し進化してきたかを学ぶ。

教　授 本吉　洋一

極域固体地球物理学概論 2

地球の構造には、その進化の歴史を反映した地域性が認
められる。従って、南極大陸の進化の過程、現在の姿を理
解するためには、地殻やマントルの構造、ジオイド、重力異
常、地殻磁気異常などの地域特性を他地域との比較にお
いて理解する必要がある。本講義では南極大陸の特徴
を、地震波速度構造探査による姿、地震波トモグラフィー
や、地殻磁気異常、フリーエア・ブーゲー重力異常による
姿によって概観する。現在、各国が力を入れているプロ
ジェクトに関するトピックも折り込んだ講義とする。

教　授 澁谷　和雄

極域第四紀学概論 2

北極圏や南極さらに高山地域の自然環境を、主として地形
学や第四紀学の立場から見る．そこに見られる氷河や氷
河地形、周氷河地形を紹介しながら、地形形成作用と地形
発達史、第四紀の環境変化を論じ、極域の第四紀とはどう
いう時代であったを考える．

教　授 森脇　喜一

極域科学特別研究Ⅰ 2
指導教員が学位論文作成に向けた研究指導を行う。

極域科学特別研究Ⅱ 2
指導教員が学位論文作成に向けた研究指導を行う。

極域科学特別研究Ⅲ 2
指導教員が学位論文作成に向けた研究指導を行う。

極域科学特別研究Ⅳ 2
指導教員が学位論文作成に向けた研究指導を行う。

極域科学特別研究Ⅴ 2
指導教員が学位論文作成に向けた研究指導を行う。

極域科学特別演習Ⅰ 2
極域科学の各教育研究指導分野に分かれてゼミ形式の演
習を行う。

極域科学特別演習Ⅱ 2
極域科学の各教育研究指導分野に分かれてゼミ形式の演
習を行う。

極域科学特別演習Ⅲ 2
極域科学の各教育研究指導分野に分かれてゼミ形式の演
習を行う。

極域科学特別演習Ⅳ 2
極域科学の各教育研究指導分野に分かれてゼミ形式の演
習を行う。

極域科学特別演習Ⅴ 2
極域科学の各教育研究指導分野に分かれてゼミ形式の演
習を行う。

指導教員

指導教員

指導教員

指導教員

指導教員

指導教員

指導教員

指導教員

指導教員

指導教員



Department of Polar Science

Field Subject Unit Content of subject

Magnetospheric Physics 2

Earth's magnetosphere consists of various characteristic
regions which show dynamic variation through the
interaction with the solar wind and earth's atmosphere.
Various phenomena in the plasma physics appears in the
magnetosphere. It is also possible to understand the
process on the other magnetized planets and stars by
learning the earth's magnetosphere. Main purpose of this
lecture is to learn the details of the earth's
magnetosphere.

A.Prof. Akira Kadokura

Space Plasma Physics 2

Aim of this lecture is to understand physical nature of
plasma in our natural environment. Basic nature of plasma
is first studied along with practial measurement technique.
Next step is to study plasma in the upper atmosphere
under stable condition considering the production and loss
mechanism. Finally, physics of plasma under major
disturbances such as atmospheric discharge and aurora
will be studied.

Prof.
A.Prof.

Hisao Yamagishi
Hiroshi Miyaoka

Radar Aeronomy 2

To study the radar probing of the earth middle atmosphere
and upper space plasma region of the ionosphere, with
emphases on its principles, radar systems, observation,
results and new applications.

Prof. Takehiko Aso

Auroral physics 2

This lecture will focus on; What are auroras? What do they
look like?What makes them happen? Where can you see
them?

Prof.
A.Prof.

Natsuo Sato
Makoto Taguchi

Plasma waves: Theory and
observation in geospace

2

Plasma waves are dynamically excited, propagating and
damping in the polar ionosphere, magnetosphere and the
solar wind, then playing substantial roles to keep physical
characteristics and mass balance in each domain.  The
objective of this lecture is to understand the physical
characteristics of magneto-hydrodynamic waves,
electrostatic and electromagnetic plasma waves in
geospace plasma, including the practical measureing
techniques.

Prof.
A.Prof.

Hisao Yamagishi
Hiroshi Miyaoka

Geomagnetism and Geoelectricity 2

It is essential for understanding of the ionospheric and
magnetospheric phenomena to know well the
characteristics of the magnetic field, electric field and
plasma. Main purpose of this lecture is to understand the
characteristics of the spatial distribution and temporal
variation of the magnetic field and electric field around the
earth, and to know well about the important phenomena
such as magnetic storm, magnetospheric substorm,
sudden commencement (SC), etc.

Visiting
Prof.

Toru Araki

Measurement of the upper
atmosphere with electromagnetic
waves

2

Natural electromagnetic waves observed in the polar
region bring in plentiful information on various processes
taking place in the polar ionosphere and the
magnetosphere. This lecture gives basic knowledge on the
electromagnetic wave propagation, wave observation
instruments and their theory of operation in order to help
the students planning the field experiments and qualifying
the observed data.

Prof.
 Hisao
Yamagishi

Introduction to atmospheric
waves

2

To study fundamental concept of atmospheric waves as
acoustic-gravity waves, atmospheric tides and planetary
waves from the viewpoint of excitation, propagation and
interactions in the earth middle and upper atmosphere

Prof. Takehiko Aso

Atmospheric science in the
mesosphere

2
Atmospheric science in the mesosphere

Polar climate system 2

Polar climate is a special system, composed of high
latitude atmosphere and ocean together with cryosphere,
and includes essential part of the global climate. General
lectures are made on climate system based on climatic
elements and interactions.  Wide regions are covered from
polar atmospheric energy budget, air-sea ice interaction,
basis of climate including sea ice, clouds, atmospheric
constituents, and so on.

Prof.
Takashi
Yamanouchi
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Field Subject Unit Content of subject

Ice-core paleoclimatology 2

Ice cores drilled in polar regions and on high mountains at
mid and low latitudes provide us with valuable information
on past climate and environment. During the first half of
this course, a student will learn about different ice core
analysis methods and gain basic knowledge about the past
climate and environment through the lectures. During the
latter half of this course, a student will read recent papers
and study the latest results of ice core research.

A.Prof. Kumiko Azuma

Basic physics and chemistry of
clouds, precipitation and aerosols
in the polar troposphere.

2

This course is a review of the fundamentals of
atmospheric phenomena in the polar regions, mainly
clouds, precipitation and aerosol observations in the
Antarctic. Topics of atmospheric observations, which
have been carried out at Japanese Station are reviewed
and some research results are made comments on in this
course. Formation of cloud particles and nucleation of ice
crystals are also introduced.

Prof. Makoto Wada

Hydrospheric Process in Aguatic
Chemistry

2

Chemical processes, occurring in and through the
atmosphere, oceanosphere and lisosphere,  have
developed the Earth.  All the evidence linked together into
hypotheses, organizing the hydrosphere where the existing
of water is important role.   We discuss physical and
chemical feature of the hydrosphere to understand the
chemical hypotheses, introducing various evidences in the
Earth.

Prof.
Kokichi
Kamiyama

Cryosphere Science 2

What is the cryosphere? To clarify the glacier and ice
sheet existence which are influenced to global climate and
environmental change. For that purposes, on-site
observation methods and that analysis should be  studied.
In particular, the formation of glacier and ice sheet, glacier
dynamics, mass balance, glacier climate, atmospheric
general circulation are important matters. Exercises are as
follows, GPS survey, Wild-T2, meteorological observation,
ice core analysis and field work.

A.Prof.
Hideaki
Motoyama

Crustal Evolution 2

Continental crust is the basement on which human beings
are living. The study of the continental crust is essential
for the prolonged prosperity of the human beings. This
lecture gives the recent studies of formation and
evolution of the continental crust on the earth. In
particular, the Antarctic continent is the main target.

Prof.
Kazuyuki
Shiraishi

Introduction to Marine Geophysics in
the Antarctic Region

2

Mechanism of the formation and dispersal of the
continents is one of the major subjects in the Earth
science.  The seafloor in the Antarctic Ocean, that
preserve the record of seafloor spreading and evolution of
the Antarctic Plate associate with the Gondwana breakup,
is the key to understand the process of the continental
breakup.  The process of seafloor spreading and evolution
of the Plate are figured out from various marine
geophysical surveys such as magnetic anomalies and
gravity nomalies.  In this lecture, specific features of the
Antarctic Plate are studied from marine geophysical
surveys such as seafloor topography, magnetic anomalies
and gravity anomalies from airborne/shipborne surveys
and satellite remote sensing. The outline of shipborne
instruments and data processing are introduced.  Several
recent topics of the projects concerning marine
geophysical surveys in the Antarctic Ocean are also
introduced.

A.Prof. Yoshifumi Nogi



Field Subject Unit Content of subject

Geodesy in polar region and
application of remote sensing
techniques

2

Original purpose of geodesy is determination of the
earth’s shape. Recently, according to the progress in
space geodetic techniques such as GPS, satellite
synthetic aperture radar interferometry, satellite altimetry
and satellite gravimetry, we can not only determine the
earth’s shape precisely, but also detect its temporal
variations. Though it is difficult to carry out in situ
observations in polar region, many new significant results
are being obtained by applying various space geodetic and
remote sensing techniques.　In this lesson, after reviewing
the basis of geodesy, geodetic observations and remote
sensing techniques, we will overview the recent results
obtained by the geodetic and remote sensing observations
in polar region. In addition, influences caused by global
environmental change on the geodetic observations will be
also mentioned.

A.Prof. Koichiro Doi

Historical development of polar
region landforms

2

Historical development of landforms in the polar region,
mainly Antarctica, is lectured with reference to
geomorphic processes and environmental changes during
the late Cenozoic.

Prof. Kiichi Moriwaki

Planetary material science 2

Meteorites are classified into primitive and differentiated
meteorites by formation process. Primitive meteorite is a
kind of cosmic sediment. On the other hand, differentiated
meteorite is an igneous rock. Formation process of these
meteorites and their parent bodies are introduced.

Prof. Hideyasu Kojima

Evolution of terrestrial planets 2

The objective of this course is to give a rational
exposition of the principles used in the interpretation of
isotopic data of planetary materials and to show how such
interpretations apply to the solution of chronological
problems of meteorites.

A.Prof. Keiji Misawa

Rock magnetism in the polar
region

2

﻿Based on the study of the geomagnetic field, acquisition
mechanisms of the natural remanent magnetization in
rocks and magnetic properties of magnetic minerals, the
history of magnetic environments are understood from
granite, gneisses, deep sea sediments in Antarctic and
from Antarctic meteorites. Moreover, the research
technique and the measuring method of the
paleomagnetism that clarified the plate tectonics theory
are learned, and the evolution of the earth and the
protoplanet is understood from paleomagnetism.

A.Prof. Minoru Funaki

Behavioural ecology of marine
animals in polar region

2

This course aims to present an introduction to studies on
behaviour and ecology of marine animals in polar region.
Students are introduced to the basics of behavioural
ecology, and to the ways of adaptations shown by marine
animals to the dynamic polar environment.  Then various
topics in recent behavioural and ecological studies of
marine top predators in polar region will be explored via
reading sessions of journal articles.

A.Prof.
Akinori
Takahashi

Physiological Ecology of Polar
Plants and aquatic organisms

2

Environmental properties of polar regions and eco-
physiological adaptation of plants and aquatic organisms
will be rectured.

A.Prof. Sakae Kudoh

Primary production in polar
oceans

2

Primary production is a process of production of organic
matter through photosynthesis and the production is a key
source of  marine food chain and food web.  A solar
radiation is indispensable for photosynthesetic procese. 
In polar oceans, a solar radiation shows a great
seasonality, which is quite cotrast to middle latitude
oceans. Namely, a 24 hours radiation in summer under a
midnight sun and no radiation in winter during a polar
night.   A lecture of  "Primary production in polar oceans"
gives  uniques processes of primary production under
such special polar environment.

Prof. Mitsuo Fukuchi

Data Analysis for Ocean Remote
Sensing

2 A.Prof.
Kentaro
Watanabe



Field Subject Unit Content of subject

Biodiversity in polar regions 2

Given the fact that various animals, plants and microbial
organisms have established and adapted themselves in the
polar region, and that various kinds of taxa in each
biological group have existed in the extreme polar
environment, course lectures will discuss the concept of
biodiversity in the polar region, with focus on reproductive
system, food chains and ecosystems. In addition, the
lectures will also highlight the discussion on the future
prospect of the biological world in the polar region.

Prof. Hiroshi Kanda

Polar Limnology and Ecology 2

Limnological features of Antarctic lakes will be lectured on
ecological point of views.  Some general, basical and
essential limnologcal and ecological studies are presented
at first, and then our recent ecological studies at lakes
nearby the Syowa station are explained as an example of
the ways of field researches at polar lakes.

A.Prof. Sakae Kudoh

Analysis of terrestrial ecosystem
in polar region

2

This course aims to present the standpoint and methods
of various researches on terrestrial ecosystem in polar
region. A.Prof. Satoshi Imura

Introduction of upper atmosphere
physics

2

Introduction of polar upper atmoshere phomena including
auroras,plasma waves, ionospheric/magnetospheric
disturbances, which phenomema are maily produced by
the interaction between solar wind and Earth's
nagbetosphere.

Prof. Natsuo Sato

Introduction to atmospheric
science in the polar region.

2

This course covers a wide range of topics in the
atmosphere. Basic physical and chemical processes of the
atmospheric topics are introduced. Various atmospheric
topics in the polar regions, which are not familiar to you,
are also introduced.  I hope students will get basic
knowledge for advanced research of atmospheric science
from this course.

Prof. Makoto Wada

Introduction to the Polar Marine
Science

2

　The ocean covers 70 % of the earth’s surface. It
extends in both southern and northern directions, and
reaches the Antarctic and Arctic respectively. The
regions under various conditions in terms of physical
geography are connected by the ocean to each other. The
ocean plays a key role in the global circulations of heat,
energy, mass etc.
　General indexes describing the state of the ocean are
studied first. The characteristics of polar ocean are
sketched. The dynamic phenomena of ocean, e.g. freeze-
melt processes, current, upwelling-sinking, are explained.
Finally, the global circulation is analyzed with the
knowledge above in hand.

A.Prof. Hajime Iro

An introduction of Glaciology 2

Basic aim of this lecture is to learn basic knowledge on
snow and ice,as key substance to understand physical
phenomena in polar regions. In particular, the lecture
focus on basic physical properties of snow and ice.
Special empahsis will be put on physical properties to
better understand cryospheric phenomena, which include
crystal properties, thermal properties, electrical/optical
properties and mechanical properties. These properties
are important as a basis of advanced reserach activities. 

A.Prof. Shuji Fujita

Biological oceanography in polar
seas

2

General properties of polar seas are described, to
understand dynamics of phyto- and zooplankton dynamics.
Energy flow in food webs, mineral cyclyng in marine
ecocycytems, and gas exchanges between the ocean
surface and the lower atmospher are described.

Prof. Tsuneo Odate

Introuction to Terrestrial Ecology
in Polar Region

2

This course aims to present an introduction to studies on
terrestrial ecosystem in polar region.  Main targets are
plants (mosses, lichens and algae), animals (mites,
collembola, tardigrades, et al.) and bacteria.  Inter specific
relationship in simple system and situation of polar
ecosystem in global environmental change will be
discussed.

A.Prof. Satoshi Imura



Field Subject Unit Content of subject

Intorduction to crustal materials
and processes

2

The main object of this lecture is to review geological
phenomena observed in continental regions through
petrological, mineralogical and geochemical approaches, in
particular to detect crustal movements recorded in rocks
and minerals, and also to understand how continental
crusts were formed and evolved on the earth through
geological history.

Prof.
Yoichi
Motoyoshi

Introduction to Solid Earth
Geophysics in the Antarctic
Region

2

The Earth's structure has regional features which are
reflecting the history of crustal evolution. In other words,
it is necessary to understand regionality of crust and
mantle structures from various aspects such as seismic
velocity structure, geoid anomaly pattern, gravity and
magnetic anomaly patterns. In this lecture, specific
features of the Antarctic continent are studied from
seismic reflection/refraction sounding, seismic
tomography, crustal magnetic anomaly and gravity
anomaly mapping from airborne surveys and satellite
remote sensing. During the IPY2007-2008, many
international programs are planned for field surveys and
several topics of the projects are introduced.

Prof. Kazuo Shibuya

An introduction to Quaternary in
the polar regions

2

The environment of the Arctic, Antarctic and high
mountain regions is introduced from view points of
Quarternary study and geomorphology. We think about
Quarternary period through studies of the polar region
landforms and environmental change.

Prof. Kiichi Moriwaki

Special Lectures for
DissertationⅠ

2
The Mentor makes dedicated lectures to his/her doctor-
thesis student.

Special Lectures for
DissertationⅡ

2
The Mentor makes dedicated lectures to his/her doctor-
thesis student.

Special Lectures for
DissertationⅢ

2
The Mentor makes dedicated lectures to his/her doctor-
thesis student.

Special Lectures for
DissertationⅣ

2
The Mentor makes dedicated lectures to his/her doctor-
thesis student.

Special Lectures for
DissertationⅤ

2
The Mentor makes dedicated lectures to his/her doctor-
thesis student.

Special Exercise for Dissertation
Ⅰ

2
The Mentors of the research fields make a colloquium for
special exercise of his/her doctor-thesis student.

Special Exercise for Dissertation
Ⅱ

2
The Mentors of the research fields make a colloquium for
special exercise of his/her doctor-thesis student.

Special Exercise for Dissertation
Ⅲ

2
The Mentors of the research fields make a colloquium for
special exercise of his/her doctor-thesis student.

Special Exercise for Dissertation
Ⅳ

2
The Mentors of the research fields make a colloquium for
special exercise of his/her doctor-thesis student.

Special Exercise for Dissertation
Ⅴ

2
The Mentors of the research fields make a colloquium for
special exercise of his/her doctor-thesis student.

Mentor

Mentor

Mentor

Mentor

Mentor

Mentor

Mentor

Mentor

Mentor

Mentor



情報学専攻授業科目概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

情報論理学 2

型理論及び構成的論理を中心として，プログラムの検証，
合成，変換及びプログラミング言語設計の基礎理論である
情報論理学を，基礎から応用まで考究する。

教　授 龍田　　真

数値計算論 2

数値計算手法とその理論について学ぶ。主に、数値線形代
数（連立一次方程式、最小二乗問題、固有値問題の数値
解法）を扱う。 教　授 速水　　謙

生命情報学 2

生命情報の多様な概念と階層性について、ゲノム、遺伝
子、タンパク質の分子レベルでの機能・発現・構造情報に加
え、比較ゲノムなどの進化的観点を加味して体系的に論じ
る。

教　授 藤山秋佐夫

アルゴリズム 2

データ処理，最適化，シミュレーションなどの高度なソフト
ウェアに用いられる離散アルゴリズムの設計法・改良法に
ついて，理論・実用両方の側面から手法を考究する。 助教授 宇野　毅明

数理言語学 2

自然言語の記述に用いられる文法フォーマリズムのうち、
弱い文脈依存性を捉えられるもの、および木の集合や木の
二項関係を定義するものに焦点を当ててその形式的性質
を論じる。ラムダ計算に基づく文法にも触れる。

助教授 金沢　誠

離散数学 2

離散数学とその応用について解説する。特に近年発展が
目覚しい構造的グラフ理論とグラフマイナーを中心に解説
する。次のようなトピックを講義する予定である。
１．理想グラフとその応用
２．４色定理とその拡張問題
３．グラフ構造理論
もし時間があれば、Robertson-Seymourのグラフマイナー
理論の解説も行う。

助教授 河原林　健一

化学情報学 2

情報学の実問題への応用分野の一つとして化学情報学を
概説する。化学情報の基礎，コンピュータ表現と処理，知的
システムの応用などを通じて，情報学と化学の接点や，複
雑性と多様性を有する実　　情報の処理の実際について説
明する。

助教授 佐藤　寛子

数理論理学 2

数理論理学の目的は、人間／機械の行う推論や計算につ
いて数学的に検討し、可能性と限界を明らかにすることに
ある。本講義では、数理論理学（証明論・意味論・計算論）
について、自動推論・プログラミング言語理論等への応用を
視野に入れつつ入門的解説を行う。

助教授 照井　一成

量子情報基礎 2

この講義は量子情報処理という新しい学問分野について、
この分野に興味をもつ大学院生に向けたものです。量子計
算・情報の基本的な概念について学ぶとともに、その理論
と実現化を光を用いた量子情報処理を通して理解すること
を目指します。

助教授 根本　香絵

量子コンピュータ 2

１．量子計算と量子情報技術はなぜ必要か、２．量子力学、
とくに観測の理論、３．量子計算、４．量子情報について考
究する。

助教授 松本　啓史

情
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分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

情報流通システム工学 2

デジタル情報流通におけるデジタル権利管理（DRM)技術、
Creative Commonsなどデジタル権利表現（DRE)技術、メタ
データ流通システム技術、P2Pコンテンツ流通技術について
工学的に紹介する。

教　授 曽根原　登

ハイエンドコンピューティング 2

大規模科学技術計算を対象とするハイエンド・コンピュータ
システムについて、アーキテクチャ、ハードウェア要素技
術、ソフトウェア、計算アルゴリズム、アプリケーション分野
等を最近の動向もふまえて概説する。特にベクトル処理、
並列処理の重要性、将来へ向けての課題について論ずる。

教　授 三浦　謙一

情報通信ネットワーク 2

情報通信ネットワークにおける各種の概念と、それらの比
較に重点をおき、ネットワークを実現するさまざまな通信技
術を紹介していく。具体的には、コンピュータネットワークの
役割、マルチメディア情報の通信品質と交換原理、回線交
換方式とパケット交換方式の比較、ネットワークの歴史と標
準化、ネットワークの階層化とアプリケーション層、トランス
ポート層、ネットワーク層、データリンク層、物理層における
実現技術等を説明する。

教　授 山田　茂樹

フォールトトレラントシステム論 2

システムの故障が及ぼす影響を阻止し、高い信頼性を持つ
フォールトトレラントシステムを実現させるために、システム
構成と回復、誤り検出、合意問題、テスト生成、検証等の技
術について詳論する。

教　授 米田　友洋

高機能ネットワーク 2

高機能化するネットワークシステムやマルチメディア通信シ
ステム等のアーキテクチャを説明し、これらシステムの設
計・運用のための性能評価手法について考究する。 助教授 阿部　俊二

通信プロトコル 2

情報通信システムにおける輻輳制御，経路制御，品質保
証，移動性支援，セキュリティ等に関するプロトコルの基
礎，応用および最新動向を考究する。 助教授 計　　宇生

ネットワーク科学 2

本講義では，インターネットアーキテクチャの時間的・空間
的な特性を複雑システムの観点で取り上げ，将来のネット
ワークアーキテクチャへの応用などの，今後の展望につい
て議論していく．

助教授 福田　健介

計算機構成論特論 2

パイプライン構造の変遷、キャッシュ階層、共有キャッシュ
機構、不可分命令、投機実行機構、マルチスレッド実行機
構等のプロセッサアーキテクチャに関する先端トピックにつ
いて考究する。

助教授 松本　　尚

プログラミング言語 2

プログラミング言語の理論的及び実際的な背景となる基本
概念、コンパイラ・変換系、解釈系の体系的に考究するとと
もに、最近の研究トレンドについて概観する。 教　授 佐藤　一郎

データ工学 2

大規模テキストデータの構築・管理・問い合わせ処理の基
礎技術を紹介するとともに、そのデータを分析するための
各種理論と実装アルゴリズムを考究する。

教　授 高須　淳宏

ソフトウエア工学 2

ソフトウェアの開発生産性と品質の向上を目的とする技術
に関して、フォーマルメソッドとオブジェクト指向技術を融合
する方法をベースとして形式仕様ならびに検証の技術を論
じる。 教　授 中島　　震
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分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

シグナルプロセッサ 2

ディジタル信号処理の基礎理論から説き起こし、あわせて
専用の信号処理プロセッサの構造、応用法を解説する。 教　授 橋爪　宏達

分散ソフトウェアシステム 2

分散処理ソフトウェアに関して，概念モデル，OS技術，分散
処理ミドルウェア，言語技術の基礎から応用までを考究す
る。 教　授 丸山　勝巳

確率的情報処理 2

情報学分野の全般において実世界データのモデリングに重
要な役割を果す確率的なモデルを対象とし、確率論の基礎
から応用まで、そして隠れ変数モデルやベイジアンネット
ワークなどの確率モデルの基本的な考え方を論じる。 助教授 北本　朝展

制約プログラミング 2

問題を宣言的に記述することでプログラムを構築する手法
である制約プログラミングについて紹介し、その基本概念、
基礎理論、要素技術、応用方法に関する考究を、特に制約
解消の観点から行う。

助教授 細部　博史

テキスト処理 2

文字列照合、コーパス統計処理、用語抽出と辞書構築、文
書分類と検索、テキストからの知識獲得等の話題を取り上
げ、大量のテキスト情報を効率的に扱うための要素技術・
アプリケーション・今後の課題等を学ぶ。

教　授 相澤　彰子

e-ラーニング 2

e-ラーニングシステムの発達について概観するとともに、協
調学習・知識共有・情報共有システムとして発達した現在
のe-ラーニングについて、その仕組み・現状・課題について
検討する。

教　授 新井　紀子

画像処理 2

画像処理、画像・映像データベースに関連する理論と技術
について教育・研究指導を行う。具体的には主として次の
課題を中心に考究する。
(1) パターン認識の基礎理論及びその応用
(2) 画像処理の基礎理論及びその応用
(3) 画像・映像解析による内容検索等への応用
なお、本科目の受講者には、線形代数、統計学、信号処理
に関する基礎的な知識を身につけていることを想定してい
る。

教　授 佐藤　真一

コンピュータビジョン 2

2次元の画像データから、そこに写された3次元物体に関す
る情報を抽出するために必要となる、カメラモデル、カメラ
校正、ステレオ視、および、多視点視を数学的に統一した
枠組みで論じる。また、3次元情報抽出の具体的な手法とア
ルゴリズムについて講述し、その応用についても言及する。

教　授 杉本　晃宏

ユーザモデリング 2

情報システムにおけるユーザ中心の設計についての理論
と実践について説明する。情報システムのユーザおよび
ユーザ中心のシステム設計について説明し、ユーザに役立
つ情報システムの在り方に関する議論を行う。

助教授 相原　健郎

マルチメディア情報処理 2

テキスト，画像，映像，音声などを対象とするマルチメディア
情報処理に関して，基本概念，管理・処理手法，検索手法
等の基礎理論，実現技術，及び課題について考究する。

助教授 片山　紀生

映像メディア工学 2

画像復元、映像符号化、複数画像からの映像再構成等、
映像メディアのための様々な信号処理手法について概説
し、その応用として、各種画像センシング技術や分散共有
型映像通信システムの構築法を考究する。

助教授 児玉　和也

コンピュータグラフイックス 2

実世界に存在する多次元形状から数学的な抽象データま
で，視覚的に認知可能な様々な情報を取り上げ，そのモデ
リング・可視化・対話的操作等を体系的に考究する。 助教授 後藤田洋伸
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分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

人工知能基礎論 2

知識表現，推論，プランニング，論理プログラミングなど，人
工知能における古典的な基礎理論について論ずる。

教授 井上  克巳

知能システム論 2

人工知能をベースとした知能システムに関して，基本概念，
知能モデリング，基本技術，応用，課題及び展望について，
関連分野も含めて考究する。

教　授 上野　晴樹

推論科学 2

演繹推論，帰納推論，事例ベース推論に焦点を当てて，基
礎，応用，課題，将来展望を考究する。

教　授 佐藤　　健

知識共有システム 2

知識システムの基礎に加えて，知識共有技術である，オン
トロジー，知能エージェント，知的情報統合などの理論，技
術，応用を考究する。

教　授 武田　英明

ヒューマンエージェントインタラク
ション

2

まず従来の知的エージェントの設計論を紹介し，エージェン
トと人間のユーザが相互適用する枠組みにおいて，どのよ
うな情報をどのようにやりとりするべきかというインタラク
ションの設計問題について議論する。

教　授 山田　誠二

知能ロボティクス 2

実世界の中で活動する物理エージェントとしての知能ロボッ
トを構成する際に必要となる視聴覚情報処理，学習理論，
行動計画等の要素技術，およびシステム統合における構成
論，応用事例について議論する．

助教授 稲邑　哲也

自然言語処理 2

このコースは自然言語処理、すなわちコンピュータとエンジ
ニアの視野を通して言語研究の基本技術を習得するもので
ある。テーマは品詞のタグ付け、語彙分析、構文解析アル
ゴリズム、文法フォーマリズム、多義性解消、評価課題、機
械学習を含む。

助教授 Nigel Collier

心理言語学 2

発話と身振りの協調に焦点を当てた談話分析を通して，自
然言語の振る舞いと構造化に関する心理言語学的モデル
について考究し、さらにそれらのモデルが情報学に対し
て示唆するところについて検討する．

助教授 古山　宣洋

知的ユーザインターフェース 2

本講義では，ヒューマン・コンピュータ・インタラクションを向
上させるための直感的インタフェースの入門を行う。特に擬
人的な仮想キャラクター・エージェントを用いて人間のface-
to-faceのコミュニケーションを模倣できるインタフェースに
焦点を当てる。

助教授
Helmut
Prendinger

ディジタルパブリケーション 2

ディジタル形態による出版を情報のサイクルと相互関連とし
てとらえ，情報表現，執筆・編集，公開・流通，版管理，相互
参照，アノテーション等に関し基礎から応用まで考究する。

教　授 大山　敬三
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分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

情報検索 2

テキスト情報を対象とした情報検索の理論，検索モデル，
言語横断検索，多言語情報アクセス，システム指向及び利
用者指向の評価手法等について，基礎，応用，課題，展望
を考究する。

教　授 神門　典子

社会・技術相関情報学 2

「人間」「社会」「情報（通信技術」との係わりを人類的、地球
的視点で概観し、これらの係わりの歴史的変遷を理解する
とともに、ポスト情報化社会のあり方を議論する。

教　授 東倉　洋一

学術情報データベース 2

データベース応用に置いて、先導的役割を果たしている学
術情報の分野に注目し、学術コミュニケーションのあり方と
関連させつつ、学術情報データベースの諸相に関して論じ
る。

教　授 根岸　正光

学術情報環境論 2

学術情報の電子的生成、蓄積、提供、共有の方式を、体系
的に論議し、更に電子的情報流通の社会的、経済的環境
について考究する。 教　授 宮澤　　彰

情報社会論 2

電子商取引および電子マネーの普及が経済社会に与える
影響を考察する。先端的ビジネスモデルのケーススタディ、
利用者動向の調査と統計的手法による分析、制度的な課
題の抽出と政策提言などの研究能力を習得する。

助教授 岡田　仁志

科学計量学 2

科学者の活動、科学の動向・進展はいかにして分析できる
のかを、成果、資源、環境等の具体的計量・分析事例を織
り込みながら解説する。また、これらの分布則について自然
科学の数理モデルと対比しながら考察する。 助教授 西澤　正己

先端ソフトウェア技術演習Ⅰ 1

ソフトウェアの厳密な検証を目的として、ソフトウェアの動作
の網羅的な検査を行うモデル検査手法の適用方法をツー
ル演習により学ぶ。特に、モデル検査ツールとして広く知ら
れているSPIN,SMV,およびLTSAを学習する。

助教授 細部　博史

先端ソフトウェア技術演習Ⅱ 1

ソフトウェアの系統的な開発・検証を目的として、数理論理
に基礎を置く形式仕様記述の使い方をツール実習により学
ぶ。特に、形式仕様言語として、ソフトウェアデザインの機
能的な側面を扱うBメソッドとVDMを学習する。 教授 中島　　震

先端ソフトウェア技術演習Ⅲ 1

その時々で最新のソフトウェア技術に関して先進ツールの
利用方法を実習によって学習する。研究を進める上で必要
となるソフトウェア技術の実践的な能力を身につけることを
目的とする。

先端ソフトウェア技術演習Ⅳ 1

その時々で最新のソフトウェア技術に関して先進ツールの
利用方法を実習によって学習する。研究を進める上で必要
となるソフトウェア技術の実践的な能力を身につけることを
目的とする。

情報学特別実験研究Ⅰ～Ⅴ 2
情報学における学位論文を作成するための講究および指
導を行う。

情報学特別演習Ⅰ・Ⅱ 4

情報学の研究を進めるに際して必要となる基礎知識を習得
するための演習および講究を行う。

情報学総合研究Ⅰ 2
修士論文相当の情報学の論文を作成するための講究およ
び指導を行う。

情報学総合研究Ⅱ 4
修士論文相当の情報学の論文を作成するための講究およ
び指導を行う。
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Field Subject Unit Content of subject

Logic in Computer Science 2

Type theory and constructive logic are explained. This
course gives foundations for program verification, synthesis
and transformation, and design of programming languages.

Prof. Makoto Tatsuta

Theory of Numerical Methods 2

We will study numerical methods  and their theoretical
analysis. The main topic is numerical linear algebra, i.e. the
numerical solution of systems of linear equations, least
squares problems and eigenvalue problems.

Prof. Ken Hayami

Bioinformatics 2

The aim of this lecture is to form basic understanding on
the information processing which is employed in life
systems. Firstly, genetic information encoded in DNA
molecule (genome) is translated into the structure of
proteins that form building blocks of our body. Life systems
depend on various forms of signal processing and reactions
such as the ones found in nerve systems, hormones and
development. Various sets of life science related databases
and computational tools will also be introduced.

Prof. Asao Fujiyama

Algorithms 2

We explain the method for designing and improving discrete
algorithms which used in high level applications such as
simulation, optimization, and data analysis, from both
theoretical and practical view points.

A.Prof. Takeaki Uno

Mathematical Linguistics 2

Grammars and automata for formal analysis of natural
language, with special emphasis on 'mildly context-
sensitive' grammar formalisms and tree automata.  A
grammar formalism based on typed lambda calculus.

A.Prof.
Makoto
Kanazawa

Topics in Discrete Mathematics 2

This course will introduce recent progress on Discrete
Mathematics.
There has been a significant progress on Graph Theory,
especially Structural Graph Theory and Graph Minor
Theory.
We are going to cover the following topics.
1. Perfect graph and its applications.
2. The Four Color Theorem and its generalization.
3. Structural Graph Theory.
If time permits, then we shall give a sketch of proof of
Robertson-Seymour theory.

A.Prof.
Ken-ichi
Kawarabayashi

Chemoinformatics 2

Studying about an outline of chemoinformatics, informatics
in chemistry, is the main issue of this course. It includes
basic contents and representations of chemical
information, and tactics in chemical  intelligent systems for
solving practical problems in chemistry. Basic knowledge of
chemistry is required.

A.Prof. Hiroko Satoh

Mathematical Logic 2

Mathematical logic studies human/machine reasoning and
computation from a mathematical point of view, with the
aim of  clarifying their possibilities and limitations. This
course gives an introduction to mathematical logic (proof
theory, semantics and computation theory) with particular
attention to its applications in some areas of computer
science, such as automated reasoning and programming
language theory.

A.Prof. Kazushige Terui

Basic concepts in quantum
information

2

This course will cover the newly emerging discipline of
quantum computation and quantum information processing.
It is addressed to graduate students, who would like to
learn more about this research area. The course will
introduce the basic concepts of quantum information
processing and computation and its application to optical
technology.

A.Prof. Kae Nemoto

Quantum Computing 2

Quantum computation is newly emerged area of computer
science. This lecture covers algorithm theory, focusing on
the mechanism of 'quantum speed up', rather than each
algrithms. The course is intended for graduate course
students, who are interested in the area.
1. Why do we need quantum calculation and quantum
information technology?
2. Quantum mechanics and the theory of measurement
3. Quantum calculation
4. Quantum information studies

A.Prof. Keiji Matsumoto

Department of Informatics
F
o
u
n
da
ti
o
n
s 
o
f 
In
fo
rm
at
ic
s



Field Subject Unit Content of subject

digital commerce system 2

This lecture introduces "Digital Commerce", a system that
aims at activating the market by creating a revolution in
network content distribution and creating a virtuous
reinforcing spiral of content transfer between commons
and proprietary domains. An interdisciplinary approach is
taken to establish a new framework for exhibiting
transformative content that can be used freely by
attaching Digital Rights Expression, and for distributing
content controlled by Digital Rights Management using
sequential content scrambling.

Prof.
Noboru
Sonehara

High-end Computing 2

This course will discuss the computer architecture,
software, numerical algorithms and how they are inter-
related in the large scale scientific computing.

Prof. Kenichi Miura

Information and Communication
Networks

2

This lecture overviews the basic concepts of information
and communications networks and their implementation
technologies. Mores specifically, the history of information
and communication networks, the role of computer
networks, switching concept, quality of service (QoS) for
multimedia communications, circuit switching vs. packet
switching, hierarchical functional layering of networks,
implementation technologies ranging from layer 1 to layer 7.

Prof. Shigeki Yamada

Fault Tolerant Systems
2

This course covers architecture of fault-tolerant systems
and techniques for error recovery, error detection,
distributed agreement problem, test generation, and formal
verification.

Prof.
Tomohiro
Yoneda

Functionally Advanced Networks 2

The system architecture of a functionally advanced
network system and a multimedia communication system is
firstly described. The performance evaluation methods for
their systems’ provision and operation are investigated.

A.Prof. Shunji Abe

Communication Protocols 2

Providing fundamentals, theory and state-of-the-art of
protocols, including those for congestion control, routing,
quality of service, mobility support, security, etc. in data
communication networks.

A.Prof. Yusheng Ji

Network Dynamics 2

This course discusses the temporal and spatial aspects of
Internet dynamics from the viewpoint of complex systems.
It is addressed to graduate students, who would like to
learn more about Internet architecture and network
science.

A.Prof. Kensuke Fukuda

Advanced Computer Architecture 2

This course focuses on the techniques of qualitative
analysis and evaluation of advanced computing systems,
taking account of relationship among total architecture,
micro-architecture and their implementations. The
emphasis is on the major component subsystems of high
performance computers: deep pipelining, memory
hierarchies, shared-memory mechanisms, speculative
execution mechanisms and multi-threading.

A.Prof.
Takashi
Matsumoto

Programming Languages 2

This lecture addresses theoretical and practical
foundations on program Languages, e.g., basic notions,
compilers, interpreter and virtual machines, and outlines
recent research trends.

Prof. Ichiro Satoh

Data Engineering 2

In this class we study advanced methods of semi-
structured data management and analysis. For example, we
study mathematical aspect of semi-structured data
manipulation language and schema transformation. For
advanced data analysis, we aim to develop text mining
algorithms based on high dimensional feature space
handling techniques such as kernel methods.

Prof. Atsuhiro Takasu

Software Engineering 2

Integration of formal methods and object technology is
recognized essential for improving both productivity and
quality of software systems. The technology is now
matured enough to be used in the development process.
This course sees how the basic research results play major
roles in the state-of-the-art software engineering tools.

Prof. Shin Nakajima
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Field Subject Unit Content of subject

Signal processors 2

In this course we start with learning the basic theories of
digital signal processing, then discuss the structure of
digital signal processors and their applications.

Prof.
Hiromichi
Hashizume

Distributed Software System 2

This lecture discusses distributed processing concepts,
distributed Operating System technologies, distributed
object technologies and communication software systems
from both basic and application aspects.

Prof.
Katsumi
Maruyama

Probabilistic Models in Informatics 2

The focus of this course is probabilistic models, which play
an important role for the modeling of real-world data in
various fields of informatics. This course deals with
foundations and applications of probability theory, and
discusses basic ideas of probablistic models, such as latent
variable models and Bayesian Networks.

A.Prof.
Asanobu
Kitamoto

Constraint Programming 2

Constraint programming, a programming paradigm based on
the declarative specification of problems, is introduced, and
its basic concepts, fundamental theories, underlying
technologies, and application methods are discussed
especially from the viewpoint of constraint solving.

A.Prof. Hiroshi Hosobe

Text Processing 2

Theories, techniques and applications in text processing.
Topics include string matching algorithms, statistical
corpus analysis,  term extraction and dictionary generation,
document classification and retrieval, and knowledge
acquisition from text.

Prof. Akiko Aizawa

Topics of Distance Education
Systems

2

Survey of various ideas of distance education and their
systems, including Computer Assisted Instruction (CAI),
Computer Supported Collaborative Learning and Working
(CSCL, CSCW)

Prof. Noriko Arai

Image Processing 2

This course will cover the theory and practice on image
processing,
especially related to the issues on image and video
database.
In the concrete, we will visit the following topics:
(1) the theory and applications of pattern recognition
(2) the theory and applications of image processing
(3) content-based image and video retrieval and
applications

Prof. Shin'ichi Satoh

Computer Vision 2

Geometric aspects of image formation and underlying
properties between acquired images will be discussed in a
unified framework. Topics include camera models,
calibration, stereo vision and multiple-view geometry. 3D
reconstruction algorithms with their applications will be
also discussed.

Prof.
Akihiro
Sugimoto

User Modeling 2

The objective of this course is to provide the student with
a general understanding of User Modeling and how it can be
used. One of our main focuses will be on the acquiring of
fundamental theoretical knowledge. Besides, the course will
give course participants to discuss.

A.Prof. Kenro Aihara

Multimedia Information Processing 2

This course is concerned with the information processing
methods for multimedia, e.g., multimedia information
retrieval. By the advancement of computer technologies,
the scale of multimedia information processing is increasing
very rapidly. This invokes the need for the sophisticated
processing methods that are efficient and scalable. This
course deals with research topics related to such methods
from the viewpoint of algorithms, data structures, software
systems, etc.

A.Prof. Norio Katayama

Image Media Engineering 2

This course will cover topics related to visual
communication systems which are based on integration of
image processing and sensors/cameras. A.Prof. Kazuya Kodama

Computer Graphics 2

We will study various methods to represent, manipulate,
and visualize 3D shapes including real world objects as well
as synthetic ones. Students are also encouraged to
participate in short-term projects, where they will
investigate real applications of the graphical methods.

A.Prof.
Hironobu
Gotoda
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Field Subject Unit Content of subject

Logical Foundations for Artificial
Intelligence

2

In this course, the principles of Artificial Intelligence are
studied.
In particular, we survey classical theories and recent
studies on propositional logic, SAT algorithms, predicate
logic, situation calculus, reasoning about action, planning,
logic programming, and belief update.

Prof. Katsumi Inoue

Intelligent Systems 2

This course gives the systematic discussions on basic
concepts of knowledge systems , knowledge modeling ,
reasoning technologies, applications, issues and future
trends. Knowledge-based problem solvers, Intelligent
human interfaces and Autonomous robots are main topics
of the applications to discuss.

Prof. Haruki Ueno

Reasoning Science 2

We study theoretical foundations of artificial intelligence
and applications based on such foundations. Specifically,
we investigate theoretical foundations of the following
reasoning mechanisms, their implementations and
applications.

Prof. Ken Satoh

Knowledge Sharing System 2

His primary research interests are in the areas of
techniques for knowledge sharing systems that enable
people collaborate to each other to develop their
knowledge. His current research focuses on ontology
engineering including theoretical foundation of ontology and
its developing methodology, and community support
methodologies that can support community activities to
generate community knowledge.

Prof. Hideaki Takeda

Human Agent Interaction 2

We will discuss the design of human-agent interaction. For
preparation, we will survey on the design of intelligent
agents, especially life-like agent and machine learning,
action selection. If necessary, reading papers round a class
will be done.

Prof. Seiji Yamada

Intelligent Robotics 2

This course studies intelligent robots which act as physical
agent systems in real world environments. Robot vision &
audition, learning theory, behavior planning and system
integration & synthesis are discussed.

A.Prof.
Tetsunari
Inamura

Natural Language Processing 2

This course aims to introduce the fundamental techniques
of natural language processing (NLP), i.e. the study of
human languages from a computational and engineering
perspective. Topics include part-of-speech tagging, lexical
analysis, parsing algorithms, grammar formalisms, word
sense disambiguation, evaluation issues and machine
learning of natural language.

A.Prof. Nigel Collier

Psycholinguistics 2

This course discusses the psycholinguistic models of how
discourse is organized by looking at coordination of speech
and speech-accompanying gesture, and their implications
to informatics.

A.Prof.
Nobuhiro
Furuyama

Intelligent User Interfaces 2

The overall goal of the course is to introduce techniques
for the creation of more intuitive interfaces in order to
enhance human-computer interaction.
We will focus on embodied interfaces that may emulate
aspects of human face-to-face communication by using
anthropomorphic virtual character agents.

A.Prof.
Helmut
Prendinger

Digital Publications 2

Students will study on digital publishing and online
information resources from the viewpoint of information
environment through lecture and case study. The scope
covers modeling and presentation of information, function
and structure of systems, concept and methodology
relating people and society, etc. in the process of
production, structuring, storage and provision of
information. Analysis and evaluation of practical systems
such as web information systems, digital libraries and e-
journals are given as assignment. Technical knowledge of
general document processing and web information systems
are required.

Prof. Keizo Oyama
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Field Subject Unit Content of subject

Information Retrieval 2

Principles and methods of information retrieval. An
examination of the central concept in Information Retrieval,
methods, consideration for the relationship to user's
context, retrieval purpose, task and need as well as
characteristic of information objects.

Prof. Noriko Kando

Informatics on Society-
Technology Relationships

2

Information Institution with a focus on relationships
between information and communication technologies and
legal social systems, including issues on how cutting edge
technologies and services influence on legal systems and
vice versa, will be discussed into a vision of the future of
information institution.

Prof. Yoh'ichi Tohkura

Scholarly Information Databases 2

With a focus on scholarly information which is leading
developments in database applications, various aspects of
the scholarly information databases are discussed in
conjunction with the state of scholarly communication
systems.

Prof.
Masamitsu
Negishi

Academic Information
Environments

2

This course focuses on the study of creation, storage,
dissemination and　sharing of digitalized scholarly
information, and discusses the social　and economical
environment of digitalized information.

Prof. Akira Miyazawa

Research on Social Informatics 2

In this course, we will see the recent business cases
around the world, analyze the user activity using several
statics methods. Then we shall achieve the research ability
to find some institutional matters on Information Society
and to give some policy proposals.

A.Prof. Hitoshi Okada

Methodology of Scientmetrics 2

This course focus on methodology and case analysis of the
scientmetorics for measuring scientist's research activity,
research trends and development of science. We discuss
technique to extract internal factor to explain the
characteristics of the empirical distribution with comparing
a mathematical model in natural science.

A.Prof.
Masaki
Nishizawa

Advanced Software Technology I 1

The aim of this course is to study by practicing tools how
to apply model checking techniques that verify software
behaviors exhaustively for rigorous software verification.
In particular, the students study SPIN, SMV and LTSA that
are widely known as model checking tools.

A. Prof. Hiroshi Hosobe

Advanced Software Technology
Ⅱ

1

The aim of this course is to introduce systematic
development/verification methodologies for software
systems by using tools for formal specification techniques
based on mathematical logic.
In particular, it will cover B-method and VDM for functional
specifications in the software design.

Prof. Shin Nakajima

Advanced Software Technology
Ⅲ

1

The purpose of this course is to enable students to learn
practical and substantial skills which help carry out their
research. The course mainly consists of lab classes to
learn the latest software technologies currently being
studied using advanced software tools.

Advanced Software Technology
Ⅳ

1

The purpose of this course is to enable students to learn
practical and substantial skills which help carry out their
research. The course mainly consists of lab classes to
learn the latest software technologies currently being
studied using advanced software tools.

Research in Informatics for PhD
thesis, I -- V

2
This course gives discussions and advices for writing a PhD
thesis.

Seminar on Basic Knowledge in
Informatics, I, II

4

This course gives discussions and seminars in order for
students to acquire basic knowledge and skills which are
necessary for research in Informatics.

Research in Informatics for
Master Thesis, I

2
This course gives discussions and advices for writing a
master-thesis-level research paper.

Research in Informatics for
Master Thesis, Ⅱ

4
This course gives discussions and advices for writing a
master-thesis-level research paper.
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授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

複合科学概論 2

地球環境を主たる題材として複合科学の概念と手法を議論
し、複雑な問題を多角的に取り扱える基本的素養を身に付
ける.地球環境の将来予測（温暖化に向かうのか寒冷化に
向かうのか）を考えることは、人類の持続的発展を願う上
で、重要な課題である。予測に関係する物理量としては、日
射量、アルベート、気温、海水温、温室効果気体の濃度、降
水量、蒸発量、海氷・プランクトン分布、氷床分布、など、多
岐多様にわたる。個々の要素間の因果関係については極
域科学の知識で明らかになりつつあり、計測や因果関係分
析に関してその基本的な部分を議論する

教　授 澁谷　和雄

複合モデリング科学概論 2

自然現象あるいは人間と自然や社会が関わるさまざまな現
象を統計情報や計算機・数理的な方法を用い，分析，予
測，シミュレーション等の横断科学的アプローチを総合的か
つ体系的に教育し，複合科学に取り組むための広い視野と
柔軟な思考力を教育する。特に複雑な対象を記述するのに
有効な確率現象の時間的または空間的変化を記述する基
礎的な時系列モデルの紹介とその推定法や予測法につい
ての基礎を中心に教育する。

推測数理概論Ⅰ
推測数理概論Ⅱ

2

統計的推測理論の全体にわたって，それらの基本的な考え
方と数理についての講義を行う。具体的には，確率論入
門，統計的推定理論，仮説検定論，決定理論，漸近理論，
線形モデルと分散分析，モデル選択，ベイズ統計，実験計
画，などを扱う。

データ科学概論Ⅰ
データ科学概論Ⅱ

2

データ科学概論Ⅰでは，データ科学の基礎となる標本抽出
法，実験計画法，社会調査法，多変量解析法（回帰分析、
判断分析、主成分・因子分析），林の数量化法といったト
ピックを中心に講義を行う。データ科学概論Ⅱでは，統計モ
デル，エントロピーと情報量，赤池情報量規準，モデル選択
といった情報量統計学のトピックを中心に講義を行う。

時空間モデリング概論 2

時系列解析をはじめとした，時間，空間および時空間現象
の各種のダイナミックな統計モデルの目的に応じた構成と
データに基づく評価を組織的に用いて統計的推論およびそ
れに基づく予測・制御・管理の理論と応用，ならびに必要な
計算プログラム作成のための最適化アルゴリズムについて
教育する。

計算推論科学概論Ⅰ
計算推論科学概論Ⅱ

2

計算推論科学Ⅰでは，応用線形代数，アルゴリズムと計算
複雑度，大規模線形計算と最適化法，数値積分法，微分方
程式の解法，乱数など計算推論の基礎について講義する。
計算推論科学Ⅱでは，モンテカルロ法とシミュレーション，
ブートストラップやカーネルマシン，グラフィカルモデル，有
限混合モデル，EMアルゴリズム，情報統計力学など計算推
論のためのアルゴリズムやモデルについて講義する。

先端地球科学通論Ⅰ 2
極域科学全般に亘る国内外の研究現況について、各分野
の先端的な課題を取り上げ講述する。

先端地球科学通論Ⅱ 2
極域科学全般に亘る国内外の研究現況について、各分野
の先端的な課題を取り上げ講述する。

地球計測学概論 2

極域の自然環境を把握するためには、人工衛星を用いた
遠隔観測を始め、様々な地球物理学的観測手段が必要に
なる。しかし、長い人類の歴史のなかで、例えば自分の位
置、地面の振動、気圧などをどうやって測定し、その精度を
高める工夫をからしてきたかを知ることは有意義である。こ
の授業では、各種測定の歴史、現状についての知識を得る
ことを目的としている。

教　授 澁谷　和雄

計算推論科学関係
統計科学専攻教員

数理・推論関係
統計科学専攻教員

データ科学関係
統計科学専攻教員

モデリング関係
統計科学専攻教員

全教員

全教員

統計科学専攻教員

複合科学研究科専攻共通専門基礎科目概要

担　当　教　員



授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

光計測学 2

超高層大気、気象、地表・海水面等の自然環境を光学的に
計測する際に必要となる光学基礎と分光学及び撮像技術を
講義する。まず、自然界において紫外から赤外領域で起こ
る様々な発光現象を総括・分類し、それらを計測するために
これまで考案されてきた光学装置を紹介する。次に、光学
基礎から始めて、分光技術、光源、光検出器、撮像素子、
光学系、微弱光計測技術を理論と地上及び飛翔体からの
観測実例を交えて解説する。

助教授 田口　真

極域海洋環境システム論 2

極域海洋の環境の理解は地球規模の環境を理解する上で
重要である。極域にのみ見られる海氷の形成は、全海洋の
大循環を引き起こす原動力である。また、海氷形成に密接
に関連した独特の極海生態系が存在し、生態系をめぐる海
洋生物生産過程が大きく海洋環境に影響を及ぼす。このよ
うな環境のシステムについて講義する。

教　授 福地　光男

情報基礎科学概論Ⅰ 2
情報基礎科学の研究を行うために必要となる基礎知識を講
義する。

情報基礎科学概論Ⅱ 2
情報基礎科学に関する基本問題および最新の研究動向を
講義する。

情報基盤科学概論Ⅰ 2
情報基盤科学の研究を行うために必要となる基礎知識を講
義する。

情報基盤科学概論Ⅱ 2
情報基盤科学に関する基本問題および最新の研究動向を
講義する。

ソフトウェア科学概論Ⅰ 2
ソフトウェア科学の研究を行うために必要となる基礎知識を
講義する。

ソフトウェア科学概論Ⅱ 2
ソフトウェア科学に関する基本問題および最新の研究動向
を講義する。

情報メディア科学概論Ⅰ 2
情報メディア科学の研究を行うために必要となる基礎知識
を講義する。

情報メディア科学概論Ⅱ 2
情報メディア科学に関する基本問題および最新の研究動向
を講義する。

知能システム科学概論Ⅰ 2
知能システム科学の研究を行うために必要となる基礎知識
を講義する。

知能システム科学概論Ⅱ 2
知能システム科学に関する基本問題および最新の研究動
向を講義する。

情報環境科学概論Ⅰ 2
情報環境科学の研究を行うために必要となる基礎知識を講
義する。

情報環境科学概論Ⅱ 2
情報環境科学に関する基本問題および最新の研究動向を
講義する。

学術コミュニケーション 1

研究者が研究活動において必要な学術的コミュニケーショ
ンの基本的素養について考究する。すなわち、大学院教育
の位置づけ、研究の意味と意義、研究における独創性、研
究の計画と実施、研究論文の書き方と読み方、プレゼン
テーション法、文化と学術研究、研究者倫理と著作権。

教授 上野　晴樹

知的財産権 1

研究を進める上で重要な知的財産の基礎知識を得ることを
目的とする。研究の開始から製品開発に至るまでの流れと
知的財産の発生から活用の関係を把握し、知的財産制度
の概要を理解する。特に、特許制度と著作権制度に重点を
置き、研究開発段階で遭遇する知的財産に関する諸問題
にも対処できる基礎知識を身につける。

国際連携論 1

<変化する世界における研究、開発、国際協力>
- 科学、技術の主要な指標、研究開発のサーべー、
Frascatiマニュアルへの導入
- 主要な科学、工学の教育システムの比較
- いくつかのOECD諸国における研究開発政策の比較
- 大学と企業の関係と公的機関からの技術移転
- 米国、ヨーロッパ、日本における（科学技術）革新政策の
最近の動向
- 基礎、応用研究の国際化に関する新しい課題

客員教授 Angelino Henri

情報基盤科学関連の
全教員
情報基盤科学関連の
全教員

情報基礎科学関連の
全教員
情報基礎科学関連の
全教員

ソフトウェア科学関連の
全教員
ソフトウェア科学関連の
全教員
情報メディア科学関連の
全教員
情報メディア科学関連の
全教員
知能システム科学関連の
全教員
知能システム科学関連の
全教員
情報環境科学関連の
全教員
情報環境科学関連の
全教員



Subject Unit Content of subject

Introduction to Multidisciplinary
Science

2

Taking the problem of the Earth's environment as an
example, the lecture guides the students to understand
basic concepts to deal with complex and multidisciplinary
subjects. It is important to consider prediction of global
warming/cooling for the sustainable development of human
beings. Many physical parameters such as solar radiation,
albedo, air/sea-water temperatures, etc. are related, and
their primary processes are outlined in the lecture. The
complex system must also be studied from the viewpoint of
informatics, namely, data　gathering/management,
simulation, etc. Based on these lectures, discussion on this
un-solved subject by the students is made in the seminar.

Prof. Kazuo Shibuya

Introduction to Statistical
Modeling in Complex Systems

2

Introductory course in interdisciplinary approaches to
obtain a wide view and tough mind ready to engage in
science of complex phenomena. It involves the statistical,
mathematical, and computational methods to analyze,
predict, and simulate complex phenomena in various fields
relating to nature, human, and human society. A special
focus is laid on fundamental theory of time-series models
appropriate to describe the changes in temporary or spatial
stochastic phenomena and on the methods of estimation
and prediction of those models.

Prof.
Prof.

A.Prof.

Genshiro Kitagawa
Tomoyuki Higuchi
Seisho Sato

Introduction to Statistical
Inference　I
Introduction to Statistical
Inference　II

2

Statistical inference theory is lectured, ranging over
probability theory, estimation, test, decision theory,
asymptotic theory, linear model, analysis of variance, model
selection, Bayes statistics, experimental design, and so on.

A.Prof.

Prof.

I.
Mihoko Minami

II.
Yoshiaki Itoh

Introduction to data science I
Introduction to data science II

2

Introduction to data science I lectures various methods of
multivariate data analysis including principal component
analysis, regression analysis, discriminant analysis, and
quantification methods of qualitative data.
Introduction to data science II studies main topics of "AIC
Statistics," such as statistical model, entropy and
information quantity, AIC, and model selection.

Prof.

Prof.
Prof.
Prof.

I.
Yasumasa Baba

II.
Yoshiyuki Sakamoto
Makio Ishiguro
Takashi Nakamura

Introduction to Space-Time
Modeling

2

We introduce the theory of stochastic processes and
random fields that are bases of various temporal, spatial
and spatio-temporal statistical models. Then, we introduce
the primary statistical inferences to estimate parameters of
the models, model selection procedures for an effective
prediction and also diagnostic analysis for discovery of
features involved in the data set. Necessary numerical
programming methods will be also provided. Students will
also study methods for the analysis of time series and
spatio-temporal data with linear time series models and
their algorithms which are useful for these methods.

Prof.
Prof.

A.Prof.

Yoshihiko Ogata
Yoshiyasu Tamura
Yoshinori Kawasaki

Computational Methodology in
Statistical Inference I
Computational Methodology in
Statistical Inference II

2

Computational Methodology in Statistical Inference I
focuses on fundamental computational methodologies in
statistical inference, such as linear algebra, optimization,
numerical analysis, and state space representation.
Computational Methodology in Statistical Inference II
focuses on advanced methodologies in statistical
computation and their applications, such as graphical
modeling, Monte Carlo simulation, Kernel methods in
machine learning.

Prof.
A.Prof.
A.Prof.
A.Prof.

A.Prof.
A.Prof.

I.
Takashi Tsuchiya
Naomasa Maruyama
Satoshi Ito
Yoshihiko Miyasato
II.
Yukito Iba
Tomoko Matsui

Selected Topics on Polar Science
Ⅰ

2
Topics from each research discipline are studied with
special interest of international circumstances.

Selected Topics on Polar Science
Ⅱ

2
Topics from each research discipline are studied with
special interest of international circumstances.

Measuring the Earth,
Instrumentation and Progress

2

In order to understand the Earth's environments, various
kinds of geophysical instruments including satellite remote
sensing techniques are required. The students should
understand how the related mesurements are done and the
related instruments are developed. For example, it is useful
to study the progress of positioning/navigation,
measurements of vibration and deformation of the ground,
atmospheric pressure, etc. The objective of this lecture is
to study the measurement method of the Earth's field and
to review progress of the related instrumentation.

Prof. Kazuo Shibuya

All Prof.

All Prof.

School of Multidisciplinary Sciences



Subject Unit Content of subject

Quantitative Spectroscopy and
Imaging

2

This lecture focuses on the fundamental optics,
spectroscopy and imaging technologies applied in optical
measurements of the natural environment. Various natural
luminous phenomena observed in the ultraviolet to infrared
regions will be summarized, and optical instruments
invented for measuring them will be introduced. The optics,
spectroscopy, light sources, detectors, imaging devices,
optical layouts, and low-level light detection techniques will
be reviewed with theories and examples in graound-based
and spacecraft measurements.

A.Prof. Makoto Taguchi

Marine environmental system in
polar oceans

2

To understand a marine environmental system in polar
oceans is important to clarify the global environmental
changes.  Sea ice formation in polar oceans is a main
driving force to drive global ocean circulation.  Also, there
exists a unique marine ecosystem which closely links to the
ice formation.  Marine production processes in this
ecosystem will influence marine environment in polar
oceans.  A lecture of "Marine environmental system in
polar oceans" gives uniques marine system in polar oceans.

Prof. Mitsuo Fukuchi

Introduction to Foundations of
Informatics, I

2
This course teaches basic knowledge which is necessary
for research in Foundations of Informatics.

Introduction to Foundations of
Informatics, II

2
This course teaches fundamental problems and latest
topics　in Foundations of Informatics.

Introduction to Information
Infrastructure Science, Ⅰ

2
This course teaches basic knowledge which is necessary
for research in Information Infrastructure Science.

Introduction to Information
Infrastructure Science, Ⅱ

2
This course teaches fundamental problems and latest
topics in Information Infrastructure Science.

Introduction to Software Science,
I

2
This course teaches basic knowledge which is necessary
for research in Software Science.

Introduction to Software Science,
Ⅱ

2
This course teaches fundamental problems and latest
topics in Software Science.

Introduction to Multimedia
Information Science, I

2
This course teaches basic knowledge which is necessary
for research in Multimedia Information Science.

Introduction to Multimedia
Information Science, Ⅱ

2
This course teaches fundamental problems and latest
topics in Multimedia Information Science.

Introduction to Intelligent
Systems Science, I

2
This course teaches basic knowledge which is necessary
for research in Intelligent Systems Science.

Introduction to Intelligent
Systems Science, Ⅱ

2
This course teaches fundamental problems and latest
topics in Intelligent Systems Science.

Introduction to Information
Environment Science, I

2
This course teaches basic knowledge which is necessary
for research in Information Environment Science.

Introduction to Information
Environment Science, Ⅱ

2
This course teaches fundamental problems and latest
topics in Information Environment Science.

Academic Communication 1

In this course the fundamental knowledge that will be
required for scientific communication in academic activities
for researchers is discussed. Topics include such as role of
postgraduate education, significance and meaning of
research, originality in research, goal of research, establish
of research, how to write and read an academic paper,
presentation method, culture and science, science and
technological ethics, research collaborations.

Prof. Haruki Ueno

Intellectual property rights 1

This course provides a basic grounding in intellectual
property rights generated during the course of research.
Students will consider intellectual property rights and the
utilization thereof at all stages from the commencement of
research through to product development, and gain an
understanding of legislative and administrative frameworks
associated with intellectual property rights. Students will
acquire the ability to address typical intellectual property
issues encountered during the research and development
process, particularly in relation to patents and copyright.

Research, Development and
International collaboration in a
changing world

1

- Introduction to main Science and Technology  indicators,
to survey on R&D  and Frascati manual.
- Comparison of main Science and Engineering education
systems.
- Comparison of R&D policy in some OECD countries
- University-Industry relations and technology transfer
from Public Institutions
- Recent development  of Innovation Policy in USA, Europe
and Japan
- New issues in internationalization of basic and applied
research

V. Prof. Angelino Henri

All professors in Information
Infrastructure Science
All professors in Information
Infrastructure Science

All professors in Foundations of
Informatics
All professors in Foundations of
Informatics

All professors in Software
Science
All professors in Software
Science
All professors in Multimedia
Information Science
All professors in Multimedia
Information Science
All professors in Intelligent
Systems Science
All professors in Intelligent
Systems Science
All professors in Information
Environment Science
All professors in Information
Environment Science



遺伝学専攻授業科目概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

教　授 西川　　 建

教　授 嶋本　伸雄

教　授 荒木　弘之

教　授 山尾　文明

教　授 仁木　宏典

助教授 白木原康雄

助教授 深川　竜郎

助教授 川上　浩一

助教授 鈴木　えみ子

教　授 広海　　 健

教　授 広瀬　　 進

教　授 上田　　 龍

教　授 桂　　　　勲

教　授 相賀裕美子

教　授 佐々木裕之

教　授 城石　俊彦

助教授 藤澤　敏孝

助教授 平田たつみ

助教授 小出　　 剛

助教授 酒井　則良
新分野を開拓する基盤を与えるため、生物学の融合領域で
の基礎的概念を系統的に講述、演習する。以下の研究課
題の短講義、短演習から構成され、学生の志向に合わせて
選択することができ、重複しない２研究課題を履修するごと
に１単位を与える。

研究課題：染色体動態機構論 教　授 荒木　弘之

教　授 山尾　文明

教　授 仁木　宏典

助教授 深川　竜郎

研究課題：エピジェネティクス論 教　授 佐々木裕之

教　授 角谷　徹仁

助教授 柴原　慶一

研究課題：タンパク質構造ゲノミックス 教　授 西川　　 建

タンパク質を中心にして、構造と機能の関係、フォールディ
ング機構、立体構造予測、X線結晶解析による構造決定な
どの課題について、実験と理論の両面から概説する。 助教授 白木原康雄

分
子
・
細
胞
遺
伝
学
、
発
生
遺
伝
学
、
進
化
情
報
遺
伝
学
、
ゲ
ノ
ム
遺
伝
学

次世代志向境界領域Ⅰ～Ⅴ 1

担　当　教　員

発生生物学Ⅱ～Ⅳ

細胞運命決定、細胞分化、形態形成や個体の行動制御等
の個体発生の様々な現象を、遺伝子発現調節、細胞間相
互作用、細胞内情報伝達等の分子機構や進化の視点から
議論し、論文講読とディスカッションを通した演習を行う。

1

1

分子細胞生物学Ⅱ～Ⅳ

遺伝子発現調節、タンパク質合成と分解、タンパク質の構
造と機能、染色体構造・動態、細胞周期、オルガネラ論、メ
ンブラントラフィック等の分子細胞生物学の基本的な諸問題
について概説するとともに、論文講読とディスカッションを通
した演習を行う。

真核生物のゲノム機能を調節するDNA・クロマチンの修飾
と構造変換などのエピジェネティックな機構を概説し、生命
現象における役割を論ずる。

染色体の動態を、複製・高次構造形成・分配・転移・組換え
による再編成について、原核・真核細胞を対比させながら
最新の知見を交えて概説する。



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

研究課題：ナノバイオロジー

ナノバイオロジーとは、生命現象の機構を分子の動きと形
の変化として分析する科学のことである。時間軸上の解析
にかかわる基礎的な物理と化学の解説を行う。解説には、
１分子操作・解析法、及びナノテクノロジーとの密接な関連
もふくまれる。履修のした内容の理解の程度は、演習により
確認する。
１．学問的な特色と主要な概念、
２．基盤となる技術、
３．ナノテクノロジーとの関連　の項目についての理解によ
り、単位を認定する。
この講義は次の章から構成される。
第１章　ナノバイオロジーとナノテクノロジー：歴史と概念
第２章　ナノバイオマシンと通常の人工マシンとの差異
第３章　ナノバイオの実験技術
第４章　時間軸上の解析技術
第５章　ナノ構造体とナノバイオマシン
（注意）この講義の教材は、WebLSから供給される。WebLS
の該当するバージョンにアクセスできるように、受講前の指
示に従って登録等をすましておくこと。

研究課題：分子機能イメージング論

光学顕微鏡の基礎の要点から始め、生体分子やその機能
の可視化について、解説と演習を行う。GFP・蛍光エネル
ギー移動・１分子イメージングなどのトピックスも紹介する。

研究課題：ゲノム生物学（微生物・植物） 教　授 倉田　のり

ゲノムという単位で生物の機能や遺伝学的特性を見るため
のアプローチを、植物、微生物の世界における現象の捉え
方や解析の方法を中心に概説する。 教　授 菅原　秀明

研究課題：ゲノム生物学（動物）
教　授 城石　俊彦

教　授 上田　　 龍

教　授 斎藤　成也

研究課題：遺伝子発現ゲノム論 教　授 大久保公策

遺伝子発現のゲノムワイドな解析の実際と、それを通して
見えてくる生命原理を、様々な形質、生理、病態および進化
的側面から捉えて論じる。

助教授 池尾　一穂

研究課題：集団遺伝学特論 教　授 斎藤　成也

理論と実験の両面から生物集団内の遺伝的多様性の保
持機構や進化について解説と演習を行う。統計解析、
確率論の基礎、分子集団・進化学の方法論や多型マー
カーを利用した疾患感受性遺伝子の探索法などを紹介
する。

助教授 高野　敏行

研究課題：システム生物学特論
教　授 小原　雄治

ゲノム、トランスクリプトーム、プロテオーム等の網羅的方法
を通して、細胞の生理や発生・分化などの生命現象の成り
立ち、調節ネットワーク、生物の多様性を論じ、ゲノム解析
のためのデータベース構築の原理も概説する。

教　授 舘野　義男

研究課題：進化遺伝学特論
教　授 五條堀　孝

塩基配列やタンパク質配列などの遺伝情報に基づく分子進
化学の基礎と考え方を習得し、分子進化系統樹の構築や
情報抽出の方法論などを議論する。 助教授 池尾　一穂

教　授

教　授

動物のゲノム構造の特色と、ゲノムから見た動物の形質や
行動の遺伝学について、昆虫、ほ乳類の世界を中心に概
説する。

嶋本　伸雄

徳永万喜洋



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

遺伝学英語口頭表現演習Ⅰ～Ⅴ 2

レベル別少人数クラス編成で英語会話の実践的指導をおこ
ない、研究者として必要な英語による発表・討論能力を育
成する。

助教授 平田たつみ

教　授 広海　　健

教　授 舘野　義男

助教授 川上　浩一

遺伝学英語筆記表現演習Ⅰ～Ⅲ

英作文、英文法、英語論文読解、科学英語論文作成等、英
語筆記表現の手法を学ぶ。1



Field Subject Unit Content of subject

Prof. Ken Nishikawa

Prof.
Nobuo
Shimamoto

Prof. Hiroyuki Araki

Prof. Fumiaki Yamao

Prof. Hironori Niki

A.Prof.
Yasuo
Shirakihara

A.Prof.
Tatsuo
Fukagawa

A.Prof. Koichi Kawakami

A.Prof. Emiko Suzuki

Prof. Yasushi Hiromi

Prof. Susumu Hirose

Prof. Ryu Ueda

Prof. Isao Katsura

Prof. Yumiko Saga

Prof. Hiroyuki Sasaki

Prof.
Toshihiko
Siroishi

A.Prof.
Toshitaka
Fujisawa

A.Prof. Tatsumi Hirata

A.Prof. Tsuyoshi Koide

A.Prof. Noriyoshi Sakai
This course consists of short lecture series (projects)
each of which providing fundamental principles at the
boudary of biology with another field. It is designed to
provide basis for students to explore the frontiers of new
fields. Credits will be given when students complete two of
the following lecture series.

・Chromosome Dynamics Prof. Hiroyuki Araki

Prof. Fumiaki Yamao

Prof. Hironori Niki

A.Prof.
Tatsuo
Fukagawa

・Epigenetics Prof. Hiroyuki Sasaki

Prof. Tetsuji Kadotani

A.Prof.
Keiichi
Shibahara

・Structural Genomics of Proteins Prof. Ken Nishikawa

Recent developments of experimentally determined and
classified structures of proteins are surveyed, and topics
on structure-based, genome-wide protein informatic
analyses are introduced.

A.Prof.
Yasuo
Shirakihara

Basic features of molecular and cellular biology will be
outlined and discussed.  These include regulation of gene
expression, protein synthesis and protein degradation,
protein structure and function, chromosome structure and
dynamics, cell cycle regulation, organelle structure and
dynamics, and membrane traffic.  Articles related to these
subjects will be read and discussed.

Various developmental events, such as cell fate
determination, cell differentiation, morphogenesis and
animal behavior will be analyzed in light of gene expression,
cell-cell interaction, intracellular signaling and evolution.
Classes will be run by critical reading of the primary
literature and discussion.

Department of Genetics

Molecular and Cellular BiologyⅡ～
Ⅳ

1

Developmental BiologyⅡ～Ⅳ 1

1Perspective of Frontiers Ⅰ～Ⅴ

Recent advances concerning chromosome dynamics in
both procaryotic and eucaryotic cells, which includes
chromosome replication, chromosome segregation,
DNA/RNA transposition and genome rearrangement by
DNA recombination, are lectured.

Epigenetic modifications of DNA, histones, and chromatin
influence the function and the integrity of the genome in
Eukaryote. Mechanisms and physiological implications of
the epigenetic modifications will be discussed in the
lectures.



Field Subject Unit Content of subject

・Nanobiology

Nanobiology is  the science in which the mechanisms of
biological phenomena are analyzed as movements or
changes in shapes of relevant molecules.  I will explain Its
foundations on physics and chemistry, which involve
single-molecule manipulations/analyses.   The
understanding of an attendant is confirmed by several
practices on 1. Its characteristics and its major concepts,
2. its basic technologies, and 3. its relationship to
nanotechnology.
This course is composed of the following chapters.
Chapter 1 Nanobiology and nanotechnology: their histories
and concepts
Chapter 2 Nano-biomachines and their differences from
artificial machines
Chapter 3 Experimental techniques in nanobiology
Chapter 4 Techniques along time axis
Chapter 5 Nano-structures and nano-mechanics
（Notice) The resumes of this course is provided from
WebLS and thus all the attendants should prepare the
necessary registration/ settings according to the indication
provided beforehand.

・Molecular Imaging

Basic microscopy, visualization of biological molecules and
their functions will be outlined and discussed. Topics of
GFP, Fluorescence enrgy transfer, single molecule imaging
will be introduced.

・Genome Biology (Microorganism, Plant) Prof. Nori Kurata

Approaches for revealing biological function and genetic
characteristics of organisms as a whole genome unit will be
lectured in terms of ways of observation and analysis in
the field of plant and microorganism research.

Prof.
Hideaki
Sugawara

・Genome Biology (Animal) Prof.
Toshihiko
Shiroishi

Prof. Ryu Ueda

Prof. Naruya Saito

・Expression Profiles in Genomics Prof. Kosaku Okubo

The process of elucidation of constraints in basic cellular
proceses with genome-wide measurements data will be
discussed.

A.Prof. Kazuho Ikeo

・Population Genetics Prof. Naruya Saito

Theoretical, empirical, and experimental approaches to
study origins and maintenance mechanisms of genetic
diversity and evolution in population genetics. Topics
include probability theory, statistical analyses such as QTL
mapping and linkage disequilibrium mapping.

A.Prof.
Toshiyuki
Takano

・Systems Biology: Towards system-level understanding of
life

Prof. Yuji Kohara

We lecture on the system-level studies of various
biological phenomena including cellular proliferation,
development and differentiation, gene expression network,
evolution and biodiversity through so-called 'omics'
approaches (systematic analyses of genome,
transcriptome, proteome, metabolome, etc.). Our lecture is
extended to the basis of the construction of biological
databases for ‘omics’.

Prof. Yoshio Tateno

・Evolutionary Genetics Prof.
Takashi
Gojyobori

To understand the way of thinking and principles of
molecular evolution by using  DAN or amino acids
sequences, we learn the method to construct molecular
phylogenetic tree and the way to extract evolutionary
process from it.

A.Prof. Kazuho Ikeo

Nobuo
Shimamoto

Prof. Makio Tokunaga

In this class, we study genome structure of animals and
genetics of morphology and behavior of animals.

Prof.



Field Subject Unit Content of subject

Practical Spoken English Ⅰ～Ⅴ 2

An interactive seminar on spoken English instructed by
native English speakers. You will practice verbal
communication in English in a small group of students. The
goal of this course is to develop your skills so that you can
effectively discuss and present scientific matters in
English.

A.Prof. Tatsumi Hirata

Prof. Yasushi Hiromi

Prof. Yoshio Tateno

A.Prof. Koichi Kawakami

Scientific WritingⅠ～Ⅲ 1

This course will explore principles of clear English writing
that will enable you to effectively transmit the information
you wish to provide to your readers.



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

基礎生物学概論 1
基礎生物学専攻による全教員により基礎生物学研究所で
行われている最新の研究成果について概説する。 助教授 小川　和男

生体膜の基本構造と膜透過，膜の形成・分解に関する最新
の研究情報を講述。 教　授 大隅　良典

真核細胞を構成するオルガネラの構造機能及びその動的
変動の分子機構を講述。 教　授 西村　幹夫

有用物質代謝の観点から植物分子細胞生物学の最近の研
究情報を講述。 助教授 林　　　誠

細胞内における生体分子の動的分子機構を細胞骨格と関
連づけて講述。

助教授 小川　和男

助教授 野中　茂紀

DNA再編成と遺伝子発現制御を中心に，ゲノム動態と形質
発現調節の分子機構を講述。

教　授 飯田　　滋

発生工学的手法による動物の形質転換個体の作成、標的
遺伝子の機能解析に関する最新の研究情報を講述。 助教授 笹岡　俊邦

形態形成諸現象のメカニズムについての講述。
助教授 児玉　隆治

初期発生における体軸形成、分化誘導、形態形成運動に
ついて講述。 助教授 木下　典行

教　授 井口　泰泉

助教授 渡邉　　肇

植物の形態形成に影響を与える環境刺激への応答の分子
機構を講述。

助教授 三上　浩司

中枢神経系の発生・分化及び回路形成の分子機構を講
述

教　授 野田　昌晴

大脳皮質領野形成の調節因子及び細胞機能に関する最新
の研究情報を攻究。 教　授 山森　哲雄

中枢神経系の生理機能に関する分子機構を講述。
助教授 渡辺　英治

ゲノム動態、遺伝子進化を講述。
教　授 堀内　　嵩

ゲノムの不安定性と細胞老化、癌化の関係について講述。
助教授 小林　武彦

植物、動物の細胞レベルでの多様性をもたらす分子機構を
講述。

助教授 村田　　隆

形態形成や表現型多様性などの高次生命現象に対して、
数理・情報科学的手法を用いることで得られる理解と成果
を講述。

助教授 望月　敦史

教　授 長濱　嘉孝

助教授 吉国　通庸

各種転写因子の発現と機能と，その結果として誘導される
細胞や組織の分化の過程を講述。 教　授 諸橋憲一郎

性可塑性の基盤を与える生殖細胞・生殖腺形成機構を講
述。 助教授 田中　　実

基礎生物学英語口頭表現演習Ⅰ
～Ⅴ

1
英語で口頭発表する際の基本的な表現法やプレゼンテー
ションの仕方について学ぶ。

基礎生物学英語筆記表現演習Ⅰ
～Ⅴ

1
英語論文を執筆する際の基本的な表現法や論理構成につ
いて学ぶ。

アドバンストコンファレンスＩ～Ｖ 1
基礎生物学研究所で行われる国際会議に参加し最新の研
究成果を学ぶとともに第一線の研究者と議論し研究の方向
性を考究する。

担　当　教　員

1

1

多細胞動物における生殖の分子機構について、特に性決
定、生殖腺の性分化及び配偶子形成の制御機構について
講述。

高次形質発現学

生殖生物学・性差生物学

神経生物学

細胞形質発現学

動物の形態形成，性分化に影響をもたらす環境因子・およ
び物質の分子機構を講述。
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化
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学
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情
報
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理
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学
・
機
能
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ム
学

基礎生物学専攻授業科目概要

1

1

1

進化多様性ゲノム生物学

環境情報制御学

1

全教授・全助教授

全教授・全助教授

全教授・全助教授



Department of Basic Biology

Field Subject Unit Content of subject

Introduction To Basic Biology 1
Introduction of research works in National Institute for
Basic Biology by all professors and associate professors A.Prof Kazuo Ogawa

General introduction of endomembrane system, especially
lysosome/vacuole and molecular mechanism of autophagy Prof. Yoshinori Osumi

Lectures on dynamics of structure and function of plant
organelles Prof. Mikio Nishimura

This lecture describes the recent progress on molecular
cell biology from the viewpoint of biogenesis for useful
metabolites in plant cells

A.Prof Makoto Hayashi

Recent works on biological motors (dynein and kinesin)
associated with microtubules in cells

A.Prof Kazuo Ogawa

A.Prof
Shigenori
Nonaka

Molecular mechanisms of dynamic genomes and their
impact on gene regulations

Prof. Shigeru Iida

The lecture will be focused on a recent advance in
developing genetically modified mice by transgenic and
gene targeted technology and analysis of the gene
function

A.Prof
Toshikuni
Sasaoka

Lectures on the mechanisms of morphogenetic
phenomena

A.Prof Ryuji Kodama

Molecular and cellular biology of axis formation, induction
and morphogenesis in early vertebrate embryos A.Prof

Noriyuki
Kinoshita

Effects of environmental factors and chemicals on animal
morphogenesis and sex determination will be lectured on
the basis of molecular mechanisms

Prof. Taisen Iguchi

Focus in this lecture is to understand the response of
organisms to xenobiotics in molecular level A.Prof

Hajime
Watanabe

Lecture on molecular mechanisms of the stress responses
that affect morphogenesis in plants

A.Prof Koji Mikami

Molecular mechanisms of axon guidance Prof. Masaharu Noda

Studies on genes that are expressed in specific areas of
primate neocortex Prof.

Tetsuo
Yamamori

Physiological roles of the central nervous system are
discussed in this lecture. The major focus is the sensory
system of the higher vertebrates

A.Prof Eiji Watanabe

Genome dynamics and gene evolution
Prof. Takashi Horiuchi

Lecture focucing on the relationship between genome
instability, cellular senescence and tumorgensis A.Prof

Takehiko
Kobayashi

Molecular mechanisms of diversity on structure and
function in eucaryotic cells

A.Prof Takashi Murata

Lecturing mathematical approaches to understand higher-
order phenomena in biology A.Prof

Atsushi
Mochizuki

Prof.
Yoshitaka
Nagahama

A.Prof
Michuyasu
Yoshikuni

Expressions and functions of transcription factors, and
differentiation processes of cells and tissues induced by
the factors will be described

Prof.
Kenichiro
Morohashi

The lecture will be focusing on the cellular interaction
during organogenesis including the process of sex
differentiation

A.Prof Minoru Tanaka

Practical Spoken English Ⅰ～Ⅴ 1
Lectures on English presentation and communication

Scientific WritingⅠ～Ⅲ 1
Lectures on English literacy in science

Advanced ConferenceⅠ～Ⅴ 1
Experience to join intenational scientific meeting and to
discuss with world wide scientists

Molecular mechanisms of reproduction in multicellular
animals, especially regulatory mechanisms of sex
determination/differentiation and gametogenesis

1

Gene expression and regulation 1

Environmental Molecular Biology 1
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Dynamics of structure and
function of membrane and
organelles

1

1Neurobiology

Evolution, diversity and genomic
biology

Reproductive biology・Biology of
sexual dimorphism

1



生理科学専攻授業科目概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

教　授 重本　隆一

助教授 籾山　俊彦

教　授 川口　泰雄

助教授 窪田　芳之

教　授 定藤　規弘

教　授 小松　英彦

助教授 伊藤　　 南

認知と行動の脳科学 1

動物の感覚入力に対する行動反応の形成機構を脳の階層
性・神経伝達の修飾機構との関連で論じる

教　授 伊佐　　 正

教　授 柿木　隆介

助教授 金桶　吉起

教　授 池中　一裕

助教授 小野　勝彦

助教授 等　　 誠司

教　授 岡村　康司

助教授 東島　眞一

細胞の生と死の生理学 1
細胞はいかにしなやかに環境変化に対応し、多種の機能
を果たしながら生き、そして死ぬのかを、分子レベルで解き
明かす。

教　授 岡田　泰伸

行動脳科学 1
皮質運動野と、その活動を支えている大脳基底核と小脳を
中心に、随意運動の脳内メカニズムについて考える。 教　授 南部　　 篤

教　授 永山　國昭

助教授 瀬藤　光利

超細胞機構学 1

分子・細胞レベルの微視的生理機構と超細胞（細胞集団）
レベルの臓器機能を連結、物質輸送とエネルギー供給機
構を講述。 助教授 村上　政隆

教　授 久保　義弘

助教授 立山　充博

教　授 井本　敬二

助教授 宮田麻里子

細胞機能学 1
刺激受容、興奮、シナプス伝達、物質輸送等の生体諸現象
に関連する細胞構造および機能について解説する。 教　授 鍋倉　淳一

神経性代謝調節学 1
生体のエネルギーバランスと代謝の恒常性について脳を
中心とした臓器間相互作用の観点から講述する。 教　授 箕越　靖彦

分子感覚生理学 1

痛み刺激受容，温度受容，機械刺激受容を含めた感覚受
容の分子メカニズムについて解説する。 教　授 富永　真琴

細胞運動の情報伝達機構 1
細胞骨格により制御される細胞運動を主体とした細胞機能
の情報伝達経路について解説する。 助教授 富永　知子

担　当　教　員

脳神経系の細胞構築

脳の構造を神経細胞構築、シナプス結合様式、機能分子
局在を中心に概説し、脳神経機能との関わりを学ぶ。

大脳神経回路論
大脳皮質における神経細胞多様性やシナプス結合特性な
どを紹介し、局所神経回路網のしくみについて考える。

1

1

言語思考システム研究

言語を中心とする人間に特有な高次脳機能の脳内機構を
MRIなどの非侵襲的脳機能計測法を中心に概説する

感覚認知機構論
視覚を中心として感覚、知覚及び認知の脳内メカニズムを
明らかにするための実験的研究について学習する。

1

1

分子神経情報学

神経情報伝達を担うイオンチャネル・受容体等の分子に関
する知見を深めるとともに、実験的手段を習得する。

1

1

神経機能分子学

超分子機構学

細胞質中、形質膜上、細胞膜上の安定または過渡的超分
子構造体（たとえばリボソーム（安定）、転写マシーン（過渡
性）、膜タンパク質複合体（過渡性））の同定、構造解析、機
能解析に関する方法論を講義。

チャネル生物学
イオンチャネルなど神経細胞の機能分子の発現調節機構
について解説する。1

分
子
生
理
学
・
細
胞
生
理
学
・
情
報
生
理
学
・
統
合
生
理
学
・
大
脳
生
理
学
・
発
達
生
理
学

神経内科学入門

神経科学研究には、神経疾患患者の病態生理を知る事は
極めて重要である。初心者にもわかりやすい内容とする。

神経発生と再生戦略

1

神経細胞の機能に重要な役割を果たすイオンチャネル・受
容体等の膜蛋白質の構造と機能について解説する。

神経発生・分化機構の細胞生物学的基礎から最新の知見
まで紹介し、神経変性疾患の再生医療への応用について
考察する。

1

1



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

生理科学研究技術特論 1
所属研究室以外の研究室で、生理科学研究に必要な様々
な方法論と実験技術について、具体例に基づいて解説す
る。

生理科学英語筆記表現演習 1
英語論文を執筆する際の基本的な表現法や論理構成につ
いて学ぶ。

生理科学英語口語表現演習 1
英語で口頭発表する際の基本的な表現法やプレゼンテー
ションの仕方について学ぶ。

生理科学特別講義 1
生理科学分野の最近の進歩や最先端の研究成果につい
て、各専門家が詳細に講述する。

※病態生化学 1
病態の解析、病態の生化学的基礎と薬物治療

※腫瘍学 1
腫瘍の病態と抗腫瘍薬の薬理作用

　　

※内分泌学 1
臨床の領域におけるホルモン剤の取扱い

　　

※消化器病学 1
消化器病の病態と治療

　　

※循環器学 1
循環器病の病態と治療

　　

※腎臓病学 1
腎臓病の病態と治療

※環境医学 1
認知・行動と環境の関連

全 教 授
全助教授

全 教 授

全 教 授

全 教 授

※印は名古屋大学大学院医学研究科との単位互換による。 



Department of Physiological Sciences

Field Subject Unit Content of subject

Prof. Ryuichi Sigemoto

A.Prof.
Toshihiko
Momiyama

Prof. Yasuo Kawaguchi

A.Prof. Yoshiyuki Kubota

Prof. Norihiro Sadato

Prof. Hidehiko Komatsu

A.Prof. Minami Ito

Neural Mechanism of Cognition
and Motor Control

1

In these lectures, I will talk on the neural mechanisms of
motor actions of the animals, especially in relation to their
responses to sensory stimuli and modulation by cognitive
processes.

Prof. Tadashi Isa

Prof. Ryusuke Kakigi

A.Prof. Yoshiki Kaneoke

Prof. Kazuhiro Ikenaka

A.Prof. Katsuhiko Ono

A.Prof. Seiji Hitoshi

Prof. Yasushi Okamura

A.Prof. Shinichi Higasijima

Physiology in Cell Life and Death 1
Molecular investigations on how animal cells live and die in
response to environmental changes. Prof. Yasunobu Okada

Behavioral Neuroscience 1
The mechanism of voluntary movement will be discussed
focusing on the functions of the motor cortex, basal
ganglia and cerebellum.

Prof. Atsushi Nanbu

Prof. Kuniaki Nagayama

A.Prof. Mitsutoshi Setou

Hypercellular Structures and
Functions

1

The lecture will link microscopic functions at cellular and
molecular levels with macroscopic functions at
hypercellular and organ levels; especially from the view of
material transport and energy supply.

A.Prof.
Masataka
Murakami

Prof. Yoshihiro Kubo

A.Prof.
Michihiro
Tateyama

Prof. Keiji Imoto

A.Prof. Mariko Miyata

Cellular Physiology 1
Study for cellular structures and functions related to
receptor, cell excitation, synaptic transmission and
transporters.

Prof. Jyunichi Nabekura

Neuronal Regulation of
Metabolism

1
Studies of hypothalamic and autonomic regulation of whole
body glucose and lipid homeostasis. Prof.

Yasuhiko
Minokoshi

Molecular Sensory Physiology 1

Molecular mechanisms of sensory perception including
nociception, thermosensation and mechanosensation
would be lectured.

Prof. Makoto Tominaga

Signal Transduction System in
Cell Motility

1
Signal transduction pathways of cell movement regulated
by cytoskeleton would be lectured. A.Prof. Tomoko Tominaga

Cytoarchitecture and Synaptic
Organization of the Central
Nervous System

Cerebral Circuitry

Molecular Basis of Neural
Signaling

Supramolecular Mechanics

Development and Regeneration of
the Nervous System

Ion Channel Biology

Introduction of Clinical Neurology

Language and Cognition: System
Level Investigation

Neural Mechanisms of Perception
and Cognition

Lectures will be focused on the neural substrates of the
higher brain function including language revealed by
noninvasive neuroimaging techniques such as functional
MRI.
Learning experimental studies on the neural mechanisms
of perception and cognition.  Particular emphasis is on
vision.

Studying clinical Neurology, that is, understanding
pathophysiology of various neurological diseases is very
important for researchers in the field of Neuroscience.  We
will have simple lectures which are easy to understand
even for the beginners.
We will introduce you the latest information on the
molecular mechanisms governing the development of the
nervous system, and discuss how these data can be
utilized in the treatment of neurodegenerative diseases
mainly through regeneration.

1

1

1

1

1

Various neuronal and glial cell types in the brain, synaptic
organization, distribution of functional molecules, and their
implications for the CNS function will be discussed.

1
This course reviews current knowledge about cell types
and synaptic connections in the cerebral circuitry.

This course will cover the molecular aspects of neural
signaling. Recent advances in the understanding of
functional molecules, such as ion channels and
neurotransmitter receptors, as well as in experimental
methods will be discussed.
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1

Biophysical and Molecular Bases
of Membrane Excitability

1

We introduce the bases of membrane excitability, from
classic biophysical background to recent achievements of
structure-function study of ion channels.

Lectures on biological role and phylogenetical diversities
of ion channel molecules will be given.

1

General lecture on structural identification, structural
determination, functional analysis of stable or transient
supramolecules such as ribosomes, transcription
machines, membrane proteins and their hybrids.



Field Subject Unit Content of subject

Methodology in Physiological
Sciences

1
Various technology and methodology in physiological
sciences will be introduced in laboratories which you do
not belong to.

Scientific WritingⅠ～Ⅲ 1
Basic expression and logical writing for scientific
publication in English will be introduced.

Practical Spoken English Ⅰ～Ⅴ 1
Basic expression and preparation for oral presentation in
English will be introduced.

Special Lectures in Physiological
Sciences

1
Recent progress and results at the cutting edge will be
introduced by experts in the physiological sciences.

Pathological biochemistry 1
Analysis of pathological condition, its biochemical
background, and medication.

Oncology 1
Pathology of tumors and pharmacology of anti-tumor
drugs.

　

Endocrinology 1
Usage of hormons in clinical fields.

　

Gastroenterology 1
Pathology and treatment of gastrointestinal diseases.

　

Cardiology 1
Pathology and treatment of cardiovascular diseases.

　

Nephrology 1
Pathology and treatment of kidney diseases.

Environmental Medicine 1
Relationship between recognition, behavior, and
environment

※印は名古屋大学大学院医学研究科との単位互換による。 



授業科目 単位 授業科目の内容

分子細胞生物学Ⅰ 2

分子生物学、細胞生物学及びその融合分野である分子細
胞生物学の基礎を概説する。具体的には、細胞内のオルガ
ネラ等の基本的構造とその機能について紹介するととも
に、 染色体上の遺伝情報の保持（複製・組換え・修復）とそ
の情報が発現されて行く分子機構（転写・翻訳）の概略を説
明する。

教　 授
大隅良典ほか（基
礎生物学で担当）

教　 授 桂　　　　勲

教　 授 池中　一裕

教　 授 上野　直人

教　 授 小林　　 悟

教　 授 高田　慎治

教　 授 長谷部光泰

神経科学 2

分子、細胞、回路、個体の各階層において、神経系を構成
する要素の構造と機能について概説し、生体の内部環境お
よび外部環境の情報がどのように神経系において処理さ
れ、記憶として保存され、適応的な行動が発現するかにつ
いて理解する。

教　 授
重本隆一ほか（生
理科学で担当）

教　 授 齊藤　成也

教　 授 五條堀　孝

教　 授 小原　雄治

教　 授 菅原　秀明

教　 授 舘野　義男

助教授 山崎由紀子

生命科学プログレスⅠ～Ⅴ 4

指導教員および指導教員以外の教員が研究と研究発表に
対する助言を行う。

生命科学実験演習Ⅰ～Ⅴ 4
指導教員が研究と学位論文作成の指導を行う。

生命科学論文演習Ⅰ～Ⅴ 4

最新の生命科学論文の紹介、解説、議論を行う。

生命科学セミナーⅠ～Ⅴ 1

生命科学の最先端研究を直接、当該研究者から学ぶ。
Biological Symposiumと遺伝学研究集会は不定期的に、内
部交流セミナーは金曜日の15:30～16:30に開催される。こ
れらは、遺伝研のセミナー情報のWebサイトおよび各研究
室に配付するプリントとして予告される。
Biological Symposium、遺伝学研究集会、内部交流セミナー
から合計８つ以上を選択して受講し、レポートを提出する。
出席とレポートで評価する。

各専攻担当教員
(遺伝：齋藤成也教授)

各専攻担当教員
(遺伝：齋藤成也教授)

各専攻担当教員
(遺伝：齋藤成也教授)

各専攻担当教員
(遺伝：齋藤成也教授)

2

担当教員

生命科学研究科共通専門科目授業概要

バイオインフォーマティクス概論

ゲノムの塩基配列やタンパク質のアミノ酸配列の相同性・モ
チーフ検索、データベースの構築、遺伝子ネットワークやタ
ンパク質相互作用などの大量解析の原理と応用を解説し、
データ解析の演習を行う。1

発生生物学Ⅰ

発生生物学の方法・基礎知識・概念について説明する。実
験発生学や発生遺伝学の方法と論理、動植物の発生のさ
まざまな基礎過程と基礎用語、発生と進化やゲノムとの関
連を解説し、発生生物学の原論文を理解するための基礎を
作る。



Subject Unit Content of subject

Molecular and Cellular BiologyⅠ 2

Eight basic lectures on the molecular cell biology are
presented.  Main subjects are, chromatin structure, DNA
replication, recombination and repair, cell cycle control,
gene expression, transcription, translation, protein-folding,
sorting and degradation, supra-molecular structure,
dynamics of organelles.

Prof. Yoshinori Osumi

Prof. Isao Katsura

Prof. Kazuhiro Ikenaka

Prof. Naoto Ueno

Prof. Satoru Kobayashi

Prof. Shinji Takada

Prof. Mitsuyasu Hasebe

Neuroscience I 2

We will introduce structure and function of neuronal
elements in molecular, cellular, and systemic levels, and
discuss how intrinsic and extrinsic information is
processed, stored, and used in the nervous system to
express adaptive behaviors.

Prof. Ryuichi Sigemoto

Prof. Naruya Saito

Prof. Takashi Gojyobori

Prof. Yuji Kohara

Prof. Hideaki Sugawara

Prof. Yoshio Tateno

A.Prof. Yukiko Yamazaki

Life Science Progress ReportⅠ～
Ⅴ

4

Advice on research and presentation will be given by the
Progress Report Committee, which is organized for each
student. The Committee consists of one (for I and III) or
four (for II, IV and V) faculty members of the Department of
Genetics and should not include the student's supervisor.

Life Science ExperimentsI～V 4
The supervisor of each student will teach research and
thesis writing with the help of teaching staffs in the
laboratory.

Life Science Reading SeminarI～V
4

Recent papers in genetics will be introduced, explained, and
discussed by the members of the Journal Clubs/Textbook
Reading Clubs, including the students who participate in
them. See the List. Ask the organizer of each Journal
Club/Textbook Reading Club for details.

Life Science Seminar I～V
1

Active scientists will give seminars on their own research
in life science.
Biological Symposia and NIG Workshops are held irregularly,
and NIG Colloquia at 15:30-16:30 on Friday. The schedule
will be announced at the Web site of NIG and distributed to
each laboratory in printed papers.
Those who wish to obtain the credit should attend at least
8 seminars in total out of Biological Symposia, NIG
Workshops, and NIG Colloquia, and submit reports on the
seminars. Grade will be determined on the basis of the
attendance and reports.

This lecuture is based on e-learning web system. Lectures
include homology and motif search of genomic nucleotide
sequences and protein amino acid sequences, construction
of databases, large-scale analysis of gene networks and
protein-protein interactions.  Principles and application oof
these analyses will be given, and students are requested to
practive data analyses.

Developmental BiologyⅠ

Methods, basic knowledge, and concepts in developmental
biology are explained. Methods and logic of experimental
embryology and developmental genetics, basic processes
and technical terms of animal and plant development,
relation between development, evolution and genome, etc.
are illustrated to form the basis for understanding original
papers in developmental biology.

School of Life Science

2

Introduction to Bioinformatics 1



分野 授業科目 単位 授業科目の内容

（池村）生命活動に必須な核酸やタンパク質の機能を、構
造とそれら分子間の相互作用という観点から捉え、これに
進化的視点をも加味して講述・実習する。

講　師 池村　淑道

（深川）生物の生命維持に必須な設計図が、いかにして正
確に次世代細胞へ継承されるのかという問題について，分
子メカニズムを中心に講述を行う。

助教授 深川　竜郎

（田辺）生命体を構成する核酸・タンパク質などの基本的な
分子からクロマチン・染色体に至る超分子について、核高
次構造や核内配置との関連から講述し、染色体レベルで
のゲノム進化についても考察する。

助教授 田辺　秀之

（深川）生体内に存在する超高分子構造体の代表である染
色体の機能，構造，進化について講述する。特に染色体上
に存在する特殊な機能ドメインの生物学的意義について
述べる。

助教授 深川　竜郎

（堀内）大腸菌の解析をもとにDNAの複製と遺伝子発現の
調節に関する分子機構を講述する。とくに相同染色体間の
遺伝的組換えの生物学的意義と将来的課題を述べる。

教　授 堀内　　 嵩

（田辺）哺乳類細胞における遺伝子発現の調整機構につ
いて、染色体高次構造・核内配置・核高次構造との関わり
あいという視点から講述し、ゲノムの機能発現について考
察する。

助教授 田辺　秀之

（塚谷）主に植物形態の三次元構築と，その制御を司る遺
伝子情報とのつながりを中心に取り上げ，遺伝子の情報
発現を講述する。特に葉形態に注目し，その形態形成制
御の進化という側面についても論考する。

講　師 塚谷　裕一

分子発生学 ２
植物の発生過程の根幹となる器官形成とくに葉の形態形
成を，遺伝子・タンパク質レベルの理解を中心に整理し，講
述する。

講　師 塚谷　裕一

形態形成学 ２
細胞の挙動及び相互作用という観点で分析した形態形成
現象を，その遺伝的背景とともに講述する。 助教授 田辺　秀之

細胞間コミュニケーション論 ２
免疫系を例にとり，細胞間に見られる各種のコミュニケー
ションの機構を論考し，多細胞体制全体の構築・維持に関
する意義を考察する。

講　師 笠原　正典

個体統御システム論 ２

多細胞生物に特有な血液循環系，内分泌系，免疫系，神
経系からなる４つの高次統御システムのなかで、免疫系，
神経系を相互に関連づけて講義する。また、複雑な生命現
象の背後にある共通原理を解き明かす方法についても論
説する｡

講　師 笠原　正典

免疫生物学 ２
脊椎動物免疫系を構成する分子の起源と進化，及び免疫
系がもたらした生物学的意義について論講する。 教　授 颯田　葉子

共生生物学 ２
ミトコンドリアなどにみられる細胞内共生系の起原について
論講する。

教　授 長谷川政美

分子人類史学 ２

遺伝子レベルから見た霊長類の進化及び現生人類の起源
を含むヒトの歴史に関する最近の研究について講述する。
また，ヒトの形態的・生理的特徴を霊長類との比較に基づ
き考察する。

教　授 颯田　葉子

進化集団遺伝学 ２
遺伝子の集団内動態の基礎理論と表現型レベルの多様
性の遺伝学的解析法について講述する。また、遺伝子の
進化についてゲノム情報をもとに考察する。

助教授 高野　敏行

分子博物学 ２
生物進化の歴史をDNAの情報から明らかにするための原
理と方法を哺乳類を例にとって講述し，従来の博物学との
融合を計る。

教　授 長谷川政美

人類環境学 ２

人間は環境の主体であると同時に自然環境を構成する生
物の一点である。この主体と客体の間にはシステムが存
在し，これを広義には環境と呼ぶことが出来る。この意味
での環境を人類史的な視点を中心にして研究し，新たな人
類文明のパラダイム提案を試みる。

助教授 池谷　和信

生物多様性論 ２
生物多様性を生み出してきた生命史を進化学の視点から
とらえる。また、生物多様性と人間との関わりについても考
える。

教　授 長谷川政美

生
命
分
子
科
学

細
胞
多
様
化

個
体
統
御
応
答

分
子
人
類
史

担当教員

生命体科学専攻授業科目概要

遺伝情報発現論

生命分子科学

分子・超分子構造学

２

２

２



分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

（野木）地球上に生命体が出現して以来35億年間，生物の
変化とともに自然も変化するという複雑な関係に留意して
地球環境の歴史を研究する。また，人間活動と地球環境
の変化についての具体例（地球温暖化など）を取り上げ，
この問題に内在する有限性，不確実性，不可逆性，緊急
性などを指摘する。

助教授 野木　義史

（阿部）環境問題を，思想史・地域生態史を援用しつつ，歴
史的に分析する。グローバルな課題とされる環境問題を，
まず地域に還元するところからはじめる。地域の環境，人
と自然の関係が危うくなりつつあるのが今日の現状である
という認識に立ち，単に環境の歴史的回顧でなく，将来を
どうするのかという鮮明な問題意識をもちつつ，環境史を
論じたい。環境・自然観の歴史的変遷と地域差，ローカル
な状況と普遍論理の対立と共存の様態などを具体的に示
しながら，生物多様性条約・世界遺産などのポリティカル・
エコロジー，戦争と環境の問題，遺伝子組み替え食品をめ
ぐる問題など，まさに今日的課題にも言及したい。

講　師 阿部　健一

（渡邉）地球誕生後海洋が形成され，その中で誕生した生
命は地球の環境を変えながら進化を続け，多種多様な生
物を地球にもたらした。地球規模環境変動による危機が叫
ばれ現在，これまで地球がたどった環境史を振り返り，そ
の中で将来の人類の目指す方向を考察できるようなトピッ
クスを挙げつつ講述する。

助教授 渡邉研太郎

（概要）人類は地球上に存在する動植物を資源として利用
してきた。その関係性の歴史を地球環境の変化や生物種
の特性に注目して論じる。
（秋道）上記概要のうち，人類は地球上に存在する動植物
を資源として利用してきたことについて，その関係性の歴
史を論じる。

教　 授 秋道　智彌

（野木）上記概要のうち，人類の歴史と地球環境の変化の
関係性に注目して論じる。

助教授 野木　義史

科学技術原論 ２
有史以来の人類諸集団が生み出してきた科学技術を，そ
の環境，文化，思想などの背景に注目して歴史的に考察
し，将来のあり方を方策する。

助教授 池谷　和信

比較文明学 ２

世界の諸文明を取り上げ，文明自体を巨大な装置・情報シ
ステム系とみなし，生命観を軸として有機体や生命体との
類縁性・独自性を探る。また，これを主として社会調査デー
タの統計科学的解析により探る。

教　授 吉野　諒三

生命分子科学演習 ４
細胞増殖に必須な核酸やタンパク質の機能の動的な相互
作用のあり方に注目し，その歴史的変遷に関する考察を
する。

教　 授 堀内　　嵩

（概要）神経細胞の分化とそのネットワーク形成のメカニズ
ム及びその基礎となる遺伝情報の歴史的変遷に関する最
新の研究情報から，発生現象全体の理解にとって重要な
ものを取り上げ，攻究する。
（笠原）上記概要のうち，神経細胞分化の基礎となる遺伝
情報に関する重要な文献を取り上げ攻究する。

講　師 笠原　正典

（深川）上記概要のうち，神経細胞で起こる細胞の非対称
分裂に関する重要な文献を取り上げ攻究する。

助教授 深川　竜郎

個体統御応答演習 ４
脊椎動物免疫系，及び視覚と嗅覚，受容体などの刺激応
答に関与する遺伝子群の同定及びそのDNAデータ解析に
関する演習を行う。

教　授 颯田　葉子

分子人類史演習 ４
人類進化の問題に関して，分子系統学的方法・比較生物
学的方法について演習及び文献購読を行う。

教　授 颯田　葉子

教　授 篠原　徹

教　授 吉野　諒三

教　授 秋道　智彌

教　授 篠原　　徹

先導科学原論 １

科学は今，巨大な転回の時代を迎えつつあるが，その方
向を見定め，科学のあるべき姿を探る。また、基礎的科学
と戦略的研究を21世紀に挑戦されるべきサイエンスとして
具体例をあげ，科学者として望ましい資質とは何かを論じ
る。特に生命・環境・情報の三分野に着目し、応用倫理学
的観点から各問題領域における研究者のあるべき姿につ
いて考究する。

講　師 柴崎　文一

人
類
環
境

共
通

総
合
人
類

人類環境学における具体的テーマ，例えば「人類史と気候
変化」，「環境変化と生物の恒常性・柔軟性・安定性」，「森
と人類文明」，「地球環境と農業」，「人類の起源と移動」な
どを取り上げ，関連する文献の購読・紹介と討論をゼミ形
式で行う。

人類環境演習 ４

人類学の諸理論のうち，人類進化と身体的（形態的）・文
化的な適応に関する重要な文献の輪読と野外調査法につ
いての実地演習を行う。

２

２

細胞多様化演習

総合人類演習

４

４

地球人類共生論

地球環境史



分野 授業科目 単位 授業科目の内容 担当教員

生命観比較文化学特講 １
（概要）世界の諸民族に見られる生命観についての事例を
相互に比較検討し，個別性・普遍性を民族的観点及び文
学的観点から考察する｡

講　師 阿部　健一

教　授 秋道　智彌

教　授 篠原　　徹

分子古人類学特講 １

現生人類の起源・拡散・多様性を理解する目的で現代人
及び古代人のDNAに関する最近の分子古人類学的研究
について講述する。また，DNAレベルの“ヒト”の特性を他
の生物（霊長類）との比較から明らかにする課題について
述べる。

教　授 颯田　葉子

分子生体防御特講 １

（概要）自己を守る仕組みには，様々な分子機構が関与し
ている。細菌から高等動物に至る各種の生物における生
体防御の分子機構のうち，哺乳類を除いた各種生物につ
いて比較概説する。

講　師 笠原　正典

分子発生学特講 １

中枢神経系の形成過程を理解するため，素過程に関与す
る遺伝子群の相互作用やタンパク質レベルの相互作用に
ついて最新の研究結果を概説し，関連文献の購読をセミ
ナー形式で行う。

講　師 柳川　右千夫

分子博物学特講 １
分子博物学的方法の具体的応用例として，哺乳類や類人
猿の進化を分子系統学及び従来の系統分類学の両面か
ら講述する。

教　授 長谷川政美

数理生命体科学特講 １
ゲノムの塩基配列やタンパク質のアミノ酸配列を主対象と
し、数理という視点から、生命体の構造と機能を理解しよう
とする試みを講述・実習する。

講　師 池村　淑道

教　授 長谷川政美

助教授 足立　　淳

生命体科学特別講義 ２

生命体（分子，細胞，個体あるいは個体集団）のシステム
を支えるものは，それぞれのレベルに特有な要素間の複
雑な関係である。それらを理解するために生命体の機能，
構造及び歴史性に関して，多くの視点からの課題の総合
的な講述を行う。

１

２

近年の生物学におけるDNAや画像に関する情報には目覚
ましいものがあるが，情報量の大きさもさることながら，有
効な情報とは何かといった基本的な問題が浮かびあがっ
ている。本講義ではDNAの塩基配列情報を例にとり，その
機能解析や変化の機構に関する情報処理の現状と課題に
ついて述べる。

文明と環境史特講
世界の諸文明の生成と消滅あるいは変容に果たした環境
の役割を特に唯物史観，生態史観に触れながら考察す
る。

計算機生物学

生命体科学全教員



光科学専攻授業概要

分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容

基礎量子力学 2

量子続計に基づき，物質中の電子，および，巨視的多電子
集団の挙動について講述し，その理論的概念と，理論的
記述方法を理解せしむる。具体的には，基底状態の性質
と，相転移等による変化，また，種々の励起状態の発生と
伝播と緩和等を講述する。更には，光とこれらの種々の励
起状態との相互作用を理解せしむる。

教　授 安藤　正海

光発生機構論 2

シンクロトロン放射の種々の発生原理と放射の偏光性およ
び可干渉性等について講述する。さらに，多電子系におけ
る放射光発生の原理，高輝度放射光およびコヒーレント放
射光の生成について講述する。

助教授 山本　　樹

レーザー科学 2

近年の，個体レーザー技術の進歩は，従来不可能と思わ
れていた様な高度に制御されたレーザー光を創り出すこと
を可能とし，レーザー科学の新展開の原動力となってい
る。本講義では，レーザーの基本原理から最近の個体レー
ザーまでを広く概観し，新レーザーによるフェムト秒領域の
超短パルス発生，テラワットやペタワット領域の大出力化，
エックス線から遠赤外領域に至る波長域の拡大などの最
近の話題や，その“新しいレーザー光”の様々な応用につ
いてもふれる予定である。

教　授 猿倉　信彦

レーザー工学 2
レーザー工学の応用を基礎から幅広く解説する。

教　授 猿倉　信彦

分光基礎論 2

X線領域における光のもつ1次，2次コヒーレンス度の測定
法の講述とコヒーレンス度を高める方法の講述を行なう。
コヒーレンス度の測定と高める方法においてはシリコンを
はじめとする完全結晶を利用する必要がある。これらの結
晶を用いた各種Ⅹ線光学系の設計をする。

教　授 安藤　正海

非線形レーザー分光学 2

非線形レーザー分光学は，強いコヒーレント光と物質の非
線形相互作用に基礎をおく。講義は「光＋2準位系」の復
習から出発し，いくつかの典型的な実験と理論を概観して
科学・技術への具体的応用も紹介する。

振動分光学 2
分子の構造と機能との関係を振動分光学の手法を用いて
調べる際の原理と方法の特色を講義する。生体分子に重
点をおく。

教　授 北川　禎三

プラズマ光応答 2

プラズマはX線からマイクロ波にわたる発光媒体としてその
中に多彩な原子過程を含む。ここでは，プラズマ中での光
の発生・吸収に関する素過程としての放射再結合電子衝
突励起等を述べると共に，プラズマに特徴的な多体問題と
しての光とプラズマの相互作用について述べる。

助教授 佐藤　國憲

光生物過程 2

光が生物に及ぼす作用（エネルギー，信号損傷，光回復
等）と，その基盤となる素過程（光受容分子による光子吸
収，光エネルギー・光信号の分子内・分子間リレー，信号
伝達等）の多様性と原理的共通性とを追求する研究の方
法論と現状を，具体例を挙げつつ解説する。

教　授 渡辺　正勝

光・エネルギー変換論 2

光合成系に代表されるような光エネルギーが分子・分子集
合体によって化学エネルギーに変換されるプロセスは極め
て重要な研究課題であり，過去，極めて数多くの研究がな
されてきた。本講義では光励起された分子・分子集合体の
光化学反応論，光反応動力学を解説するとともに，最新の
幾つかの重要な研究例を紹介する。

助教授 佃　　達哉

光反応論 2

気相中の孤立分子から表面・界面やクラスターなど多岐に
わたる系について，これらと光との相互作用に注目し光誘
起過程を概観し，物質の反応性とその電子状態との間の
密接な関係について議論する。

教　授 松本　吉泰

表面量子過程 2

固体表面の重要な機能の一つとしてエネルギーや物質の
変換がある。これらは，表面と相互作用する電子・光，原
子・分子の動的挙動と深く結び付いている。これらについて
最近の話題を紹介しながら基本的概念を学ぶ。

教　授 松本　吉泰

光・量子ビーム相互作用論 2

光子とプラズマも含めた電子ビームとの相互作用について
ビーム物理学の側面から基礎的物理を述べ，その応用と
してレーザープラズマ加速，レーザー放射光，レーザー
ビーム冷却，光子・光子コライダーなどの最先端技術を解
説する。

助教授 中島　一久

担　当　教　員

光
物
質
変
換
科
学

光
量
子
科
学

光
物
質
応
答
科
学



分野 授　業　科　目 単位 授　業　科　目　の　内　容 担　当　教　員

情報創出理論 2

データのうちにひそむ情報を抽出する方法について考察す
るが，単に受身の情報処理ではない，科学の最前線で要
求される積極的な仮説の投入による情報の創出を論ずる
データを取得するための観測の最適化も視野に入れる。

教　授 石黒真木夫

情報通信理論 2

統計的手法から導出されたShannonの情報通信理論を学
び，これより情報源符号化，通信路符号化，変復調など，
通信過程のモデル化に基づいた通信方式とその実現法を
議論する。送受信における雑音，干渉のモデルも考察し，
新しい通信方式の創出を検討する。

助教授 瀧澤　由美

光量子科学演習Ⅰ 4

Ｘ線領域の1次，2次コヒーレンス度の測定，コヒーレンス度
を高める方法は完全結晶を用いたⅩ線光学系によって行
なうのでそれぞれの目的にあわせたⅩ線光学系の設計と
製作，評価等を行なう。あわせてこれらの基礎としての完
全結晶の評価も行なう。

教　授 安藤　正海

光量子科学演習Ⅱ 4
コヒーレント放射光の生成とその可干渉性について，実験
的手法を通してその原理と応用について系統的に理解す
る

助教授 山本　　 樹

光量子科学演習Ⅲ 4
フェムト秒領域の超短パルス発生，紫外，遠赤外領域を中
心としたコヒーレントなレーザー光発生，および，その応用
について実習する。

教　授 猿倉　信彦

光物質応答科学演習Ⅰ 4

物質によるレーザー光の散乱，特に非弾性散乱のスペクト
ルと時間依存性，物質による赤外吸収およびその時間依
存性の観測，および，その実験データより物質の構造情報
を得る方法について実習する。

教　授 北川　禎三

光物質応答科学演習Ⅱ 4
プラズマ中での光の発生・吸収に関する実験を通じて多体
問題としての光とプラズマの相互作用について理解する。 助教授 佐藤　國憲

光物質応答科学演習Ⅲ 4

光が生物に及ぼす様々な作用の素過程における多様と原
理的共通性について実習を通じて学ぶと共に，その方法
論を習得する

教　授 渡辺　正勝

光物質変換科学演習Ⅰ 4

様々な環境のもとにある物質における光誘起過程を実験・
理論を両面から取扱うことにより，物質におけるエネル
ギー変換や物質変換の詳細を系統的に理解する。

教　授 松本　吉泰

光物質変換科学演習Ⅱ 4
光励起された分子・分子集合体の光化学反応，光反応動
力学について実験を通して理解を深める。 助教授 佃　　達哉

光物質変換科学演習Ⅲ 4

光や電子を用いた分光法を実際に用いることにより，表
面・界面における分子や分子集団の動的過程・反応のメカ
ニズムを理解する。

教　授 松本　吉泰

光物質変換科学演習Ⅳ 4
レーザープラズマ加速を中心とした実習を通して光と荷電
粒子の相互作用の理解を深める。

助教授 中島　一久

光情報科学演習Ⅰ 4
積極的な仮説の投入による情報創出の手法と観測の最適
化について実習する。

教　授 石黒真木夫

光情報科学演習Ⅱ 4
情報通信のための信号処理理論とその手法についてシ
ミュレーションを通して演習を行う。 助教授 瀧澤　由美

光情報科学演習Ⅲ 4
光を用いて測定される時空間現象などの非定常非線形な
過程を解析するための統計モデルについて実習する。

教　授 田村　義保

光励起現象特講 1

電子励起状態は反応性に富み，化学反応において重要な
役割をはたしている。そこで，光による電子励起状態への
励起メカニズムと励起状態のダイナミックスについて検討
する。

教　授 松本　吉泰

信号処理理論特講 1

自然界における現象およびそこから得られる信号のほとん
どが非定常，非線形であるが，従来のモデルは多くが定
常，線形を仮定している。光学過程に現れる現象だけでな
く，生物における神経系の情報処理についても考察し，生
体信号処理から得られる知見から新しい信号処理方式の
創出を検討する。

助教授 瀧澤　由美

光・電子分光法特講 1

光・電子と物質との相互作用についての基本的メカニズム
をベースとして，近年目覚ましい進歩を遂げている光や電
子をブローブとする分光法について何を知ることができる
どのように測定するかを学ぶ。

教　授 松本　吉泰

光科学特別講義Ⅰ 2

光科学は量子光学，光化学，光生物科学から人間の認識
論にわたる広い分野を網羅している。従来，これらは伝統
的な分野において別々に教育研究されていたが，本特別
講義で光科学を光を中心とした総合的な学問としてとら
え，その本質と広がりについて講義する。

光科学特別講義Ⅱ 2
光科学を研究する上で必要な一般的知識－研究費獲得，
論文の書き方，発表のしかた知的財産の知識－について
学ぶ。

光
情
報
科
学

光科学専攻　全教員

光科学専攻　全教員

共
通



４．学位について
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４．学位について
４－１．学位

１．本学において、学位を取得するためには、①研究科に所定の年限以上在学し、所定の

単位数以上の修得及び必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び試験に合格

すること（課程博士）、及び②本学の研究科を経ずに博士論文の審査を申請してその審

査に合格すること（論文博士）の２つの方法があります。在学生の方は①の「課程博士」

の方法により学位取得を目指すこととなります。

２．博士課程を修了した学生には「博士（○○）」の学位が授与されます。（○○）には学位に

付記する専攻分野の名称が入ります。研究科の各専攻で与える学位に付記する専攻分

野は以下の表によります。

研究科 専 攻 付記する専攻分野

文化科学 地域文化学専攻 文 学 博士論文の内容によつては学術

比較文化学専攻 文 学

国際日本研究専攻 学 術

日本歴史研究専攻 文 学 博士論文の内容によつては学術

ﾒﾃﾞｨｱ社会文化専攻 学 術

日本文学研究専攻 文 学

物理科学 構造分子科学専攻 理 学 博士論文の内容によつては学術

機能分子科学専攻 理 学

天文科学専攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

核融合科学専攻 学 術 又は工学

理 学 ・ 工 学宇宙科学専攻

高ｴﾈﾙｷﾞ 加速器科学専攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

ｰ加速器 物質構造科学専攻 学 術 又は工学

科学 素粒子原子核専攻 理 学 博士論文の内容によつては学術

統 計 科 学複合科学 統計科学専攻

極域科学専攻 理 学 博士論文の内容によつては学術

情報学専攻 情報学

生命科学 遺伝学専攻 理 学 博士論文の内容によつては学術

基礎生物学専攻 理 学

生理科学専攻 博士論文の内容によつては医学学 術 ・ 理 学

先導科学 生命体科学専攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

光科学専攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

又は工学

３．本学は修士課程を置いておらず、本学の５年の課程に入学した場合でも修士の学位は

授与されません。ただし、本学の物理科学、高エネルギー加速器科学、複合科学、生命

科学の各研究科の５年課程に入学し、退学を許可された者が大学院設置基準第16条に
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規定する修士課程の修了要件を満たした場合は、修士の学位を授与することができま

す。この場合において修士の学位に付記する専攻分野は各専攻において博士の学位

に付記する専攻分野に準じます。学位審査方法等については、各基盤機関の専攻担当

係又は葉山本部・教務係へ問い合わせてください。

参考：大学院設置基準（昭和49年６月20日文部省令第28号）抜粋
第16条 修士課程の修了の要件は、大学院に２年・・（中略）・・・以上在学し、30単位以上
を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、当該大学院の行う修士論文の審査及び
試験に合格することとする。（以下略）
２ 前項の場合において、当該修士課程の目的に応じ適当と認められるときは、特定の課
題についての研究の成果の審査をもつて修士論文の審査に代えることができる。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

４－２．学位論文審査

学位論文審査は各研究科において、学期毎に行われます。審査手順は各研究科により

異なりますが、本学では基本的に予備審査及び本審査の２回の審査を行っています。

学位論文審査の日程は、各研究科毎に定められており、各研究科が定める出願期間内

に出願手続を行わなければなりません。

各研究科における出願手続の方法及び出願書類の様式は、総合研究大学院大学ホーム

ページ（http://www.soken.ac.jp）からダウンロードすることができます。

下記に学位論文審査の流れについて紹介します。

◎学位論文審査の流れ（丸数字は学生が行うもの）

①予備審査の出願 （研究科により「予備審査」と呼称しないことがあります）

各専攻が定める締切日まで申請を行う。

↓

●予備審査委員会における審査

各専攻が定める日に行う。

↓

②本審査の出願

規程に定められた出願期間中に行う。

→ ※「本審査の出願期間」の表参照

↓

●本審査委員会における審査

出願書類を受理した日から３ヶ月以内で、各専攻が定める日に審査

↓

●本審査委員会における審査結果報告

↓

●専攻委員会による審議・承認

↓

●教授会による審議・承認

学位授与の議決
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↓

③学位記授与式

学位記授与

↓

●論文要旨ならびに審査要旨最終稿提出（審査委→研究科長）

【授与から１ヶ月以内】

↓

④製本論文並びに公開承諾書の提出（学生本人→葉山本部・教務係）

【授与から３ヶ月以内】

↓

●本学・附属図書館・国会図書館において公開

※本審査の出願期間（平成18年４月現在）

研究科 ３月修了者 ９月修了者

文 化 前年の11月上旬 その年の６月上旬

物 理 前年の12月下旬～１月上旬 その年の６月中旬～６月下旬

高エネ 前年の11月下旬～12月上旬 その年の５月下旬～６月上旬

極域科学専攻 極域科学専攻複 合

前年の11月下旬～12月上旬 その年の５月下旬～６月上旬

統計科学専攻・情報学専攻 統計科学専攻・情報学専攻

前年の12月下旬～１月上旬 その年の６月中旬～６月下旬

生 命 前年の12月下旬～１月上旬 その年の６月中旬～６月下旬

先 導 前年の12月下旬～１月上旬 その年の６月中旬～６月下旬

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

４－３．学位論文等の公表

製本された論文の提出について●

学位を授与された者は、学位授与された博士論文を印刷公表する必要があります。本

学では、所定の形式により印刷製本のうえ、製本された博士論文を提出してください。

必要な手続方法は、総合研究大学院大学ホームページ（http://www.soken.ac.jp）で確

認して下さい。

博士論文の公開について●

製本され、提出された博士論文は、国会図書館及び本学・附属図書館において公開さ

れることとなります。

製本された博士論文の提出の際、文献複写や電子媒体に変換してネットワーク上での

公開の可否について「博士論文の公開に関する承諾書」により、提出してください。

参考：学位規則（昭和28年４月１日文部省令第９号）抜粋

第８条 大学・・（中略）・・は、博士の学位を授与したときは、当該博士の学位を授与した日か

ら３月以内に、当該博士の学位の授与に係る論文の内容の要旨及び論文審査の結果

の要旨を公表するものとする。
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第９条 博士の学位を授与された者は、当該学位を授与された日から１年以内に、その論文

を印刷公表するものとする。ただし、当該学位を授与される前に既に印刷公表したとき

は、この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらず、博士の学位を授与された者は、やむを得ない事由がある場合

には、当該博士の学位を授与した大学・・（中略）・・の承認を受けて、当該論文の全文

に代えてその内容を要約したものを印刷公表することができる。この場合、当該大学・・

（中略）・・は、その論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）



５．その他

・・・・・141５－１．非正規生（科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生、特別研究学生）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・142５－２．学生の氏名の取扱いについて

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・142５－３．総合研究大学院大学の名称等の英語表記について

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・143５－４．各種連絡先
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５．その他
５－１．非正規生（科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生、特別研究学生）

非正規生は、本学の研究科の課程に入学した学生（正規生）以外の学生の総称です。

本学では非正規生として、科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生、特別研究学

生の５種を置いています。

○科目等履修生

本学の課程の学生以外の学生で、本学の授業科目を履修し、単位を修得する者。

○聴講生

本学の課程の学生以外の学生で、本学の授業科目を聴講する者（単位なし）。

○特別聴講学生

聴講生のうち、本学との協定等に基づき、本学に受入れる他大学の学生であって、

本学の授業科目を聴講し、単位を修得する者。

○研究生

本学の課程の学生以外の学生で、本学において特定の事項について研究する者。

○特別研究学生

研究生のうち、本学との協定等に基づき、本学に受入れる他大学の学生であって、

本学において研究指導を受ける者。

非正規生の授業料について●

学長が定める日までに、以下の表の授業料の額を納付する必要があります。ただし、本

学と協定その他事前の協議において、特別聴講学生又は特別研究学生の授業料を相互

に不徴収とされている場合は、授業料は徴収されません（実験実習に要する費用は自己

負担となります）。

また、非正規生の授業料免除・徴収猶予の制度はありません。

区分 授業料（平成18年度の額）

科目等履修生 １単位について １４，８００円

聴講生 １単位に相当する授業について １４，８００円

特別聴講学生 １単位に相当する授業について １４，８００円

研究生 月額 ２９，７００円

特別研究学生 月額 ２９，７００円

※授業料が改訂された際は、改訂後の額が適用されます。

●非正規生の退学・懲戒・除籍

正規生に準じます。

●非正規生への証明書発行について

正規生に準じます。

研究生及び特別研究学生の研究期間について●

研究生及び特別研究学生の研究期間は、入学を許可された日から１年以内です。ただ

し、研究期間が終了した際、引き続き研究を継続しようとする者は、学長の許可を受けて

研究期間の延長をすることができます。

問合せ先◆
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葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

５－２．本学における学生氏名の取扱いについて

本学学生の氏名は、戸籍簿記載の氏名により取扱うことを原則としていますが、学生から

の申し出により、旧姓名を使用することができます。旧姓名の使用が認められた学生に係る

証明書等各種文書には、旧姓名が使用されます。

問合せ先◆

葉山本部・教務係（℡：046-858－1523 kyomu1@soken.ac.jp）

５－３．総合研究大学院大学の名称等の英語表記について

大学名●

総合研究大学院大学 The Graduate University for Advanced Studies

(Grad.Univ.Advanced Studies)

研究科名●

文化科学研究科 School of Cultural and Social Studies

物理科学研究科 School of Physical Sciences

高エネルギー加速器科学研究科 School of High Energy Accelerator Science

複合科学研究科 School of Multidisciplinary Sciences

生命科学研究科 School of Life Science

先導科学研究科 School of Advanced Sciences

専攻名●

○文化科学研究科

地域文化学専攻 Department of Regional Studies

比較文化学専攻 Department of Comparative Studies

国際日本研究専攻 Department of Japanese Studies

日本歴史研究専攻 Department of Japanese History

メディア社会文化専攻 Department of Cyber Society and Culture

日本文学研究専攻 Department of Japanese Literature

○物理科学研究科

構造分子科学専攻 Department of Structural Molecular Science

機能分子科学専攻 Department of Functional Molecular Science

天文科学専攻 Department of Astronomical Science

核融合科学専攻 Department of Fusion Science

宇宙科学専攻 Department of Space and Astronautical Science

○高エネルギー加速器科学研究科

加速器科学専攻 Department of Accelerator Science

物質構造科学専攻 Department of Materials Structure Science

素粒子原子核専攻 Department of Particle and Nuclear Physics

○複合科学研究科

統計科学専攻 Department of Statistical Science
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極域科学専攻 Department of Polar Science

情報学専攻 Department of lnformatics

○生命科学研究科

遺伝学専攻 Department of Genetics

基礎生物学専攻 Department of Basic Biology

生理科学専攻 Department of Physiological Sciences

○先導科学研究科

生命体科学専攻 Department of Biosystems Science

光科学専攻 Department of Photoscience

学会報告、学術論文における本学の記載●

○学会報告

和文：総合研究大学院大学

英文：The Graduate University for Advanced Studies（Sokendai）

or Grad．Univ．Advanced Studies

○学術論文

和文：総合研究大学院大学［・……‥］専攻

［基盤機関の住所］

英文：Department of［…‥…・］

The Graduate University for Advanced Studies（Sokendai）

［address：基盤機関のaddress］

※本学の学生が行った研究、本学の各種プログラムによる研究成果に対して

は、上記体裁にて本学の名称を記載すること。

※本学の各種プログラムにより行われた研究を公表する場合には、その旨の謝

辞を述べること。

(例) 本学「共同研究」等に対する謝辞

The present study was（partially）supported by the Joint Studies Pro-

gram of The Graduate University for Advanced Studies（Sokendai）．

※発表論文等は、１部を本部（図書館保管）へ送付すること。

５－４．各種連絡先

●総研大・葉山本部の各種問い合わせ先 （2006.3月現在）

項目 担当部署

総合研究大学院大学 事務局 附属図書館 葉山高等研究センター

〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）

学生の身分異動（休学・退学等） 教育研究企画室教務係

履修・成績（他大学における履修を含む） ℡：046-858－1523

学位 kyomu1@soken.ac.jp

証明書発行

教員免許

学生相談 教育研究企画室学生厚生係
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授業料等免除 ℡：046-858－1525

厚生補導 kousei@soken.ac.jp

課外活動

各種奨学金（日本学生支援機構）

学生教育研究災害傷害保険

授業料の納付、督促 財務室経理係

授業料振替口座の届出、口座の変更 ℡：046-858－1514

keiri@soken.ac.jp

日本学術振興会特別研究員 学術国際室研究協力係

各種奨学金（民間財団ほか） ℡：046-858－1539

知的財産権 kenkyo@soken.ac.jp

先導科学研究科

留学生関係 学術国際室国際交流係

（留学生に関する資格申請・証明書発行・ ℡：046-858－1527

奨学金・支援） kokusai@soken.ac.jp

全学事業 全学事業推進室

（学生セミナー・総研大レクチャーほか） ℡：046-858－1503

oida@soken.ac.jp

図書館関係 情報基盤推進室

℡：046-858－1587

oits@soken.ac.jp

●各基盤機関の専攻担当係 （2006.4月現在）

専 攻 連絡先研究科

文化科学 地域文化学専攻 国立民族学博物館 研究協力課研究協力係

研究科 比較文化学専攻 〒565-8511 大阪府吹田市千里万博公園10-1

℡：06－6878－8236 souken@idc.minpaku.ac.jp

国際日本研究専攻 国際日本文化研究センター 研究協力課研究支援係

〒610-1192 京都府京都市西京区御陵大枝山町3-2

℡：075－335－2052 senkou@nichibun.ac.jp

日本歴史研究専攻 国立歴史民俗博物館 研究協力課研究教育係

〒285-8502 千葉県佐倉市城内町117番地

℡：043－486－4361 kenkyo@ml.rekihaku.ac.jp

メディア社会文化 メディア教育開発センター

普及促進部研究協力課大学院等部門専攻

〒261-0014 千葉県千葉市美浜区若葉2-12

℡：043－298－3452 h18_daigakuin@nime.ac.jp

日本文学研究専攻 国文学研究資料館 管理部総務課研究協力係

〒142-8585 東京都品川区豊町1-16-10

℡：03-3785-7131(内線216) kenkyo@nijl.ac.jp
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物理科学 構造分子科学専攻 自然科学研究機構 岡崎統合事務センター

研究科 機能分子科学専攻 国際研究協力課大学院係

〒444-8585 愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38

℡：0564－55－7139 r7139@orion.ac.jp

天文科学専攻 国立天文台 総務課研究支援係

〒181-8588 東京都三鷹市大沢2-21-1

℡：0422－34－3772 KENKYU@nao.ac.jp

核融合科学専攻 核融合科学研究所 研究連携課研究企画係

〒509-5292 岐阜県土岐市下石町322- 6

℡：0572－58－2024 kenkyou1@nifs.ac.jp

宇宙科学専攻 宇宙科学研究本部 国際学術課大学院係

〒229-8510 神奈川県相模原市由野台３－１－１

℡：042-759-8012 graduate@isas.jaxa.jp

高エネル 加速器科学専攻 高エネルギー加速器研究機構

ギー加速 物質構造科学専攻 総務部研究協力課大学院教育係

器科学研 素粒子原子核専攻 〒305-0801 茨城県つくば市大穂1-1

究科 ℡：029－864－5128 kyodo2@mail.kek.jp

複合科学 統計科学専攻 統計数理研究所 総務課研究協力係

研究科 〒106-8569 東京都港区南麻布4-6-7

℡：03－5421－8708 kenkyo@ism.ac.jp

極域科学専攻 国立極地研究所 総務課学術振興係

〒173-8515 東京都板橋区加賀1-9-10

℡：03－3962－4714 kyokuiki@nipr.ac.jp

情報学専攻 国立情報学研究所 研究協力課大学院係

〒101-8430 東京都千代田区一ツ橋2-1-2

℡：03－4212－2110 daigakuin@nii.ac.jp

生命科学 遺伝学専攻 国立遺伝学研究所 総務課総務係

研究科 〒411-8540 静岡県三島市谷田1111

℡：055－981－6720 info-soken@lab.nig.ac.jp

基礎生物学専攻 自然科学研究機構岡崎統合事務センター

生理科学専攻 国際研究協力課大学院係

〒444-8585 愛知県岡崎市明大寺町字西郷中38

℡：0564－55－7139 r7139@orion.ac.jp

先導科学 生命体科学専攻 葉山本部 学術国際室研究協力係

研究科 光科学専攻 〒240-0193 神奈川県三浦郡葉山町（湘南国際村）

℡：046－858－1539 kenkyo@soken.ac.jp
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総 合 研 究 大 学 院 大 学 学 則

平成16年４月１日

学 則 第 １ 号

一部改正 16.11.2 ／17.3.18

17.7.5 ／17.11.1

18.3.14

総合研究大学院大学学則（平成元年４月１日学則第１号）の全部を改正する。

目 次

第１章 総 則

第１節 理念及び目的（第１条－第２条）

第２節 位置（第３条）

第３節 教育研究組織等（第４条－第７条）

第４節 職員（第８条－第９条）

第５節 運営会議及び教授会等（第10条－第12条の２）

第６節 自己評価及び結果公表等（第13条－第14条）

第２章 研究科

第１節 課程、その目的及び修業年限等（第15条－第16条の２）

第２節 専攻（第17条）

第３節 講座及び教員組織（第18条－第20条）

第４節 修業年限及び収容定員（第21条）

第５節 学年、学期及び休業日（第22条－第24条）

第６節 入学資格、入学時期及び入学者選抜等（第25条－第27条）

第７節 教育方法、履修方法及び在学年限（第28条－第36条）

第８節 修了の要件及び学位（第37条－第43条）

第９節 再入学、転入学及び退学等（第44条－第49条）

第10節 授業料その他の費用等（第50条－第58条）

第11節 表彰、懲戒及び除籍（第59条－第61条）

第３章 科目等履修生、聴講生及び研究生（第62条－第65条）

第４章 雑則（第66条）

附 則

第１章 総 則

第１節 理念及び目的

（理念）

第１条 総合研究大学院大学(以下「本学」という。)は、国立大学法人法（平成15年法律
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第112号。以下「法」という。）第４条及び別表第１備考第２に基づき、次の表に掲げ

る大学共同利用機関法人及び独立行政法人(以下「機構等法人」という。)が設置する大

学の共同利用の研究所その他の機関（以下「基盤機関」という。）との緊密な連係及び

協力の下に、世界最高水準の国際的な大学院大学として学術の理論及び応用を教育研究

して、文化の創造と発展に貢献することを理念とする。

機 構 等 法 人 基 盤 機 関

大学共同利用機関法人人間文化研究 国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国

機構 際日本文化研究センター、国立民族学博物館

大学共同利用機関法人自然科学研究 国立天文台、核融合科学研究所、基礎生物学

機構 研究所、生理学研究所、分子科学研究所

大学共同利用機関法人高エネルギー 素粒子原子核研究所、物質構造科学研究所、

加速器研究機構 加速器研究施設(共通基盤研究施設を含む)

大学共同利用機関法人情報・システ 国立極地研究所、国立情報学研究所、統計数

ム研究機構 理研究所、国立遺伝学研究所

独立行政法人宇宙航空研究開発機構 宇宙科学研究本部

独立行政法人メディア教育開発セン 独立行政法人メディア教育開発センター

ター

（目的）

第２条 本学は、前条の理念に基づき基礎学術分野において国際的に通用する高度の研究

的資質を持つ広い視野を備えた研究者を育成するとともに、学融合により従来の学問分

野の枠を越えた国際的な学術研究の推進並びに学際的で先導的な学問分野の開拓を目的

とする。

２ 本学は、前項の目的を達成するため、研究科に置く専攻の自主性及び自律性を尊重し、

研究科その他の組織との一体的な運営により、その機能を総合的に発揮するものとする。

第２節 位 置

（位置）

第３条 本学の位置は、本学を設置する国立大学法人総合研究大学院大学（以下「法人」

という。）の主たる事務所を置く神奈川県三浦郡葉山町とし、その事務所を大学本部と

称する。
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第３節 教育研究組織等

（大学院の研究科及び専攻）

第４条 本学の大学院に、次に掲げる研究科を置く。

文化科学研究科

物理科学研究科

高エネルギー加速器科学研究科

複合科学研究科

生命科学研究科

先導科学研究科

２ 前項の研究科に、第17条に規定する専攻を置く。

（附属図書館）

第５条 本学に、附属図書館を置く。

２ 附属図書館は、第３条に規定する大学本部に置く図書館並びに第１条に規定する機構

等法人又は基盤機関に置く図書室のうち学長が別に定める図書室をいう。

３ 附属図書館に関する事項は、本学の附属図書館規則に定める。

（葉山高等研究センター）

第６条 本学に、葉山高等研究センターを置く。

２ 葉山高等研究センターは、第２条第１項に規定する目的を推進するため、本学の学術

交流の教育研究拠点として、学融合による学際的で先導的な学問分野の開拓を行う全学

共同教育研究施設とする。

３ 葉山高等研究センターに関する事項は、本学の葉山高等研究センター規則に定める。

（事務局）

第７条 本学に事務局を置く。

２ 事務局に関する事項は、本学の事務局規則に定める。

第４節 職 員

（職員）

第８条 本学に、次に掲げる職員を置く。

学 長

副学長

教 授

助教授

講 師

助 手

事務職員

技術職員
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（組織の長等）

第９条 本学に、研究科長、附属図書館長、葉山高等研究センター長及び事務局長を置く。

２ 前項に規定する組織の長に関する事項は、学長が別に定める。

３ 第１項の規定にかかわらず、学長が別に定めるところにより学長特別補佐を置くこと

ができる。

第５節 運営会議及び教授会等

（運営会議）

第10条 本学に、運営会議を置く。

２ 運営会議は、法人が定めた本学の運営方針に基づき、その権限に属された事項を審議

し、及びその処理に当たる。

３ 運営会議に関する事項は、本学の運営会議規則に定める。

（研究科教授会）

第11条 本学の研究科に、学校教育法（昭和22年法律第26号）第59条の規定に基づく研究

科教授会を置く。

２ 研究科教授会は、研究科の教育研究に関する重要事項を審議する。

３ 研究科教授会に関する事項は、本学の研究科の組織運営等に関する規則に定める。

（研究科教授会審議事項の特例）

第12条 前条の規定にかかわらず、先導科学研究科に係る研究科教授会の審議事項のうち、

別に定める事項については、学長が別に指定する会議において審議する。

（葉山教授会）

第12条の２ 第11条に規定するもののほか、第３条に規定する大学本部に、学校教育法第

59条の規定に基づく葉山教授会を置く。

２ 葉山教授会は、大学本部における教育研究に関する重要事項を審議する。

３ 葉山教授会に関する事項は、本学の葉山教授会規程に定める。

第６節 自己評価及び結果公表等

（自己評価等）

第13条 本学は、その教育研究水準の向上を図り、第２条第１項に規定する目的及び社会

的使命を達成するため、本学の教育及び研究、組織及び運営並びに施設及び設備等（次

項及び次条において「教育研究活動等」という。）の状況について自ら点検及び評価を

行うものとする。

２ 前項の点検及び評価の項目並びにその実施体制等については、学長が別に定める。

（結果公表等）
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第14条 本学は、前条の実施結果その他本学における教育研究活動等の状況について、積

極的に情報を公表する。

２ 前項の公表すべき情報の項目は、学長が別に定める。

第２章 研究科

第１節 課程、課程の目的及び修業年限等

（課程及び課程の目的）

第15条 本学の研究科の課程は、博士課程とする。

２ 前項の課程は、専攻分野について、第２条第１項に規定する研究者として自立して研

究活動を行い、又はその他の高度に専門的な業務に従事するに必要な高度の研究能力及

びその基礎となる豊かな学識を養うことを目的とする。

（課程の修業年限等）

第16条 前条第１項の課程の修業年限は、３年又は５年を標準とする。

２ 前項の標準の修業年限を３年とする課程は、第25条第１項に規定する者（次項に規定

する課程の３年次に編入学する者を含む。）が履修する課程（以下「後期３年の課程」

という。）とする。

３ 第１項の標準の修業年限を５年とする課程は、第25条第２項に規定する者が履修する

課程（以下「５年の課程」という。）とする。

４ 本学の研究科の専攻の修業年限は、第21条に定める。

（長期にわたる課程の履修）

第16条の２ 前条の規定にかかわらず、学生が職業を有している等の事情により、標準の

修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に課程を履修し修了することを希望する旨

を申し出たときは、その計画的な履修を認めることができる。

２ 前項の学生（以下第35条、第46条第３項、第47条第５項、第50条第２項及び第61条第

１号において「長期履修学生」という。）に関する事項は、学長が別に定める。

第２節 専攻

（専攻）

第17条 本学の研究科の専攻（次項に規定する先導科学研究科の専攻を除く。）、専攻を

置く基盤機関及び専攻の所在地は、次の各号の表に掲げるとおりとする。

(1)文化科学研究科

専 攻 専攻を置く基盤機関 専攻の所在地

地域文化学専攻

国立民族学博物館 大阪府吹田市

比較文化学専攻
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国際日本研究専攻 国際日本文化研究センター 京都府京都市

日本歴史研究専攻 国立歴史民俗博物館 千葉県佐倉市

メディア社会文化専攻 独立行政法人メディア教育開発センター 千葉県千葉市

日本文学研究専攻 国文学研究資料館 東京都品川区

(2)物理科学研究科

専 攻 専攻を置く基盤機関 専攻の所在地

構造分子科学専攻

分子科学研究所 愛知県岡崎市

機能分子科学専攻

天文科学専攻 国立天文台 東京都三鷹市

核融合科学専攻 核融合科学研究所 岐阜県土岐市

宇宙科学専攻 宇宙科学研究本部 神奈川県相模原市

備考

１ 第１条に規定する大学共同利用機関法人自然科学研究機構基礎生物学研究所、

生理学研究所及び分子科学研究所が設置する統合バイオサイエンスセンター及び

計算科学研究センター（所在地は愛知県岡崎市）は、構造分子科学専攻及び機能

分子科学専攻の教育研究を行うものとする。

２ 天文科学専攻の教育研究の実施については、当該専攻に所属する学生の研究活

動計画等により、必要に応じて前項に規定する大学共同利用機関法人自然科学研

究機構国立天文台が設置する水沢観測センター（所在地は岩手県水沢市）、野辺

山宇宙電波観測所及び野辺山太陽電波観測所（所在地は長野県南佐久郡南牧

村）、岡山天体物理観測所（所在地は岡山県浅口郡鴨方町)及びハワイ観測所

（所在地はアメリカ合衆国ハワイ州ヒロ）において行うものとする。

３ 宇宙科学専攻の教育研究の実施については、当該専攻に所属する学生の研究活

動計画等により、必要に応じて第１条に規定する独立行政法人宇宙航空研究開発

機構が設置する航空宇宙技術研究センター（所在地は東京都調布市）及び筑波宇

宙センター（所在地は茨城県つくば市）において行うものとする。

(3)高エネルギー加速器科学研究科
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専 攻 専攻を置く基盤機関 専攻の所在地

加速器科学専攻 加速器研究施設(共通基盤研究施設を含む)

物質構造科学専攻 物質構造科学研究所 茨城県つくば市

素粒子原子核専攻 素粒子原子核研究所

備考 加速器科学専攻、物質構造科学専攻及び素粒子原子核専攻の教育研究の実施

については、当該専攻に所属する学生の研究活動計画等により、必要に応じて第１

条に規定する大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構東海キャンパス

（所在地は茨城県那珂郡東海村）において行うものとする。

(4)複合科学研究科

専 攻 専攻を置く基盤機関 専攻の所在地

統計科学専攻 統計数理研究所 東京都港区

極域科学専攻 国立極地研究所 東京都板橋区

情報学専攻 国立情報学研究所 東京都千代田区

備考

１ 第１条に規定する大学共同利用機関法人情報・システム研究機構が設置する新

領域融合研究センター（所在地は東京都港区）は、第１欄に掲げる専攻の教育研

究に協力することができる。

２ 極域科学専攻の教育研究の実施については、当該専攻に所属する学生の研究活

動計画等により、必要に応じて南北極域における極域研究観測施設等において行

うことができる。

(5)生命科学研究科

専 攻 専攻を置く基盤機関 専攻の所在地

遺伝学専攻 国立遺伝学研究所 静岡県三島市

基礎生物学専攻 基礎生物学研究所

愛知県岡崎市
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生理科学専攻 生理学研究所

備考

１ 第１条に規定する大学共同利用機関法人自然科学研究機構基礎生物学研究所、

生理学研究所及び分子科学研究所が設置する統合バイオサイエンスセンター、計

算科学研究センター、動物実験センター及びアイソトープ実験センター（所在地

は愛知県岡崎市）は、基礎生物学専攻及び生理科学専攻の教育研究を行うものと

する。

２ 第１条に規定する大学共同利用機関法人情報・システム研究機構が設置する新

領域融合研究センター（所在地は東京都港区）は、遺伝学専攻の教育研究に協力

することができる。

２ 本学の先導科学研究科の専攻、専攻の教育研究の実施に当たって緊密な連係及び協力

を行う基盤機関並びに専攻の所在地は、次の表に掲げるとおりとする。

専 攻 専攻の教育研究の実施に当たって緊密な連係及び協力を行う基盤機関

生命体科学専攻 国立歴史民俗博物館、国文学研究資料館、国際日本文化研究セン

ター、国立民族学博物館、国立天文台、核融合科学研究所、基礎

生物学研究所、生理学研究所、分子科学研究所、素粒子原子核研

光科学専攻 究所、物質構造科学研究所、加速器研究施設(共通基盤研究施設

を含む)、国立極地研究所、国立情報学研究所、統計数理研究

所、国立遺伝学研究所、宇宙科学研究本部、独立行政法人メディ

ア教育開発センター

備考

１ 第１欄に掲げる専攻の主たる所在地は、神奈川県三浦郡葉山町とし、教育研究

の実施については、当該専攻に所属する学生の研究活動計画等により、必要に応

じて第２欄に掲げる基盤機関において行うものとする。

２ 第１条に規定する大学共同利用機関法人人間文化研究機構が設置する総合地球

環境学研究所（所在地は京都府京都市）並びに大学共同利用機関法人自然科学研

究機構基礎生物学研究所、生理学研究所及び分子科学研究所が設置する統合バイ

オサイエンスセンター、計算科学研究センター、動物実験センター及びアイソト

ープ実験センター（所在地は愛知県岡崎市）は、第１欄に掲げる専攻の教育研究

に協力することができる。

第３節 講座及び教員組織

（講座）

第18条 本学の研究科の専攻に置く講座は、次の表に掲げるとおりとする。
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研究科 専 攻 専攻に置く講座

地域文化学専攻 アジア地域文化学講座、ヨーロッパ・アフリカ地

域文化学講座、アメリカ・オセアニア地域文化学

講座

文 比較文化学専攻 民族社会・宗教学講座、民族技術学講座、民族言

化 語・芸術学講座

科

学 国際日本研究専攻 国際日本研究講座

研

究 日本歴史研究専攻 日本歴史研究講座

科

メディア社会文化専攻 メディア社会文化講座

日本文学研究専攻 日本文学研究講座

構造分子科学専攻 電子構造学講座、物質化学講座

物

理 機能分子科学専攻 分子動力学講座、電子動力学講座

科

学 天文科学専攻 光赤外線天文学系講座、電波天文学系講座、共通

研 基礎天文学系講座

究

科 核融合科学専攻 核融合システム講座、核融合シミュレーション講

座

宇宙科学専攻 宇宙探査理工学講座、宇宙観測科学講座、宇宙工

学講座

高加 加速器科学専攻 加速器理学講座、加速器工学講座

エ速

ネ器

ル科 物質構造科学専攻 放射光光源論講座、放射光計測学講座、放射光先

ギ学 端応用化学講座、中性子ミュオン科学講座、物質

｜研 構造科学講座

究

科 素粒子原子核専攻 素粒子原子核理論講座、高エネルギー実験講座、

素粒子実験講座、原子核ハドロン実験講座
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複研 統計科学専攻 統計科学講座

合究

科科 極域科学専攻 極域科学講座

学

情報学専攻 情報学講座

遺伝学専攻 分子・細胞遺伝学講座、発生遺伝学講座、進化情

生 報遺伝学講座、ゲノム遺伝学講座

命

科 基礎生物学専攻 細胞形質発現学講座、高次形質発現学講座、環境

学 情報制御学講座、形質統御学講座、進化多様性生

研 物学講座、生殖発生学講座、数理予測生物学講座

究

科 生理科学専攻 分子生理学講座、細胞生理学講座、情報生理学講

座、統合・調節生理学講座、大脳生理学講座、発

達生理学講座

先研 生命体科学専攻 生命機能体論講座、人類共生系論講座

導究

科科

学 光科学専攻 光基礎科学講座、光環境科学講座

（教員組織）

第19条 前条の表に掲げる専攻に置く講座に、教育研究に必要な教員（第８条に規定する

教授、助教授、講師又は助手をいう。本条及び次条において同じ。）を置く。

２ 前条の表に掲げる専攻（次項に規定する先導科学研究科の専攻を除く。）の講座に置

く教員は、第17条第１項各号の表に掲げる専攻を置く基盤機関の長及びその機関に所属

する本学の教育研究に従事する職員をもつて充てる。

３ 先導科学研究科の専攻の講座に置く教員は、法人に置かれる研究院に所属する教員及

び第17条第２項の表に掲げる基盤機関に所属する本学の教育研究に従事する職員をもつ

て充てる。

４ 第２項及び第３項の規定にかかわらず、本学の教員は、第17条の表に掲げる専攻又は

第６条に規定する葉山高等研究センターの要請に応じ、その専攻又は葉山高等研究セン

ターにおける教育研究の実施に協力することができる。

（授業等を担当しない教員）

第20条 本学の教育研究上必要があるときは、授業又は博士論文の作成等に対する指導

（以下「研究指導」という。）を担当しない教員を置くことができる。
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第４節 修業年限及び収容定員

（修業年限及び収容定員）

第21条 本学の研究科の専攻の標準の修業年限並びに研究科及び専攻の５年の課程の学生

の入学定員、後期３年の課程の学生の入学定員（物理科学研究科、複合科学研究科及び

生命科学研究科においては３年次編入学定員をいう。）、その収容定員は、次の表に掲

げるとおりとする。

標 準 の ５ 年 の 後期３年

研 究 科 専 攻 課 程 の の課程の 収容定員

修業年限 入学定員 入学定員

文化科学研究 地域文化学専攻 ３年 － ３人 ９人

科 比較文化学専攻 ３年 － ３人 ９人

国際日本研究専攻 ３年 － ３人 ９人

日本歴史研究専攻 ３年 － ３人 ９人

メディア社会文化専攻 ３年 － ３人 ９人

日本文学研究専攻 ３年 － ３人 ９人

計 － １８人 ５４人

(３年次編入学)

物理科学研究 構造分子科学専攻 ３年 ２人 ３人 １９人

科 機能分子科学専攻 ３年 ２人 ３人 １９人

天文科学専攻 ３年 ２人 ３人 １９人

核融合科学専攻 ３年 ２人 ３人 １９人

宇宙科学専攻 ３年 ２人 ３人 １９人

計 １０人 １５人 ９５人

高エネルギー 加速器科学専攻 ３年 ２人 － １０人

加速器科学研 物質構造科学専攻 ３年 ３人 － １５人

究科 素粒子原子核専攻 ３年 ４人 － ２０人

計 ９人 － ４５人

(３年次編入学)

複合科学研究 統計科学専攻 ３年 ２人 ３人 １９人

科 極域科学専攻 ３年 ２人 １人 １３人

情報学専攻 ３年 ４人 ６人 ３８人
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計 ８人 １０人 ７０人

(３年次編入学)

生命科学研究 遺伝学専攻 3年又は5年 ３人 ６人 ３３人

科 基礎生物学専攻 3年又は5年 ３人 ６人 ３３人

生理科学専攻 3年又は5年 ３人 ６人 ３３人

計 ９人 １８人 ９９人

先導科学研究 生命体科学専攻 ３年 － ５人 １５人

科 光科学専攻 ３年 － ５人 １５人

計 － １０人 ３０人

合 計 ３６人 ７１人 ３９３人

２ 前項に掲げる表のほか、高エネルギー加速器科学研究科の専攻の収容定員には、３年

次に編入学する者を含むものとする。

第５節 学年、学期及び休業日

（学年）

第22条 本学の学年は、４月１日に始まり、翌年３月31日に終わる。

（学期）

第23条 前条の学年を、次の学期に分ける。

前学期 ４月１日から９月30日まで

後学期 10月１日から翌年３月31日まで

（休業日）

第24条 本学の休業日は、次のとおりとする。

(1) 日曜日及び土曜日

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日

(3) 春期、夏期、冬期及び臨時の休業日

２ 前項第３号の休業日は、学長が別に定める。

第６節 入学資格、入学時期及び入学者選抜等

（入学資格）

第25条 本学の後期３年の課程に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者

とする。

(1) 修士の学位又は専門職学位を有する者
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(2) 外国において修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

(3) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位

又は専門職学位に相当する学位を授与された者

(4) 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度

において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該

課程を修了し、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者

(5) 文部科学大臣の指定した次に定める者

ア 大学を卒業し、大学、研究所等において、２年以上研究に従事した者で、本学に

おいて、当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力がある

と認めた者

イ 外国において学校教育における16年の課程を修了した後、又は外国の学校が行う

通信教育における授業科目を我が国において履修することにより、当該外国の学校

教育における16年の課程を修了した後、大学、研究所等において２年以上研究に従

事した者で、本学において、当該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同

等以上の学力があると認めた者

(6) 本学において、個別の入学資格審査により、修士の学位又は専門職学位を有する者

と同等以上の学力があると認めた者で、24歳に達したもの

２ 本学の５年の課程に入学することのできる者は、次の各号の一に該当する者とする。

(1) 学校教育法第52条に定める大学を卒業した者

(2) 学校教育法第68条の２第３項の規定により学士の学位を授与された者

(3) 外国において学校教育における16年の課程を修了した者

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目と我が国において履修することにより

当該外国の学校教育における16年の課程を修了した者

(5) 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16

年の課程を修了したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育

制度において位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの

当該課程を修了した者

(6) 専修学校の専門課程（修業年限が４年以上であることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満たす者に限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定

める日以降に修了した者

(7) 文部科学大臣の指定した者

(8) 学校教育法第52条に定める大学に３年以上在学した者（これに準ずる者として文部

科学大臣が定める者を含む。）であって、本学において、当該大学の所定の単位を優

秀な成績で修得したと認めたもの

(9) 学校教育法第67条第２項の規定により他の大学院に入学した者で、本学において教

育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの

(10) 本学において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力

があると認めた者で、22歳に達したもの

（入学時期）

第26条 本学の入学の時期は、毎年４月及び10月とする。



学則- 14 -

（入学者の選抜及び入学許可）

第27条 本学に入学を志願する者については、研究科が別に定めるところにより入学者の

選抜を行う。

２ 入学の許可は、研究科教授会の議を経て学長が行う。

３ 第３章に定める科目等履修生、聴講生及び研究生の入学の許可は、前項を準用する。

第７節 教育方法、履修方法及び在学年限

（教育方法）

第28条 本学の研究科の教育は、本学の教授、助教授又は講師が担当する授業科目の授業

及び研究指導によつて行う。

２ 前項の授業は、文部科学大臣が定めるところにより、多様なメディアを高度に利用し

て、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

３ 前２項に規定するもののほか、授業又は研究指導を補助する助手を置くことができる。

（授業科目、その単位数、履修方法等）

第29条 前条の授業科目及びその単位数、履修方法等は、研究科が専攻ごとに別に定める。

２ 前項の単位数を定めるに当たつては、１単位の授業科目を45時間の学修を必要とする

内容をもつて構成することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、

授業時間外に必要な学修を考慮して、次の基準により単位数を計算するものとする。

(1) 講義及び演習については、15時間の授業をもつて１単位とする。

(2) 実験、実習及び実技については、30時間の授業をもつて１単位とする。ただし、個

人指導による実技の授業については、研究科が専攻ごとに別に定める時間の授業をも

つて１単位とする。

(3) 前２号の規定にかかわらず、研究指導等の授業科目については、これらの学修の成

果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、これらに必要な学修

等を考慮して、研究科が専攻ごとに単位数を別に定める。

（授業科目の単位の授与）

第30条 前条の授業科目を履修した学生に対しては、試験の上単位を与える。ただし、前

条第２項第３号の授業科目については、研究科が専攻ごとに別に定める適切な方法によ

り学修の成果を評価して単位を与えることができる。

（研究指導及びその指導教員等）

第31条 研究指導は、学生１人ごとにその内容が定められるものとし、その研究指導につ

いては、原則として２人以上の教授、助教授又は講師が担当するものとする。

２ 研究指導を担当する教授又は助教授のうち１人は、主任指導教員とする。

（他の大学院における授業科目の履修等）

第32条 学生は、教育上有益と認められるときは、研究科長の許可を受けて、本学が協議
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をした他の大学の大学院及び文部科学大臣が指定した教育施設の授業科目を履修するこ

とができる。

２ 前項の規定に基づき履修した授業科目について修得した単位は、研究科が専攻ごとに

別に定める範囲で、本学の研究科において修得したものとみなすことができる。

（他大学の大学院等における研究指導等）

第33条 学生は、教育上有益と認められるときは、研究科長の許可を受けて、本学が協議

をした他の大学の大学院又は研究所等において、必要な研究指導を受けることができる。

２ 前項の規定に基づき受けた研究指導は、本学の研究科において受けた研究指導の一部

とみなすことができる。

（入学前の既修得単位の取扱い）

第34条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学院において履修した

授業科目について修得した単位を研究科長の許可を受けて、本学の研究科において修得

したものとみなすことができる。

２ 前項の規定に基づき修得したものとみなすことができる単位は、第44条及び第45条に

規定する場合を除き、研究科が専攻ごとに別に定める単位を超えないものとする。

（在学年限）

第35条 学生（第16条の２に規定する長期履修学生を除く。）が本学の研究科に在学する

ことができる年限は、研究科が専攻ごとに別に定めるところにより後期３年の課程にあ

っては５年又は６年とし、５年の課程にあっては８年とする。ただし、第44条、第45条

及び第46条の規定により再入学、転入学又は研究科間の移籍等を許可された者の在学年

限については、当該年次の在学者にかかる在学年限と同年数とする。

（教育方法、履修方法及び在学年限に関する規則）

第36条 前８条に規定する教育方法、履修方法その他単位の認定及び他の大学院における

授業科目の履修等並びに在学年限に関し必要な事項は、本学の研究科の履修規程に定め

る。

第８節 修了の要件及び学位

（後期３年の課程の修了の要件）

第37条 本学の研究科の後期３年の課程の修了の要件は、本学の研究科に３年以上在学し、

研究科が専攻ごとに本学の研究科の履修規程に定める授業科目について所定の単位数以

上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び試験に合格するこ

ととする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、他の

大学の大学院の修士課程又は博士課程の前期２年の課程における在学期間（その課程に

２年以上在学し、当該課程を修了した者であっては、当該課程における在学期間で２年

を限度とする。）を通算して３年以上在学すれば足りるものとする。

２ 前項の規定にかかわらず、第25条第１項第２号、第３号、第４号又は第５号の規定に



学則- 16 -

より、本学への入学資格に関し修士の学位若しくは専門職学位を有する者と同等以上の

学力があると認められた者又は専門職学位課程を修了した者が、本学に入学した場合の

研究科の修了の要件は、本学の研究科に３年（法科大学院の課程を修了した者にあって

は２年）以上在学し、研究科が専攻ごとに本学の研究科の履修規程に定める授業科目に

ついて所定の単位数以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査

及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げ

た者については、１年（標準修業年限が１年以上２年未満の専門職学位課程を修了した

者にあっては、３年から当該１年以上２年未満の期間を減じた期間）以上在学すれば足

りるものとする。

（後期３年の課程の修了の要件に関する特例）

第38条 高エネルギー加速器科学研究科又は生命科学研究科の課程の３年次に編入学した

者については、前条中「以上在学し、研究科が専攻ごとに本学の研究科の履修規程に定

める授業科目について所定の単位数以上を修得し、かつ、必要な研究指導」とあるのは

「以上在学し、必要な研究指導」と読み替えて適用する。

（５年の課程の修了の要件）

第39条 本学の研究科の５年の課程の修了の要件は、本学の研究科に５年以上在学し、研

究科が専攻ごとに本学の研究科の履修規程に定める授業科目について所定の単位数以上

を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び試験に合格すること

とする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者については、研究科

に３年以上在学すれば足りるものとする。

（修了の認定）

第40条 修了の認定は、研究科教授会の議を経て学長が行う。

（学位）

第41条 本学の研究科を修了した者には、博士の学位を授与する。

２ 前項の規定に基づき本学が授与する博士の学位には、その学位を授与される者が修了

した研究科の専攻の区分に応じ、次の表に掲げる専攻分野を付記するものとする。

研 究 科 専 攻 付 記 す る 専 攻 分 野

文化科学研究 地域文化学専攻 文 学 博士論文の内容によつては学術

科 比較文化学専攻 文 学

国際日本研究専攻 学 術

日本歴史研究専攻 文 学 博士論文の内容によつては学術

メディア社会文化専攻 学 術

日本文学研究専攻 文 学

物理科学研究 構造分子科学専攻 理 学 博士論文の内容によつては学術
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科 機能分子科学専攻 理 学

天文科学専攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

核融合科学専攻 学 術 又は工学

宇宙科学専攻 理学・工学 博士論文の内容によつては学術

高エネルギー 加速器科学専攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

加速器科学研 物質構造科学専攻 学 術 又は工学

究科 素粒子原子核専攻 理 学 博士論文の内容によつては学術

複合科学研究 統計科学専攻 統計科学

科 極域科学専攻 理 学 博士論文の内容によつては学術

情報学専攻 情報学

生命科学研究 遺伝学専攻 理 学 博士論文の内容によつては学術

科 基礎生物学専攻 理 学

生理科学専攻 学術・理学 博士論文の内容によつては医学

先導科学研究 生命体科学専攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

科 光科学専攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

又は工学

３ 前２項の規定にかかわらず、本学の研究科の５年の課程に在学し、第48条の規定に基

づき退学を許可された者が、大学院設置基準（昭和49年文部省令第28号）第16条に規定

する修士課程の修了要件を満たした場合は、学長が別に定めるところにより、修士の学

位を授与することができる。

（論文博士）

第42条 前４条（前条第３項を除く。）に定めるもののほか、前条に規定する博士の学位

は、本学の研究科を経ない者であつても、本学に博士論文の審査を申請してその審査に

合格し、かつ、本学の研究科を修了した者と同等以上の学力を有することを確認された

者に対し、授与することができる。

（学位に関する規則）

第43条 第37条本文、第41条第３項及び前条に規定する学位論文の審査及び試験の方法並

びに修士の学位の授与要件その他本学が授与する学位に関し必要な事項は、本学の学位

規則に定める。

第９節 再入学、転入学、休学及び退学等

（再入学）

第44条 本学の研究科を修了した者又は退学した者で、本学の研究科に再び入学すること
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を志願する者がある場合は、その研究科の教育研究に支障がないときに限り、選考の上、

当該研究科の相当年次に入学を許可することができる。

２ 再入学を許可された者が在学すべき年数及び履修の必要な単位数その他必要事項につ

いては、研究科が別に定める。

（転入学）

第45条 他の大学の大学院及び文部科学大臣が指定した教育施設（第25条に規定する者に

限る。）に在学している者で、本学の研究科に転入学することを志願する者がある場合

は、その研究科の教育研究に支障がないときに限り、選考の上、当該研究科の相当年次

に入学を許可することができる。

２ 転入学を許可された者が在学すべき年数及び履修の必要な単位数その他必要事項につ

いては、研究科が別に定める。

（研究科間の移籍等）

第46条 本学の学生で、他の研究科に移籍を志願する者がある場合は、その研究科の教育

研究に支障がないときに限り、選考の上、当該研究科の相当年次に移籍を許可すること

ができる。

２ 本学の学生で、転専攻を志願する者がある場合は、その専攻の教育研究に支障がない

ときに限り、選考の上、当該専攻の相当年次に転専攻を許可することができる。

３ 本学の学生で、第16条の２に規定する長期履修学生の適用を希望する旨を申し出る者

又は長期履修学生であった者が適用を希望しない旨を申し出る者がある場合は、選考の

上、当該申し出を許可することができる。

４ 研究科の移籍又は転専攻若しくは長期履修学生の適用に係る申し出を許可された者の

在学すべき年数及び履修に必要な単位数その他必要事項については、当該研究科が別に

定める。

（休学）

第47条 病気その他やむを得ない事由のため、引き続き２ヶ月以上修学することができな

い場合は、研究科長の許可を受けて休学することができる。

２ 病気その他の事由により、学修することが不適当と認められる学生に対しては、研究

科長は休学を命ずることができる。

３ 休学の期間の途中において、その事由が消滅した場合は、復学することができる。

４ 休学の期間は、通算して２年を超えることができない。

５ 休学の期間は、第21条に規定する修業年限及び第35条に規定する在学年限（第16条の

２に規定する長期履修学生に定めた在学年限を含む。）に算入しない。

（退学）

第48条 退学しようとする学生は、研究科教授会の議を経て学長の許可を受けなければな

らない。

（学生に関する規則）
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第49条 研究科間の移籍等、休学及び退学等その他学生の取扱いに関し必要な事項は、本

学の学生規則に定める。

第10節 授業料その他の費用等

（授業料、入学料及び検定料の額）

第50条 本学の授業料、入学料及び検定料の額は、次のとおりとする。

授業料 ５３５，８００円（年額）

入学料 ２８２，０００円

検定料 ３０，０００円

２ 前項の規定にかかわらず、第16条の２に規定する長期履修学生に適用する授業料の額

は、学長が別に定める。

（授業料）

第51条 授業料は、学長が別に定める期日までに納付しなければならない。

（休学者の授業料）

第52条 休学した学生については、学長が別に定めるところにより、授業料の納付を免除

することができる。

（退学者の授業料）

第53条 学期の途中において、第48条の規定に基づき退学し、又は第60条第２項に規定す

る放学を命ぜられた場合は、学長が別に定めるところにより、授業料を納付しなければ

ならない。

２ 第60条第２項に規定する停学を命ぜられた場合は、その期間中の授業料を納付しなけ

ればならない。

（入学料）

第54条 入学者の選抜並びに再入学及び転入学の選考に合格した者は、学長が別に定める

期日までに入学料を納付しなければならない。

（入学料及び授業料の免除又は徴収猶予）

第55条 入学料及び授業料は、学長が別に定めるところにより、免除又は徴収猶予するこ

とができる。

（検定料）

第56条 本学に入学、再入学又は転入学を出願する者は、学長が別に定める期日までに検

定料を納付しなければならない。

（授業料、入学料及び検定料の不返還）

第57条 第51条、第54条及び第56条の規定により納付した授業料、入学料及び検定料は返
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還しない。ただし、学長が別に定めるところにより、納付した授業料に相当する額の全

部又は一部を返還することができる。

（授業料その他の費用並びに免除及び猶予等に関する規則）

第58条 授業料その他の費用及び徴収方法並びに免除又は徴収猶予の取扱い等に関して必

要な事項は、本学の授業料その他の費用等の取扱いに関する規則の定めるところによる。

第11節 表彰、懲戒及び除籍

（表彰）

第59条 学長は、別に定めるところにより、学生として特に表彰に価する行為があった者

に対して表彰することができる。

（懲戒）

第60条 学長は、教育上必要があると認めるときは、その学生の所属する研究科教授会の

議を経て、学生を懲戒することができる。

２ 前項に規定する懲戒の種類は、放学、停学及び訓告とする。

３ 前項に規定する放学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。

(1) 性行不良で改善の見込がないと認められる者

(2) 学業を怠り、成業の見込がないと認められる者

(3) 正当の理由がなくて出席常でない者

(4) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者

（除籍）

第61条 学長は、次の各号の一に該当する者を除籍する。

(1) 在学期間が第35条に規定する在学年限（第16条の２に規定する長期履修学生に定め

た在学年限を含む。）を超えた者

(2) 休学期間が第47条第４項に規定する期間を超えた者

(3) 入学料の免除若しくは徴収猶予を不許可とされた者又は半額免除若しくは徴収猶予

を許可された者が、納付すべき入学料を所定の期日までに納付しなかつたとき

(4) 授業料の納付を怠り、督促してもなお納付しなかつた者

第３章 科目等履修生、聴講生及び研究生

（科目等履修生）

第62条 本学の学生以外の者で本学の授業科目のうち一又は複数の授業科目を履修し、単

位を修得することを志願する者があるときは、授業科目を開設する研究科の教育研究に

支障がない場合に限り、選考の上、科目等履修生として入学を許可することができる。

（聴講生）
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第63条 本学の学生以外の者で本学の授業科目のうち一又は複数の授業科目を聴講するこ

とを志願する者があるときは、授業科目を開設する研究科の教育研究に支障がない場合

に限り、選考の上、聴講生として入学を許可することができる。

（研究生）

第64条 本学において、特定の事項について研究することを志願する者があるときは、当

該研究生を受け入れる研究科の教育研究に支障がない場合に限り、選考の上、研究生と

して入学を許可することができる。

（科目等履修生等に関する規則）

第65条 科目等履修生、聴講生及び研究生の出願の資格、入学許可、学生納付金等その他

学生の取扱いに関し必要な事項は、本学の科目等履修生、聴講生及び研究生規則に定め

る。

第４章 雑則

（雑則）

第66条 法及び学校教育法（昭和22年法律第26号）その他の法令又はこの学則に定めるも

ののほか、この学則の実施のために必要な事項は、規則、規程又は細則で定める。

附 則 改正 平成16年11月２日

１ この学則は、平成16年４月１日から施行する。

２ この学則施行の際、改正前の第３条に規定する数物科学研究科の廃止に伴う経過措置

は、別に定める。

３ この学則施行の際現に生命科学研究科に在学する学生は、施行日において改正後の第

16条第２項に規定する後期３年の課程を履修する学生となるものとする。

４ 改正後の第21条の規定にかかわらず、文化科学研究科日本文学研究専攻及び物理科学

研究科宇宙科学専攻並びに生命科学研究科の専攻の収容定員は、次の表に掲げるとおり

とする。

区 分 収 容 定 員

研 究 科 専 攻 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

文化科学研 日本文学研究専攻 ６人 － － －

究科

物理科学研 宇宙科学専攻 １２人 － － －

究科
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生命科学研 遺伝学専攻 ２１人 ２４人 ２７人 ３０人

究科 分子生物機構論専攻 ２１人 － － －

生理科学専攻 ２１人 ２４人 ２７人 ３０人

５ 改正後の第42条の規定にかかわらず、文化科学研究科日本文学研究専攻、物理科学研

究科宇宙科学専攻及び複合科学研究科情報学専攻における論文博士の学位の授与は、改

正後の第41条の規定に基づく学位の授与が行われた後に行うものとする。

６ この学則施行の際現に本学の学生である者に係る必要な措置その他学則の施行に関し

て必要な経過措置は、別に定める。

附 則（平成16年11月２日学則第２号）

１ この学則の規定は、次の各号に掲げる区分に従い、それぞれ当該各号に定める日から

施行する。

(1) 第11条から第12条の２まで、第27条第２項、第40条、第48条及び第60条に係る規定

平成16年11月２日

(2) 第41条第２項の表の複合科学研究科に係る規定 平成16年11月２日

(3) 基礎生物学専攻に係る規定 平成17年４月１日

２ 第21条の規定にかかわらず、生命科学研究科基礎生物学専攻の収容定員は、次の表に

掲げるとおりとする。

区 分 収 容 定 員

研 究 科 専 攻 平成17年 平成18年 平成19年

度 度 度

生命科学研究科 基礎生物学専攻 ２４人 ２７人 ３０人

附 則（平成17年３月18日学則第１号）

１ この学則の規定は、次の各号に掲げる区分に従い、それぞれ次の各号に定める日から

施行する。

(1) 第25条に係る規定 平成16年12月13日

(2) 第16条の２、第35条、第46条第３項及び第４項、第47条第５項、第50条、第61条第

１号に係る規定 平成17年４月１日

２ この学則施行の際現に在学する学生が第16条の２に規定する長期履修学生の適用に係

る申し出る場合の取扱いは、学長が別に定める。

３ この学則施行の際現に平成11年３月31日に在学する者に係る授業料の額は、第50条の

規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成17年７月５日学則第２号）

１ この学則は、平成17年７月５日から施行する。ただし、物理科学研究科、高エネルギ

ー加速器科学研究科及び複合科学研究科に係る改正規定及び次項から第４項までの規定

は、平成18年４月１日から施行する。
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附 則（平成17年11月１日学則第３号）

この学則は、次の各号に掲げる区分に従い、それぞれ次の各号に定める日から施行する。

(１) 第17条に係る規定 平成17年11月１日

(２) 第25条第２項に係る規定 平成17年９月９日

２ この学則施行の際現に物理科学研究科、高エネルギー加速器科学研究科及び複合科学

研究科に在学する学生は、施行日において改正後の第16条第２項に規定する後期３年の

課程を履修する学生となるものとする。

３ 改正後の第２１条の規定にかかわらず、物理科学研究科、高エネルギー加速器科学研

究科及び複合科学研究科の専攻の収容定員（改正前の第２１条に規定する収容定員に係

る経過措置の定員を含む。以下「経過措置定員」という。）は、次の表に掲げるとおり

とする。

区 分 収 容 定 員

研究科 専攻 平成１８年度 平成１９年度 平成２０年度 平成２１年度

物理科学 構造分子科 １７人 １６人 １５人 １７人

人研究科 学専攻 （経過措置定員１２ （経過措置定員６

人を含む） を含む）

機能分子科 １７人 １６人 １５人 １７人

人学専攻 （経過措置定員１２ （経過措置定員６

人を含む） を含む）

天文科学専 １７人 １６人 １５人 １７人

人攻 （経過措置定員１２ （経過措置定員６

人を含む） を含む）

核融合科学 １７人 １６人 １５人 １７人

人専攻 （経過措置定員１２ （経過措置定員６

人を含む） を含む）

宇宙科学専 １７人 １６人 １５人 １７人

人攻 （経過措置定員１２ （経過措置定員６

人を含む） を含む）

高エネル 加速器科学 １４人 １０人 ６人 ８人

人ギー加速 専攻 （経過措置定員１２ （経過措置定員６

人を含む） を含む）器科学研

究科 物質構造科 ９人 ９人 ９人 １２人

人 人学専攻 （経過措置定員６ （経過措置定員３

を含む） を含む）

素粒子原子 １６人 １４人 １２人 １６人

人核専攻 （経過措置定員１２ （経過措置定員６

人を含む） を含む）

複合科学 統計科学専 １３人 １４人 １５人 １７人

人 人研究科 攻 （経過措置定員８ （経過措置定員４

を含む） を含む）

極域科学専 ９人 ９人 ９人 １１人
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人 人攻 （経過措置定員６ （経過措置定員３

を含む） を含む）

情報学専攻 ２２人 ２６人 ３０人 ３４人

人（経過措置定員１２ （経過措置定員６

人を含む） を含む）

４ この学則施行の際現に物理科学研究科、高エネルギー加速器科学研究科及び複合科学

研究科に在学する学生に係る必要な措置その他学則の施行に関して必要な経過措置は、

別に定める。

附 則（平成18年３月14日学則第１号）

この学則は、平成18年４月１日から施行する。
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総合研究大学院大学学生規則

平成16年４月14日

大学規則第 １ 号

一部改正 17.3.18

目次

第１章 総則（第１条）

第２章 学生の在籍に関する手続き（第２条－第７条）

第３章 特別聴講派遣学生及び特別研究派遣学生（第８条－第15条）

第４章 学生に関する記録（第16条－第17条）

第５章 学生証（第18条－第19条）

第６章 学生の課外活動団体（第20条－第24条）

第７章 学生及び課外活動団体の活動の原則（第25条）

第８章 学生保険（第26条）

附則

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この規則は、総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」とい

う。）第49条の規定に基づき、総合研究大学院大学（以下「本学」という。）における

学生の休学及び退学その他学生の身分等の取扱い並びに学生及び学生の課外活動団体の

行為に関する基準等について必要な事項を定めるものとする。

第２章 学生の在籍に関する手続き

（研究科間の移籍等）

第２条 本学学生が学則第46条第１項及び第２項の規定に基づき、他の研究科に移籍又は

転専攻を志願するときは、移籍・転専攻願（別記様式１）を所属する専攻長を経由して

研究科長に提出し、学長の許可を受けなければならない。

２ 本学学生が学則第46条第３項に規定する長期履修学生の適用に係る申し出をするとき

の手続きは、学長が別に定める。

（休学）

第３条 本学学生が学則第47条の規定に基づき、休学するときは、休学願（別記様式２）

を所属する専攻長を経由して研究科長に提出し、その許可を受けなければならない。

（復学）
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第４条 前条の規定により休学の許可を受けた本学学生が復学するときは、復学願（別記

様式３）を所属する専攻長を経由して研究科長に提出し、その許可を受けなければなら

ない。

２ 前項の規定にかかわらず、休学を許可された期間が満了する日以降に復学するときは、

復学届（別記様式４）を所属する専攻長を経由して研究科長に提出すれば足りるものと

する。

（転学）

第５条 本学学生が他の大学の大学院に転学するときは、転学願（別記様式５）を所属す

る専攻長を経由して研究科長に提出し、その許可を受けなければならない。

（留学）

第６条 本学学生が外国の大学の大学院に留学（第３章に規定する特別聴講派遣学生及び

特別研究派遣学生を除く。）するときは、留学願（別記様式６）を所属する専攻長を経

由して研究科長に提出し、その許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により留学の許可を受けた本学学生に関する取扱いについては、第11条か

ら第15条の規定を準用する。この場合において、「派遣」とあるのは「留学」と読み替

えて適用する。

３ 留学の許可を受けた期間は、学則第16条に規定する修業年限及び第35条に規定する在

学年限（学則第11条の２に規定する長期履修学生に定めた在学年限を含む。）に算入す

る。

（退学）

第７条 本学学生が学則第48条の規定に基づき、退学するときは、退学願（別記様式７）

を所属する専攻長を経由して研究科長に提出し、学長の許可を受けなければならない。

第３章 特別聴講派遣学生及び特別研究派遣学生

（特別聴講派遣学生及び特別研究派遣学生の定義）

第８条 この章において「特別聴講派遣学生」とは、学則第32条第１項の規定により他の

大学の大学院（外国の大学の大学院を含む。以下「他大学院」という。）の授業科目に

ついて、本学との間における大学間交流協定その他事前の協議に基づき履修する学生を

いう。

２ この章において「特別研究派遣学生」とは、学則第33条第１項の規定により他の大学

の大学院及び研究所等（外国の大学の大学院及び研究所等を含む。以下「他大学院等」

という。）において、本学との間における大学間交流協定その他事前の協議に基づき研

究指導を受ける学生をいう。

（他の大学院との協定又は協議）

第９条 前条第１項に規定する本学との間における大学間交流協定その他事前の協議は、
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次に掲げる事項について、あらかじめ協定の締結又は協議しなければならない。

(1) 授業科目の範囲

(2) 学生数

(3) 単位の認定方法

(4) 履修期間

(5) 検定料、入学料及び授業料等の徴収方法

(6) その他の必要な事項

２ 前条第２項に規定する本学との間における大学間交流協定その他事前の協議は、次に

掲げる事項について、あらかじめ協定の締結又は協議しなければならない。

(1) 研究題目

(2) 学生数

(3) 研究指導を行う期間

(4) 検定料、入学料、授業料等の聴取方法

(5) その他の必要な事項

（出願手続及び派遣許可）

第10条 特別聴講派遣学生として他大学院の授業科目を履修しようとする者は、特別聴講

派遣学生願（別記様式８）を所属する専攻長を経由して研究科長に提出し、その派遣の

許可を受けなければならない。

２ 特別研究派遣学生として他大学院等において研究指導を受けようとする者は、特別研

究派遣学生願（別記様式９）を所属する専攻長を経由して研究科長に提出し、その派遣

の許可を受けなければならない。

（派遣期間）

第11条 前条の規定による特別聴講派遣学生及び特別研究派遣学生の派遣期間は、許可さ

れた日から１年以内とする。ただし、やむを得ない事情があると認められたときは、原

則として引き続き１年以内に限りその延長を許可することができる。

２ 特別聴講派遣学生及び特別研究派遣学生の派遣期間は、本学の在学期間（学則第11条

の２に規定する長期履修学生に定めた在学期間を含む。）に含めるものとする。

（報告書等の提出）

第12条 特別聴講派遣学生は、他大学院の授業科目の履修が終了したときは、すみやかに

（外国の他大学院で履修した特別聴講派遣学生にあっては、帰国の日から１月以内に）

特別聴講派遣学生履修報告書（別紙様式10）及び当該他大学院の長が交付した学業成績

証明書等を所属する専攻長を経由して研究科長に提出しなければならない。

２ 特別研究派遣学生は、他大学院等において研究指導が終了したときは、すみやかに

（外国の他大学院等において研究指導を受けた者にあっては帰国の日から１月以内）特

別研究派遣学生研究指導報告書（別紙様式11）及び当該他大学院等の長が交付した研究

指導状況報告書等を所属する専攻長を経由して研究科長に提出しなければならない。
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（単位及び研究指導の認定）

第13条 前条第１項の規定により特別聴講派遣学生が他大学院において修得した授業科目

の単位は、当該学業成績証明書等に基づき、学則第32条第２項の規定により本学の研究

科において修得したものと認定する。

２ 前条第２項の規定により特別研究派遣学生が他大学院等において受けた研究指導は、

当該研究報告書及び研究指導状況報告書等に基づき、学則第33条第２項の規定により本

学の研究科において受けた研究指導の一部として認定する。

（特別研究派遣学生の授業料）

第14条 特別研究派遣学生は、本学の学生として授業料を納付しなければならない。

（派遣許可の取消し）

第15条 研究科長は、特別聴講派遣学生又は特別研究派遣学生が次の各号の一に該当する

場合は、当該他大学院又は他大学院等との協議により、その派遣の許可を取り消すこと

ができる。

(1) 授業科目の履修又は研究指導計画の完了の見込みがないと認められるとき。

(2) 派遣を許可された当該他大学院又は他大学院等の規則等に違反し、又はその本分に

反する行為があると認められるとき。

(3) その他特別聴講派遣学生又は特別研究派遣学生の趣旨に反する行為があると認めら

れるとき。

第４章 学生に関する記録

（記録事項の変更）

第16条 本学学生の氏名に変更があったときは、すみやかに改姓(名)届（別記様式12）を

所属する専攻長を経由して研究科長に提出しなければならない。

２ 本学学生の住所に変更があったときは、すみやかに住所等変更届（別記様式13）を所

属する専攻長を経由して研究科長に提出しなければならない。

３ 本学学生の保証人に変更があったとき又は保証人の住所に変更があったときは、すみ

やかに保証人等変更届（別記様式14）を所属する専攻長を経由して研究科長に提出しな

ければならない。

（旧姓名の使用）

第17条 本学学生の氏名は、戸籍簿記載の氏名により取り扱うものとする。ただし、学長

が別に定めるところにより、学生の申出に基づき旧戸籍簿記載の氏名の使用を認めるこ

とができる。

２ 前項ただし書の規定に基づき、本学学生が旧戸籍簿記載の氏名を使用しようとする場

合は、前条第１項に規定する改姓(名)届にその旨を付記して提出しなければならない。
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第５章 学生証

（学生証の所持）

第18条 本学学生は、学生証を常に所持するとともに、本学関係者又は学生が所属する研

究科の専攻を置く大学共同利用機関（以下「学生所属機関」という。）の関係者から請

求があったときは、これを提示しなければならない。

２ 学生証は、他人に貸与し、または譲渡してはならない。

（学生証の取扱い）

第19条 学生証の有効期限は、３年（学則第16条第３項に規定する５年の課程を履修する

学生にあっては５年）とし、有効期限を経過したものは、更新するものとする。

２ 学生証を紛失したときは、すみやかに学生証再発行願(別記様式15)を学長に提出して

再交付を受けなければならない。

３ 課程の修了、退学等により学生の身分を失ったときは、直ちに学生証を返還するもの

とする。

第６章 学生の課外活動団体

（設立の許可）

第20条 本学学生が課外活動のための団体（以下「課外活動団体」という。）を設立しよ

うとするときは、次の各号に掲げるすべての要件を満たすものとし、課外活動団体許可

・継続願（別記様式16）を学長に提出して、運営会議の議を経た上で、設立の許可を受

けなければならない。

(1) 本学の教育目的に沿い、かつ課外活動を目的として組織されているものであること

(2) 本学の学生を組織の対象としていること

(3) 年間活動計画に基づき、日常的に活動するものであること

(4) 原則として、３人以上の構成員を有するものであること

(5) 本学の教員を顧問としていること

（許可の期限及び継続等）

第21条 前条の規定により設立された課外活動団体の許可の期限は、当該課外活動団体が

許可を受けた日の属する年度の翌年度の５月末日までとする。

２ 課外活動団体は、前項の期限が満了する日以降、引き続き課外活動団体の設立を継続

しようとするときは、その年度の４月末日（その日が本学の休業日であるときは、その

日以降の最初の業務日とする。）までに課外活動団体許可・継続許可願（別記様式16）

を学長に提出し、１年ごとに更新することができる。

３ 前項に規定する提出の期日までに課外活動団体許可・継続許可願の提出がないときは、

当該課外活動団体は解散したものとみなす。

（解散）

第22条 課外活動団体が解散しようとするときは、課外活動団体解散届（別記様式17）を
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学長に提出しなければならない。

（活動の停止命令又は解散命令）

第23条 学長は、課外活動団体が次の各号の一に該当するときは、当該課外活動団体の活

動停止を命ずることができる。

(1) 学則その他本学の規則又は学生所属機関が定めた規則に反する行為を行ったとき

(2) 課外活動団体の活動中に事故が発生するなど課外活動団体の運営が不適切と認めら

れるとき

(3) 課外活動団体の構成員が不祥事に関係し、それが課外活動団体の活動と密接な関連

があると認められるとき

２ 学長は、課外活動団体の行為が第20条各号に掲げる要件を著しく反し、若しくは本学

及び学生所属機関の教育研究活動を妨げ、又は前項に規定する活動停止命令に反したと

きは、運営会議の議を経て当該学生団体に対し、解散を命ずることができる。

（学外団体への加入）

第24条 課外活動団体が、本学以外の大学その他の組織に加入しようとするときは、学外

団体加入許可願（別記様式18）を学長に提出しなければならない。

第７章 学生及び課外活動団体の活動の原則

（教育研究環境の理解と保全）

第25条 本学学生又は課外活動団体は、本学が学則第１条に規定する大学共同利用機関と

の緊密な連係及び協力の下に、教育研究を行う大学であることを理解し、本学及び学生

所属機関の教育研究を妨げてはならない。

２ 学生又は課外活動団体は、学則その他本学の規則を遵守するとともに、学生所属機関

が定める規則を遵守しなければならない。

３ 学生又は課外活動団体は、その活動中に本学又は学生所属機関の職員から安全管理及

び事故防止その他環境保全に関する指示があったときは、その指示に従わなければなら

ない。

第８章 学生保険

（学生保険への加入）

第26条 本学学生は、入学時に独立行政法人日本学生支援機構の学生教育研究災害傷害保

険及び学研災付帯賠償責任保険に加入しなければならない。

２ 前項の規定により、加入した保険の加入期間が満了する日以降に、本学学生として在

学する場合は、当該保険に再加入しなければならない。

附 則

１ この規則は、平成16年４月14日から施行し、平成16年４月１日から適用する。ただし、
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この規則施行の際、平成16年３月31日に在学する本学学生が平成16年４月１に在学する

場合は、その学生に対して第26条の規定は適用があるものとする。

２ この規則施行の際現に存ずる学生の課外活動のために学長から許可を受けた団体は、

この規則に基づき設立の許可を受けた課外活動団体とみなし、その許可の期限は平成16

年５月31日までとする。

３ この規則施行の際現に本学学生が休学及び退学その他学生の在籍に関する手続き、特

別聴講派遣学生及び特別研究派遣学生の派遣許可並びに前項の規定する団体が設立又は

継続の手続きを行っている場合は、この規則の規定に基づき手続きがなされたものとみ

なす。

附 則（平成17年３月18日大学規則第４号）

この規則は、平成17年４月１日から施行する。
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別記様式１ 移籍・転専攻願（第２条関係）
移 籍 ・ 転 専 攻 願

年 月 日
総合研究大学院大学長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻
現 住 所 〒 電話 （ ）

保証人氏名 印
指導教員 印

印
専 攻 長 印

私は、下記により移籍・転専攻したいので、許可くださるようお願いします。
記

志望理由
志望研究科 研究科
志望専攻 専 攻
（備考）学生が所属する専攻長に提出すること。

別記様式２ 休学願（第３条関係）
休 学 願

年 月 日
総合研究大学院大学○○○○研究科長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻
現 住 所 〒 電話 （ ）

休学中の 〒 電話 （ ）
連絡先
保証人氏名 印
指導教員 印

印
専 攻 長 印

私は、（理由： ）のため、
下記のとおり休学したいので、許可くださるようお願いします。

記

休学期間 年 月 日から
年 月 日まで

（備考）１．学生が所属する専攻長に提出すること。
２．病気の場合は、医師の診断書を添付すること。
３．日本学生支援機構奨学金受給者は、異動願(届)を添付すること。
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別記様式３ 復学願（第４条関係）

復 学 願

年 月 日

総合研究大学院大学○○○○研究科長 殿

氏 名

入学年度 年度 学籍番号 第 号

研 究 科 研究科

専 攻 専 攻

現 住 所 〒 電話 （ ）

保証人氏名 印

指導教員 印

印

専 攻 長 印

私は、 年 月 日から 年 月 日まで休学中のところ、

年 月 日から復学したいので、許可くださるようお願いします。

（備考）１．学生が所属する専攻長に提出すること。

２．病気での休学の場合は、治癒した旨の医師の診断書を添付すること。

３．日本学生支援機構奨学金受給者は、異動願(届)を添付すること。

別記様式４ 復学届（第４条関係）

復 学 届

年 月 日

総合研究大学院大学○○○○研究科長 殿

氏 名

入学年度 年度 学籍番号 第 号

研 究 科 研究科

専 攻 専 攻

現 住 所 〒 電話 （ ）

休学期間 年 月 日～ 年 月 日

私は、 年 月 日から復学しましたので、提出します。

（備考）１．学生が所属する専攻長に提出すること。

２．日本学生支援機構奨学金受給者は、異動願(届)を添付すること。
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別記様式５ 転学願（第５条関係）
転 学 願

年 月 日
総合研究大学院大学○○○○研究科長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻
現 住 所 〒 電話 （ ）

保証人氏名 印
指導教員 印

印
専 攻 長 印

私は、（理由： ）のため、
下記の学校に受験したいので、許可くださるようお願いします。

記
受験学校名

（備考）学生が所属する専攻長に提出すること。

別記様式６ 留学願（第６条関係）
留 学 願

年 月 日
総合研究大学院大学○○○○研究科長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻
現 住 所 〒 電話 （ ）

保証人氏名 印
指導教員 印

印
専 攻 長 印

私は、下記により留学したいので、許可くださるようお願いします。
記

留学理由
留 学 先 学 校 名

所 在 地
相手方担当者
相手方連絡先

留学中の 〒 電話 （ ）
連絡先
留学期間 年 月 日～ 年 月 日
留学内容 研究の指導 受ける 受けない

授業の履修 履修する 履修しない
そ の 他

（備考）１．学生が所属する専攻長に提出すること。
２．留学計画書（スケジュール等）を添付すること。
３．日本学生支援機構奨学金受給者は、異動願(届)を添付すること。
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別記様式７ 退学願（第７条関係）

退 学 願
年 月 日

総合研究大学院大学長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻
現 住 所 〒 電話 （ ）

保証人 氏名 印
住所 〒 電話 （ ）

指導教員 印
印

専 攻 長 印
私は、（理由： ）のため、
年 月 日付けをもって退学したいので、許可くださるようお願いします。

（備考）
１．学生が所属する専攻長に提出すること。
２．日本学生支援機構奨学金受給者は、異動願(届)及び奨学金借用書を添付すること。

別記様式８ 特別聴講派遣学生願（第10条関係）
特別聴講派遣学生願

年 月 日
総合研究大学院大学○○○○研究科長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻
現 住 所 〒 電話 （ ）

保証人氏名 印（国内の場合は不要）
指導教員 印

印
専 攻 長 印

私は、下記により特別聴講派遣学生として、他の大学院において授業科目を履修
したいので、許可くださるようお願いします。

記
希望理由
派 遣 先 学 校 名

所 在 地
相手方担当者
相手方連絡先

派遣中の 〒 電話 （ ）
連絡先
派遣期間 年 月 日～ 年 月 日
履修する 授業科目名 単位数 担当教員名
授業科目
（備考）１．学生が所属する専攻長に提出すること。

２．派遣計画書（スケジュール等）を添付すること。
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別記様式９ 特別研究派遣学生願（第10条関係）

特別研究派遣学生願
年 月 日

総合研究大学院大学○○○○研究科長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻
現 住 所 〒 電話 （ ）

保証人氏名 印（国内の場合は不要）
指導教員 印

印
専 攻 長 印

私は、下記により特別研究派遣学生として、他の大学院等において研究指導を
受けたいので、許可くださるようお願いします。

記
希望理由
派 遣 先 学校・機関名

所 在 地
相手方担当者
相手方連絡先

派遣中の 〒 電話 （ ）
連絡先
派遣期間 年 月 日～ 年 月 日
研究題目
（備考）１．学生が所属する専攻長に提出すること。

２．派遣計画書（スケジュール等）を添付すること。

別紙様式10 特別聴講派遣学生履修報告書（第12条関係）
特別聴講派遣学生履修報告書

年 月 日
総合研究大学院大学○○○○研究科長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻
現 住 所 〒 電話 （ ）

指導教員 印
印

専 攻 長 印

私は、特別聴講派遣学生として、下記のとおり授業科目を履修しましたので、
報告書を提出します。

記
派遣先学校名
派遣許可期間 年 月 日～ 年 月 日

履 修 科 目 名 単位数 担当教員名

（備考）１．学生が所属する専攻長にすみやかに提出すること。
２．派遣先学校が交付した学業成績証明書等を添付すること。
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別紙様式11 特別研究派遣学生研究指導報告書（第12条関係）
特別研究派遣学生研究指導報告書

年 月 日
総合研究大学院大学○○○○研究科長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻
現 住 所 〒 電話 （ ）

指導教員 印
印

専 攻 長 印

私は、特別研究派遣学生として、下記のとおり研究指導が終了しましたので、
報告書を提出します。

記
派遣先学校・機関名
派 遣 許 可 期 間 年 月 日～ 年 月 日
研 究 指 導 者 名
研 究 題 目
報告内容

（備考）１．学生が所属する専攻長にすみやかに提出すること。
２．派遣先学校・機関が交付した研究指導状況報告書等を添付すること。

別記様式12 改姓(名)届（第16条関係）
改 姓 (名) 届

年 月 日
総合研究大学院大学長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻
現 住 所 〒 電話 （ ）

私は、下記のとおり改姓（名）しましたので提出します。
記

旧姓（名）
新姓（名）

（備考）１．学生が所属する専攻長に提出すること。
２．日本学生支援機構奨学金受給者は改氏名届を添付するか、又は取
扱銀行に申し出て振込口座の名義人の改姓名手続きを行うこと。
３．旧戸籍簿記載の氏名を使用しようとする場合は、その旨を付記す
ること。
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別記様式13 住所等変更届（第16条関係）

住所等変更届
年 月 日

総合研究大学院大学長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻

私は、下記のとおり住所を変更しましたので提出します。
記

旧 住 所 〒 電話 （ ）

新 住 所 〒 電話 （ ）

通学方法 □交通機関利用 □自動車等利用 □徒歩
通学経路図
（交通機関
利用者の
み記入す
ること）
（備考）学生が所属する専攻長に提出すること。

別記様式14 保証人等変更届（第16条関係）

保証人等変更届
年 月 日

総合研究大学院大学長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻

私は、下記のとおり保証人を変更・保証人の住所が変更しましたので
提出します。

記
旧 氏 名 印
住 所 〒 電話 （ ）

新 氏 名 印
現 住 所 〒 電話 （ ）

本人との続柄
生 年 月 日
職 業

（備考）１．学生が所属する専攻長に提出すること。
２．変更となる該当欄のみ記入すること。
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別記様式15 学生証再発行願（第19条関係）

学生証再発行願
年 月 日

総合研究大学院大学長 殿
氏 名
入学年度 年度 学籍番号 第 号
研 究 科 研究科
専 攻 専 攻
現 住 所 〒 電話 （ ）

下記の理由により、学生証の再発行をお願いします。
記

理由

（備考）１．学生が所属する専攻長に提出すること。
２．汚損等による使用不能のため再発行を願い出るときは、使用不能
になった学生証を添付すること。
３．再発行後に、紛失・盗難等に係る学生証がみつかったときは直ち
返還すること。

別記様式16 課外活動団体許可・継続願（第20条、第21条関係）

課外活動団体許可・継続願

年 月 日

総合研究大学院大学長 殿

代表者 所属研究科・専攻

学籍番号

氏 名

下記により課外活動団体として、許可・継続してくださるようお願いします。

記

団 体 名

目 的

課外活動団体として 継続願として提出する場合

の設立許可年月日 年 月 日

活動の概要

会 員 数 人

役 員 名

顧 問 教 員 印

（備考）１．団体の規則、会員の名簿及び年間活動計画書（活動場所と日時

を必ず記入）を添付すること。

２．継続願として提出する場合は、年間活動報告書を添付すること。
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別記様式17 課外活動団体解散届（第22条関係）

課外活動団体解散届

年 月 日

総合研究大学院大学長 殿

代表者 所属研究科・専攻

学籍番号

氏 名

下記のとおり課外活動団体を解散したいので提出します。

記

団 体 名

解散年月日 年 月 日

解 散 理 由

顧 問 教 員 印

別記様式18 学外団体加入許可願（第24条関係）

学外団体加入許可願

年 月 日

総合研究大学院大学長 殿

団体名

代表者 所属研究科・専攻

学籍番号

氏 名

顧問教員 印

下記の団体に、 年 月 日（予定日）に加入したいので、許可

くださるようお願いします。

記

加入団体名

事務所所在地

目的及び事業

組織・会費等

主要役員名

出版物等

（備考）加入しようとする学外団体の規則及び活動状況を示す資料を添付する

こと。
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総合研究大学院大学文化科学研究科履修規程

平成元年４月３日

規程文研第 ２ 号

一部改正 4.2.26／ 4.4.15／ 7.2.20

10.2.27／11.3.24／13.2.23

14.3. 1／15.2.28／16.4.14

17.2.25／17.3.24／17.9.16

18.2.24／18.3.17

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」とい

う。）第36条の規定に基づき、文化科学研究科（以下「本研究科」という。）における

教育方法、履修方法その他単位の認定及び他の大学院における授業科目の履修等並びに

在学年限その他必要な事項について定めるものとする。

（教育方法）

第２条 本研究科における教育は、授業科目の授業及び博士論文の作成等に対する指導

（以下「研究指導」という。）によつて行う。

２ 前項に規定する授業のうち、研究科が定める授業科目は、多様なメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

（主任指導教員）

第３条 学生の研究指導を担当するとともに、学生の授業科目の履修指導等に当たるため、

学生１人ごとに主任指導教員が定められるものとする。

（授業科目及び単位数）

第４条 本研究科の各専攻の授業科目、単位数、履修方法等は、別表１及び別表２のとお

りとする。

（履修の手続き）

第５条 学生は、毎学期初めに、履修しようとする授業科目を履修届（別紙様式）により

主任指導教員の承認を受けるとともに、所属の専攻の専攻長（以下「所属専攻長」とい

う。）を経由して研究科長に提出しなければならない。

２ 学生は、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けて、別

表１に掲げる本研究科の他の専攻の授業科目及び本学の他の研究科の授業科目を履修す

ることができる。

（他大学の大学院における授業科目の履修の手続き等）
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第６条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院（外国の大学の大学院を含

む。）の授業科目を履修しようとするときは、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経

由して研究科長の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により他の大学の大学院において修得した単位は、４単位を超えない範囲

で本研究科の各専攻で修得したものとみなすことができる。

３ 第１項の規定による協議及び単位の認定等については、総合研究大学院大学学生規則

（平成16年大学規則第１号。以下「学生規則」という。）の定めるところによる。

（授業科目の履修の認定及び単位の授与等）

第７条 授業科目の履修の認定は、試験又は研究報告により行う。ただし、平常の学修の

成果の評価をもつて試験又は研究報告に代えることができる。

２ 授業科目の成績は、100 点満点をもつて評価し、60点以上を合格とする。ただし、点

数をもつて評価し難い場合は、合格及び不合格の評価をもつて行うことができる。

３ 授業科目の履修の認定に合格した者には、所定の単位を与える。

（研究指導）

第８条 研究指導は、学生１人ごとにその内容が定められるものとし、その研究指導につ

いては、主任指導教員のほか、原則として１人以上の教授又は助教授が担当するものと

する。

（他大学の大学院等における研究指導の手続き等）

第９条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院及び研究所等（外国の大学の大

学院及び研究所等を含む。）において研究指導を受けようとするときは、主任指導教員

の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により他の大学の大学院及び研究所等において受けた研究指導は、本研究

科の各専攻において受けた研究指導の一部とみなすことができる。

３ 第１項の規定による協議及び研究指導の認定については、学生規則の定めるところに

よる。

（修了の要件）

第10条 本研究科の修了の要件は、本研究科の専攻に３年以上在学し、別表１に規定する

ところにより所定の単位数以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文

の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績

を上げた者又は修業年限の調整が認められる者については、学則第37条に規定する在学

期間以上で足りるものとする。

２ 前項に規定する博士論文の審査及び試験については、総合研究大学院大学学位規則

（平成元年規則第２号）の定めるところによる。

（在学年限）

第11条 学生（長期履修学生及び長期履修の適用を解除された学生を除く。）は、本研究



文化履修規程- 3 -

科の専攻に５年を超えて在学することができない。

（雑則）

第12条 この規程に定めるもののほか、教育方法、履修方法、単位の認定及び他の大学院

における授業科目の履修等の実施に関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成元年４月３日から施行し、平成元年４月１日から適用する。

附 則（平成４年２月26日規程文研第１号）

この規程は、平成４年４月１日から施行する。

附 則（平成４年４月15日規程文研第２号）

この規程は、平成４年４月15日から施行し、平成４年４月１日から適用する。

附 則（平成７年２月20日規程文研第１号）

この規程は、平成７年４月１日から施行する。

附 則（平成10年２月27日規程文研第１号）

この規程は、平成10年４月１日から施行する。

附 則（平成11年３月24日規程文研第３号）

この規程は、平成11年４月１日から施行する。

附 則（平成13年２月23日規程文研第１号）

この規程は、平成13年４月１日から施行する。ただし、湘南レクチャーの単位認定に係

る改正については平成12年４月１日から適用する。

附 則（平成14年３月１日規程文研第１号）

この規程は、平成14年４月１日から施行する。

附 則（平成15年２月28日規程文研第３号）

この規程は、平成15年４月１日から施行する。ただし、日本文学研究専攻の設置に伴う

改正については、平成15年４月１日から施行する。

附 則（平成16年４月14日大学規程文研第１号）

この規程は、平成16年４月14日から施行し、平成16年４月１日から適用する。

附 則（平成17年２月25日大学規程文研第１号）

この規程は、平成17年４月１日から施行する。

附 則（平成17年３月24日大学規程文研第２号）

この規程は、平成17年４月１日から施行する。

附 則（平成17年９月16日大学規程文研第３号）

１ この規程は、平成17年９月16日から施行する。

２ この規程施行の際現に日本歴史研究専攻、メディア社会文化専攻及び日本文学研究専

攻の学生である者に係る必要な経過措置については、専攻が別に定める。

附 則（平成18年２月24日大学規程文研第１号）

この規程は、平成18年４月１日から施行する。

附 則（平成18年２月24日大学規程文研第２号）
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この規程は、平成18年２月24日から施行する。

附 則（平成18年３月17日大学規程文研第３号）

この規程は、平成18年４月１日から施行する。
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別表１（第４条関係）

(1) 地域文化学専攻専門科目

単 位 数
教育研究指導分野 授 業 科 目 備 考

必修 選択

アジア地域文化Ⅰ 東アジア文化研究Ⅰ ４

東アジア文化研究Ⅱ ４

東アジア文化研究Ⅲ ４

東アジア文化研究特論Ⅰ ２

東アジア文化研究特論Ⅱ ２

東アジア文化研究特論Ⅲ ２

東アジア文化研究演習Ⅰ ２

東アジア文化研究演習Ⅱ ２

東アジア文化研究演習Ⅲ ２

中央アジア文化研究 ４

北アジア文化研究 ４

中央・北アジア文化研究特論Ⅰ ２

中央・北アジア文化研究特論Ⅱ ２

中央・北アジア文化研究演習Ⅰ ２

中央・北アジア文化研究演習Ⅱ ２

アジア地域文化Ⅱ 東南アジア文化研究Ⅰ ４

東南アジア文化研究Ⅱ ４

東南アジア文化研究特論Ⅰ ２

東南アジア文化研究特論Ⅱ ２

東南アジア文化研究演習Ⅰ ２

東南アジア文化研究演習Ⅱ ２

南アジア文化研究 ４

南アジア文化研究特論 ２

南アジア文化研究演習 ２

西アジア文化研究 ４

西アジア文化研究特論 ２

西アジア文化研究演習 ２

ヨーロッパ地域文化 ヨーロッパ文化研究Ⅰ ４

ヨーロッパ文化研究Ⅱ ４

ヨーロッパ文化研究Ⅲ ４

ヨーロッパ文化研究特論Ⅰ ２

ヨーロッパ文化研究特論Ⅱ ２

ヨーロッパ文化研究特論Ⅲ ２
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ヨーロッパ文化研究演習Ⅰ ２

ヨーロッパ文化研究演習Ⅱ ２

ヨーロッパ文化研究演習Ⅲ ２

アフリカ地域文化 アフリカ文化研究Ⅰ ４

アフリカ文化研究Ⅱ ４

アフリカ文化研究Ⅲ ４

アフリカ文化研究特論Ⅰ ２

アフリカ文化研究特論Ⅱ ２

アフリカ文化研究特論Ⅲ ２

アフリカ文化研究演習Ⅰ ２

アフリカ文化研究演習Ⅱ ２

アフリカ文化研究演習Ⅲ ２

アメリカ地域文化 アメリカ文化研究Ⅰ ４

アメリカ文化研究Ⅱ ４

アメリカ文化研究Ⅲ ４

アメリカ文化研究特論Ⅰ ２

アメリカ文化研究特論Ⅱ ２

アメリカ文化研究特論Ⅲ ２

アメリカ文化研究演習Ⅰ ２

アメリカ文化研究演習Ⅱ ２

アメリカ文化研究演習Ⅲ ２

オセアニア地域文化 オセアニア文化研究Ⅰ ４

オセアニア文化研究Ⅱ ４

オセアニア文化研究Ⅲ ４

オセアニア文化研究特論Ⅰ ２

オセアニア文化研究特論Ⅱ ２

オセアニア文化研究特論Ⅲ ２

オセアニア文化研究演習Ⅰ ２

オセアニア文化研究演習Ⅱ ２

オセアニア文化研究演習Ⅲ ２

基礎科目 地域文化学基礎演習Ⅰ ２

地域文化学基礎演習Ⅱ ２

共通 地域文化学特論Ⅰ ２

地域文化学特論Ⅱ ２

地域文化学演習Ⅰ ２
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地域文化学演習Ⅱ ２

(2) 比較文化学専攻専門科目

単 位 数
教育研究指導分野 授 業 科 目 備 考

必修 選択

民族社会 民族社会研究Ⅰ ４

民族社会研究Ⅱ ４

民族社会研究Ⅲ ４

民族社会研究Ⅳ ４

民族社会研究Ⅴ ４

民族社会研究特論Ⅰ ２

民族社会研究特論Ⅱ ２

民族社会研究特論Ⅲ ２

民族社会研究演習Ⅰ ２

民族社会研究演習Ⅱ ２

民族社会研究演習Ⅲ ２

民族宗教 民族宗教研究Ⅰ ４

民族宗教研究Ⅱ ４

民族宗教研究Ⅲ ４

民族宗教研究Ⅳ ４

民族宗教研究特論Ⅰ ２

民族宗教研究特論Ⅱ ２

民族宗教研究特論Ⅲ ２

民族宗教研究演習Ⅰ ２

民族宗教研究演習Ⅱ ２

民族宗教研究演習Ⅲ ２

民族技術 民族技術研究Ⅰ ４

民族技術研究Ⅱ ４

民族技術研究Ⅲ ４

民族技術研究Ⅳ ４

民族技術研究Ⅴ ４

民族技術研究特論Ⅰ ２

民族技術研究特論Ⅱ ２

民族技術研究特論Ⅲ ２

民族技術研究演習Ⅰ ２

民族技術研究演習Ⅱ ２
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民族技術研究演習Ⅲ ２

民族言語 民族言語研究Ⅰ ４

民族言語研究Ⅱ ４

民族言語研究Ⅲ ４

民族言語研究Ⅳ ４

民族言語研究特論Ⅰ ２

民族言語研究特論Ⅱ ２

民族言語研究特論Ⅲ ２

民族言語研究演習Ⅰ ２

民族言語研究演習Ⅱ ２

民族言語研究演習Ⅲ ２

言語情報研究 ４

言語情報研究特論 ２

言語情報研究演習 ２

民族芸術 民族芸術研究Ⅰ ４

民族芸術研究Ⅱ ４

民族芸術研究Ⅲ ４

民族芸術研究Ⅳ ４

民族芸術研究Ⅴ ４

民族芸術研究特論Ⅰ ２

民族芸術研究特論Ⅱ ２

民族芸術研究特論Ⅲ ２

民族芸術研究演習Ⅰ ２

民族芸術研究演習Ⅱ ２

民族芸術研究演習Ⅲ ２

基礎科目 比較文化学基礎演習Ⅰ ２

比較文化学基礎演習Ⅱ ２

共通 比較文化学特論Ⅰ ２

比較文化学特論Ⅱ ２

比較文化学演習Ⅰ ２

比較文化学演習Ⅱ ２

(3)国際日本研究専攻専門科目

単 位 数
教育研究指導分野 授 業 科 目 備 考

必修 選択
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国際日本研究 日本研究基礎論Ａ ２

日本研究基礎論Ｂ ２

学際研究論ⅠＡ １

学際研究論ⅠＢ １

学際研究論ⅡＡ １

学際研究論ⅡＢ １

論文作成指導ⅠＡ １

論文作成指導ⅠＢ １

論文作成指導ⅡＡ １

論文作成指導ⅡＢ １

シンポジウム等運営実習Ａ １

シンポジウム等運営実習Ｂ １

(4)日本歴史研究専攻専門科目

単 位 数
教育研究指導分野 授 業 科 目 備 考

必修 選択

歴史資料研究 文書史料研究Ａ ２

文書史料研究Ｂ ２

記録・典籍史料研究Ａ ２

記録・典籍史料研究Ｂ ２

近現代資料研究Ａ ２

近現代資料研究Ｂ ２

金石文・出土文字資料研究 ２

考古資料研究Ａ ２

考古資料研究Ｂ ２

考古資料研究Ｃ ２

民俗誌研究Ａ ２

民俗誌研究Ｂ ２

民俗誌研究Ｃ ２

資料論・展示研究 物質文化資料論Ａ ２

物質文化資料論Ｂ ２

物質文化資料論Ｃ ２

物質文化資料論Ｄ ２

民俗文化資料論Ａ ２

民俗文化資料論Ｂ ２

民俗文化資料論Ｃ ２

映像資料論 ２
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画像資料論 ２

美術工芸資料論 ２

歴史展示研究Ａ ２

歴史展示研究Ｂ ２

分析・情報科学 分析調査論Ａ ２

分析調査論Ｂ ２

分析調査論Ｃ ２

年代資料学 ２

資料保存科学 ２

歴史情報科学Ａ ２

歴史情報科学Ｂ ２

社会論 古代社会論Ａ ２

古代社会論Ｂ ２

古代社会論Ｃ ２

中世社会論 ２

近世社会論 ２

近現代社会論 ２

村落社会論 ２

都市社会論Ａ ２

都市社会論Ｂ ２

技術史・環境史 古代技術史Ａ ２

古代技術史Ｂ ２

古代技術史Ｃ ２

中世技術史 ２

近世技術史Ａ ２

近世技術史Ｂ ２

工芸技術史 ２

歴史環境論 ２

生態環境史 ２

民俗環境論Ａ ２

民俗環境論Ｂ ２

地域文化論 村落伝承論Ａ ２

村落伝承論Ｂ ２

都市伝承論 ２

社会伝承論 ２

信仰伝承論Ａ ２
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信仰伝承論Ｂ ２

社会意識論Ａ ２

社会意識論Ｂ ２

１年次配当科目基礎演習Ⅰ １

１年次配当科目基礎演習Ⅱ １

集中講義Ａ １

集中講義Ｂ １

集中講義Ｃ １

(5)メディア社会文化専攻専門科目

単 位 数
教育研究指導分野 授 業 科 目 備 考

必修 選択

メディア文化 メディア文化論 ２

情報表現基礎論 ２

情報表現内容論 ２

情報可視化特論 ２

データベース論 ２

教材評価論 ２

メディア社会 メディア社会論 ２

国際コミュニケーション論 ２

国際社会論 ２

遠隔教育論 ２

ネットワーク基盤論 ２

バーチャルリアリティ特論 ２

ユーザ工学 ２

メディア研究方法論 ２

情報行動論 ２

メディア認知行動 認知科学特論 ２

メディアリテラシー論 ２

学習メディア環境デザイン論 ２

心理評価論 ２

生理評価論 ２

メディア空間認知論 ２
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(6)日本文学研究専攻専門科目

単 位 数
教育研究指導分野 授 業 科 目 備 考

必修 選択

文学資源研究 書物メディア論 ２

書物交流論 ２

書写文化論 ２

前期出版文化論 ２

後期出版文化論 ２

資源集積論 ２

文学形成研究 本文形成論 ２

表現形成論 ２

作品形成論（中世以前） ２

作品形成論（中世以降） ２

作品享受論 ２

文学環境研究 文学思想論（中世以前） ２

文学思想論（中世以降） ２

文学芸術論 ２

文学集団論 ２

文学社会論 ２

共通科目 文学情報論 ２

書物情報論 ２

記録情報論 ２

(7) 履修方法

① 地域文化学専攻及び比較文化学専攻の学生は、所属する専攻が開設する必修基礎

科目４単位、地域文化学専攻及び比較文化学専攻が開設する授業科目について８単

位以上合計12単位以上を修得しなければならない。

② 国際日本研究専攻の学生は、必修科目について12単位を修得しなければならない。

③ 日本歴史研究専攻の学生は、所属する専攻が開設する授業科目６単位以上を含む12単

位以上を修得しなければならない。

④ メディア社会文化専攻の学生は、所属する専攻が開設する授業科目６単位以上を

含む12単位以上（本研究科の他専攻若しくは他の研究科の専攻の開設する授業科目

を含める。）を修得しなければならない。

⑤ 日本文学研究専攻の学生は、所属する専攻が開設する授業科目（共通科目２単位

以上を含める。）について８単位以上、合計12単位以上を修得しなければならない。
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別表２ 総合教育科目（第４条関係）

単 位 数
授 業 科 目 備 考

必修 選択

学生セミナー １

総研大レクチャーⅠ 総研大レクチャーの単位数

総研大レクチャーⅡ は、その実施要項等におい

総研大レクチャーⅢ て定める。

別紙様式（第５条関係）

履 修 届

年 月 日

文化科学研究科長 殿

文化科学研究科

○○○○○○専攻

学籍番号

ふりがな

氏 名

年度 学期に、下記の授業科目を履修したいので提出します。

授 業 科 目 名 担当教員名

印主任指導教員 ○

（備考）主任指導教員欄に自筆署名した場合は、押印を省略することができる。
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総合研究大学院大学物理科学研究科履修規程

平成16年４月14日

大学規程物研第１号

一部改正 17.3.24／18.2.23

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」とい

う。）第36条の規定に基づき、物理科学研究科（以下「本研究科」という。）における

教育方法、履修方法その他単位の認定及び他の大学院における授業科目の履修等並びに

在学年限その他必要な事項について定めるものとする。

（研究科の課程）

第２条 本研究科の博士課程は、標準の修業年限３年又は５年の課程とする。

２ 前項の標準の修業年限を３年とする本研究科の課程は、学則第25条第１項に規定する

者が３年次に編入学して履修する課程(以下「後期３年の課程」という。) とする。

３ 第１項の標準の修業年限を５年とする本研究科の課程は、学則第25条第２項に規定す

る者が履修する課程（以下「５年の課程」という。）とする。

（教育方法）

第３条 本研究科における教育は、授業科目の授業及び博士論文の作成等に対する指導

（以下「研究指導」という。）によつて行う。

２ 前項に規定する授業のうち、研究科が定める授業科目は、多様なメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

（主任指導教員）

第４条 学生の研究指導を担当するとともに、学生の授業科目の履修指導等に当たるため、

学生１人ごとに主任指導教員が定められるものとする。

（授業科目及び単位数）

第５条 本研究科の各専攻の授業科目、単位数、履修方法等は、別表１、別表２及び別表

３のとおりとする。

（履修の手続き）

第６条 学生は、毎学期初めに、履修しようとする授業科目を履修届（別紙様式）により

主任指導教員の承認を受けるとともに、所属の専攻の専攻長（以下「所属専攻長」とい

う。）を経由して研究科長に提出しなければならない。

２ 学生は、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けて、別

表１に掲げる本研究科の他の専攻の授業科目及び本学の他の研究科の授業科目を履修す
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ることができる。

（他大学の大学院における授業科目の履修の手続き等）

第７条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院（外国の大学の大学院を含

む。）の授業科目を履修しようとするときは、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経

由して研究科長の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により他の大学の大学院において修得した単位は、後期３年の課程を履修

する学生にあっては４単位、５年の課程を履修する学生にあっては10単位を超えない範

囲で本研究科の各専攻で修得したものとみなすことができる。

３ 第１項の規定による協議及び単位の認定等については、総合研究大学院大学学生規則

（平成16年大学規則第１号。以下「学生規則」という。）の定めるところによる。

（入学前の既修得単位の取扱い）

第８条 学生は、本研究科に入学する前に大学院において履修した授業科目について修得

した単位を、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けて、

本研究科の各専攻で修得したものとみなすことができる。

２ 前項の規定に基づき修得したものとみなすことができる単位は、再入学又は転入学し

た者を除き、専攻が別に定めるもののほか後期３年の課程を履修する学生にあっては４

単位、５年の課程を履修する学生にあっては10単位を超えないものとする。

（授業科目の履修の認定及び単位の授与等）

第９条 授業科目の履修の認定は、試験又は研究報告により行う。ただし、平常の学修の

成果の評価をもつて試験又は研究報告に代えることができる。

２ 授業科目の成績は、100 点満点をもつて評価し、60点以上を合格とする。この場合に

おいて、次の区分により、優、良及び可を合格、不可を不合格として評価することがで

きる。

80点以上 優

70点～79点 良

60点～69点 可

59点以下 不可

３ 前項の規定にかかわらず、点数をもつて評価し難い場合は、合格及び不合格の評価を

もつて行うことができる。

４ 授業科目の履修の認定に合格した者には、所定の単位を与える。

（研究指導）

第10条 研究指導は、学生１人ごとにその内容が定められるものとし、その研究指導につ

いては、主任指導教員のほか、原則として１人以上の教授又は助教授が担当するものと

する。

（他大学の大学院等における研究指導の手続き等）
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第11条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院及び研究所等（外国の大学の大

学院及び研究所等を含む。）において研究指導を受けようとするときは、主任指導教員

の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により他の大学の大学院及び研究所等において受けた研究指導は、本研究

科の各専攻において受けた研究指導の一部とみなすことができる。

３ 第１項の規定による協議及び研究指導の認定については、学生規則の定めるところに

よる。

（修了の要件）

第12条 本研究科の後期３年の課程の修了の要件は、本研究科の専攻に３年以上在学し、

別表１に規定するところにより12単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、

博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた

研究業績を上げた者又は修業年限の調整が認められる者については、学則第37条に規定

する在学期間以上で足りるものとする。

２ 本研究科の５年の課程の修了の要件は、本研究科の専攻に５年以上在学し、別表１に

規定するところにより42単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論

文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業

績を上げた者については、研究科の専攻に３年以上在学すれば足りるものとする。

３ 前２項に規定する博士論文の審査及び試験については、総合研究大学院大学学位規則

（平成元年規則第２号）の定めるところによる。

（在学年限）

第13条 学生は、所属する専攻の区分に応じ、別表４に掲げる年限を超えて在学すること

ができない。

（雑則）

第14条 この規程に定めるもののほか、教育方法、履修方法、単位の認定及び他の大学院

における授業科目の履修等の実施に関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成16年４月14日から施行し、平成16年４月１日から適用する。

附 則（平成17年３月24日大学規程物研第１号）

この規程は、平成17年４月１日から施行する。

附 則（平成18年２月23日大学規程物研第１号）

１ この規程は、平成18年４月１日から施行する。

２ この規程施行の際現に本研究科に在学する学生は、総合研究大学院大学学則の一部

を改正する学則（平成17年学則第２号）附則第２項の規定に基づき、改正後の第２条

第２項に規定する後期３年の課程を履修する者として適用する。ただし、授業科目の

単位の修得方法については、改正前の別表１に掲げる各専攻の規定を適用する。
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別表１（第５条関係）

構造分子科学専攻

(1) 専攻専門科目

教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次 単位数

必修 選択

構造分子基礎理論 構造分子基礎理論 1･2･3･4･5 ２

精密構造化学 精密構造化学 1･2･3･4･5 ２

基礎電子化学 基礎電子化学 1･2･3･4･5 ２

極端紫外光分光学 極端紫外光分光学 1･2･3･4･5 ２

物性化学 物性化学 1･2･3･4･5 ２

相関分子科学 相関分子科学 1･2･3･4･5 ２

錯体合成化学 錯体合成化学 1･2･3･4･5 ２

構造分子科学演習Ⅰａ 1 ２

構造分子科学演習Ⅰｂ 1 ２

構造分子科学演習Ⅱ 2 ４

構造分子科学演習Ⅲ 3 ４

構造分子科学演習Ⅳ 4 ４

構造分子科学演習Ⅴ 5 ４

構造分子科学考究Ⅰａ 1 ２

構造分子科学考究Ⅰｂ 1 ２

構造分子科学考究Ⅱ 2 ４

構造分子科学考究Ⅲ 3 ４

構造分子科学考究Ⅳ 4 ４

構造分子科学考究Ⅴ 5 ４

分子科学セミナー 1･2･3･4･5 １

科学英語演習 1･2･3･4･5 ２

(2) 授業科目の単位の修得方法

① 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専

門科目及び機能分子科学専攻において開設する専攻専門科目に掲げる授業科目か

ら12単位以上修得しなければならない。ただし、第８条の入学前の既修得単位の

規定は適用しない。

② ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専門科

目及び機能分子科学専攻において開設する専攻専門科目に掲げる授業科目から、

42単位以上修得しなければならない。

③ ①の単位数には、別表２の共通専門基礎科目に掲げる授業科目から２単位以上

及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目から１単位以上を含めること。ただ

し、天文科学専攻、核融合科学専攻及び宇宙科学専攻において開設する専攻専門

科目は、４単位まで含めることができる。

④ ②の単位数には、別表２の共通専門基礎科目に掲げる授業科目から４単位以上
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及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目から１単位以上を含めること。ただ

し、天文科学専攻、核融合科学専攻及び宇宙科学専攻において開設する専攻専門

科目は、４単位まで含めることができる。

機能分子科学専攻

(1) 専攻専門科目

教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次 単位数

必修 選択

機能分子基礎理論 機能分子基礎理論 1･2･3･4･5 ２

機能構造化学 機能構造化学 1･2･3･4･5 ２

錯体触媒化学 錯体触媒化学 1･2･3･4･5 ２

電子状態動力学・ 電子状態動力学・

分子ｴﾈﾙｷﾞｰ変換 分子ｴﾈﾙｷﾞｰ変換 1･2･3･4･5 ２

光化学 光化学 1･2･3･4･5 ２

光物理 光物理 1･2･3･4･5 ２

分子集合体論 分子集合体論 1･2･3･4･5 ２

機能分子科学演習Ⅰａ 1 ２

機能分子科学演習Ⅰｂ 1 ２

機能分子科学演習Ⅱ 2 ４

機能分子科学演習Ⅲ 3 ４

機能分子科学演習Ⅳ 4 ４

機能分子科学演習Ⅴ 5 ４

機能分子科学考究Ⅰａ 1 ２

機能分子科学考究Ⅰｂ 1 ２

機能分子科学考究Ⅱ 2 ４

機能分子科学考究Ⅲ 3 ４

機能分子科学考究Ⅳ 4 ４

機能分子科学考究Ⅴ 5 ４

分子科学セミナー 1･2･3･4･5 １

科学英語演習 1･2･3･4･5 ２

(2) 授業科目の単位の修得方法

① 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専

門科目及び構造分子科学専攻において開設する専攻専門科目に掲げる授業科目か

ら12単位以上修得しなければならない。ただし、第８条の入学前の既修得単位の

規定は適用しない。

② ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専門科

目及び構造分子科学専攻において開設する専攻専門科目に掲げる授業科目から42

単位以上修得しなければならない。

③ ①の単位数には、別表２の共通専門基礎科目に掲げる授業科目から２単位以上
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及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目から１単位以上を含めること。ただ

し、天文科学専攻、核融合科学専攻及び宇宙科学専攻において開設する専攻専門

科目は、４単位まで含めることができる。

④ ②の単位数には、別表２の共通専門基礎科目に掲げる授業科目から４単位以上

及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目から１単位以上を含めること。ただ

し、天文科学専攻、核融合科学専攻及び宇宙科学専攻において開設する専攻専門

科目は、４単位まで含めることができる。

天文科学専攻

(1) 専攻専門科目

教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次 単位数

必修 選択

光赤外線天文学 光学赤外線望遠鏡概論 1･2･3･4･5 ２

光赤外観測ｼｽﾃﾑ概論 1･2･3･4･5 ２

光赤外線観測天文学特論 1･2･3･4･5 ２

光赤外線天文学Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

光赤外線天文学Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

光赤外線天文学Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

光赤外線天文学Ⅳ 1･2･3･4･5 ２

光赤外線天文学Ⅴ 1･2･3･4･5 ２

天文精密計測法 1･2･3･4･5 ２

光赤外線天文学演習Ⅰ 1･2 ２

光赤外線天文学演習Ⅱ 3･4･5 ２

電波天文学 電波望遠鏡概論 1･2･3･4･5 ２

電波観測システム概論 1･2･3･4･5 ２

電波観測基礎技術概論 1･2･3･4･5 ２

電波天文学Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

電波天文学Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

電波天文学Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

電波天文学Ⅳ 1･2･3･4･5 ２

電波天文学Ⅴ 1･2･3･4･5 ２

電波干渉計システム 1･2･3･4･5 ２

電波天文学特論 1･2･3･4･5 ２

電波天文学演習Ⅰ 1･2 ２

電波天文学演習Ⅱ 3･4･5 ２

重力・重力系 一般相対性理論 1･2･3･4･5 ２

重力系力学Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

重力系力学Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

太陽系天文学 1･2･3･4･5 ２
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天体物理学 天体核物理学 1･2･3･4･5 ２

太陽恒星系物理学 1･2･3･4･5 ２

天体プラズマ物理学Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

天体プラズマ物理学Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

宇宙物理学Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

宇宙物理学Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

宇宙物理学Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

共通基礎 天文データ解析法Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

天文データ解析法Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

数値計算法概論 1･2･3･4･5 ２

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ天文学 1･2･3･4･5 ２

ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｱｳﾄﾘｰﾁ入門 1･2･3･4･5 ２

共通基礎系天文学演習Ⅰ 1･2 ２

共通基礎系天文学演習Ⅱ 3･4･5 ２

共通 天体観測装置概論 1･2･3･4･5 ２

天文科学考究Ⅰ 2 ２

天文科学考究Ⅱ 3 ２

天文科学考究Ⅲ 4 ２

天文科学考究Ⅳ 5 ２

天文科学基礎演習ⅠＡ 1･2･3 ２

天文科学基礎演習ⅠＢ 1･2･3 ２

天文科学基礎演習ⅠＣ 1･2･3 ２

天文科学基礎演習ⅡＡ 1･2･3 ２

天文科学基礎演習ⅡＢ 1･2･3 ２

天文科学基礎演習ⅡＣ 1･2･3 ２

総合研究演習Ⅰ 3 ４

総合研究演習Ⅱ 4 ２

研究中間レポート 2･3 ６

天文科学実習ⅠＡ 1･2･3･4･5 ２

天文科学実習ⅠＢ 1･2･3･4･5 ２

天文科学実習ⅠＣ 1･2･3･4･5 ２

天文科学実習ⅠＤ 1･2･3･4･5 ２

天文科学実習ⅡＡ 1･2･3･4･5 １

天文科学実習ⅡＢ 1･2･3･4･5 １

天文科学実習ⅡＣ 1･2･3･4･5 １

天文科学実習ⅡＤ 1･2･3･4･5 １

天文学特別講義Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

天文学特別講義Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

天文学特別講義Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

天文学特別講義Ⅳ 1･2･3･4･5 ２
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(2) 授業科目の単位の修得方法

① 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専

門科目（天文科学考究Ⅱ・Ⅲ・Ⅳの６単位を含める。）及び別表２の共通専門基

礎科目に掲げる授業科目（観測天文学概論、理論天文学概論の４単位を含め

る。）から12単位以上修得しなければならない。ただし、第12条第１項ただし書

の規定により３年次又は４年次に修了の要件を満たす者については、３年次にあ

っては天文科学考究Ⅲ・Ⅳを総合研究演習Ⅰに、４年次にあっては天文科学考究

Ⅳを総合研究演習Ⅱに読み替えるものとする。

② ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専門科

目（天文科学考究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、天文科学基礎演習から２科目、研究中間レポ

ートの18単位を含める。）及び別表２の共通専門基礎科目に掲げる授業科目（観

測天文学概論、理論天文学概論の４単位を含める。）から42単位以上を修得しな

ければならない。ただし、第12条第２項ただし書の規定により３年次又は４年次

に修了の要件を満たす者については、３年次にあっては天文科学考究Ⅲ・Ⅳを総

合研究演習Ⅰに、４年次にあっては天文科学考究Ⅳを総合研究演習Ⅱに読み替え

るものとする。

③ ①及び②の単位数のほか、他の専攻において開設する専攻専門科目及び別表３

の総合教育科目に掲げる授業科目は、修得しなければならない単位数に含めるこ

とができる。

核融合科学専攻

(1) 専攻専門科目

教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次 単位数

必修 選択

装置システム 核融合理工学概論 1･2･3･4･5 ２

プラズマ制御 核融合理工学特論 1･2･3･4･5 ２

プラズマ加熱 プラズマ実験学概論 1･2･3･4･5 ２

プラズマ計測 核融合炉システム論 1･2･3･4･5 ２

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ科学 核融合炉工学概論 1･2･3･4･5 ２

粒子ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 高温プラズマ制御概論 1･2･3･4･5 ２

磁気流体ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ 高温プラズマ物性 1･2･3･4･5 ２

プラズマ加熱概論 1･2･3･4･5 ２

プラズマ計測概論 1･2･3･4･5 ２

プラズママテリアル工学 1･2･3･4･5 ２

マテリアルｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ学 1･2･3･4･5 ２

ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ科学特論 1･2･3･4･5 ２

プラズマ物理学特論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

プラズマ物理学特論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

プラズマ基礎過程論 1･2･3･4･5 ２
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ﾌﾟﾗｽﾞﾏｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ概論 1･2･3･4･5 ２

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学演習ⅠＡ 1 ２

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学演習ⅠＢ 1 ２

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学演習Ⅱ 2 ４

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学演習Ⅲ 3 ４

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学演習Ⅳ 4 ４

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学演習Ⅴ 5 ４

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学考究ⅠＡ 1 ２

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学考究ⅠＢ 1 ２

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学考究Ⅱ 2 ４

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学考究Ⅲ 3 ４

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学考究Ⅳ 4 ４

ﾌﾟﾗｽﾞﾏ・核融合科学考究Ⅴ 5 ４

論文演習ⅠＡ 1 ２

論文演習ⅠＢ 1 ２

論文演習Ⅱ 2 ４

論文演習Ⅲ 3 ４

論文演習Ⅳ 4 ４

論文演習Ⅴ 5 ４

２プラズマ・核融合科学ｾﾐﾅｰ 1･2･3･4･5

(2) 授業科目の単位の修得方法

① 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専

門科目及び別表２の共通専門基礎科目並びに別表３の総合教育科目に掲げる授業

科目から12単位以上修得しなければならない。

② ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専門科

目、別表２の共通専門基礎科目並びに別表３の総合教育科目に掲げる授業科目か

ら42単位以上を修得しなければならない。

③ ①及び②の単位数のほか、他の専攻において開設する専攻専門科目に掲げる授

業科目は、修得しなければならない単位数に４単位まで含めることができる。

宇宙科学専攻

(1) 専攻専門科目

教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次 単位数

必修 選択

宇宙探査理工学理論 宇宙探査科学特論 1･2･3･4･5 ２

飛翔体天文学 宇宙ｼｽﾃﾑ工学特論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

飛翔体太陽系科学 宇宙ｼｽﾃﾑ工学特論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

宇宙工学 宇宙ｼｽﾃﾑ工学特論Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

宇宙ｼｽﾃﾑ工学特論Ⅳ 1･2･3･4･5 ２
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宇宙環境科学特論 1･2･3･4･5 ２

宇宙環境利用特論 1･2･3･4･5 ４

飛翔体天文学概論 1･2･3･4･5 ２

飛翔体天文学特論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

飛翔体天文学特論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

飛翔体天文学特論Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

太陽系探査科学概論 1･2･3･4･5 ２

固体惑星探査科学特論 1･2･3･4･5 ２

惑星大気科学特論 1･2･3･4･5 ２

太陽系ﾌﾟﾗｽﾞﾏ物理学特論 1･2･3･4･5 ２

宇宙機推進工学概論 1･2･3･4･5 ２

宇宙機推進工学特論 1･2･3･4･5 ２

宇宙機構造・材料工学概論 1･2･3･4･5 ２

宇宙機構造・材料工学特論 1･2･3･4･5 ２

宇宙電子情報工学概論 1･2･3･4･5 ２

宇宙電子情報工学特論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

宇宙電子情報工学特論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

宇宙科学考究Ⅰa 1 ２

宇宙科学考究Ⅰb 1 ２

宇宙科学考究Ⅱ 2 ４

宇宙科学考究Ⅲ 3 ４

宇宙科学考究Ⅳ 4 ４

宇宙科学考究Ⅴ 5 ４

研究中間レポート 2･3 ２

ﾃｸﾆｶﾙﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅠ 1･2･3･4･5 ２

ﾃｸﾆｶﾙﾗｲﾃｨﾝｸﾞⅡ 1･2･3･4･5 ２

宇宙科学演習 1･2･3･4･5 ２

(2) 授業科目の単位の修得方法

① 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専

門科目及び別表２の共通専門基礎科目に掲げる授業科目から12単位以上修得しな

ければならない。

② ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専門科

目及び別表２の共通専門基礎科目に掲げる授業科目から42単位以上修得しなけれ

ばならない。

③ ①及び②の単位数のほか、他の専攻において開設する専攻専門科目及び別表３

の総合教育科目に掲げる授業科目は、修得しなければならない単位数に後期３年

の課程にあっては４単位、５年の課程にあっては14単位まで含めることができる。
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別表２ 共通専門基礎科目（第５条関係）

授 業 科 目 配当年次 単 位 数 備 考

必修 選択

観測天文学概論 1･2･3･4 ２

理論天文学概論 1･2･3･4 ２

宇宙理学概論 1･2･3･4 ２

宇宙工学概論 1･2･3･4 ２

分子分光基礎論 1･2･3･4 ２

計算化学 1･2･3･4 ２

化学エネルギー変換論 1･2･3･4 ２

基礎光化学 1･2･3･4 ２

ナノサイエンス 1･2･3･4 ２

プラズマ物理学 1･2･3･4 ２

シミュレーション科学 1･2･3･4 ２

物理数学 1･2･3･4 ２

別表３ 総合教育科目（第５条関係）

授 業 科 目 配当年次 単 位 数 備 考

必修 選択

学生セミナー 1･2･3･4･5 １ 総研大レクチャ

総研大レクチャーⅠ 1･2･3･4･5 ーの単位数は、

総研大レクチャーⅡ 1･2･3･4･5 その実施要項等

総研大レクチャーⅢ 1･2･3･4･5 において別に定

める。

別表４ 在学年限（第13条関係）

専 攻 在学年数 備 考

構造分子科学専攻 後期３年の課程 ６年

５年の課程 ８年

機能分子科学専攻 後期３年の課程 ６年

５年の課程 ８年

天文科学専攻 後期３年の課程 ５年

５年の課程 ８年

核融合科学専攻 後期３年の課程 ５年

５年の課程 ８年

宇宙科学専攻 後期３年の課程 ６年

５年の課程 ８年
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別紙様式（第６条関係）

履 修 届

年 月 日

物理科学研究科長 殿

物理科学研究科

○○○○科学専攻

学籍番号

ふりがな

氏 名

年度 学期に、下記の授業科目を履修したいので提出します。

授 業 科 目 名 担当教員名

印主任指導教員 ○

（備考）主任指導教員欄に自筆署名した場合は、押印を省略することができる。
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総合研究大学院大学高エネルギー加速器科学研究科履修規程

平成 16 年４月 14 日

大学規程高研第１号

一部改正 16. 9.16 ／ 17. 2.24 ／ 18.2.23

18. 3.20

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学則（平成 16 年学則第１号。以下「学則」と

いう ）第 36 条の規定に基づき、高エネルギー加速器科学研究科（以下「本研究科」と。

いう ）における教育方法、履修方法その他単位の認定及び他の大学院における授業科。

目の履修等並びに在学年限その他必要な事項について定めるものとする。

（研究科の課程）

第２条 本研究科の博士課程は、標準の修業年限５年の課程とする。ただし、学則第 21

条第２項の規定に基づき、標準の修業年限３年の課程を置くものとする。

２ 前項本文の標準の修業年限を５年とする本研究科の課程は、学則第 25 条第２項に規

定する者が履修する課程（以下「５年の課程」という ）とする。。

３ 第１項ただし書の標準の修業年限を３年とする本研究科の課程は、学則第 25 条第１

項に規定する者が３年次に編入学して履修する課程（以下「後期３年の課程」とい

う。)とする。

（教育方法）

第３条 本研究科における教育は、授業科目の授業及び博士論文の作成等に対する指導

（以下「研究指導」という ）によつて行う。。

２ 前項に規定する授業のうち、研究科が定める授業科目は、多様なメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

（主任指導教員）

第４条 学生の研究指導を担当するとともに、学生の授業科目の履修指導等に当たるため、

学生１人ごとに主任指導教員が定められるものとする。

（授業科目及び単位数）

第５条 本研究科の各専攻の授業科目、単位数、履修方法等は、別表１、別表２及び別表

３のとおりとする。

（履修の手続き）

第６条 学生は、毎学期初めに、履修しようとする授業料目を履修届（別紙様式）により

主任指導教員の承認を受けるとともに、所属の専攻の専攻長（以下「所属専攻長」とい
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う ）を経由して研究科長に提出しなければならない。。

２ 学生は、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けて、別

表１に掲げる本研究科の他の専攻の授業科目及び本学の他の研究科の授業科目を履修す

ることができる。

（他大学の大学院の授業科目の履修の手続き等）

第７条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院（外国の大学の大学院を含

む ）の授業科目を履修しようとするときは、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経。

由して研究科長の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により他の大学の大学院において修得した単位（５年の課程を履修する者

に限る ）は、10 単位を超えない範囲で本研究科の各専攻で修得したものとみなすこと。

ができる。

３ 第１項の規定による協議及び単位の認定等については、総合研究大学院大学学生規則

（平成 16 年大学規則第１号。以下「学生規則」という ）の定めるところによる。。

（入学前の既修得単位の取扱い）

第８条 学生は、本研究科に入学する前に大学院において履修した授業科目について修得

した単位（５年の課程を履修する者に限る ）を、主任指導教員の承認及び所属専攻長。

を経由して研究科長の許可を受けて、本研究科の各専攻で修得したものとみなすことが

できる。

２ 前項の規定に基づき修得したものとみなすことができる単位は、再入学又は転入学し

た者を除き、10 単位を超えないものとする。

（授業科目の履修の認定等及び単位の授与等）

第９条 授業科目の履修の認定は、試験又は研究報告により行う。ただし、平常の学修の

成果の評価をもつて試験又は研究報告に代えることができる。

２ 授業科目の成績は、100 点満点をもつて評価し、60 点以上を合格とする。この場合に

おいて、次の区分により、優、良及び可を合格、不可を不合格として評価することがで

きる。

80 点以上 優

70 点～ 79 点 良

60 点～ 69 点 可

59 点以下 不可

３ 前項の規定にかかわらず点数をもつて評価し難い場合は、合格及び不合格の評価をも

つて行うことができる。

４ 授業科目の履修の認定に合格した者には、所定の単位を与える。

（研究指導）

第 10 条 研究指導は、学生 1 人ごとにその内容が定められるものとし、その研究指導に

ついては、主任指導教員のほか、原則として１人以上の教授、助教授又は講師が担当す
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るものとする。

（他大学の大学院等における研究指導の手続き等）

第 11 条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院及び研究所等（外国の大学の

大学院及び研究所等を含む ）において研究指導を受けようとするときは、主任指導教。

員の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により他の大学の大学院及び研究所等において受けた研究指導は、本研究

科の各専攻において受けた研究指導の一部とみなすことができる。

３ 第１項の規定による協議及び研究指導の認定については、学生規則の定めるところに

よる。

（修了の要件）

第 12 条 本研究科の５年の課程の修了の要件は、本研究科の専攻に５年以上在学し、別

表１に規定するところにより３０単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、

博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた

研究業績を上げた者については、研究科の専攻に３年以上在学すれば足りるものとする。

２ 本研究科の後期３年の課程の修了の要件は、本研究科の専攻に３年以上在学し、必要

な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学

期間に関しては、優れた研究業績を上げた者又は修業年限の調整が認められる者につい

ては、学則第 37 条に規定する在学期間以上で足りるものとする。

３ 前２項に規定する博士論文の審査及び試験については、総合研究大学院大学学位規則

（平成元年規則第２号）の定めるところによる。

（在学年限）

第 13 条 学生は、５年の課程にあっては８年、後期３年の課程にあっては５年を超えて

在学することができない。

（雑則）

第 14 条 この規程に定めるもののほか、教育方法、履修方法、単位の認定及び他の大学

院における授業科目の履修等の実施に関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定め

る。

附 則

この規程は、平成 16 年４月 14 日から施行し、平成 16 年４月１日から適用する。

附 則（平成 16 年９月 16 日大学規程高研第５号）

この規程は、平成 16 年 10 月１日から施行する。

附 則（平成 17 年２月 24 日大学規程高研第１号）

この規程は、平成 17 年４月１日から施行する。

附 則（平成 18 年２月 23 日大学規程高研第１号）
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１ この規程は、平成 18 年４月１日から施行する。

２ この規程施行の際現に本研究科に在学する学生は、総合研究大学院大学学則の一部を

改正する学則（平成 17 年学則第２号）附則第２項の規定に基づき、改正後の第２条第

３項に規定する後期３年の課程を履修する者として適用する。ただし、授業科目の単位

の修得方法については、改正前の別表１に掲げる各専攻の規定を適用する。

附 則（平成 18 年３月 20 日大学規程高研第２号）

この規程は、平成 18 年４月１日から施行する。
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別表１（第５条関係）

加速器科学専攻

(1) 専攻専門科目

教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次 単位数

必修 選択

ビーム力学 非線形力学特論 1･2･3 ２

ビーム集団現象論 1･2･3 ２

量子論的ビーム物理学 1･2･3 ２

自由電子レーザー概論 1･2･3 ２

軌道解析学 軌道理論 1･2･3 ２

軌道設計基礎論 1･2･3 ２

ビーム安定性基礎論 1･2･3 ２

軌道補正理論 1･2･3 ２

加速器設計法 加速器設計概論 1･2･3 ２

線形加速器設計特論 1･2･3 ２

円形加速器設計特論 1･2･3 ２

ビーム輸送路設計特論 1･2･3 ２

数値物理学 数値物理学概論 1･2･3 ２

数値解析法特論 1･2･3 ２

電磁場計算法特論 1･2･3 ２

非線形現象論 1･2･3 ２

数値ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ特論 1･2･3 ２

共通 加速器理学特別演習ⅠＡ 1 ２

加速器理学特別演習ⅠＢ 1 ２

加速器理学特別演習ⅡＡ 2 ２

加速器理学特別演習ⅡＢ 2 ２

加速器理学特別演習ⅢＡ 3 ２

加速器理学特別演習ⅢＢ 3 ２

加速器理学特別研究ⅣＡ 4 ２

加速器理学特別研究ⅣＢ 4 ２

加速器理学特別研究ⅤＡ 5 ２

加速器理学特別研究ⅤＢ 5 ２

加速器基礎技術 電子回路概論 1･2･3 ２

磁気回路概論 1･2･3 ２

低温工学概論 1･2･3 ２

超伝導工学概論 1･2･3 ２

ビーム発生法 電子ビーム源特論 1･2･3 ２

イオン源特論 1･2･3 ２

偏極粒子源特論 1･2･3 ２
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電磁石工学 電磁石設計概論 1･2･3 ２

電源設計特論 1･2･3 ２

磁場測定特論 1･2･3 ２

磁気材料特論 1･2･3 ２

超伝導電磁石特論 1･2･3 ２

低温材料工学特論 1･2･3 ２

高周波工学 高周波工学概論 1･2･3 ２

加速空洞概論 1･2･3 ２

加速空洞特論Ⅰ 1･2･3 ２

加速空洞特論Ⅱ 1･2･3 ２

超伝導加速空洞特論 1･2･3 ２

高周波伝送回路特論 1･2･3 ２

大電力高周波特論 1･2･3 ２

空洞同調機構特論 1･2･3 ２

真空工学 真空工学概論 1･2･3 ２

真空材料特論 1･2･3 ２

超高真空技術特論 1･2･3 ２

真空計測特論 1･2･3 ２

表面物理特論 1･2･3 ２

ビーム制御工学 加速器制御ｼｽﾃﾑ概論 1･2･3 ２

自動制御特論 1･2･3 ２

ビーム制御特論 1･2･3 ２

ビーム計測特論 1･2･3 ２

計算機工学 計算機システム概論 1･2･3 ２

ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ概論 1･2･3 ２

ソフトウエア工学特論 1･2･3 ２

放射線工学 放射線物理概論 1･2･3 ２

放射線遮蔽特論 1･2･3 ２

放射線計測特論 1･2･3 ２

放射線材料特論 1･2･3 ２

放射線防護特論 1･2･3 ２

共通 加速器工学特別演習ⅠＡ 1 ２

加速器工学特別演習ⅠＢ 1 ２

加速器工学特別演習ⅡＡ 2 ２

加速器工学特別演習ⅡＢ 2 ２

加速器工学特別演習ⅢＡ 3 ２

加速器工学特別演習ⅢＢ 3 ２

加速器工学特別研究ⅣＡ 4 ２

加速器工学特別研究ⅣＢ 4 ２

加速器工学特別研究ⅤＡ 5 ２
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加速器工学特別研究ⅤＢ 5 ２

(備考) 第３欄に掲げる配当年次とは、標準的に履修が望ましい年次を示す。

(2) 授業科目の単位の修得方法

① ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、上記(1)の専攻専門科目並

びに物質構造科学専攻及び素粒子原子核専攻において開設する専攻専門科目、別

表２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目から 30 単位以

上を修得しなければならない。

② 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、授業科目を修得するこ

とは要しない。ただし、主任指導教員の承認を受けて、上記(1)の専攻専門科目

並びに物質構造科学専攻及び素粒子原子核専攻において開設する専攻専門科目、

別表２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目を履修するこ

とができる。

物質構造科学専攻

(1) 専攻専門科目

教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次 単位数

必修 選択

放射光光源論 放射光光源論 1･2･3 ２

シンクロトロン放射論 1･2･3 ２

放射光光源論演習・実験 1･2･3･4･5 ２

放射光発生機構論演習 1･2･3･4･5 ２

放射光計測学 放射光計測論 1･2･3 ２

超精密Ｘ線光学 1･2･3 ２

放射光回折散乱論 1･2･3 ２

放射光固体分光学Ⅰ 1･2･3 ２

放射光固体分光学Ⅱ 1･2･3 ２

放射光原子分子分光学 1･2･3 ２

放射光計測学演習・実験Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

放射光計測学演習・実験Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

放射光先端応用科学 放射光計測化学 1･2･3 ２

軟Ｘ線表面光化学 1･2･3 ２

放射光生物効果論 1･2･3 ２

放射光応用科学演習・実験Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

放射光応用科学演習・実験Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

中性子ミュオン科学 中性子回折散乱論Ⅰ 1･2･3 ２

中性子回折散乱論Ⅱ 1･2･3 ２

中性子回折散乱論Ⅲ 1･2･3 ２

中性子分光学 1･2･3 ２
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中性子光学概論 1･2･3 ２

ミュオン科学 1･2･3 ２

ミュオン物性科学 1･2･3 ２

中性子ﾐｭｵﾝ科学演習・実験Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

中性子ﾐｭｵﾝ科学演習・実験Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

物質構造科学 物質構造科学原論 1･2･3 ２

物性理論 1･2･3 ２

生体分子構造解析論Ⅰ 1･2･3 ２

生体分子構造解析論Ⅱ 1･2･3 ２

極端紫外分光と分子科学 1･2･3 ２

放射光構造物性論 1･2･3 ２

放射光原子分光学 1･2･3 ２

Ｘ線固体分光学 1･2･3 ２

中性子結晶学 1･2･3 ２

応用物質構造科学演習・実験Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

応用物質構造科学演習・実験Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

(備考) 第３欄に掲げる配当年次とは、標準的に履修が望ましい年次を示す。

(2) 授業科目の単位の修得方法

① ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、上記(1)の専攻専門科目並

びに加速器科学専攻及び素粒子原子核専攻において開設する専攻専門科目、別表

２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目から 30 単位以上

を修得しなければならない。

② 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、授業科目を修得するこ

とは要しない。ただし、主任指導教員の承認を受けて、上記(1)の専攻専門科目

並びに加速器科学専攻及び素粒子原子核専攻において開設する専攻専門科目、別

表２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目を履修すること

ができる。

素粒子原子核専攻

(1) 専攻専門科目

教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次 単位数

共通 選択

素粒子基礎理論 場の理論概論Ⅰ 1･2･3 ２

場の理論概論Ⅱ 1･2･3 ２

超弦理論Ⅰ 1･2･3 ２

超弦理論Ⅱ 1･2･3 ２

場の理論特論Ⅰ 1･2･3 ２

場の理論特論Ⅱ 1･2･3 ２
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素粒子現象論 素粒子理論概論Ⅰ 1･2･3 ２

素粒子理論概論Ⅱ 1･2･3 ２

素粒子現象論Ⅰ 1･2･3 ２

素粒子現象論Ⅱ 1･2･3 ２

格子ゲージ理論 格子場の理論Ⅰ 1･2･3 ２

格子場の理論Ⅱ 1･2･3 ２

ハドロン原子核理論 ハドロン原子核理論概論Ⅰ 1･2･3 ２

ハドロン原子核理論概論Ⅱ 1･2･3 ２

ハドロン理論 1･2･3 ２

コライダー物理実験 ｺﾗｲﾀﾞｰ物理実験学 1･2･3 ２

学 ｺﾗｲﾀﾞｰ物理数値解析論 1･2･3 ２

Ｂ中間子物理学 Ｂ中間子物理学 1･2･3 ２

Ｂ中間子物理学特論 1･2･3 ２

ハドロン分光学 1･2･3 ２

タウレプトン物理学 1･2･3 ２

高エネルギーハドロ 高ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾄﾞﾛﾝ反応論 1･2･3 ２

ン反応 高ｴﾈﾙｷﾞｰﾊﾄﾞﾛﾝ物理学 1･2･3 ２

超高エネルギーレプ 超高ｴﾈﾙｷﾞｰﾚﾌﾟﾄﾝ物理学 1･2･3 ２

トン物理学 超高ｴﾈﾙｷﾞｰﾚﾌﾟﾄﾝ反応論 1･2･3 ２

低ｴﾈﾙｷﾞｰ素粒子物理 低ｴﾈﾙｷﾞｰ素粒子物理学 1･2･3 ２

学

先端基盤技術 超伝導概論 1･2･3 ２

低温工学概論 1･2･3 ２

オンライン粒子計測論 1･2･3 ２

計算機応用概論 1･2･3 ２

ビーム物理学 ビーム物理学 1･2･3 ２

ビーム制御法特論 1･2･3 ２

先端ﾋﾞｰﾑﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽ論Ⅰ 1･2･3 ２

先端ﾋﾞｰﾑﾀﾞｲﾅﾐｯｸｽ論Ⅱ 1･2･3 ２

ハドロンビーム素粒 高エネルギー物理特論 1･2･3 ２

子物理学 ﾊﾄﾞﾛﾝﾋﾞｰﾑ素粒子物理学Ⅰ 1･2･3 ２

ﾊﾄﾞﾛﾝﾋﾞｰﾑ素粒子物理学Ⅱ 1･2･3 ２

ﾐｭｰｵﾝﾋﾞｰﾑ素粒子物理学 1･2･3 ２

ニュートリノ実験 ﾆｭｰﾄﾘﾉ物理学概論 1･2･3 ２

ﾆｭｰﾄﾘﾉ物理学特論 1･2･3 ２

ハドロンビーム原子 原子核物理学概論 1･2･3 ２

核物理学 ﾊﾄﾞﾛﾝﾋﾞｰﾑ原子核物理学Ⅰ 1･2･3 ２

ﾊﾄﾞﾛﾝﾋﾞｰﾑ原子核物理学Ⅱ 1･2･3 ２

不安定原子核実験 短寿命核物理学 1･2･3 ２

理論系共通 素粒子原子核理論演習Ⅰ 1 ４
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素粒子原子核理論演習Ⅱ 2 ４

素粒子原子核理論演習Ⅲ 3 ４

理論素粒子原子核物理特別研究Ⅰ 4 ４

理論素粒子原子核物理特別研究Ⅱ 5 ４

実験系共通 素粒子原子核実験演習Ⅰ 1 ４

素粒子原子核実験演習Ⅱ 2 ４

素粒子原子核実験演習Ⅲ 3 ４

実験素粒子原子核物理特別研究Ⅰ 4 ４

実験素粒子原子核物理特別研究Ⅱ 5 ４

(備考) 第３欄に掲げる配当年次とは、標準的に履修が望ましい年次を示す。

(2) 授業科目の単位の修得方法

① ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、上記(1)の専攻専門科目並

びに加速器科学専攻及び物質構造科学専攻において開設する専攻専門科目、別表

２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目から 30 単位以上

を修得しなければならない。

② 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、授業科目を修得するこ

とは要しない。ただし、主任指導教員の承認を受けて、上記(1)の専攻専門科目

並びに加速器科学専攻及び物質構造科学専攻において開設する専攻専門科目、別

表２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目を履修すること

ができる。
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別表２ 共通専門科目（第５条関係）

授 業 科 目 配当年次 単 位 数 備 考

必修 選択

高ｴﾈﾙｷﾞｰ加速器科学ｾﾐﾅｰⅠ 1･2･3 ２

高ｴﾈﾙｷﾞｰ加速器科学ｾﾐﾅｰⅡ 1･2･3 ２

加速器概論Ⅰ 1･2･3 ２

加速器概論Ⅱ 1･2･3 ２

放射線物理学 1･2･3 ２

ビーム物理学Ⅰ 1･2･3 ２

ビーム物理学Ⅱ 1･2･3 ２

応用数学 1･2･3 ２

電磁気学 1･2･3 ２

解析力学 1･2･3 ２

物質構造科学概論Ⅰ 1･2･3 ２

物質構造科学概論Ⅱ 1･2･3 ２

現代生物学概論 1･2･3 ２

量子・統計力学 1･2･3 ２

高エネルギー物理学概論Ⅰ 1･2･3 ２

高エネルギー物理学概論Ⅱ 1･2･3 ２

粒子測定原理Ⅰ 1･2･3 ２

粒子測定原理Ⅱ 1･2･3 ２

相対論的物理学Ⅰ 1･2･3 ２

相対論的物理学Ⅱ 1･2･3 ２

高ｴﾈﾙｷﾞｰ加速器科学認定研究 2 ４

(備考) 第３欄に掲げる配当年次とは、標準的に履修が望ましい年次を示す。

別表３ 総合教育科目（第５条関係）

授 業 科 目 配当年次 単 位 数 備 考

必修 選択

学生セミナー 1･2･3･4･5 １

総研大レクチャーⅠ 1･2･3･4･5 総研大レクチャ

総研大レクチャーⅡ 1･2･3･4･5 ーの単位数は、

総研大レクチャーⅢ 1･2･3･4･5 その実施要項等

において別に定

める
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別紙様式（第６条関係）

履 修 届

年 月 日

高エネルギー加速器科学研究科長 殿

高エネルギー加速器科学研究科

○○○○○○専攻

学籍番号

ふりがな

氏 名

年度 学期に、下記の授業科目を履修したいので提出します。

授 業 科 目 名 担当教員名

印主任指導教員 ○

（備考）主任指導教員欄に自筆署名した場合は、押印を省略することができる。
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総合研究大学院大学複合科学研究科履修規程

平成16年４月14日

大学規程複研第１号

一部改正 17.2.23/18.2.24

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」とい

う。）第36条の規定に基づき、複合科学研究科（以下「本研究科」という。）における

教育方法、履修方法その他単位の認定及び他の大学院における授業科目の履修等並びに

在学年限その他必要な事項について定めるものとする。

（研究科の課程）

第２条 本研究科の博士課程は、標準の修業年限３年又は５年の課程とする。

２ 前項の標準の修業年限を３年とする本研究科の課程は、学則第25条第１項に規定する

者が３年次に編入学して履修する課程(以下「後期３年の課程」という。) とする。

３ 第１項の標準の修業年限を５年とする本研究科の課程は、学則第25条第２項に規定す

る者が履修する課程（以下「５年の課程」という。）とする。

（教育方法）

第３条 本研究科における教育は、授業科目の授業及び博士論文の作成等に対する指導

（以下「研究指導」という。）によつて行う。

２ 前項に規定する授業のうち、研究科が定める授業科目は、多様なメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

（主任指導教員）

第４条 学生の研究指導を担当するとともに、学生の授業科目の履修指導等に当たるため、

学生１人ごとに主任指導教員が定められるものとする。

（授業科目及び単位数）

第５条 本研究科の各専攻の授業科目、単位数、履修方法等は、別表１、別表２及び別表

３のとおりとする。

（履修の手続き）

第６条 学生は、毎学期初めに、履修しようとする授業科目を履修届（別紙様式）により

主任指導教員の承認を受けるとともに、所属の専攻の専攻長（以下「所属専攻長」とい

う。）を経由して研究科長に提出しなければならない。

２ 学生は、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けて、別

表１に掲げる本研究科の他の専攻の授業科目及び本学の他の研究科の授業科目を履修す
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ることができる。

（他大学の大学院における授業科目の履修の手続き等）

第７条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院（外国の大学の大学院を含

む。）の授業科目を履修しようとするときは、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経

由して研究科長の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により他の大学の大学院において修得した単位は、後期３年の課程を履修

する学生にあつては４単位、５年の課程を履修する学生にあつては１０単位を超えない

範囲で本研究科の各専攻で修得したものとみなすことができる。

３ 第１項の規定による協議及び単位の認定等については、総合研究大学院大学学生規則

（平成16年大学規則第１号。以下「学生規則」という。）の定めるところによる。

（入学前の既修得単位の取扱い）

第８条 学生は、本研究科に入学する前に大学院において履修した授業科目について修得

した単位を、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けて、

本研究科の各専攻で修得したものとみなすことができる。

２ 前項の規定に基づき修得したものとみなすことができる単位は、再入学又は転入学し

た者を除き、後期３年の課程を履修する学生にあつては４単位、５年の課程を履修する

学生にあつては10単位を超えないものとする。

（授業科目の履修の認定及び単位の授与等）

第９条 授業科目の履修の認定は、試験又は研究報告により行う。ただし、平常の学修の

成果の評価をもつて試験又は研究報告に代えることができる。

２ 授業科目の成績は、100 点満点をもつて評価し、60点以上を合格とする。この場合に

おいて、次の区分により、優、良及び可を合格、不可を不合格として評価することがで

きる。

80点以上 優

70点～79点 良

60点～69点 可

59点以下 不可

３ 前項の規定にかかわらず、点数をもつて評価し難い場合は、合格及び不合格の評価を

もつて行うことができる。

４ 授業科目の履修の認定に合格した者には、所定の単位を与える。

（研究指導）

第10条 研究指導は、学生１人ごとにその内容が定められるものとし、その研究指導につ

いては、主任指導教員のほか、原則として１人以上の教授又は助教授が担当するものと

する。

（他大学の大学院等における研究指導の手続き等）
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第11条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院及び研究所等（外国の大学の大

学院及び研究所等を含む。）において研究指導を受けようとするときは、主任指導教員

の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により他の大学の大学院及び研究所等において受けた研究指導は、本研究

科の各専攻において受けた研究指導の一部とみなすことができる。

３ 第１項の規定による協議及び研究指導の認定については、学生規則の定めるところに

よる。

（修了の要件）

第12条 本研究科の後期３年の課程の修了の要件は、本研究科の専攻に３年以上在学し、

別表１に規定するところにより10単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、

博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた

研究業績を上げた者又は修業年限の調整が認められる者については、学則第37条に規定

する在学期間以上で足りるものとする。

２ 本研究科の５年の課程の修了の要件は、本研究科の専攻に５年以上在学し、別表１に

規定するところにより40単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論

文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業

績を上げた者については、研究科の専攻に３年以上在学すれば足りるものとする。

３ 前２項に規定する博士論文の審査及び試験については、総合研究大学院大学学位規則

（平成元年規則第２号）の定めるところによる。

（在学年限）

第13条 学生は、本研究科の専攻に、後期３年の課程にあっては６年、５年の課程にあっ

ては８年を超えて在学することができない。

（雑則）

第14条 この規程に定めるもののほか、教育方法、履修方法、単位の認定及び他の大学院

における授業科目の履修等の実施に関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成16年４月14日から施行し、平成16年４月１日から適用する。

附 則(平成17年２月23日大学規程複研第１号)

この規程は、平成17年４月１日から施行する。

附 則（平成18年２月24日大学規程複研第１号）

１ この規程は、平成18年４月１日から施行する。

２ この規程施行の際現に本研究科に在学する学生は、総合研究大学院大学学則の一部を

改正する学則（平成17年学則第２号）附則第２項の規定に基づき、改正後の第２条第２

項に規定する後期３年の課程を履修する者として適用する。ただし、授業科目の単位の

修得方法については、改正前の別表１に掲げる各専攻の規定を適用する。
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別表１（第５条関係）

統計科学専攻

(1) 専攻専門科目

教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次 単位数

必修 選択

モデリング 非線形時系列解析Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

非線形時系列解析Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

統計的学習理論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

空間統計学 1･2･3･4･5 ２

確率幾何学 1･2･3･4･5 ２

確率過程モデリング法 1･2･3･4･5 ２

時空間ベイズ法 1･2･3･4･5 ２

データ同化論 1･2･3･4･5 ２

ベイジアンモデリング 1･2･3･4･5 ２

情報機能論 1･2･3･4･5 ２

情報抽出論 1･2･3･4･5 ２

知的情報アルゴリズム 1･2･3･4･5 ２

情報統計物理 1･2･3･4･5 ２

コミュニケーション情報処理 1･2･3･4･5 ２

マルチメディア情報処理 1･2･3･4･5 ２

統計的情報処理論 1･2･3･4･5 ２

ディジタル信号処理 1･2･3･4･5 ２

情報通信システム論 1･2･3･4･5 ２

遺伝子データ解析Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

遺伝子データ解析Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

ゲノムデータ解析Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

ゲノムデータ解析Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

モデリング総合研究Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

モデリング総合研究Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

モデリング総合研究Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

モデリング総合研究Ⅳ 1･2･3･4･5 ２

モデリング総合研究Ⅴ 1･2･3･4･5 ２

データ科学 多次元解析特論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

多次元解析特論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

高次元推測論 1･2･3･4･5 ２

データ設計論 1･2･3･4･5 ２

データ解析特論Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

データ解析特論Ⅳ 1･2･3･4･5 ２
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標本調査論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

標本調査論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

社会調査論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

社会調査論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

調査データ解析論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

調査データ解析論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

国際比較調査論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

国際比較調査論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

調査データ解析特論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

調査データ解析特論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

計算統計モデル 1･2･3･4･5 ２

統計計算システムⅠ 1･2･3･4･5 ２

統計計算システムⅡ 1･2･3･4･5 ２

統計計算システムⅢ 1･2･3･4･5 ２

統計計算システムⅣ 1･2･3･4･5 ２

時系列解析特論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

時系列解析特論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

生物統計学 1･2･3･4･5 ２

環境統計学 1･2･3･4･5 ２

経済時系列論 1･2･3･4･5 ２

ファイナンス統計学Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

ファイナンス統計学Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

データ科学総合研究Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

データ科学総合研究Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

データ科学総合研究Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

データ科学総合研究Ⅳ 1･2･3･4･5 ２

データ科学総合研究Ⅴ 1･2･3･4･5 ２

数理・推論 推測理論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

推測理論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

推測理論Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

多変量推測統計Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

多変量推測統計Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

多変量推測統計Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

データ解析特論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

データ解析特論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

統計的学習理論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

情報幾何学 1･2･3･4･5 ２

信号処理特論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

信号処理特論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

制御理論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２
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制御理論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

システム最適化Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

システム最適化Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

計算推論アルゴリズム 1･2･3･4･5 ２

計算推論モデリング 1･2･3･4･5 ２

応用確率論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

応用確率論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

システム応答論Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

システム応答論Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

数理・推論総合研究Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

数理・推論総合研究Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

数理・推論総合研究Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

数理・推論総合研究Ⅳ 1･2･3･4･5 ２

数理・推論総合研究Ⅴ 1･2･3･4･5 ２

専攻共通 統計科学講究Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

統計科学講究Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

統計科学講究Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

統計科学講究Ⅳ 1･2･3･4･5 ２

統計科学講究Ⅴ 1･2･3･4･5 ２

統計科学総合研究Ⅰ 1･2･3･4･5 ２

統計科学総合研究Ⅱ 1･2･3･4･5 ２

統計科学総合研究Ⅲ 1･2･3･4･5 ２

統計科学総合研究Ⅳ 1･2･3･4･5 ２

統計科学総合研究Ⅴ 1･2･3･4･5 ２

統計数理セミナーⅠ 1 １

統計数理セミナーⅡ 2 １

統計数理セミナーⅢ 3 １

統計数理セミナーⅣ 4 １

統計数理セミナーⅤ 5 １

(2) 授業科目の単位の修得方法

① 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専

門科目及び別表２の共通専門基礎科目に掲げる授業科目から10単位以上修得しな

ければならない。

② ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専門科

目及び別表２の共通専門基礎科目（８単位以上を含めることを推奨する）に掲げ

る授業科目から40単位以上を修得しなければならない。

③ 別表３の総合教育科目に掲げる授業科目については、上記①又は②の修得すべ

き単位数に含めることができる。
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極域科学専攻

(1) 専攻専門科目

教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次 単位数

必修 選択

極域宙空圏 磁気圏物理学 1･2･3･4･5 ２

極域気水圏 スペースプラズマ物理学 1･2･3･4･5 ２

極域地圏 レーダー大気物理学 1･2･3･4･5 ２

極域生物圏 オーロラ物理学 1･2･3･4･5 ２

プラズマ波動論 1･2･3･4･5 ２

地球電磁気学 1･2･3･4･5 ２

電磁波応用計測学 1･2･3･4･5 ２

大気波動基礎論 1･2･3･4･5 ２

中層大気科学 1･2･3･4･5 ２

極域気候システム論 1･2･3･4･5 ２

雪氷コア古気候論 1･2･3･4･5 ２

極域対流圏現象論 1･2･3･4･5 ２

水圏化学解析論 1･2･3･4･5 ２

雪氷圏解析論 1･2･3･4･5 ２

地殻進化論 1･2･3･4･5 ２

極域海底物理学 1･2･3･4･5 ２

極域測地・ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ論 1･2･3･4･5 ２

極域地形発達史論 1･2･3･4･5 ２

惑星物質科学 1･2･3･4･5 ２

惑星進化論 1･2･3･4･5 ２

極域岩石磁気学 1･2･3･4･5 ２

海氷圏動物行動学 1･2･3･4･5 ２

寒冷域生理生態学 1･2･3･4･5 ２

極域海洋基礎生産論 1･2･3･4･5 ２

海洋衛星データ解析論 1･2･3･4･5 ２

極域多様性生物学 1･2･3･4･5 ２

極域湖沼生態学 1･2･3･4･5 ２

極域陸上生物解析論 1･2･3･4･5 ２

超高層物理学概論 1･2･3･4･5 ２

極域大気科学概論 1･2･3･4･5 ２

極域海洋科学概論 1･2･3･4･5 ２

雪氷物理学概論 1･2･3･4･5 ２

極域生物海洋学概論 1･2･3･4･5 ２

極域陸上生態学概論 1･2･3･4･5 ２

地殻物質科学概論 1･2･3･4･5 ２
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極域固体地球物理学概論 1･2･3･4･5 ２

極域第四紀学概論 1･2･3･4･5 ２

極域科学特別研究Ⅰ 1 ２

極域科学特別研究Ⅱ 2 ２

極域科学特別研究Ⅲ 3 ２

極域科学特別研究Ⅳ 4 ２

極域科学特別研究Ⅴ 5 ２

極域科学特別演習Ⅰ 1 ２

極域科学特別演習Ⅱ 2 ２

極域科学特別演習Ⅲ 3 ２

極域科学特別演習Ⅳ 4 ２

極域科学特別演習Ⅴ 5 ２

(2) 授業科目の単位の修得方法

① 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専

門科目及び別表２の共通専門基礎科目(４単位を必ず含める。)に掲げる授業科目

から10単位以上修得しなければならない。

② ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専門科

目及び別表２の共通専門基礎科目(８単位を必ず含める。)に掲げる授業科目から

40単位以上を修得しなければならない。

③ 他の研究科及び専攻において開設する専攻専門科目又は研究科共通基礎科目若

しくは研究科共通科目に掲げる授業科目は、第７条第２項により他大学の大学院

において修得したものとみなす単位数と合わせて、後期３年の課程を履修する者

であっては４単位、５年の課程を履修する者であっては10単位を限度として、上

記①又は②の修得すべき単位数に含めることができる。

④ ①から③までの単位数のほか、別表３の総合教育科目に掲げる授業科目につい

ては、２単位を限度として、上記①又は②の修得すべき単位数に含めることがで

きる。

情報学専攻

(1) 専攻専門科目

教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次 単位数

必修 選択

情報基礎科学 情報論理学 1･2･3･4･5 ２

数値計算論 1･2･3･4･5 ２

生命情報学 1･2･3･4･5 ２

アルゴリズム 1･2･3･4･5 ２

数理言語学 1･2･3･4･5 ２

離散数学 1･2･3･4･5 ２
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化学情報学 1･2･3･4･5 ２

数理論理学 1･2･3･4･5 ２

量子情報基礎 1･2･3･4･5 ２

量子コンピュータ 1･2･3･4･5 ２

情報基盤科学 情報流通システム工学 1･2･3･4･5 ２

ﾊｲｴﾝﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞ 1･2･3･4･5 ２

情報通信ネットワーク 1･2･3･4･5 ２

ﾌｫｰﾙﾄﾄﾚﾗﾝﾄｼｽﾃﾑ論 1･2･3･4･5 ２

高機能ネットワーク 1･2･3･4･5 ２

通信プロトコル 1･2･3･4･5 ２

ネットワーク科学 1･2･3･4･5 ２

計算機構成論特論 1･2･3･4･5 ２

ソフトウエア科学 プログラミング言語 1･2･3･4･5 ２

データ工学 1･2･3･4･5 ２

ソフトウエア工学 1･2･3･4･5 ２

シグナルプロセッサ 1･2･3･4･5 ２

分散ｿﾌﾄｳｪｱｼｽﾃﾑ 1･2･3･4･5 ２

確率的情報処理 1･2･3･4･5 ２

制約プログラミング 1･2･3･4･5 ２

情報メディア科学 テキスト処理 1･2･3･4･5 ２

ｅ－ラーニング 1･2･3･4･5 ２

画像処理 1･2･3･4･5 ２

コンピュータビジョン 1･2･3･4･5 ２

ユーザモデリング 1･2･3･4･5 ２

ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ情報処理 1･2･3･4･5 ２

映像メディア工学 1･2･3･4･5 ２

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｸﾞﾗﾌｨｯｸｽ 1･2･3･4･5 ２

知能システム科学 人工知能基礎論 1･2･3･4･5 ２

知能システム論 1･2･3･4･5 ２

推論科学 1･2･3･4･5 ２

知識共有システム 1･2･3･4･5 ２

ﾋｭｰﾏﾝｴｰｼﾞｪﾝﾄｲﾝﾀﾗｸｼｮﾝ 1･2･3･4･5 ２

知能ロボティクス 1･2･3･4･5 ２

自然言語処理 1･2･3･4･5 ２

心理言語学 1･2･3･4･5 ２

知的ﾕｰｻﾞｲﾝﾀﾌｪｰｽ 1･2･3･4･5 ２

情報環境科学 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙﾊﾟﾌﾞﾘｹｰｼｮﾝ 1･2･3･4･5 ２

情報検索 1･2･3･4･5 ２

社会・技術相関情報学 1･2･3･4･5 ２

学術情報データベース 1･2･3･4･5 ２
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学術情報環境論 1･2･3･4･5 ２

情報社会論 1･2･3･4･5 ２

科学計量学 1･2･3･4･5 ２

共 通 先端ｿﾌﾄｳｪｱ技術演習Ⅰ 1･2 １

先端ｿﾌﾄｳｪｱ技術演習Ⅱ 1･2 １

先端ｿﾌﾄｳｪｱ技術演習Ⅲ 1･2 １

先端ｿﾌﾄｳｪｱ技術演習Ⅳ 1･2 １

情報学特別実験研究Ⅰ 1 ２

情報学特別実験研究Ⅱ 2 ２

情報学特別実験研究Ⅲ 3 ２

情報学特別実験研究Ⅳ 4 ２

情報学特別実験研究Ⅴ 5 ２

情報学特別演習Ⅰ 2 ４

情報学特別演習Ⅱ 4 ４

情報学総合研究Ⅰ 5 ２

情報学総合研究Ⅱ 5 ４

(2) 授業科目の単位の修得方法

① 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専

門科目及び別表２の共通専門基礎科目に掲げる授業科目から10単位以上を修得し

なければならない。

② ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専門科

目及び別表２の共通専門基礎科目に掲げる授業科目から40単位以上を修得しなけ

ればならない。

③ 別表３の総合教育科目について修得した単位は、①及び②の単位数に含めるこ

とができる。

別表２ 共通専門基礎科目（第５条関係）

授 業 科 目 配当年次 単 位 数 備 考

必修 選択

複合科学概論 1･2･3 ２ 履修奨励科目

複合モデリング科学概論 1･2･3 ２ 履修奨励科目

推測数理概論Ⅰ 1･2･3 ２

推測数理概論Ⅱ 1･2･3 ２

データ科学概論Ⅰ 1･2･3 ２

データ科学概論Ⅱ 1･2･3 ２

時空間ﾓﾃﾞﾘﾝｸﾞ概論 1･2･3 ２

計算推論科学概論Ⅰ 1･2･3 ２

計算推論科学概論Ⅱ 1･2･3 ２
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先端地球科学通論Ⅰ 1･2･3 ２

先端地球科学通論Ⅱ 1･2･3 ２

地球計測学概論 1･2･3 ２

光計測学 1･2･3 ２

極域海洋環境システム論 1･2･3 ２

情報基礎科学概論Ⅰ 1･2･3 ２

情報基礎科学概論Ⅱ 1･2･3 ２

情報基盤科学概論Ⅰ 1･2･3 ２

情報基盤科学概論Ⅱ 1･2･3 ２

ソフトウェア科学概論Ⅰ 1･2･3 ２

ソフトウェア科学概論Ⅱ 1･2･3 ２

情報メディア科学概論Ⅰ 1･2･3 ２

情報メディア科学概論Ⅱ 1･2･3 ２

知能システム科学概論Ⅰ 1･2･3 ２

知能システム科学概論Ⅱ 1･2･3 ２

情報環境科学概論Ⅰ 1･2･3 ２

情報環境科学概論Ⅱ 1･2･3 ２

学術コミュニケーション 1･2･3 １

知的財産権 1･2･3 １

国際連携論 1･2･3 １

別表３ 総合教育科目（第５条関係）

授 業 科 目 配当年次 単 位 数 備 考

必修 選択

学生セミナー 1･2･3･4･5 １

総研大レクチャーⅠ 1･2･3･4･5 総研大レクチャ

総研大レクチャーⅡ 1･2･3･4･5 ーの単位数は、

総研大レクチャーⅢ 1･2･3･4･5 その実施要項等

において別に定

める。
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別紙様式（第６条関係）

履 修 届

年 月 日

複合科学研究科長 殿

複合科学研究科

○○○学専攻

学籍番号

ふりがな

氏 名

年度 学期に、下記の授業科目を履修したいので提出します。

授 業 科 目 名 担当教員名

印主任指導教員 ○

（備考）主任指導教員欄に自筆署名した場合は、押印を省略することができる。
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総合研究大学院大学生命科学研究科履修規程

平成元年４月20日

規 程 生 研 第 ３ 号

一部改正 4.2.25／ 4.5.22／ 6.2.23

7.2.21／ 9.2.21／11.2.23

12.2.22／13.2.27／14.2.26

15.2.25／16.4.14／17.2.22

17.3.28／18.2.21

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」とい

う。）第36条の規定に基づき、生命科学研究科（以下「本研究科」という。）における

教育方法、履修方法その他単位の認定及び他の大学院における授業科目の履修等並びに

在学年限その他必要な事項について定めるものとする。

（研究科の課程）

第２条 本研究科の博士課程は、標準の修業年限３年又は５年の課程とする。

２ 前項の標準の修業年限を３年とする本研究科の課程は、学則第25条第１項に規定する

者が３年次に編入学して履修する課程（以下「後期３年の課程」という。）とする。

３ 第１項の標準の修業年限を５年とする本研究科の課程は、学則第25条第２項に規定す

る者が履修する課程（以下「５年の課程」という。）とする。

（教育方法）

第３条 本研究科における教育は、授業科目の授業及び博士論文の作成等に対する指導(以

下「研究指導」という。)によつて行う。

２ 前項に規定する授業のうち、研究科が定める授業科目は、多様なメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させるものとする。

（主任指導教員）

第４条 学生の研究指導を担当するとともに、学生の授業科目の履修指導等に当たるため、

学生１人ごとに主任指導教員が定められるものとする。

（授業科目及び単位数）

第５条 本研究科の各専攻の授業科目、単位数、履修方法等は、別表１、別表２及び別表

３のとおりとする。

（履修の手続き）

第６条 学生は、毎学期初めに、履修しようとする授業科目を履修届（別紙様式）により
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主任指導教員の承認を受けるとともに、所属の専攻の専攻長（以下「所属専攻長」とい

う。）を経由して研究科長に提出しなければならない。

２ 学生は、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けて、別

表１に掲げる本研究科の他の専攻の授業科目及び本学の他の研究科の授業科目を履修す

ることができる。

（他大学の大学院における授業科目の履修の手続き等）

第７条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院(外国の大学の大学院を含む。)

の授業科目を履修しようとするときは、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経由して

研究科長の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により他の大学の大学院において修得した単位（５年の課程を履修する者

に限る。）は、10単位を超えない範囲で本研究科の各専攻で修得したものとみなすこと

ができる。

３ 第１項の規定による協議及び単位の認定等については、総合研究大学院大学学生規則

（平成16年大学規則第１号。以下「学生規則」という。）の定めるところによる。

（入学前の既修得単位の取扱い）

第８条 学生は、本研究科に入学する前に大学院において履修した授業科目について修得

した単位（５年の課程を履修する者に限る。）を、主任指導教員の承認及び所属専攻長

を経由して研究科長の許可を受けて、本研究科の各専攻で修得したものとみなすことが

できる。

２ 前項の規定に基づき修得したものとみなすことができる単位は、再入学又は転入学し

た者を除き、10単位を超えないものとする。

（授業科目の履修の認定及び単位の授与等）

第９条 授業科目の履修の認定は、試験又は研究報告により行う。ただし、平常の学修の

成果の評価をもつて試験又は研究報告に代えることができる。

２ 授業科目の成績は、100 点満点をもつて評価し、60点以上を合格とする。ただし、点

数をもつて評価し難い場合は、合格及び不合格の評価をもつて行うことができる。

３ 授業科目の履修の認定に合格した者には、所定の単位を与える。

（研究指導）

第10条 研究指導は、学生１人ごとにその内容が定められるものとし、その研究指導につ

いては、主任指導教員のほか、原則として１人以上の教授又は助教授が担当するものと

する。

（他大学の大学院等における研究指導の手続き等）

第11条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院及び研究所等（外国の大学の大

学院及び研究所等を含む。）において研究指導を受けようとするときは、主任指導教員

の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けなければならない。
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２ 前項の規定により他の大学の大学院及び研究所等において受けた研究指導は、本研究

科の各専攻において受けた研究指導の一部とみなすことができる。

３ 第１項の規定による協議及び研究指導の認定については、学生規則の定めるところに

よる。

（修了の要件）

第12条 本研究科の後期３年の課程の修了の要件は、本研究科の専攻に３年以上在学し、

必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、

在学期間に関しては、優れた研究業績を上げた者又は修業年限の調整が認められる者に

ついては、学則第37条に規定する在学期間以上で足りるものとする。

２ 本研究科の５年の課程の修了の要件は、本研究科の専攻に５年以上在学し、別表１に

規定するところにより所定の単位数以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、

博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた

研究業績を上げた者については、研究科の専攻に３年以上在学すれば足りるものとする。

３ 前２項に規定する博士論文の審査及び試験については、総合研究大学院大学学位規則

（平成元年規則第２号）の定めるところによる。

（在学年限）

第13条 学生は、所属する専攻の区分に応じ、別表４に掲げる年限を超えて在学すること

ができない。

（雑則）

第14条 この規程に定めるもののほか、教育方法、履修方法、単位の認定及び他の大学院

における授業科目の履修等の実施に関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成元年４月20日から施行し、平成元年４月１日から適用する。

附 則（平成４年２月25日規程生研第１号）

この規程は、平成４年４月１日から施行する。

附 則（平成４年５月22日規程生研第２号）

この規程は、平成４年５月22日から施行し、平成４年４月１日から適用する。

附 則（平成６年２月23日規程生研第１号）

この規程は、平成６年４月１日から施行する。

附 則（平成７年２月21日規程生研第１号）

この規程は、平成７年４月１日から施行する。

附 則（平成９年２月21日規程生研第１号）

この規程は、平成９年４月１日から施行する。

附 則（平成11年２月23日規程生研第１号）

この規程は、平成11年２月23日から施行する。
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附 則（平成12年２月22日規程生研第２号）

この規程は、平成12年４月１日から施行する。

附 則（平成13年２月27日規程生研第１号）

この規程は、平成13年４月１日から施行する。ただし、湘南レクチャーの単位認定に係

る改正については平成12年４月１日から適用する。

附 則（平成14年２月26日規程生研第１号）

この規程は、平成14年４月１日から施行する。

附 則（平成15年２月25日規程生研第１号）

この規程は、平成15年４月１日から施行する。

附 則（平成16年４月14日大学規程生研第１号）

１ この規程は、平成16年４月14日から施行し、平成16年４月１日から適用する。

２ この規程施行の際現に本研究科に在学する学生は、総合研究大学院大学学則（平成16

年学則第１号）附則第３項の規定に基づき、改正後の第２条第２項に規定する後期３年

の課程を履修する者として適用する。ただし、授業科目の単位の修得方法については、

改正前の別表１に掲げる各専攻の規定を適用する。

附 則（平成17年２月22日大学規程生研第１号）

この規程は、平成17年４月１日から施行する。

附 則（平成17年３月28日大学規程生研第３号）

この規程は、平成17年４月１日から施行する。

附 則（平成18年２月21日大学規程生研第１号）

この規程は、平成18年４月１日から施行する。
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別表１（第５条関係）

遺伝学専攻

(1) 遺伝学専攻専門科目

単位数
教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次

必修 選択

分子・細胞遺伝学 分子細胞生物学Ⅱ 1･2･3･4･5 １

発生遺伝学 分子細胞生物学Ⅲ 1･2･3･4･5 １

進化情報遺伝学 分子細胞生物学Ⅳ 1･2･3･4･5 １

ゲノム遺伝学 発生生物学Ⅱ 1･2･3･4･5 １

発生生物学Ⅲ 1･2･3･4･5 １

発生生物学Ⅳ 1･2･3･4･5 １

次世代志向境界領域Ⅰ 1･2･3･4･5 １

次世代志向境界領域Ⅱ 1･2･3･4･5 １

次世代志向境界領域Ⅲ 1･2･3･4･5 １

次世代志向境界領域Ⅳ 1･2･3･4･5 １

次世代志向境界領域Ⅴ 1･2･3･4･5 １

遺伝学英語口頭表現演習Ⅰ 1 ２

遺伝学英語口頭表現演習Ⅱ 2 ２

遺伝学英語口頭表現演習Ⅲ 3 ２

遺伝学英語口頭表現演習Ⅳ 4 ２

遺伝学英語口頭表現演習Ⅴ 5 ２

遺伝学英語筆記表現演習Ⅰ 1･2･3･4･5 １

遺伝学英語筆記表現演習Ⅱ 1･2･3･4･5 １

遺伝学英語筆記表現演習Ⅲ 1･2･3･4･5 １

備 考

次世代志向境界領域の授業科目は、本専攻が別に定める研究課題のうち２課題に

ついて履修を認定された者に対して単位を授与するものとする。この場合において

単位を授与した場合は、授業科目名の後に履修を認定した研究課題の名称を付記す

るものとする。

(2) 授業科目の単位の修得方法

① 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、授業科目を修得すること

は要しない。ただし、主任指導教員の承認を受けて、上記(1)の専攻専門科目、別

表２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目を履修することが

できる。

② ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、上記(1)の専攻専門科目、別

表２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目から30単位以上を
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修得しなければならない。

基礎生物学専攻

(1) 基礎生物学専攻専門科目

単位数
教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次

必修 選択

細胞生物学 基礎生物学概論 1･2･3･4･5 １

発生生物学 細胞形質発現学 1･2･3･4･5 １

環境生物学 高次形質発現学 1･2･3･4･5 １

統御生物学･神経生物学 環境情報制御学 1･2･3･4･5 １

進化生物学 神経生物学 1･2･3･4･5 １

生殖発生学･性差生物学 進化多様性ゲノム生物学 1･2･3･4･5 １

情報・数理生物学・機 生殖生物学・性差生物学 1･2･3･4･5 １

能ゲノム学 基礎生物学英語口語表現演習Ⅰ 1･2･3･4･5 １

基礎生物学英語口語表現演習Ⅱ 1･2･3･4･5 １

基礎生物学英語口語表現演習Ⅲ 1･2･3･4･5 １

基礎生物学英語口語表現演習Ⅳ 1･2･3･4･5 １

基礎生物学英語口語表現演習Ⅴ 1･2･3･4･5 １

基礎生物学英語筆記表現演習Ⅰ 1･2･3･4･5 １

基礎生物学英語筆記表現演習Ⅱ 1･2･3･4･5 １

基礎生物学英語筆記表現演習Ⅲ 1･2･3･4･5 １

基礎生物学英語筆記表現演習Ⅳ 1･2･3･4･5 １

基礎生物学英語筆記表現演習Ⅴ 1･2･3･4･5 １

アドバンストコンファレンスⅠ 1･2･3･4･5 １

アドバンストコンファレンスⅡ 1･2･3･4･5 １

アドバンストコンファレンスⅢ 1･2･3･4･5 １

アドバンストコンファレンスⅣ 1･2･3･4･5 １

アドバンストコンファレンスⅤ 1･2･3･4･5 １

(2) 授業科目の単位の修得方法

① 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、授業科目を修得すること

は要しない。ただし、主任指導教員の承認を受けて、上記(1)の専攻専門科目、別

表２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目を履修することが

できる。

② ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、上記(1)の専攻専門科目、別

表２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目から30単位以上を

修得しなければならない。
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生理科学専攻

(1) 生理科学専攻専門科目

単位数
教育研究指導分野 授 業 科 目 配当年次

必修 選択

分子生理学 脳神経系の細胞構築 1･2･3･4･5 １

細胞生理学 大脳神経回路論 1･2･3･4･5 １

情報生理学 言語思考システム研究 1･2･3･4･5 １

統合生理学 感覚認知機構論 1･2･3･4･5 １

大脳生理学 認知と行動の脳科学 1･2･3･4･5 １

発達生理学 神経内科学入門 1･2･3･4･5 １

神経発生と再生戦略 1･2･3･4･5 １

チャネル生物学 1･2･3･4･5 １

細胞の生と死の生理学 1･2･3･4･5 １

行動脳科学 1･2･3･4･5 １

超分子機構学 1･2･3･4･5 １

超細胞機構学 1･2･3･4･5 １

神経機能分子学 1･2･3･4･5 １

分子神経情報学 1･2･3･4･5 １

細胞機能学 1･2･3･4･5 １

神経性代謝調節学 1･2･3･4･5 １

分子感覚生理学 1･2･3･4･5 １

細胞運動の情報伝達機構 1･2･3･4･5 １

生理科学研究技術特論 1･2･3･4･5 １

生理科学英語筆記表現演習 1･2･3･4･5 １

生理科学英語口頭表現演習 1･2･3･4･5 １

生理科学特別講義 1･2･3･4･5 １

病態生化学 1･2･3･4･5 １

腫瘍学 1･2･3･4･5 １

内分泌学 1･2･3･4･5 １

消化器病学 1･2･3･4･5 １

循環器病学 1･2･3･4･5 １

腎臓病学 1･2･3･4･5 １

環境医学 1･2･3･4･5 １

備 考

本研究科と名古屋大学大学院医学研究科との間における学生交流協定に関する協
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定書（平成７年４月３日締結）に基づいて、病態生化学、腫瘍学、内分泌学、消化

器病学、循環器病学、腎臓病学及び環境医学の授業科目の履修を認定され、単位を

修得した場合は、本専攻の授業科目を履修したものと取り扱う。

(2) 授業科目の単位の修得方法

① 後期３年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、授業科目を修得すること

は要しない。ただし、主任指導教員の承認を受けて、上記(1)の専攻専門科目、別

表２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目を履修することが

できる。

② ５年の課程を履修する者が本専攻を修了するには、上記(1)の専攻専門科目、別

表２の共通専門科目及び別表３の総合教育科目に掲げる授業科目から30単位以上を

修得しなければならない。
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別表２ 共通専門科目（第５条関係）

単 位 数
授 業 科 目 配当年次 備 考

必修 選択

分子細胞生物学Ⅰ 1･2･3 ２

発生生物学Ⅰ 1･2･3 ２ 第２条第２項に規

神経科学 1･2･3 ２ 定する授業科目

バイオインフォーマティクス概論 1･2･3 １

生命科学プログレスⅠ 1 ４

生命科学プログレスⅡ 2 ４

生命科学プログレスⅢ 3 ４

生命科学プログレスⅣ 4 ４

生命科学プログレスⅤ 5 ４

生命科学実験演習Ⅰ 1 ４

生命科学実験演習Ⅱ 2 ４

生命科学実験演習Ⅲ 3 ４

生命科学実験演習Ⅳ 4 ４

生命科学実験演習Ⅴ 5 ４

生命科学論文演習Ⅰ 1 ４

生命科学論文演習Ⅱ 2 ４

生命科学論文演習Ⅲ 3 ４

生命科学論文演習Ⅳ 4 ４

生命科学論文演習Ⅴ 5 ４

生命科学セミナーⅠ 1 １

生命科学セミナーⅡ 2 １

生命科学セミナーⅢ 3 １

生命科学セミナーⅣ 4 １

生命科学セミナーⅤ 5 １

別表３ 総合教育科目（第５条関係）

単 位 数
授 業 科 目 配当年次 備 考

必修 選択

学生セミナー 1･2･3･4･5 １

総研大レクチャーⅠ 1･2･3･4･5 総研大レクチャー
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総研大レクチャーⅡ 1･2･3･4･5 の単位数は、その

総研大レクチャーⅢ 1･2･3･4･5 実施要項等におい

て別に定める。

別表４ 在学年限（第13条関係）

専 攻 在学年数 備 考

遺伝学専攻 後期３年の課程 ５年

５年の課程 ８年

基礎生物学専攻 後期３年の課程 ５年

５年の課程 ８年

生理科学専攻 後期３年の課程 ６年

５年の課程 ８年
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別紙様式（第６条関係）

履 修 届

年 月 日

生命科学研究科長 殿

生命科学研究科

○○○○○○専攻

学籍番号

ふりがな

氏 名

年度 学期に、下記の授業科目を履修したいので提出します。

授 業 科 目 名 担当教員名

(注) 遺伝学専攻の専攻専門科目「次世代志向境界領域」を履修する学生は、授業

科目名に研究課題名を付記してください。

印主任指導教員 ○

（備考）主任指導教員欄に自筆署名した場合は、押印を省略することができる。
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総合研究大学院大学先導科学研究科履修規程

平成11年１月14日

規程先研第１号

一部改正 11.4. 7／12.9.26

13.2.28／14.2.27

16.4.14／18.2.22

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」とい

う。）第36条の規定に基づき、先導科学研究科（以下「本研究科」という。）における

教育方法、履修方法その他単位の認定及び他の大学院における授業科目の履修等並びに

在学年限その他必要な事項について定めるものとする。

（教育方法）

第２条 本研究科における教育は、授業科目の授業及び博士論文の作成等に対する指導

（以下「研究指導」という。）によつて行う。

２ 前項に規定する授業のうち、研究科が定める授業科目は、多様なメディアを高度に利

用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。

（主任指導教員）

第３条 学生の研究指導を担当するとともに、学生の授業科目の履修指導等に当たるため、

学生１人ごとに主任指導教員が定められるものとする。

（授業科目及び単位数）

第４条 本研究科の各専攻の授業科目、単位数、履修方法等は、別表１及び別表２のとお

りとする。

（履修の手続き）

第５条 学生は、毎学期初めに、履修しようとする授業科目を履修届（別紙様式）により

主任指導教員の承認を受けるとともに、所属の専攻の専攻長（以下「所属専攻長」とい

う。）を経由して研究科長に提出しなければならない。

２ 学生は、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けて、別

表１に掲げる本研究科の他の専攻の授業科目又は本学の他の研究科の授業科目を履修す

ることができる。

３ 前項の規定により本研究科の他の専攻又は本学の他の研究科において修得した単位は、

４単位を越えない範囲で本研究科の各専攻で修得したものとみなすことができる。
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（他大学の大学院における授業科目の履修の手続き等）

第６条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院（外国の大学の大学院を含

む。）の授業科目を履修しようとするときは、主任指導教員の承認及び所属専攻長を経

由して研究科長の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により他の大学の大学院において修得した単位は、４単位を超えない範囲

で本研究科の各専攻で修得したものとみなすことができる。ただし、前条第３項で修得

したものとみなされたものと合わせて４単位を超えることはできない。

３ 第１項の規定による協議及び単位の認定等については、総合研究大学院大学学生規則

（平成16年大学規則第１号。以下「学生規則」という。）の定めるところによる。

（授業科目の履修の認定及び単位の授与等）

第７条 授業科目の履修の認定は、試験又は研究報告により行う。ただし、平常の学修の

成果の評価をもつて試験又は研究報告に代えることができる。

２ 授業科目の成績は、100 点満点をもつて評価し、60点以上を合格とする。ただし、点

数をもつて評価し難い場合は、合格及び不合格の評価をもつて行うことができる。

３ 授業科目の履修の認定に合格した者には、所定の単位を与える。

（研究指導）

第８条 研究指導は、学生１人ごとにその内容が定められるものとし、その研究指導につ

いては、主任指導教員のほか、原則として１人以上の教授又は助教授が担当するものと

する。

（他大学の大学院等における研究指導の手続き等）

第９条 学生は、本研究科が協議をした他の大学の大学院及び研究所等（外国の大学の大

学院及び研究所等を含む。）において研究指導を受けようとするときは、主任指導教員

の承認及び所属専攻長を経由して研究科長の許可を受けなければならない。

２ 前項の規定により他の大学の大学院及び研究所等において受けた研究指導は、本研究

科の各専攻において受けた研究指導の一部とみなすことができる。

３ 第１項の規定による協議及び研究指導の認定については、学生規則の定めるところに

よる。

（修了の要件）

第10条 本研究科の修了の要件は、本研究科の専攻に３年以上在学し、別表１に規定する

ところにより所定の単位数以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、博士論文

の審査及び試験に合格することとする。ただし、在学期間に関しては、優れた研究業績

を上げた者又は修業年限の調整が認められる者については、学則第37条に規定する在学

期間以上で足りるものとする。

２ 前項に規定する博士論文の審査及び試験については、総合研究大学院大学学位規則

（平成元年規則第２号）の定めるところによる。
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（在学年限）

第11条 学生は、本研究科の専攻に５年を超えて在学することができない。

（雑則）

第12条 この規程に定めるもののほか、教育方法、履修方法、単位の認定及び他の大学院

における授業科目の履修等の実施に関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成11年１月14日から施行する。

附 則（平成11年４月７日規程先研第５号）

この規程は、平成11年４月７日から施行する。

附 則 （平成12年９月26日規程先研第４号）

この規程は、平成12年10月１日から施行する。

附 則 （平成13年２月28日規程先研第1号）

この規程は、平成13年４月１日から施行する。ただし、湘南レクチャーの単位認定に係

る改正については、平成12年４月１日から適用する。

附 則 （平成14年２月27日規程先研第１号）

この規程は、平成14年４月１日から施行する。

附 則（平成16年４月14日大学規程先研第１号）

この規程は、平成16年４月14日から施行し、平成16年４月１日から適用する。

附 則（平成18年２月22日大学規程先研第１号）

この規程は、平成18年４月１日から施行する。

別表１（第４条関係）

生命体科学専攻

(1)生命体科学専攻専門科目

単 位 数
教育・研究指導分野 授 業 科 目 備 考

必 修 選 択

生命分子科学 生命分子科学 ２

分子・超分子構造学 ２

遺伝情報発現論 ２

細胞多様化 分子発生学 ２

形態形成学 ２

細胞間コミュニケーショ ２

ン論
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個体統御応答 個体統御システム論 ２

免疫生物学 ２

共生生物学 ２

分子人類史 分子人類史学 ２

進化集団遺伝学 ２

分子博物学 ２

人類環境 人類環境学 ２

生物多様性論 ２

地球環境史 ２

総合人類 地球人類共生論 ２

科学技術原論 ２

比較文明学 ２

共通 生命分子科学演習 ４

細胞多様化演習 ４

個体統御応答演習 ４

分子人類史演習 ４

人類環境演習 ４

総合人類演習 ４

先導科学原論 １

生命観比較文化学特講 １

文明と環境史特講 １

分子古人類学特講 １

分子生体防御特講 １

分子発生学特講 １

分子博物学特講 １

数理生命体科学特講 １

計算機生物学 ２

生命体科学特別講義 ２

(2) 授業科目の単位の修得方法

本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専門科目及び別表２の総合教育科目に掲

げる授業科目から10単位以上を修得しなければならない。
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光科学専攻

(1) 光科学専攻専門科目

単 位 数
教育・研究指導分野 授 業 科 目 備 考

必 修 選 択

光量子科学 基礎量子力学 ２

光発生機構論 ２

レーザー科学 ２

レーザー工学 ２

分光基礎論 ２

光物質応答科学 非線形レーザー分光学 ２

振動分光学 ２

プラズマ光応答 ２

光生物過程 ２

光物質変換科学 光・エネルギー変換論 ２

光反応論 ２

表面量子過程 ２

光・量子ビーム相互作用 ２

論

光情報科学 情報創出理論 ２

情報通信理論 ２

共通 光量子科学演習Ⅰ ４

光量子科学演習Ⅱ ４

光量子科学演習Ⅲ ４

光物質応答科学演習Ⅰ ４

光物質応答科学演習Ⅱ ４

光物質応答科学演習Ⅲ ４

光物質変換科学演習Ⅰ ４

光物質変換科学演習Ⅱ ４

光物質変換科学演習Ⅲ ４

光物質変換科学演習Ⅳ ４

光情報科学演習Ⅰ ４

光情報科学演習Ⅱ ４

光情報科学演習Ⅲ ４

光励起現象特講 １
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信号処理理論特講 １

光・電子分光法特講 １

光科学特別講義Ⅰ ２

光科学特別講義Ⅱ ２

(2) 授業科目の単位の修得方法

本専攻を修了するためには、上記(1)の専攻専門科目及び別表２の総合教育科目に掲

げる授業科目から10単位以上を修得しなければならない。

別表２ 総合教育科目（第４条関係）

単 位 数
授 業 科 目 備 考

必修 選択

学生セミナー １

総研大レクチャーⅠ 総研大レクチャーの単位

総研大レクチャーⅡ 数は、その実施要項等に

総研大レクチャーⅢ おいて別に定める。

別紙様式（第５条関係）

履 修 届

年 月 日
先導科学研究科長 殿

先導科学研究科
○○○○○○専攻
学籍番号
ふりがな
氏 名

年度 学期に、下記の授業科目を履修したいので提出します。

授 業 科 目 名 担当教員名

印主任指導教員 ○

（備考）主任指導教員欄に自筆署名した場合は、押印を省略することができる。
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総合研究大学院大学学位規則

平成元年４月１日

規 則 第 ２ 号

一部改正 3.6.27／ 4.3.16／ 4.5.29

5.1.26／ 5.3.23／ 9.3.24

10.3.24／10.4. 9／11.3.24

13.3.23／13.3.30／14.3.22

15.1.31／16.4.14／16.11.2

目次

第１章 総則（第１条－第２条）

第２章 学位授与の要件等（第３条－第５条）

第３章 学位授与の審査手続き等（第６条－第17条）

第４章 学位授与の公表等（第18条－第21条）

第５章 雑則（第22条－第23条）

附則

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この規則は、総合研究大学院大学学則(平成16年学則第１号。以下「学則」とい

う。)第43条の規定に基づき、総合研究大学院大学（以下「本学」という。）における

学位論文の審査及び試験の方法並びに修士の学位授与の要件その他本学が授与する学位

について必要な事項を定めるものとする。

（授与する学位）

第２条 本学が授与する学位は、博士の学位とする。

２ 前項の学位に付記する専攻分野は、「学術｣、「文学」、「理学」、「工学」、「統

計科学」、「情報学」又は「医学」とする。

第２章 学位授与の要件等

（博士の学位授与の要件等）

第３条 前条に規定する博士の学位は、本学の研究科に所定の修業年限以上在学し、所定

の単位数以上を修得（学則第38条に規定する後期３年の課程の修了の要件に関する特例

を適用する者（以下「後期３年の課程特例適用者」という。）を除く。）し、かつ、必

要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び試験に合格して、その研究科を修了した

者に授与する。
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２ 前項の規定に基づき、本学が授与する博士の学位には、その学位を授与される者が修

了した研究科の専攻（以下「専攻」という。）の区分に応じ、次の表に掲げる専攻分野

を付記するものとする。

研 究 科 専 攻 付 記 す る 専 攻 分 野

文 化 科 学 地 域 文 化 学 専 攻 文 学

研 究 科 比 較 文 化 学 専 攻 文 学 博士論文の内容によつては学術

国際日本研究専攻 学 術

日本歴史研究専攻 文 学 博士論文の内容によつては学術

メディア社会文化専攻 学 術

日本文学研究専攻 文 学

物 理 科 学 構造分子科学専攻 理 学 博士論文の内容によつては学術

研 究 科 機能分子科学専攻 理 学

天 文 科 学 専 攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

核 融 合 科 学 専 攻 学 術 又は工学

宇 宙 科 学 専 攻 理学・工学 博士論文の内容によつては学術

高エネルギー 加 速 器 科 学 専 攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

加速器科学 物質構造科学専攻 学 術 又は工学

研 究 科 素粒子原子核専攻 理 学 博士論文の内容によつては学術

複 合 科 学 統 計 科 学 専 攻 統計科学

研 究 科 極 域 科 学 専 攻 理 学 博士論文の内容によつては学術

情 報 学 専 攻 情 報 学

生 命 科 学 遺 伝 学 専 攻 理 学 博士論文の内容によつては学術

研 究 科 基 礎 生 物 学 専 攻 理 学

生 理 科 学 専 攻 学術・理学 博士論文の内容によつては医学

先 導 科 学 生 命 体 科 学 専 攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

研 究 科 光 科 学 専 攻 学 術 博士論文の内容によつては理学

又は工学

（論文博士の学位授与の要件等）

第４条 前条に定めるもののほか、第２条に規定する博士の学位は、本学の研究科を経な

い者であつても、本学に博士論文の審査を申請してその審査に合格し、かつ、本学の研

究科を修了した者と同等以上の学力を有することを確認された者に対し、授与すること
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ができる。

２ 前項の規定により博士の学位を授与する場合は、前条第２項の規定を準用する。この

場合において、同項中「その学位を授与される者が修了した研究科の専攻」とあるのは

「その博士論文の主題等に適合する研究科の専攻」と読み替えて適用する。

（修士の学位授与の特例及び授与要件等）

第５条 第２条の規定にかかわらず、学則第16条第３項に規定する５年の課程（以下「５

年の課程」という。）に在学し、学則第48条の規定に基づき退学を許可された者が、研

究科に２年以上在学し、30単位以上を修得し、かつ、必要な研究指導を受けた上、修士

論文の審査及び試験に合格した場合は、修士の学位を授与することができる。

２ 前項の場合において、専攻の目的に応じ適当と認められるときは、特定の課題につい

ての研究の成果の審査をもって修士論文の審査に代えることができる。

３ 第１項の規定により修士の学位を授与する場合は、第３条第２項の規定（「医学」を

除く。）を準用する。この場合において、同項中「博士の学位」とあるのは「修士の学

位」と、「修了した研究科の専攻」とあるのは「在学した研究科の専攻」と、「博士論

文」とあるのは「修士論文」と読み替えて適用する。

第３章 学位授与の審査手続き等

（博士論文審査出願等の手続き）

第６条 第３条第１項の規定に基づき博士論文の審査及び試験を受けようとする者は、研

究科が別に定める期日までに、その博士論文及び博士論文審査出願書を、その者が所属

する専攻の専攻長を経由して、研究科長に提出しなければならない。

２ 第４条第１項の規定に基づき、本学に博士論文の審査を申請し、及び本学の研究科を

修了した者と同等以上の学力を有することの確認（以下「学力の確認」という。）を受

けようとする者は、その博士論文及び博士論文審査申請書を学長に提出するとともに、

学長が別に定める博士論文審査手数料を納付しなければならない。

３ 本学の研究科に所定の修業年限以上在学し、所定の単位数以上を修得（後期３年の課

程特例適用者を除く。）して退学した者が、本学に博士論文の審査を申請し、及び学力

の確認を受けようとするときは、前項の規定を適用する。この場合において、その者が

退学後１年以内の者であるときは博士論文審査手数料の納付は要しないものとする。

４ 前３項の規定により提出した博士論文、博士論文審査出願書又は博士論文審査申請書

並びに納付した博士論文審査手数料は返還しない。

（提出する博士論文等）

第７条 前条の規定により提出する博士論文は、１編とする。ただし、参考として他の自

著又は共著の論文を添付することができる。

２ 学長又は研究科長は、博士論文の審査のため必要があるときは、その博士論文の翻訳、

その博士論文の内容に関係のある模型、標本等の参考資料の提出を求めることができる。
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（博士論文等の受理及び審査の付託）

第８条 研究科長は、第６条第１項の規定に基づき提出された博士論文及び博士論文審査

出願書を受理したときは、研究科教授会にその博士論文の審査及び試験を付託するもの

とする。

２ 学長は、第６条第２項及び第３項の規定に基づき提出された博士論文及び博士論文審

査申請書を受理したときは、審査の申請があつた博士論文の主題等に応じて研究科を指

定し、その研究科の研究科長にその博士論文の審査及び学力の確認を委嘱するものとす

る。

３ 研究科長は、前項の委嘱を受けたときは、研究科教授会にその博士論文の審査及び学

力の確認を付託するものとする。

（審査委員）

第９条 研究科教授会は、前条第１項の規定に基づき博士論文の審査及び試験の付託を受

けたときは、その博士論文ごとに、その博士論文を提出した者が所属する専攻の専攻委

員会（第13条において所属専攻委員会という｡)の意見を聴いて、研究科に所属する教員

（本学の教授又は助教授をいう。以下同じ。）のうちから３人以上の者を審査委員とし

て選出し、その博士論文の審査及び試験に当たらせるものとする。

２ 研究科教授会は、前条第３項の規定に基づき博士論文の審査及び学力の確認の付託を

受けたときは、その博士論文ごとに、その博士論文の主題等に適合する専攻の専攻委員

会（第13条において該当専攻委員会という。）の意見を聴いて、研究科に所属する教員

のうちから３人以上の者を審査委員として選出し、その博士論文の審査及び学力の確認

に当たらせるものとする。

３ 研究科教授会は、必要があると認めるときは、前２項の審査委員に加えて、本学の他

の研究科に所属する教員又は他の大学の大学院、研究所等の教員等を審査委員に委嘱す

ることができる。

（試験）

第10条 第８条第１項に規定する試験は、博士論文の審査が終了した後に、その博士論文

を中心として、これに関連のある専門分野について、筆記又は口述により行うものとす

る。

（学力の確認）

第11条 第８条第２項及び第３項に規定する学力の確認は、その博士論文を中心として、

これに関連のある専門分野について、筆記、口述等適宜の方法により行うものとする。

２ 学力の確認は、研究科が別に定めるところにより、外国語の能力についても行うこと

ができる。

３ 第６条第３項の規定に基づき提出した者で退学後３年以内の者その他研究科教授会が

差し支えがないと認めた者については、学力の確認を免除することができる。

（審査期間）
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第12条 第６条第１項の規定に基づき提出された博士論文の審査及び試験は、その博士論

文を提出した者が在学すべき所定の期間内に終了するものとする。

２ 第６条第２項及び第３項の規定に基づき提出された博士論文の審査及び学力の確認は、

その博士論文を受理した日から１年以内に終了するものとする。

３ 前２項の規定にかかわらず、特別の理由があるときは、研究科教授会の議を経て、博

士論文の審査並びに試験又は学力の確認に要する期間を延長することができる。この場

合において、研究科長は、期間を延長する博士論文を提出した者に対して、その理由を

添えて通知しなければならない。

（審査結果の報告）

第13条 審査委員は、博士論文の審査並びに試験又は学力の確認を終了したときは、それ

らの結果に博士の学位を授与できるか否かの意見を添え、所属専攻委員会又は該当専攻

委員会の議を経て、研究科教授会に報告するものとする。

（博士の学位授与の議決）

第14条 研究科教授会は、前条の報告に基づき、博士の学位授与の可否について審議し、

議決するものとする。

２ 前項の議決は、研究科教授会の構成員の３分の２以上の出席を必要とし、かつ、出席

者の３分の２以上の賛成を必要とするものとする。ただし、出張を命じられた者、長期

療養中の者その他研究科教授会がやむを得ないと認めた者は、構成員の数から除くもの

とする。

３ 研究科長は、第１項の結果に次の各号に掲げる事項を記載した書類を添えて、学長に

報告するものとする。

(1) 博士論文の要旨

(2) 博士論文の審査結果の要旨

(3) 試験又は学力の確認の結果の要旨

４ 学長は、前項の報告に基づき、博士の学位授与の可否について、博士論文を提出した

者に通知する。

（博士の学位授与）

第15条 学長は、博士の学位を授与する者に対して、第22条に規定する学位記を交付する。

（修士論文審査出願等の手続き等の準用）

第16条 第５条第１項に規定する修士の学位授与の要件を満たし、修士論文の審査及び試

験を受けようとする者は、その者が退学を許可された日までに、その修士論文及び修士

論文審査出願書を、その者が所属する専攻の専攻長を経由して、研究科長に提出しなけ

ればならない。

２ 提出する修士論文、修士論文審査の付託、審査委員、試験及び審査結果の報告、修士

の学位授与の議決及び修士の学位授与については、第７条、第８条第１項、第９条第１

項及び第３項、第10条、第13条、第14条並びに第15条の規定を準用する。
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３ 前項の規定により準用する場合において、これらの規定中「博士の学位」とあるのは

「修士の学位」と、「博士論文」とあるのは「修士論文」と、「試験又は学力の確認」

とあるのは「試験」と読み替えて適用する。

（修士論文審査等の特例）

第17条 前条の規定により第９条第１項、第10条を準用する審査委員及び試験の適用につ

いては、研究科が別に定めるところにより、研究科に所属する複数の教員により行う研

究指導をもって、審査委員の選出及び試験に代えることができる。

第４章 学位授与の公表等

（博士論文要旨等の公表）

第18条 学長は、博士の学位を授与したときは、文部科学大臣に所定の報告をするととも

に、その学位を授与した日から３月以内に、その博士論文の内容の要旨及びその審査の

結果の要旨を公表するものとする。

（博士論文の印刷公表）

第19条 博士の学位を授与された者は、その学位を授与された日から１年以内に、その博

士論文を印刷公表しなければならない。ただし、その学位を授与される前に既に印刷公

表したときは、この限りでない。

２ 前項の規定にかかわらず、研究科教授会がやむを得ないと認めたときは、博士論文の

全文に代えて、その内容を要約したものを印刷公表することができる。この場合におい

て、研究科長は、その博士論文の全文を求めに応じて閲覧に供するものとする。

（学位の名称）

第20条 本学の学位を授与された者が学位の名称を用いるときは、「総合研究大学院大

学」と付記しなければならない。

（学位授与の取消及び公表）

第21条 本学の学位を授与された者が、不正の方法により学位の授与を受けた事実が判明

したときは、学長は、研究科教授会の議を経て、その学位の授与を取消し、学位記を返

還させ、かつ、その旨を公表するものとする。

第５章 雑則

（学位記及び出願書等の様式）

第22条 学位記の様式は、別記様式第１、別記様式第２及び別記様式第３のとおりとする。

２ 第６条第１項に規定する博士論文審査出願書その他必要な様式は、研究科が別に定め

る。

３ 第６条第２項に規定する博士論文審査申請書その他必要な様式は、学長が別に定める。
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４ 第16条第１項に規定する修士論文審査出願書その他必要な様式は、研究科が別に定め

る。

（雑則）

第23条 この規則の実施に関し必要な事項は、学長又は研究科が別に定める。

附 則 改正 平成16年４月14日

１ この規則は、平成元年４月１日から施行する。

２ 第４条第１項の規定に基づく学位の授与は、第３条第１項の規定に基づく学位の授与

が行われた後に行うものとする。

附 則（平成３年６月27日規則第５号）

この規則は、平成３年７月１日から施行する。

附 則（平成４年３月16日規則第３号）

この規則は、平成４年４月１日から施行する。

附 則（平成４年５月29日規則第４号）

この規則は、平成４年５月29日から施行し、平成４年５月１日から適用する。

附 則（平成５年１月26日規則第１号）

この規則は、平成５年４月１日から施行する。

附 則（平成５年３月23日規則第３号）

この規則は、平成５年４月１日から施行する。

附 則（平成９年３月24日規則第３号）

この規則は、平成９年４月１日から施行する。

附 則（平成10年３月24日規則第２号）

１ この規則は、平成10年４月１日から施行する。

２ この規則による改正前の数物科学研究科の放射光科学専攻で平成10年３月31日に在学

する者については、改正後の第３条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成10年４月９日規則第４号）

この規則は、平成10年４月９日から施行する。

附 則（平成11年３月24日規則第１号）

この規則は、平成11年４月１日から施行する。

附 則（平成13年３月23日規則第４号）

この規則は、平成13年４月１日から施行する。

附 則（平成13年３月30日規則第５号）

この規則は、平成13年３月30日から施行し、平成13年１月６日から適用する。

附 則（平成14年３月22日規則第３号） 改正 平成14年10月31日

この規則は、平成14年４月１日から施行する。

附 則（平成15年１月31日規則第２号）

この規則は、平成15年４月１日から施行する。

附 則（平成16年４月14日大学規則第８号）
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１ この規則は、平成16年４月14日から施行し、平成16年４月１日から適用する。

２ この規則による改正前の数物科学研究科で平成16年３月31日以前に在学した者につい

ては、改正後の第３条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成16年11月２日大学規則第９号）

この規則の規定は、次の各号に掲げる区分に従い、それぞれ当該各号に定める日から施

行する。

(1) 第２条及び第３条の表の複合科学研究科に係る規定 平成16年11月２日

(2) 第３条の表の基礎生物学専攻に係る規定 平成17年４月１日
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別記様式第１（第３条第１項の規定により授与する学位記）

総研大甲第 号

学 位 記

氏名

年 月 日生

本学大学院○○○○研究科○○○○専攻の博士課程を修了したので博士（○○）

の学位を授与する

年 月 日

総合研究大学院大学長 総合研究

大学院大

○ ○ ○ ○ 学長之印

別記様式第２（第４条第１項の規定により授与する学位記）

総研大乙第 号

学 位 記

氏名

年 月 日生

本学に学位論文を提出し所定の審査及び試験に合格したので博士（○○）の学位

を授与する

年 月 日

総合研究大学院大学長 総合研究

大学院大

○ ○ ○ ○ 学長之印
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別記様式第３（第５条第１項の規定により授与する学位記）

総研大修第 号

学 位 記

氏名

年 月 日生

本学大学院○○○○研究科○○○○専攻において博士課程の前期課程の修了に相

当する要件を満たしたので修士（○○）の学位を授与する

年 月 日

総合研究大学院大学長 総合研究

大学院大

○ ○ ○ ○ 学長之印
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総合研究大学院大学文化科学研究科における課程博士の

学位授与に係る論文審査等の手続き等に関する規程

平成３年３月13日

規程文研第 ２ 号

一部改正 3.9.25／ 4.4.15／ 5.2.24

9.9.19／10.9.18／11.3.24

13.3.23／14.3. 1／15.2.28

16.4.14／18.2.24

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学位規則（平成元年規則第２号）第23条の規定

に基づき、文化科学研究科（以下「本研究科」という。）の各専攻の所定の課程を修了

した者に授与する博士の学位に係る論文審査等の手続きその他必要な事項について定め

るものとする。

（学位の授与）

第２条 本研究科の専攻を修了した者には、博士の学位を授与する。

２ 博士の学位には、審査の出願があつた博士論文１編につき一専攻分野を付記するもの

とする。

３ 前項の規定により付記する専攻分野は、次の各号に掲げる分野とする。

(1) 地域文化学専攻

「文学」とする。ただし、地域文化学に係る学際的分野を主な内容とする博士論文

については、「学術」とすることができる。

(2) 比較文化学専攻

「文学」とする。ただし、比較文化学に係る学際的分野を主な内容とする博士論文

については、「学術」とすることができる。

(3) 国際日本研究専攻

「学術」とする。

(4) 日本歴史研究専攻

「文学」とする。ただし、日本歴史研究に係る学際的分野を主な内容とする博士論

文については、「学術」とすることができる。

(5）メディア社会文化専攻

「学術」とする。

(6）日本文学研究専攻

「文学」とする。

（出願の資格）

第３条 博士論文の審査及び試験に出願することができる者（以下「出願資格者」とい
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う。）は、次の各号に掲げるすべての要件を満たす者とする。

(1) 本研究科の各専攻における修了までの在学期間が３年以上であること。ただし、優

れた研究業績を上げた者又は修業年限の調整が認められる者については、総合研究大

学院大学学則（平成16年学則第１号）第37条に規定する在学期間以上で足りるもので

あること。

(2) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき所定の単位数以

上を次条に規定する出願の期間までに修得していること又は修了見込みの日までに修

得することが確実であること。

(3) 必要な研究指導を受けていること。

２ 国際日本研究専攻、日本歴史研究専攻、メディア社会文化専攻及び日本文学研究専攻

においては、前項の各号に掲げるもののほか、専攻が別に定めるところにより、当該専

攻が行う予備審査に合格していることを要する。

（出願期間）

第４条 出願の期間は、３月末に修了見込みの出願資格者にあつてはその前年の11月１日

から11月６日まで、９月末に修了見込みの出願資格者にあつてはその年の６月15日から

６月20日までとする。

２ 研究科教授会は、特にやむを得ないと認められる者について、出願の期間を別に定め

ることができる。

（出願に必要な書類）

第５条 出願資格者は、次に掲げる書類を、出願資格者が所属する専攻の専攻長を経由し

て、研究科長に提出するものとする。

(1) 博士論文審査出願書（別紙様式１） １部

(2) 博士論文 ５部

(3) 博士論文目録（別紙様式２） ５部

(4) 博士論文要旨（別紙様式３） ５部

(5) 履歴書（別紙様式４） ５部

(6) 参考となる他の論文等 ５部

２ 研究科長は、前項各号の書類を受理したときは、直ちにその博士論文の審査及び試験

を研究科教授会に付託するとともに、審査及び試験に当たる審査委員の選出について、

博士論文審査委員推薦依頼書（別紙様式５）により、その出願を受理された者（以下

「出願者」という。）が所属する専攻の意見を聴くものとする。

（審査委員及び審査委員会）

第６条 研究科教授会は、前条第２項の規定に基づき出願者が所属する専攻から提出のあ

った博士論文審査委員推薦書（別紙様式６）により、審査委員を選出するものとする。

２ 前項の規定により選出された審査委員は、審査委員会を組織し、その審査委員会を運

営するために主査を置くものとする。

３ 前項に規定する主査は、審査委員会で互選する。
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４ 第１項の規定により出願者の研究指導を担当する教員が審査委員に選出されていると

きは、その教員は主査にはならないものとする。

（指導教員の意見の聴取等）

第７条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験に当たり、その出願者の研究指導を担当

する教員の意見を聴くものとする。ただし、審査委員会に当該教員が審査委員として選

出されている場合には、これを要しないものとする。

２ 審査委員会は、必要と認めたときは、審査委員以外の本学の教員及び他の大学、研究

所等の教員等に博士論文の審査の一部を委託し、又はその審査に関する意見を聴くこと

ができる。

３ 次条に規定する試験を行う前に、論文公開発表会を行うものとする。

（試験）

第８条 試験は、博士論文の審査が終了した後に、その博士論文を中心としてそれに関連

がある専門分野及びその基礎となる分野に関する学識について、口述又は筆記により行

うものとする。

（専攻委員会及び研究科教授会の審査）

第９条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を、研究科長が第５条第１項に規定する

博士論文審査の出願に必要な書類を受理した日から３ヶ月以内に終了させなければなら

ない。

２ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を前項の期間内に終了させることができない

特別の理由があるときは、研究科教授会の議を経て、その期間を延長することができる。

３ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験の終了後、それらの結果等を博士論文審査等

報告書（別紙様式７）により専攻委員会へ通知するものとし、専攻委員会はその通知に

基づき、学位授与の可否について審議するものとする。

４ 審査委員会は、前項の専攻委員会の審議結果等を博士論文審査等報告書の該当欄に記

入し、その報告書により研究科教授会に報告するものとする。

５ 研究科教授会は、前項の報告に基づき、学位授与の可否について審議し、議決するも

のとする。

（雑則）

第10条 この規程に定めるもののほか、博士の学位に係る論文審査等の手続き等の実施に

関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成３年４月１日から施行する。

附 則（平成３年９月25日規程文研第３号）

この規程は、平成３年９月25日から施行し、平成３年７月１日から適用する。
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附 則（平成４年４月15日規程文研第３号）

この規程は、平成４年４月15日から施行し、平成４年４月１日から適用する。

附 則（平成５年２月24日規程文研第１号）

この規程は、平成５年４月１日から施行する。

附 則（平成９年９月19日規程文研第１号）

この規程は、平成９年９月19日から施行する。

附 則（平成10年９月18日規程文研第２号）

この規程は、平成10年９月18日から施行する。

附 則（平成11年３月24日規程文研第４号）

この規程は、平成11年４月１日から施行する。

附 則（平成13年３月23日規程文研第４号）

この規程は、平成13年４月１日から施行する。

附 則（平成14年３月１日規程文研第２号）

この規程は、平成14年４月１日から施行する。

附 則（平成15年２月28日規程文研第１号）

この規程は、平成15年４月１日から施行する。

附 則（平成16年４月14日大学規程文研第４号）

この規程は、平成16年４月14日から施行する。

附 則（平成18年２月24日大学規程文研第３号）

１ この規程は、平成18年２月24日から施行する。

２ 総合研究大学院大学文化科学研究科における博士課程の学位授与に係る予備審査の手

続き等に関する細則（平成３年３月13日細則文研第２号）は廃止する。



文化論文審査規程- 5 -

別紙様式１ 博士論文審査出願書（第５条関係）
博士論文審査出願書

年 月 日
文化科学研究科長 殿

主任指導教員 専 攻 長
確 認 印 確 認 印

出願者
文化科学研究科○○○○専攻

氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

総合研究大学院大学学位規則第６条第１項の規定に基づき、下記の関係書類を
添え、博士論文審査を出願します。

記
１ 提出書類
学位申請論文 ５部
博士論文目録 ５部
博士論文要旨 ５部
履歴書 ５部
参考となる他の論文等 ５部

２ 取得希望学位（付記する専攻分野） 博士（ ）

（備考）１ 付記する専攻分野を複数有する専攻の出願者は取得希望の付記する
専攻分野を記入すること。
２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式２ 博士論文目録（第５条関係）

博 士 論 文 目 録

年 月 日

出 願 者 文化科学研究科○○○○専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

学位申請博士論文

(1) 題 目

(2) 目 次

(3) 冊 数

(4) 発表論文リスト

(5) その他

（備考）１ 「目次」及び「発表論文リスト」は別紙で添付すること。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式３ 博士論文要旨（第５条関係）

博 士 論 文 要 旨

年 月 日

出願者

文化科学研究科○○○○専攻

氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

論文題目

要旨

（備考）１ 和文で作成する場合は2,000字～3,000字、英文で作成する場合

は700語～2,000語程度で作成すること。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式４ 履歴書（第５条関係）

履 歴 書

年 月 日

出 願 者 文化科学研究科○○○○専攻

氏 名 男・女
ふ り が な

生年月日 年 月 日生

現 住 所 〒 電話 （ ）

連 絡 先 〒 電話 （ ）

年 月 学 歴 ・ 職 歴

年 月 研 究 歴

備 考

（備考）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式５ 博士論文審査委員推薦依頼書（第５条関係）
博士論文審査委員推薦依頼書

年 月 日
文化科学研究科○○○○専攻長 殿

文化科学研究科長
印

下記の者の博士論文審査に係る審査委員候補者を推薦願います。

記

出 願 者 文化科学研究科○○○○専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

（備考）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式６ 博士論文審査委員推薦書（第６条関係）
博士論文審査委員推薦書

年 月 日
文化科学研究科長 殿

文化科学研究科○○○○専攻長
印

年 月 日付けで依頼のありました審査委員候補者を下記のとおり
推薦します。

記

出 願 者 文化科学研究科○○○○専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

研究科所属の教員（３人以上）
所 属 氏 名

他研究科・他大学等の教員等（規則第９条第３項の規定による者）
所 属 氏 名

（備考）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式７ 博士論文審査等報告書（第９条関係）

博士論文審査等報告書

年 月 日

文化科学研究科長 殿

出 願 者 文化科学研究科○○○○専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

論 文 題 目

主 査 印

印

印

審査委員氏名 印

印

印

印

授与する学位

（付記する 博 士（ ）

専攻分野）

（論文審査結果）［ 年 月 日実施］

（試験結果）［ 年 月 日実施］

（専攻委員会の審議結果）［ 年 月 日実施］

年 月 日

文化科学研究科○○○○専攻長 確認 印

（備考）１ 審査委員氏名欄に自筆署名した場合は、押印を省略すること

ができる。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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総合研究大学院大学物理科学研究科における課程博士及び修士の学位

の学位授与に係る論文審査等の手続き等に関する規程

平成16年４月14日

大学規程物研第４号

一部改正 18.2.23

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学位規則(平成元年規則第２号。以下「規則」と

いう。)第23条の規定に基づき、物理科学研究科（以下「本研究科」という。）の各専攻

の所定の課程を修了した者に授与する博士の学位及び特例授与する修士の学位に係る論

文審査等の手続きその他必要な事項について定めるものとする。

（博士の学位の授与）

第２条 本研究科の専攻を修了した者には、博士の学位を授与する。

２ 博士の学位には、審査の出願があつた博士論文１編につき一専攻分野を付記するもの

とする。

３ 前項の規定により付記する専攻分野は、次の各号に掲げる分野とする。

(1) 構造分子科学専攻

「理学」とする。ただし、構造分子科学に係る学際的分野を主な内容とする博士論

文については、「学術」とする。

(2) 機能分子科学専攻

「理学」とする。ただし、機能分子科学に係る学際的分野を主な内容とする博士論

文については、「学術」とする。

(3) 天文科学専攻

「学術」とする。ただし、天文科学に係る理学又は工学の分野を主な内容とする博

士論文については、「理学」又は「工学」とする。

(4) 核融合科学専攻

「学術」とする。ただし、核融合科学に係る理学又は工学の分野を主な内容とする

博士論文については、「理学」又は「工学」とする。

(5) 宇宙科学専攻

「理学」又は「工学」とする。ただし、宇宙科学に係る学際的分野を主な内容とす

る博士論文については、「学術」とする。

（修士の学位の特例授与）

第３条 前条の規定にかかわらず、規則第５条第１項に規定する授与要件を満たす者には、

修士の学位を授与することができる。

２ 修士の学位には、審査の出願があつた修士論文又は特定課題研究１編につき一専攻分

野を付記するものとする。
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３ 前項の規定により付記する専攻分野は、次の各号に掲げる分野とする。

(1) 構造分子科学専攻

「理学」とする。ただし、構造分子科学に係る学際的分野を主な内容とする修士論

文又は特定課題研究については、「学術」とする。

(2) 機能分子科学専攻

「理学」とする。ただし、機能分子科学に係る学際的分野を主な内容とする修士論

文又は特定課題研究については、「学術」とする。

(3) 天文科学専攻

「学術」とする。ただし、天文科学に係る理学又は工学の分野を主な内容とする修

士論文又は特定課題研究については、「理学」又は「工学」とする。

(4) 核融合科学専攻

「学術」とする。ただし、核融合科学に係る理学又は工学の分野を主な内容とする

修士論文又は特定課題研究については、「理学」又は「工学」とする。

(5) 宇宙科学専攻

「理学」又は「工学」とする。ただし、宇宙科学に係る学際的分野を主な内容とす

る修士論文又は特定課題研究については、「学術」とする。

（博士論文審査等の出願資格）

第４条 総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」という。）第16条

第２項に規定する後期３年の課程を履修する者で、博士論文の審査及び試験に出願する

ことができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満たす者とする。

(1) 本研究科の各専攻における修了までの在学期間が３年以上であること。ただし、優

れた研究業績を上げた者又は修業年限の調整が認められる者については、学則第37条

に規定する在学期間以上で足りるものであること。

(2) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき所定の単位数以

上を次条に規定する出願の期間までに修得していること又は修了見込みの日までに修

得することが確実であること。

(3) 必要な研究指導を受けていること。

(4) 本研究科が別に定めるところにより、専攻が行う予備審査に合格していること。

２ 学則第16条第３項に規定する５年の課程を履修する者で、博士論文の審査及び試験に

出願することができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満たす者とする。

(1) 本研究科の各専攻における修了までの在学期間が５年以上であること。ただし、優

れた研究業績を上げた者についての在学期間は、３年以上で足りるものであること。

(2) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき所定の単位数以

上を次条に規定する出願の期間までに修得していること又は修了見込みの日までに修

得することが確実であること。

(3) 必要な研究指導を受けていること。

(4) 本研究科が別に定めるところにより、専攻が行う予備審査に合格していること。

（博士論文審査の出願期間）
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第５条 博士論文審査の出願の期間は、３月末に修了見込みの前条に規定する出願資格を

有する者（以下「出願資格者」という。）にあつてはその年の６月16日から６月30日ま

でとする。

２ 研究科教授会は、特にやむを得ないと認められる者について、出願の期間を別に定め

ることができる。

（博士論文審査の出願に必要な書類）

第６条 出願資格者は、次に掲げる書類を、出願資格者が所属する専攻の専攻長を経由し

て、研究科長に提出するものとする。

(1) 博士論文審査出願書（別紙様式１） １部

(2) 博士論文 ５部

(3) 博士論文目録（別紙様式２） ５部

(4) 博士論文要旨（別紙様式３） ５部

(5) 履歴書（別紙様式４） ５部

(6) 参考となる他の論文等 ５部

２ 研究科長は、前項各号の書類を受理したときは、直ちにその博士論文の審査及び試験

を研究科教授会に付託するとともに、審査及び試験に当たる審査委員の選出について、

博士論文審査委員推薦依頼書（別紙様式５）により、その出願を受理された者（以下

「出願者」という。）が所属する専攻の意見を聴くものとする。

３ 第１項第２号の博士論文は、出願者が主体的に行つた研究について審査制度の確立し

た学術雑誌に掲載されたもの又は掲載され得るものを基礎に独自に作成されたものとす

る。

（審査委員及び審査委員会）

第７条 研究科教授会は、前条第２項の規定に基づき出願者が所属する専攻から提出のあ

った博士論文審査委員推薦書（別紙様式６）により、審査委員を選出するものとする。

２ 前項の規定により選出された審査委員は、審査委員会を組織し、その審査委員会を運

営するために主査１人を互選するものとする。この場合において、出願者の研究指導を

担当する教員が審査委員に選出されているときは、当該審査委員会の主査にならないも

のとする。

（指導教員等の意見の聴取等）

第８条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験に当たり、その出願者の研究指導を担当

する教員の意見を聴くものとする。ただし、審査委員会に当該教員が審査委員として選

出されている場合には、これを要しないものとする。

２ 審査委員会は、必要と認めたときは、審査委員以外の本学の教員及び他の大学、研究

所等の教員等に博士論文の審査に関する意見を聴くことができる。

（論文発表会の開催）

第９条 審査委員会は、その出願者による論文の発表会について、出願者の所属する専攻
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の専攻長と協議するものとする。

２ 専攻長は、前項の協議に基づき、公開の論文発表会を開催するものとする。

（試験）

第10条 試験は、博士論文の審査が終了した後に、その博士論文を中心としてそれに関連

がある専門分野及びその基礎となる分野に関する学識について、筆記又は口述により行

うものとする。

（専攻委員会及び研究科教授会の審査）

第11条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を、研究科長が第５条第１項に規定する

博士論文審査の出願に必要な書類を受理した日から３ヶ月以内に終了させなければなら

ない。

２ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を前項の期間内に終了させることができない

特別の理由があるときは、研究科教授会の議を経て、その期間を延長することができる。

３ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験の終了後、それらの結果等を博士論文審査等

報告書（別紙様式７）により専攻委員会へ通知するものとし、専攻委員会はその通知に

基づき、学位授与の可否について審議するものとする。

４ 審査委員会は、前項の専攻委員会の審議結果等を博士論文審査等報告書の該当欄に記

入し、その報告書により研究科教授会に報告するものとする。

５ 研究科教授会は、前項の報告に基づき、学位授与の可否について審議し、議決するも

のとする。

（修士論文審査等の出願資格）

第12条 学則第16条第３項に規定する５年の課程を履修する者で、修士論文又は特定課題

研究の審査及び試験に出願することができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満

たす者とする。

(1) 本研究科を退学する旨の届出を提出した者であること。

(2) 本研究科の各専攻における退学までの在学期間が２年以上であること。

(3) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき30単位以上を修

得していること又は退学予定の日までに修得することが確実であること。

(4) 必要な研究指導を受けていること。

（修士論文審査の出願その他論文審査等の準用）

第13条 修士論文審査の出願に必要な書類、審査委員及び審査委員会、指導教員の意見の

聴取等、試験並びに専攻委員会及び研究科教授会の審査については、第６条(同条第３項

を除く。)から第 ８条まで、第10条及び第11条の規定を準用する。

２ 前項の規定を準用する場合において、これらの規定中「博士論文」とあるのは「修士

論文又は特定課題研究」と、「出願資格者」とあるのは「第12条に規定する出願資格を

有する者」と読み替えて適用する。
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（修士論文審査等の特例）

第14条 前条の規定にかかわらず、審査委員及び審査委員会並びに試験については、研究

科の各専攻が別に定めるところにより、研究科に所属する複数の教員により行う研究指

導等をもって、審査委員及び審査委員会並びに試験に代えることができる。この場合に

おいて、第６条第２項、第７条及び第10条は準用しない。

２ 前項の場合において、第８条及び第11条中「審査委員会」とあるのは「複数の教員」

と読み替えて適用する。

（雑則）

第15条 この規程に定めるもののほか、博士の学位に係る論文審査等の手続き等の実施に

関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成16年４月14日から施行する。

附 則（平成18年２月23日大学規程物研第２号）

１ この規程は、平成18年４月１日から施行する。

２ この規程施行の際現に本研究科に在学する学生は、総合研究大学院大学学則の一部を

改正する学則（平成17年学則第２号）附則第２項の規定に基づき、改正後の第４条第１

項に規定する後期３年の課程を履修する者として適用する。ただし、出願資格の要件に

ついては、改正前の第３条の規定を適用する。
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別紙様式１ 博士論文審査出願書（第６条関係）
博士論文審査出願書

年 月 日
物理科学研究科長 殿

主任指導教員 専 攻 長
確 認 印 確 認 印

出願者
物理科学研究科○○○○科学専攻

氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

総合研究大学院大学学位規則第６条第１項の規定に基づき、下記の関係書類を
添え、博士論文審査を出願します。

記
１ 提出書類
学位申請論文 ５部
博士論文目録 ５部
博士論文要旨 ５部
履歴書 ５部
参考となる他の論文等 ５部

２ 取得希望学位（付記する専攻分野） 博士（ ）

（備考）１ 付記する専攻分野を複数有する専攻の出願者は取得希望の付記する
専攻分野を記入すること。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「規則第６条」を「規則第16条」
に、「博士論文」を「修士論文」に読み替えて作成すること。
３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式２ 博士論文目録（第６条関係）

博 士 論 文 目 録

年 月 日

出 願 者 物理科学研究科○○○○科学専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

学位申請博士論文

(1) 題 目

(2) 目 次

(3) 冊 数

(4) 発表論文リスト

(5) その他

（備考）１ 「目次」及び「発表論文リスト」は別紙で添付すること。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式３ 博士論文要旨（第６条関係）

博 士 論 文 要 旨

年 月 日

出願者

物理科学研究科○○○○科学専攻

氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

論文題目

要旨

（備考）１ 和文で作成する場合は2,000字～3,000字、英文で作成する場合は
700語～2,000語程度で作成すること。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式４ 履歴書（第６条関係）

履 歴 書

年 月 日

出 願 者 物理科学研究科○○○○科学専攻

氏 名 男・女
ふ り が な

生年月日 年 月 日生

現 住 所 〒 電話 （ ）

連 絡 先 〒 電話 （ ）

年 月 学 歴 ・ 職 歴

年 月 研 究 歴

備 考

（備考）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式５ 博士論文審査委員推薦依頼書（第６条関係）
博士論文審査委員推薦依頼書

年 月 日
物理科学研究科○○○○科学専攻長 殿

物理科学研究科長
印

下記の者の博士論文審査に係る審査委員候補者を推薦願います。

記

出 願 者 物理科学研究科○○○○科学専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

（備考）１ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。



物理論文審査規程- 9 -

別紙様式６ 博士論文審査委員推薦書（第７条関係）
博士論文審査委員推薦書

年 月 日
物理科学研究科長 殿

物理科学研究科○○○○科学専攻長
印

年 月 日付けで依頼のありました審査委員候補者を下記のとおり
推薦します。

記

出 願 者 物理科学研究科○○○○科学専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

研究科所属の教員（３人以上）
所 属 氏 名

他研究科・他大学等の教員等（規則第９条第３項の規定による者）
所 属 氏 名

（備考）１ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式７ 博士論文審査等報告書（第11条関係）

博士論文審査等報告書

年 月 日

物理科学研究科長 殿

出 願 者 物理科学研究科○○○○科学専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

論 文 題 目

主 査 印

印

審査委員氏名 印

印

印

印

授与する学位

（付記する 博 士（ ）

専攻分野）

（論文審査結果）［ 年 月 日実施］

（試験結果）［ 年 月 日実施］

（専攻委員会の審議結果）［ 年 月 日実施］

年 月 日

○○○○研究科○○○○専攻長 確認 印

（備考）１ 審査委員氏名欄に自筆署名した場合は、押印を省略することが
できる。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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総合研究大学院大学物理科学研究科における課程博士の学位授与に係る

予備審査の手続きに関する細則

平成16年４月14日

大学細則物研第１号

一部改正 18.2.23

（趣旨）

第１条 この細則は、総合研究大学院大学物理科学研究科における課程博士及び修士の学

位授与に係る論文審査等の手続き等に関する規程（平成16年大学規程物研第４号。以下

「規程」という。）第４条第１項第４号若しくは同条第２項第４号及び第15条の規定に

基づき、物理科学研究科の専攻が行う課程博士の学位授与に係る予備審査の手続きにつ

いて定めるものとする。

（必要な書類）

第２条 規程第４条第１項第４号若しくは同条第２項第４号に規定する専攻が行う予備審

査を受けようとする者は、各専攻が別に定める日までに、主任指導教員の承認を得て、

次の各号に掲げる書類を専攻長に提出するものとする。

(1) 博士論文審査出願論文草稿等 １部

(2) その他の参考資料 １部

（予備審査委員会）

第３条 専攻長は、前条各号の書類を受理したときは、専攻委員会の議を経て、次の各号

に掲げる者で予備審査委員会を組織するものとする。

(1) 専攻の教授又は助教授

(2) 予備審査を出願した者（以下「出願者」という。）の研究指導を担当する教員

(3) その他の専攻委員会が必要と認めた者

（予備審査委員会の審査等）

第４条 予備審査委員会は、出願者の在学期間、単位修得状況、研究指導を受けた状況等

の確認を行うとともに、博士論文の審査及び試験に出願することの適否について審査す

るものとする。

２ 前項の審査は、規程第５条第１項に規定する出願期間の最初の日の前日までに行うも

のとする。

（専攻長への報告等）

第５条 予備審査委員会は、前条第１項の結果を専攻長に報告するものとする。

２ 専攻長は、予備審査の結果を出願者に通知するものとする。
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（雑則）

第６条 この細則に定めるもののほか、出願期間及び必要な様式等予備審査の手続きの実

施に関して必要な事項は、専攻が別に定める。

附 則

この細則は、平成１６年４月１４日から施行する。

附 則（平成18年２月23日大学細則物研第１号）

この細則は、平成18年４月１日から施行する。
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総合研究大学院大学高エネルギー加速器科学研究科における課程及び

修士の学位博士の学位授与に係る論文審査等の手続き等に関する規程

平成16年４月14日

大学規程高研第４号

一部改正 17.9.14

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学位規則(平成元年規則第２号。以下「規則」

という。)第23条の規定に基づき、高エネルギー加速器科学研究科（以下「本研究科」

という。）の各専攻の所定の課程を修了した者に授与する博士の学位及び特例授与する

修士の学位に係る論文審査等の手続きその他必要な事項について定めるものとする。

（博士の学位の授与）

第２条 本研究科の専攻を修了した者には、博士の学位を授与する。

２ 博士の学位には、審査の出願があつた博士論文１編につき一専攻分野を付記するもの

とする。

３ 前項の規定により付記する専攻分野は、次の各号に掲げる分野とする。

(1) 加速器科学専攻

「学術」とする。ただし、加速器科学に係る理学又は工学の分野を主な内容とする

博士論文については、「理学」又は「工学」とする。

(2) 物質構造科学専攻

「学術」とする。ただし、物質構造科学に係る理学又は工学の分野を主な内容とす

る博士論文については、「理学」又は「工学」とする。

(3) 素粒子原子核専攻

「理学」とする。ただし、素粒子原子核に係る学際的分野を主な内容とする博士論

文については、「学術」とする。

（修士の学位の特例授与）

第３条 前条の規定にかかわらず、規則第５条第１項に規定する授与要件を満たす者には、

修士の学位を授与することができる。

２ 修士の学位には、審査の出願があつた修士論文又は特定課題研究１編につき一専攻分

野を付記するものとする。

３ 前項の規定により付記する専攻分野は、次の各号に掲げる分野とする。

(1) 加速器科学専攻

「学術」とする。ただし、加速器科学に係る理学又は工学の分野を主な内容とする

修士論文又は特定課題研究については、「理学」又は「工学」とする。

(2) 物質構造科学専攻

「学術」とする。ただし、物質構造科学に係る理学又は工学の分野を主な内容とす
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る修士論文又は特定課題研究については、「理学」又は「工学」とする。

(3) 素粒子原子核専攻

「理学」とする。ただし、素粒子原子核に係る学際的分野を主な内容とする修士論

文又は特定課題研究については、「学術」とする。

（博士論文審査等の出願資格）

第４条 総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」という。）第16条

第３項に規定する５年の課程を履修する者で、博士論文の審査及び試験に出願すること

ができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満たす者とする。

(1) 本研究科の各専攻における修了までの在学期間が５年以上であること。ただし、優

れた研究業績を上げた者についての在学期間は、３年以上で足りるものであること。

(2) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき所定の単位数以

上を次条に規定する出願の期間までに修得していること又は修了見込みの日までに修

得することが確実であること。

(3) 必要な研究指導を受けていること。

(4) 本研究科が別に定めるところにより、専攻が行う予備審査に合格していること。

２ 学則第16条第２項に規定する後期３年の課程を履修する者で、博士論文の審査及び試

験に出願することができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満たす者とする。

(1) 本研究科の各専攻における修了までの在学期間が３年以上であること。ただし、優

れた研究業績を上げた者又は修業年限の調整が認められる者については、学則第37条

に規定する在学期間以上で足りるものであること。

(2) 必要な研究指導を受けていること。

(3) 本研究科が別に定めるところにより、専攻が行う予備審査に合格していること。

（博士論文審査の出願期間）

第５条 博士論文審査の出願の期間は、３月末に修了見込みの前条に規定する出願資格を

有する者（以下「出願資格者」という。）にあつてはその前年の11月26日からその年の

12月10日まで、９月末に修了見込みの出願資格者にあつてはその年の５月26日から６月

10日までとする。

２ 研究科教授会は、特にやむを得ないと認められる者について、出願の期間を別に定め

ることができる。

（博士論文審査の出願に必要な書類）

第６条 出願資格者は、次に掲げる書類を、出願資格者が所属する専攻の専攻長を経由し

て、研究科長に提出するものとする。

(1) 博士論文審査出願書（別紙様式１） １部

(2) 博士論文 ５部

(3) 博士論文目録（別紙様式２） ５部

(4) 博士論文要旨（別紙様式３） ５部

(5) 履歴書（別紙様式４） ５部
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(6) 参考となる他の論文等 ５部

２ 研究科長は、前項各号の書類を受理したときは、直ちにその博士論文の審査及び試験

を研究科教授会に付託するとともに、審査及び試験に当たる審査委員の選出について、

博士論文審査委員推薦依頼書（別紙様式５）により、その出願を受理された者（以下

「出願者」という。）が所属する専攻の意見を聴くものとする。

３ 第１項第２号の博士論文は、出願者が主体的に行つた研究について審査制度の確立し

た学術雑誌に掲載されたもの又は掲載され得るものを基礎に独自に作成されたものとす

る。

（審査委員及び審査委員会）

第７条 研究科教授会は、前条第２項の規定に基づき出願者が所属する専攻から提出のあ

った博士論文審査委員推薦書（別紙様式６）により、審査委員を選出するものとする。

２ 前項の規定により選出された審査委員は、審査委員会を組織し、その審査委員会を運

営するために主査１人を互選するものとする。この場合において、出願者の研究指導を

担当する教員が審査委員に選出されているときは、当該審査委員会の主査にならないも

のとする。

（指導教員等の意見の聴取等）

第８条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験に当たり、その出願者の研究指導を担当

する教員の意見を聴くものとする。ただし、審査委員会に当該教員が審査委員として選

出されている場合には、これを要しないものとする。

２ 審査委員会は、必要と認めたときは、審査委員以外の本学の教員及び他の大学、研究

所等の教員等に博士論文の審査に関する意見を聴くことができる。

（論文発表会の開催）

第９条 審査委員会は、その出願者による論文の発表会について、出願者の所属する専攻

の専攻長と協議するものとする。

２ 専攻長は、前項の協議に基づき、公開の論文発表会を開催するものとする。

（試験）

第10条 試験は、博士論文の審査が終了した後に、その博士論文を中心としてそれに関連

がある専門分野及びその基礎となる分野に関する学識について、筆記又は口述により行

うものとする。

（専攻委員会及び研究科教授会の審査）

第11条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を、研究科長が第６条第１項に規定する

博士論文審査の出願に必要な書類を受理した日から３ヶ月以内に終了させなければなら

ない。

２ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を前項の期間内に終了させることができない

特別の理由があるときは、研究科教授会の議を経て、その期間を延長することができる。
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３ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験の終了後、それらの結果等を博士論文審査等

報告書（別紙様式７）により専攻委員会へ通知するものとし、専攻委員会はその通知に

基づき、学位授与の可否について審議するものとする。

４ 審査委員会は、前項の専攻委員会の審議結果等を博士論文審査等報告書の該当欄に記

入し、その報告書により研究科教授会に報告するものとする。

５ 研究科教授会は、前項の報告に基づき、学位授与の可否について審議し、議決するも

のとする。

（修士論文審査等の出願資格）

第12条 学則第16条第３項に規定する５年の課程を履修する者で、修士論文又は特定課題

研究の審査及び試験に出願することができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満

たす者とする。

(1) 本研究科を退学する旨の届出を提出した者であること。

(2) 本研究科の各専攻における退学までの在学期間が２年以上であること。

(3) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき30単位以上を修

得していること又は退学予定の日までに修得することが確実であること。

(4) 必要な研究指導を受けていること。

（修士論文審査の出願その他論文審査等の準用）

第13条 修士論文審査の出願に必要な書類、審査委員及び審査委員会、指導教員の意見の

聴取等、試験並びに専攻委員会及び研究科教授会の審査については、第６条(同条第３

項を除く。)から第８条まで、第10条及び第11条の規定を準用する。

２ 前項の規定を準用する場合において、これらの規定中「博士論文」とあるのは「修士

論文又は特定課題研究」と、「出願資格者」とあるのは「第12条に規定する出願資格を

有する者」と読み替えて適用する。

（修士論文審査等の特例）

第14条 前条の規定にかかわらず、審査委員及び審査委員会並びに試験については、研究

科の各専攻が別に定めるところにより、研究科に所属する複数の教員により行う研究指

導等をもって、審査委員及び審査委員会並びに試験に代えることができる。この場合に

おいて、第６条第２項、第７条及び第10条は準用しない。

（雑則）

第15条 この規程に定めるもののほか、博士の学位に係る論文審査等の手続き等の実施に

関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成16年４月14日から施行する。

附 則（平成17年９月14日大学規程高研第２号）
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１ この規程は、平成18年４月１日から施行する。

２ この規程施行の際現に本研究科に在学する学生は、総合研究大学院大学学則の一部を

改正する学則（平成17年学則第２号）附則第２項の規定に基づき、改正後の第４条第１

項に規定する後期３年の課程を履修する者として適用する。ただし、出願資格の要件に

ついては、改正前の第３条の規定を適用する。

別紙様式１ 博士論文審査出願書（第６条関係）
博士論文審査出願書

年 月 日
高エネルギー加速器科学研究科長 殿

主任指導教員 専 攻 長
確 認 印 確 認 印

出願者
高エネルギー加速器科学研究科○○○○専攻

氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

総合研究大学院大学学位規則第６条第１項の規定に基づき、下記の関係書類を
添え、博士論文審査を出願します。

記
１ 提出書類
学位申請論文 ５部
博士論文目録 ５部
博士論文要旨 ５部
履歴書 ５部
参考となる他の論文等 ５部

２ 取得希望学位（付記する専攻分野） 博士（ ）

（備考）１ 付記する専攻分野を複数有する専攻の出願者は取得希望の付記する
専攻分野を記入すること。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「規則第６条」を「規則第16条」
に、「博士論文」を「修士論文」に読み替えて作成すること。
３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式２ 博士論文目録（第６条関係）

博 士 論 文 目 録

年 月 日

出 願 者 高エネルギー加速器科学研究科○○○○専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

学位申請博士論文

(1) 題 目

(2) 目 次

(3) 冊 数

(4) 発表論文リスト

(5) その他

（備考）１ 「目次」及び「発表論文リスト」は別紙で添付すること。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式３ 博士論文要旨（第６条関係）

博 士 論 文 要 旨

年 月 日

出願者

高エネルギー加速器科学研究科○○○○専攻

氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

論文題目

要旨

（備考）１ 和文で作成する場合は2,000字～3,000字、英文で作成する場合
は700語～2,000語程度で作成すること。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式４ 履歴書（第６条関係）

履 歴 書

年 月 日

出 願 者 高エネルギー加速器科学研究科○○○○専攻

氏 名 男・女
ふ り が な

生年月日 年 月 日生

現 住 所 〒 電話 （ ）

連 絡 先 〒 電話 （ ）

年 月 学 歴 ・ 職 歴

年 月 研 究 歴

備 考

（備考）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式５ 博士論文審査委員推薦依頼書（第６条関係）
博士論文審査委員推薦依頼書

年 月 日
高エネルギー加速器科学研究科○○○○専攻長 殿

高エネルギー加速器科学研究科長
印

下記の者の博士論文審査に係る審査委員候補者を推薦願います。

記

出 願 者 高エネルギー加速器科学研究科○○○○専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

（備考）１ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式６ 博士論文審査委員推薦書（第７条関係）
博士論文審査委員推薦書

年 月 日
高エネルギー加速器科学研究科長 殿

高エネルギー加速器科学研究科○○○○専攻長
印

年 月 日付けで依頼のありました審査委員候補者を下記のとおり
推薦します。

記

出 願 者 高エネルギー加速器科学研究科○○○○専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

研究科所属の教員（３人以上）
所 属 氏 名

他研究科・他大学等の教員等（規則第９条第３項の規定による者）
所 属 氏 名

（備考）１ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式７ 博士論文審査等報告書（第11条関係）

博士論文審査等報告書

年 月 日

高エネルギー加速器科学研究科長 殿

出 願 者 高エネルギー加速器科学研究科○○○○専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

論 文 題 目

主 査 印

印

印

審査委員氏名 印

印

印

印

授与する学位

（付記する 博 士（ ）

専攻分野）

（論文審査結果）［ 年 月 日実施］

（試験結果）［ 年 月 日実施］

（専攻委員会の審議結果）［ 年 月 日実施］

年 月 日

高エネルギー加速器科学研究科○○○○専攻長 確認 印

（備考）１ 審査委員氏名欄に自筆署名した場合は、押印を省略すること
ができる。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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総合研究大学院大学高エネルギー加速器科学研究科における

課程博士の学位授与に係る予備審査の手続きに関する細則

平成16年４月14日

大学細則高研第１号

一部改正 17.9.14

（趣旨）

第１条 この細則は、総合研究大学院大学高エネルギー加速器科学研究科における課程博

士及び修士の学位授与に係る論文審査等の手続き等に関する規程（平成16年大学規程高

研第４号。以下「規程」という。）第４条第１項第４号若しくは同条第２項第３号及び

第15条の規定に基づき、高エネルギー加速器科学研究科の専攻が行う課程博士の学位授

与に係る予備審査の手続きについて定めるものとする。

（必要な書類）

第２条 規程第４条第１項第４号若しくは同条第２項第３号に規定する専攻が行う予備審

査を受けようとする者は、各専攻が別に定める日までに、主任指導教員の承認を得て、

次の各号に掲げる書類を専攻長に提出するものとする。

(1) 博士論文審査出願論文草稿等 １部

(2) その他の参考資料 １部

（予備審査委員会）

第３条 専攻長は、前条各号の書類を受理したときは、専攻委員会の議を経て、次の各号

に掲げる者で予備審査委員会を組織するものとする。

(1) 専攻の教授、助教授又は講師

(2) 予備審査を出願した者（以下「出願者」という。）の研究指導を担当する教員

(3) その他の専攻委員会が必要と認めた者

（予備審査委員会の審査等）

第４条 予備審査委員会は、出願者の在学期間、単位修得状況、研究指導を受けた状況等

の確認を行うとともに、博士論文の審査及び試験に出願することの適否について審査す

るものとする。

２ 前項の審査は、規程第５条第１項に規定する出願期間の最初の日の前日までに行うも

のとする。

（専攻長への報告等）

第５条 予備審査委員会は、前条第１項の結果を専攻長に報告するものとする。

２ 専攻長は、予備審査の結果を出願者に通知するものとする。
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（雑則）

第６条 この細則に定めるもののほか、出願期間及び必要な様式等予備審査の手続きの実

施に関して必要な事項は、専攻が別に定める。

附 則

この細則は、平成１６年４月１４日から施行する。

附 則（平成17年９月14日大学細則高研第１号）

この細則は、平成18年４月１日から施行する。
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総合研究大学院大学複合科学研究科における課程博士及び修士の学位

の学位授与に係る論文審査等の手続き等に関する規程

平成16年４月22日

大学規程複研第４号

一部改正 16.9.15／18.2.24

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学位規則(平成元年規則第２号。以下「規則」と

いう。)第23条の規定に基づき、複合科学研究科（以下「本研究科」という。）の各専攻

の所定の課程を修了した者に授与する博士の学位及び特例授与する修士の学位に係る論

文審査等の手続きその他必要な事項について定めるものとする。

（博士の学位の授与）

第２条 本研究科の専攻を修了した者には、博士の学位を授与する。

２ 博士の学位には、審査の出願があつた博士論文１編につき一専攻分野を付記するもの

とする。

３ 前項の規定により付記する専攻分野は、次の各号に掲げる分野とする。

(1) 統計科学専攻

「統計科学」とする。ただし、統計科学に係る学際的分野を主な内容とする博

士論文については、「学術」とする。

(2) 極域科学専攻

「理学」とする。ただし、極域科学に係る学際的分野を主な内容とする博士論

文については、「学術」とする。

(3) 情報学専攻

「情報学」とする。ただし、情報学に係る学際的分野を主な内容とする博士論文に

ついては、「学術」とする。

（修士の学位の特例授与）

第３条 前条の規定にかかわらず、規則第５条第１項に規定する授与要件を満たす者には、

修士の学位を授与することができる。

２ 修士の学位には、審査の出願があつた修士論文又は特定課題研究１編につき一専攻分

野を付記するものとする。

３ 前項の規定により付記する専攻分野は、次の各号に掲げる分野とする。

(1) 統計科学専攻

「統計科学」とする。ただし、統計科学に係る学際的分野を主な内容とする修士論

文又は特定課題研究については、「学術」とする。

(2) 極域科学専攻

「理学」とする。ただし、極域科学に係る学際的分野を主な内容とする修士論文又
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は特定課題研究については、「学術」とする。

(3) 情報学専攻

「情報学」とする。ただし、情報学に係る学際的な分野を主な内容とする修士論文

又は特定課題研究については、「学術」とする。

（博士論文審査等の出願資格）

第４条 総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」という。）第16条

第２項に規定する後期３年の課程を履修する者で、博士論文の審査及び試験に出願する

ことができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満たす者とする。

(1) 本研究科の各専攻における修了までの在学期間が３年以上であること。ただし、優

れた研究業績を上げた者又は修業年限の調整が認められる者については、学則第37条

に規定する在学期間以上で足りるものであること。

(2) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき所定の単位数以

上を次条に規定する出願の期間までに修得していること又は修了見込みの日までに修

得することが確実であること。

(3) 必要な研究指導を受けていること。

(4) 本研究科が別に定めるところにより、専攻が行う予備審査に合格していること。

２ 学則第16条第３項に規定する５年の課程を履修する者で、博士論文の審査及び試験に

出願することができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満たす者とする。

(1) 本研究科の各専攻における修了までの在学期間が５年以上であること。ただし、優

れた研究業績を上げた者についての在学期間は、３年以上で足りるものであること。

(2) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき所定の単位数以

上を次条に規定する出願の期間までに修得していること又は修了見込みの日までに修

得することが確実であること。

(3) 必要な研究指導を受けていること。

(4) 本研究科が別に定めるところにより、専攻が行う予備審査に合格していること。

（博士論文審査の出願期間）

第５条 博士論文審査の出願の期間は、別表のとおりとする。

２ 研究科教授会は、特にやむを得ないと認められる者について、出願の期間を別に定め

ることができる。

（博士論文審査の出願に必要な書類）

第６条 出願資格者は、次に掲げる書類を、出願資格者が所属する専攻の専攻長を経由し

て、研究科長に提出するものとする。

(1) 博士論文審査出願書（別紙様式１） １部

(2) 博士論文 ５部

(3) 博士論文目録（別紙様式２） ５部

(4) 博士論文要旨（別紙様式３） ５部

(5) 履歴書（別紙様式４） ５部
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(6) 参考となる他の論文等 ５部

２ 研究科長は、前項各号の書類を受理したときは、直ちにその博士論文の審査及び試験

を研究科教授会に付託するとともに、審査及び試験に当たる審査委員の選出について、

博士論文審査委員推薦依頼書（別紙様式５）により、その出願を受理された者（以下

「出願者」という。）が所属する専攻の意見を聴くものとする。

３ 第１項第２号の博士論文は、出願者が主体的に行つた研究について審査制度の確立し

た学術雑誌に掲載されたもの又は掲載され得るものを基礎に独自に作成されたものとす

る。

（審査委員及び審査委員会）

第７条 研究科教授会は、前条第２項の規定に基づき出願者が所属する専攻から提出のあ

った博士論文審査委員推薦書（別紙様式６）により、審査委員を選出するものとする。

２ 前項の規定により選出された審査委員は、審査委員会を組織し、その審査委員会を運

営するために主査１人を互選するものとする。

（指導教員等の意見の聴取等）

第８条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験に当たり、その出願者の研究指導を担当

する教員の意見を聴くものとする。ただし、審査委員会に当該教員が審査委員として選

出されている場合には、これを要しないものとする。

２ 審査委員会は、必要と認めたときは、審査委員以外の本学の教員及び他の大学、研究

所等の教員等に博士論文の審査に関する意見を聴くことができる。

（論文発表会の開催）

第９条 審査委員会は、その出願者による論文の発表会について、出願者の所属する専攻

の専攻長と協議するものとする。

２ 専攻長は、前項の協議に基づき、公開の論文発表会を開催するものとする。

（試験）

第10条 試験は、博士論文の審査が終了した後に、その博士論文を中心としてそれに関連

がある専門分野及びその基礎となる分野に関する学識について、筆記又は口述により行

うものとする。

（専攻委員会及び研究科教授会の審査）

第11条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を、研究科長が第５条第１項に規定する

博士論文審査の出願に必要な書類を受理した日から３ヶ月以内に終了させなければなら

ない。

２ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を前項の期間内に終了させることができない

特別の理由があるときは、研究科教授会の議を経て、その期間を延長することができる。

３ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験の終了後、それらの結果等を博士論文審査等

報告書（別紙様式７）により専攻委員会へ通知するものとし、専攻委員会はその通知に
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基づき、学位授与の可否について審議するものとする。

４ 審査委員会は、前項の専攻委員会の審議結果等を博士論文審査等報告書の該当欄に記

入し、その報告書により研究科教授会に報告するものとする。

５ 研究科教授会は、前項の報告に基づき、学位授与の可否について審議し、議決するも

のとする。

（修士論文審査等の出願資格）

第12条 学則第16条第３項に規定する５年の課程を履修する者で、修士論文又は特定課題

研究の審査及び試験に出願することができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満

たす者とする。

(1) 本研究科を退学する旨の届出を提出した者であること。

(2) 本研究科の各専攻における退学までの在学期間が２年以上であること。

(3) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき30単位以上を修

得していること又は退学予定の日までに修得することが確実であること。

(4) 必要な研究指導を受けていること。

（修士論文審査の出願その他論文審査等の準用）

第13条 修士論文審査の出願に必要な書類、審査委員及び審査委員会、指導教員の意見の

聴取等、試験並びに専攻委員会及び研究科教授会の審査については、第６条(同条第３項

を除く。)から第８条まで、第10条及び第11条の規定を準用する。

２ 前条の規定を準用する場合において、これらの規定中「博士論文」とあるのは「修士

論文又は特定課題研究」と、「出願資格者」とあるのは「第12条に規定する出願資格を

有する者」と読み替えて適用する。

（修士論文審査等の特例）

第14条 前条の規定にかかわらず、審査委員及び審査委員会並びに試験については、研究

科の各専攻が別に定めるところにより、研究科に所属する複数の教員により行う研究指

導等をもって、審査委員及び審査委員会並びに試験に代えることができる。この場合に

おいて、第６条第２項、第７条及び第10条は準用しない。

（雑則）

第15条 この規程に定めるもののほか、博士の学位に係る論文審査等の手続き等の実施に

関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成16年４月22日から施行する。

附 則（平成16年９月15日大学規程複研第５号）

この規程は、平成16年11月２日から施行する。

附 則（平成18年２月24日大学規程複研第２号）
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１ この規程は、平成18年４月１日から施行する。

２ この規程施行の際現に本研究科に在学する学生は、総合研究大学院大学学則の一部を

改正する学則（平成17年学則第２号）附則第２項の規定に基づき、改正後の第４条第１

項に規定する後期３年の課程を履修する者として適用する。ただし、出願資格の要件に

ついては、改正前の第３条の規定を適用する。

別表（第５条関係）

専攻の区分 出願資格者の区分 出 願 期 間

極域科学専攻 ３月末に修了見込みの者 その前年の11月26日から12月10日まで

９月末に修了見込みの者 その年の５月26日から６月10日まで

統計科学専攻 ３月末に修了見込みの者 その前年の12月20日からその年の１月

情報学専攻 10日まで

９月末に修了見込みの者 その年の６月16日から６月30日まで

別紙様式１ 博士論文審査出願書（第６条関係）
博士論文審査出願書

年 月 日
複合科学研究科長 殿

主任指導教員 専 攻 長
確 認 印 確 認 印

出願者
複合科学研究科○○○学専攻

氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

総合研究大学院大学学位規則第６条第１項の規定に基づき、下記の関係書類を
添え、博士論文審査を出願します。

記
１ 提出書類
学位申請論文 ５部
博士論文目録 ５部
博士論文要旨 ５部
履歴書 ５部
参考となる他の論文等 ５部

２ 取得希望学位（付記する専攻分野） 博士（ ）

（備考）１ 付記する専攻分野を複数有する専攻の出願者は取得希望の付記す
る専攻分野を記入すること。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「規則第６条」を「規則第16条」
に、「博士論文」を「修士論文」に読み替えて作成すること。
３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式２ 博士論文目録（第６条関係）

博 士 論 文 目 録

年 月 日

出 願 者 複合科学研究科○○○学専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

学位申請博士論文

(1) 題 目

(2) 目 次

(3) 冊 数

(4) 発表論文リスト

(5) その他

（備考）１ 「目次」及び「発表論文リスト」は別紙で添付すること。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式３ 博士論文要旨（第６条関係）

博 士 論 文 要 旨
年 月 日

出願者
複合科学研究科○○○学専攻
氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

論文題目

要旨

（備考）１ 和文で作成する場合は2,000字～3,000字、英文で作成する場合
は700語～2,000語程度で作成すること。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式４ 履歴書（第６条関係）

履 歴 書

年 月 日

出 願 者 複合科学研究科○○○学専攻

氏 名 男・女
ふ り が な

生年月日 年 月 日生

現 住 所 〒 電話 （ ）

連 絡 先 〒 電話 （ ）

年 月 学 歴 ・ 職 歴

年 月 研 究 歴

備 考

（備考）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式５ 博士論文審査委員推薦依頼書（第６条関係）
博士論文審査委員推薦依頼書

年 月 日
複合科学研究科○○○学専攻長 殿

複合科学研究科長
印

下記の者の博士論文審査に係る審査委員候補者を推薦願います。

記

出 願 者 複合科学研究科○○○学専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

（備考）１ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式６ 博士論文審査委員推薦書（第７条関係）
博士論文審査委員推薦書

年 月 日
複合科学研究科長 殿

複合科学研究科○○○学専攻長
印

年 月 日付けで依頼のありました審査委員候補者を下記のとおり
推薦します。

記

出 願 者 複合科学研究科○○○学専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

研究科所属の教員（３人以上）
所 属 氏 名

他研究科・他大学等の教員等（規則第９条第３項の規定による者）
所 属 氏 名

（備考）１ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式７ 博士論文審査等報告書（第11条関係）

博士論文審査等報告書
年 月 日

複合科学研究科長 殿
出 願 者 複合科学研究科○○○学専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

論 文 題 目
主 査 印

印
印

審査委員氏名 印
印
印
印

授与する学位
（付記する 博 士（ ）
専攻分野）
（論文審査結果）［ 年 月 日実施］

（試験結果）［ 年 月 日実施］

（専攻委員会の審議結果）［ 年 月 日実施］

年 月 日
複合科学研究科○○○学専攻長 確認 印

（備考）１ 審査委員氏名欄に自筆署名した場合は、押印を省略すること
ができる。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。
３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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総合研究大学院大学複合科学研究科における課程博士

の学位授与に係る予備審査の手続きに関する細則

平成16年４月22日

大学細則複研第１号

一部改正 18.2.24

（趣旨）

第１条 この細則は、総合研究大学院大学複合科学研究科における課程博士及び修士の学

位授与に係る論文審査等の手続き等に関する規程（平成16年大学規程複研第４号。以下

「規程」という。）第４条第１項第４号若しくは同条第２項第４号並びに第15条の規定

に基づき、複合科学研究科の専攻が行う課程博士の学位授与に係る予備審査の手続きに

ついて定めるものとする。

（必要な書類）

第２条 規程第４条第１項第４号若しくは同条第２項第４号に規定する専攻が行う予備審

査を受けようとする者は、各専攻が別に定める日までに、主任指導教員の承認を得て、

次の各号に掲げる書類を専攻長に提出するものとする。

(1) 博士論文審査出願論文草稿等 １部

(2) その他の参考資料 １部

（予備審査委員会）

第３条 専攻長は、前条各号の書類を受理したときは、専攻委員会の議を経て、次の各号

に掲げる者で予備審査委員会を組織するものとする。

(1) 専攻の教授又は助教授

(2) 予備審査を出願した者（以下「出願者」という。）の研究指導を担当する教員

(3) その他の専攻委員会が必要と認めた者

（予備審査委員会の審査等）

第４条 予備審査委員会は、出願者の在学期間、単位修得状況、研究指導を受けた状況等

の確認を行うとともに、博士論文の審査及び試験に出願することの適否について審査す

るものとする。

２ 前項の審査は、規程第５条第１項に規定する出願期間の最初の日の前日までに行うも

のとする。

（専攻長への報告等）

第５条 予備審査委員会は、前条第１項の結果を専攻長に報告するものとする。

２ 専攻長は、予備審査の結果を出願者に通知するものとする。
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（雑則）

第６条 この細則に定めるもののほか、出願期間及び必要な様式等予備審査の手続きの実

施に関して必要な事項は、専攻が別に定める。

附 則

この細則は、平成１６年４月２２日から施行する。

附 則（平成18年２月24日大学細則複研第１号）

この細則は、平成18年４月１日から施行する。
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総合研究大学院大学生命科学研究科における課程博士及び

修士の学位授与に係る論文審査等の手続き等に関する規程

平成２年９月26日

規程生研第 １ 号

一部改正 3.9.26／ 4.5.22／ 4.9.17

10.9.16／11.3.24／16.4.14

17.2.22

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学位規則（平成元年規則第２号。以下「規則」

という。）第23条の規定に基づき、生命科学研究科（以下「本研究科」という。）の各

専攻の所定の課程を修了した者に授与する博士の学位及び特例授与する修士の学位に係

る論文審査等の手続きその他必要な事項について定めるものとする。

（博士の学位授与）

第２条 本研究科の専攻を修了した者には、博士の学位を授与する。

２ 博士の学位には、審査の出願があつた博士論文１編につき一専攻分野を付記するもの

とする。

３ 前項の規定により付記する専攻分野は、次の各号に掲げる分野とする。

(1) 遺伝学専攻

「理学」とする。ただし、遺伝学に係る学際的分野を主な内容とする博士論文につ

いては、「学術」とする。

(2) 基礎生物学専攻

「理学」とする。ただし、基礎生物学に係る学際的分野を主な内容とする博士論文

については、「学術」とする。

(3) 生理科学専攻

「学術」又は「理学」とする。ただし、生理科学に係る医学の分野を主な内容とす

る博士論文については、「医学」とする。

（修士の学位の特例授与）

第３条 前条の規定にかかわらず、規則第５条第１項に規定する授与要件を満たす者には、

修士の学位を授与することができる。

２ 修士の学位には、審査の出願があつた修士論文又は特定課題研究１編につき一専攻分

野を付記するものとする。

３ 前項の規定により付記する専攻分野は、次の各号に掲げる分野とする。

(1) 遺伝学専攻

「理学」とする。ただし、遺伝学に係る学際的分野を主な内容とする修士論文又は

特定課題研究については、「学術」とする。
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(2) 基礎生物学専攻

「理学」とする。ただし、基礎生物学に係る学際的分野を主な内容とする修士論文

又は特定課題研究については、「学術」とする。

(3) 生理科学専攻

「学術」又は「理学」とする。

（博士論文審査等の出願資格）

第４条 総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」という。）第16条

第２項に規定する後期３年の課程を履修する者で、博士論文の審査及び試験に出願する

ことができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満たす者とする。

(1) 本研究科の各専攻における修了までの在学期間が３年以上であること。ただし、優

れた研究業績を上げた者又は修業年限の調整が認められる者については、学則第37条

に規定する在学期間以上で足りるものであること。

(2) 必要な研究指導を受けていること。

２ 学則第16条第３項に規定する５年の課程を履修する者で、博士論文の審査及び試験に

出願することができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満たす者とする。

(1) 本研究科の各専攻における修了までの在学期間が５年以上であること。ただし、優

れた研究業績を上げた者についての在学期間は、３年以上で足りるものであること。

(2) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき所定の単位数以

上を次条に規定する出願の期間までに修得していること又は修了見込みの日までに修

得することが確実であること。

(3) 必要な研究指導を受けていること。

（博士論文審査の出願期間）

第５条 博士論文審査の出願の期間は、３月末に修了見込みの前条に規定する出願資格を

有する者（以下「出願資格者」という。）にあつてはその前年の12月20日からその年の

１月10日まで、９月末に修了見込みの出願資格者にあつてはその年の６月16日から６月

30日までとする。

２ 研究科教授会は、特に必要があると認められる者について、出願の期間を別に定める

ことができる。

（博士論文審査の出願に必要な書類）

第６条 出願資格者は、次に掲げる書類を、出願資格者が所属する専攻の専攻長を経由し

て、研究科長に提出するものとする。

(1) 博士論文審査出願書（別紙様式１） １部

(2) 博士論文 ５部

(3) 博士論文目録（別紙様式２） ５部

(4) 博士論文要旨（別紙様式３） ５部

(5) 履歴書（別紙様式４） ５部

(6) 参考となる他の論文等 ５部
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２ 研究科長は、前項各号の書類を受理したときは、直ちにその博士論文の審査及び試験

を研究科教授会に付託するとともに、審査及び試験に当たる審査委員の選出について、

博士論文審査委員推薦依頼書（別紙様式５）により、その出願を受理された者（以下

「出願者」という。）が所属する専攻の意見を聴くものとする。

（審査委員及び審査委員会）

第７条 研究科教授会は、前条第２項の規定に基づき出願者が所属する専攻から提出のあ

った博士論文審査委員推薦書（別紙様式６）により、審査委員を選出するものとする。

２ 前項の規定により選出された審査委員は、審査委員会を組織し、その審査委員会を運

営するために主査１人を互選するものとする。

（指導教員の意見の聴取等）

第８条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験に当たり、その出願者の研究指導を担当

する教員の意見を聴くものとする。ただし、審査委員会に当該教員が審査委員として選

出されている場合には、これを要しないものとする。

２ 審査委員会は、必要と認めたときは、審査委員以外の本学の教員及び他の大学、研究

所等の教員等に博士論文の審査の一部を委託し、又はその審査に関する意見を聴くこと

ができる。

（論文発表会の開催）

第９条 審査委員会は、その出願者による論文の発表会について、出願者の所属する専攻

の専攻長と協議するものとする。

２ 専攻長は、前項の協議に基づき、公開の論文発表会を開催するものとする。

（試験）

第10条 試験は、博士論文の審査が終了した後に、その博士論文を中心としてそれに関連

がある専門分野及びその基礎となる分野に関する学識並びに課程修了相当の外国語の能

力について、筆記又は口述により行うものとする。

２ 前項の外国語の種類は、審査委員会が出願者の主任指導教員と協議して定めるものと

する。

（専攻委員会及び研究科教授会の審査）

第11条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を、研究科長が第６条第１項に規定する

博士論文審査の出願に必要な書類を受理した日から３ヶ月以内に終了させなければなら

ない。

２ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を前項の期間内に終了させることができない

特別の理由があるときは、研究科教授会の議を経て、その期間を延長することができる。

３ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験の終了後、それらの結果等を博士論文審査等

報告書（別紙様式７）により専攻委員会へ通知するものとし、専攻委員会はその通知に

基づき、学位授与の可否について審議するものとする。
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４ 審査委員会は、前項の専攻委員会の審議結果等を博士論文審査等報告書の該当欄に記

入し、その報告書により研究科教授会に報告するものとする。

５ 研究科教授会は、前項の報告に基づき、学位授与の可否について審議し、議決をする

ものとする。

（修士論文審査等の出願資格）

第12条 学則第16条第３項に規定する５年の課程を履修する者で、修士論文又は特定課題

研究の審査及び試験に出願することができる者は、次の各号に掲げるすべての要件を満

たす者とする。

(1) 本研究科を退学する旨の届出を提出した者であること。

(2) 本研究科の各専攻における退学までの在学期間が２年以上であること。

(3) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき30単位以上を修

得していること又は退学予定の日までに修得することが確実であること。

(4) 必要な研究指導を受けていること。

（修士論文審査の出願その他論文審査等の準用）

第13条 修士論文審査の出願に必要な書類、審査委員及び審査委員会、指導教員の意見の

聴取等、試験並びに専攻委員会及び研究科教授会の審査については、第６条から第８条

まで、第10条第１項及び第11条の規定を準用する。

２ 前条の規定を準用する場合において、これらの規定中「博士論文」とあるのは「修士

論文又は特定課題研究」と、「出願資格者」とあるのは「第12条に規定する出願資格を

有する者」と読み替えて適用する。この場合において、第10条第１項に規定する外国語

の能力に関する試験については適用しない。

（修士論文審査等の特例）

第14条 前条の規定にかかわらず、審査委員及び審査委員会並びに試験については、研究

科の各専攻が別に定めるところにより、研究科に所属する複数の教員により行う研究指

導等をもつて、審査委員及び審査委員会並びに試験に代えることができる。この場合に

おいて、第６条第２項、第７条及び第10条第１項は準用しない。

（雑則）

第15条 この規程に定めるもののほか、学位の授与に係る論文審査等の手続き等の実施に

関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成２年９月26日から施行する。

附 則

この規程は、平成３年９月26日から施行し、平成３年７月１日から適用する。

附 則
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この規程は、平成４年５月22日から施行し、平成４年４月１日から適用する。

附 則

この規程は、平成４年９月17日から施行し、平成４年５月１日から適用する。

附 則（平成10年９月16日規程生研第１号）

この規程は、平成10年９月16日から施行する。

附 則（平成11年３月24日規程生研第２号）

この規程は、平成11年４月１日から施行する。

附 則（平成16年４月14日大学規程生研第４号）

１ この規程は、平成16年４月14日から施行する。

２ この規程施行の際現に本研究科に在学する学生は、総合研究大学院大学学則（平成16

年学則第１号）附則第３項の規定に基づき、改正後の第４条第１項に規定する後期３年

の課程を履修する者として適用する。ただし、出願資格の要件については、改正前の第

３条の規定を適用する。

附 則（平成17年２月22日大学規程生研第２号）

この規程は、平成17年４月１日から施行する。
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別紙様式１ 博士論文審査出願書（第６条関係）
博士論文審査出願書

年 月 日
生命科学研究科長 殿

主任指導教員 専 攻 長
確 認 印 確 認 印

出願者
生命科学研究科○○○○専攻

氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

総合研究大学院大学学位規則第６条第１項の規定に基づき、下記の関係書類を
添え、博士論文審査を出願します。

記
１ 提出書類

学位申請論文 ５部
博士論文目録 ５部
博士論文要旨 ５部
履歴書 ５部
参考となる他の論文等 ５部

２ 取得希望学位（付記する専攻分野） 博士（ ）

（備考）１ 付記する専攻分野を複数有する専攻の出願者は取得希望の付記する
専攻分野を記入すること。

２ 修士の学位の特例授与の出願者は「規則第６条」を「規則第16条」
に、「博士論文」を「修士論文」に読み替えて作成すること。

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式２ 博士論文目録（第６条関係）
博 士 論 文 目 録

年 月 日
出 願 者 生命科学研究科○○○○専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

学位申請博士論文
(1) 題 目

(2) 目 次

(3) 冊 数

(4) 発表論文リスト

(5) その他

（備考）１ 「目次」及び「発表論文リスト」は別紙で添付すること。
２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式３ 博士論文要旨（第６条関係）

博 士 論 文 要 旨

年 月 日

出願者

生命科学研究科○○○○専攻

氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

論文題目

要旨

（備考）１ 和文で作成する場合は2,000字～3,000字、英文で作成する場合

は700語～2,000語程度で作成すること。

２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に

読み替えて作成すること。

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式４ 履歴書（第６条関係）

履 歴 書

年 月 日

出 願 者 生命科学研究科○○○○専攻

氏 名 男・女
ふ り が な

生年月日 年 月 日生

現 住 所 〒 電話 （ ）

連 絡 先 〒 電話 （ ）

年 月 学 歴 ・ 職 歴

年 月 研 究 歴

備 考

（備考）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式５ 博士論文審査委員推薦依頼書（第６条関係）
博士論文審査委員推薦依頼書

年 月 日
生命科学研究科○○○○専攻長 殿

生命科学研究科長
印

下記の者の博士論文審査に係る審査委員候補者を推薦願います。

記

出 願 者 生命科学研究科○○○○専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

（備考）１ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式６ 博士論文審査委員推薦書（第７条関係）
博士論文審査委員推薦書

年 月 日
生命科学研究科長 殿

生命科学研究科○○○○専攻長
印

年 月 日付けで依頼のありました審査委員候補者を下記のとおり
推薦します。

記

出 願 者 生命科学研究科○○○○専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

研究科所属の教員（３人以上）
所 属 氏 名

他研究科・他大学等の教員等（規則第９条第３項の規定による者）
所 属 氏 名

（備考）１ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に
読み替えて作成すること。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式７ 博士論文審査等報告書（第11条関係）

博士論文審査等報告書

年 月 日

生命科学研究科長 殿

出 願 者 生命科学研究科○○○○専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

論 文 題 目

主 査 印

印

印

審査委員氏名 印

印

印

印

授与する学位

（付記する 博 士（ ）

専攻分野）

（論文審査結果）［ 年 月 日実施］

（試験結果）［ 年 月 日実施］

（専攻委員会の審議結果）［ 年 月 日実施］

年 月 日

生命科学研究科○○○○専攻長 確認 印

（備考）１ 審査委員氏名欄に自筆署名した場合は、押印を省略すること

ができる。

２ 修士の学位の特例授与の出願者は「博士論文」を「修士論文」に

読み替えて作成すること。

３ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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総合研究大学院大学先導科学研究科における課程博士

の学位授与に係る論文審査等の手続き等に関する規程

平成11年１月14日

規程先研第２号

一部改正 12.2.23／16.4.14

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学位規則（平成元年規則第２号）第23条の規定

に基づき、先導科学研究科（以下「本研究科」という。）の各専攻の所定の課程を修了

した者に授与する博士の学位に係る論文審査等の手続きその他必要な事項について定め

るものとする。

（学位の授与）

第２条 本研究科の専攻を修了した者には、博士の学位を授与する。

２ 博士の学位には、審査の出願があつた博士論文１編につき一専攻分野を付記するもの

とする。

３ 前項の規定により付記する専攻分野は、次の各号に掲げる分野とする。

(1) 生命体科学専攻

「学術」とする。ただし、生命体科学に係る理学の分野を主な内容とする博士論

文については、「理学」とする。

(2) 光科学専攻

「学術」とする。ただし、光科学に係る理学又は工学の分野を主な内容とする博

士論文については、「理学」又は「工学」とする。

（出願の資格）

第３条 博士論文の審査及び試験に出願することができる者（以下「出願資格者」とい

う。）は、次の各号に掲げるすべての要件を満たす者とする。

(1) 本研究科の各専攻における修了までの在学期間が３年以上であること。ただし、優

れた研究業績を上げた者又は修業年限の調整が認められる者については、総合研究大

学院大学学則（平成16年学則第１号）第37条に規定する在学期間以上で足りるもので

あること。

(2) 本研究科の履修規程に定める所定の授業科目について、修得すべき所定の単位数以

上を次条に規定する出願の期間までに修得していること又は修了見込みの日までに修

得することが確実であること。

(3) 必要な研究指導を受けていること。

（出願期間）

第４条 出願の期間は、３月末に修了見込みの出願資格者にあつてはその前年の12月20日
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から１月10日まで、９月末に修了見込みの出願資格者にあつてはその年の６月16日から

６月30日までとする。

２ 研究科教授会は、特にやむを得ないと認められる者について、出願の期間を別に定め

ることができる。

（出願に必要な書類）

第５条 出願資格者は、次に掲げる書類を、出願資格者が所属する専攻の専攻長を経由し

て、研究科長に提出するものとする。

(1) 博士論文審査出願書（別紙様式１） １部

(2) 博士論文 ５部

(3) 博士論文目録（別紙様式２） ５部

(4) 博士論文要旨（別紙様式３） ５部

(5) 履歴書（別紙様式４） ５部

(6) 参考となる他の論文等 ５部

２ 研究科長は、前項各号の書類を受理したときは、直ちにその博士論文の審査及び試験

を研究科教授会に付託するとともに、審査及び試験に当たる審査委員の選出について、

博士論文審査委員推薦依頼書（別紙様式５）により、その出願を受理された者（以下

「出願者」という。）が所属する専攻の意見を聴くものとする。

３ 第１項第２号の博士論文は、出願者が主体的に行つた研究について審査制度の確立し

た学術雑誌に掲載されたもの又は掲載され得るものを基礎に独自に作成されたものとす

る。

（審査委員及び審査委員会）

第６条 研究科教授会は、前条第２項の規定に基づき出願者が所属する専攻から提出のあ

った博士論文審査委員推薦書（別紙様式６）により、審査委員を選出するものとする。

２ 前項の規定により選出された審査委員は、審査委員会を組織し、その審査委員会を運

営するために主査１人を互選するものとする。この場合において、出願者の研究指導を

担当する教員が審査委員に選出されているときは、当該審査委員会の主査にならないも

のとする。

（指導教員の意見の聴取等）

第７条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験に当たり、その出願者の研究指導を担当

する教員の意見を聴くものとする。ただし、審査委員会に当該教員が審査委員として選

出されている場合には、これを要しないものとする。

２ 審査委員会は、必要と認めたときは、審査委員以外の本学教員及び他の大学、研究所

等の教員等に博士論文の審査に関する意見を聴くことができる。

（論文発表会の開催）

第８条 審査委員会は、その出願者による論文の発表会について、出願者の所属する専攻

の専攻長と協議するものとする。
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２ 専攻長は、前項の協議に基づき、公開の論文発表会を開催するものとする。

（試験）

第９条 試験は、博士論文の審査が終了した後に、その博士論文を中心としてそれに関連

がある専門分野及びその基礎となる分野に関する学識並びに課程修了相当の外国語の能

力について、筆記又は口述により行うものとする。

２ 前項の外国語の種類は、審査委員会が出願者の主任指導教員と協議して定めるものと

する。

（専攻委員会及び研究科教授会の審査）

第10条 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を、研究科長が第５条第１項に規定する

博士論文審査の出願に必要な書類を受理した日から３ヶ月以内に終了させなければなら

ない。

２ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験を前項の期間内に終了させることができない

特別の理由があるときは、研究科教授会の議を経て、その期間を延長することができる。

３ 審査委員会は、博士論文の審査及び試験の終了後、それらの結果等を博士論文審査等

報告書（別紙様式７）により専攻委員会へ通知するものとし、専攻委員会はその通知に

基づき、学位授与の可否について審議するものとする。

４ 審査委員会は、前項の専攻委員会の審議結果等を博士論文審査等報告書の該当欄に記

入し、その報告書により研究科教授会に報告するものとする。

５ 研究科教授会は、前項の報告に基づき、学位授与の可否について審議し、議決するも

のとする。

（雑則）

第11条 この規程に定めるもののほか、博士の学位に係る論文審査等の手続き等の実施に

関して必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成11年４月１日から施行する。

附 則（平成12年２月23日規程先研第２号）

この規程は、平成12年４月１日から施行する。

附 則（平成16年４月14日大学規程先研第３号）

この規程は、平成16年４月14日から施行する。
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別紙様式１ 博士論文審査出願書（第５条関係）

博士論文審査出願書

年 月 日

先導科学研究科長 殿

主任指導教員 専 攻 長
確 認 印 確 認 印

出願者

先導科学研究科○○○○科学専攻

氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

総合研究大学院大学学位規則第６条第１項の規定に基づき、下記の関係書類を

添え、博士論文審査を出願します。

記

１ 提出書類

学位申請論文 ５部

博士論文目録 ５部

博士論文要旨 ５部

履歴書 ５部

参考となる他の論文等 ５部

２ 取得希望学位（付記する専攻分野） 博士（ ）

（備考）１ 付記する専攻分野を複数有する専攻の出願者は取得希望の付記する
専攻分野を記入すること。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式２ 博士論文目録（第５条関係）
博 士 論 文 目 録

年 月 日
出 願 者 先導科学研究科○○○○科学専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

学位申請博士論文
(1) 題 目

(2) 目 次

(3) 冊 数

(4) 発表論文リスト

(5) その他

（備考）１ 「目次」及び「発表論文リスト」は別紙で添付すること。
２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式３ 博士論文要旨（第５条関係）

博 士 論 文 要 旨

年 月 日

出願者

先導科学研究科○○○○科学専攻

氏 名
ふ り が な

（学籍番号）

論文題目

要旨

（備考）１ 和文で作成する場合は2,000字～3,000字、英文で作成する場合

は700語～2,000語程度で作成すること。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式４ 履歴書（第５条関係）

履 歴 書

年 月 日

出 願 者 先導科学研究科○○○○科学専攻 写真

氏 名 男・女 はがれないよ
ふ り が な

生年月日 年 月 日生 う糊付けする

現 住 所 〒 電話 （ ） 縦 4.5cm

横 3.5cm

連 絡 先 〒 電話 （ ） 程度

年 月 学 歴 ・ 職 歴

年 月 研 究 歴

備 考

（備考）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式５ 博士論文審査委員推薦依頼書（第５条関係）
博士論文審査委員推薦依頼書

年 月 日
先導科学研究科○○○○科学専攻長 殿

先導科学研究科長
印

下記の者の博士論文審査に係る審査委員候補者を推薦願います。

記

出 願 者 先導科学研究科○○○○科学専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

（備考）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。

別紙様式６ 博士論文審査委員推薦書（第６条関係）
博士論文審査委員推薦書

年 月 日
先導科学研究科長 殿

先導科学研究科○○○○科学専攻長
印

年 月 日付けで依頼のありました審査委員候補者を下記のとおり
推薦します。

記

出 願 者 先導科学研究科○○○○科学専攻
氏 名 （学籍番号）

論文題目

研究科所属の教員（３人以上）
所 属 氏 名

他研究科・他大学等の教員等（規則第９条第３項の規定による者）
所 属 氏 名

（備考）用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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別紙様式７ 博士論文審査報告書（第10条関係）

博士論文審査報告書

年 月 日

先導科学研究科長 殿

出 願 者 先導科学研究科○○○○科学専攻

氏 名 （学籍番号）
ふ り が な

論 文 題 目

主 査 印

印

印

審査委員氏名 印

印

印

印

授与する学位

（付記する 博 士（ ）

専攻分野）

（論文審査結果）［ 年 月 日実施］

（試験結果）［ 年 月 日実施］

（専攻委員会の審議結果）［ 年 月 日実施］

年 月 日

○○○○研究科○○○○専攻長 確認 印

(備考）１ 審査委員氏名欄に自筆署名した場合は、押印を省略することができる。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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総合研究大学院大学科目等履修生、聴講生及び研究生規則

平成16年４月14日

大学規則第 ３ 号

一部改正 17.3.18

目次

第１章 総則（第１条－第２条）

第２章 科目等履修生（第３条－第７条）

第３章 聴講生及び特別聴講学生（第８条－第13条）

第４章 研究生及び特別研究学生（第14条－第21条）

第５章 授業料その他の費用等（第22条－第27条）

第６章 雑則（第28条）

附則

第１章 総則

（趣旨）

第１条 この規則は、総合研究大学院大学学則(平成16年学則第１号。以下「学則」とい

う。)第65条の規定に基づき、総合研究大学院大学（以下「本学」という。）における科

目等履修生、聴講生及び研究生について必要な事項を定めるものとする。

（定義）

第２条 この規則において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。

(1) 科目等履修生 本学の課程の学生（学則第15条に規定する研究科の課程に入学した

学生をいう。本条において同じ。）以外の学生で、本学の授業科目のうち一又は複数

の授業科目を履修し、単位を修得する者をいう。

(2) 聴講生 本学の課程の学生以外の学生で、本学の授業科目のうち一又は複数の授業

科目を聴講する者をいう。

(3) 特別聴講学生 前号に規定する聴講生のうち、本学との間における大学間交流協定

その他事前の協議に基づき本学に受入れる他の大学の大学院（外国の大学の大学院を

含む。以下同じ。）の学生であって、本学の授業科目を聴講し、単位を修得する者を

いう。

(4) 研究生 本学の課程の学生以外の学生で、本学において特定の事項について研究す

る者をいう。

(5) 特別研究学生 前号に規定する研究生のうち、本学との間における大学間交流協定

その他事前の協議に基づき本学に受入れる他の大学の大学院の学生であって、本学に

おいて研究指導を受ける者をいう。
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第２章 科目等履修生

（科目等履修生の出願資格等）

第３条 科目等履修生は、選択した授業科目を履修するに十分な学力を有する者でなけれ

ばならない。

２ 科目等履修生の出願手続き及び入学の選考については、学長が別に定める。

（科目等履修生の入学許可）

第４条 科目等履修生の入学の許可は、所定の入学手続きを完了した者に学長が行う。

２ 科目等履修生の入学の時期は、毎年４月又は10月とする。ただし、集中講義等特別の

事情があるときは、学期の途中とすることができる。

（科目等履修生の授業科目の単位の授与）

第５条 科目等履修生が履修した授業科目の単位の授与は、学則第30条の規定を準用する。

（科目等履修生の退学）

第６条 科目等履修生が退学しようとするときは、学長の許可を受けなければならない。

（科目等履修生の懲戒及び除籍）

第７条 学則第60条に規定する懲戒及び学則第61条に規定する除籍（第４号の規定に該当

する場合に限る。）は、科目等履修生に準用する。

第３章 聴講生及び特別聴講学生

（聴講生の出願資格等の準用）

第８条 聴講生に係る出願資格等、入学許可、退学、懲戒及び除籍については、第３条、

第４条、第６条及び第７条の規定を準用する。この場合において、これらの規定中「科

目等履修生」とあるのは「聴講生」と読み替えて適用する。

（特別聴講学生の受入れに係る他の大学院との協定又は協議）

第９条 特別聴講学生を受入れる場合は、本学と他の大学の大学院との間において、次の

各号に掲げる事項をあらかじめ協定を締結又は協議しなければならない。

(1) 授業科目の範囲

(2) 学生数

(3) 単位の認定方法

(4) 履修期間

(5) 授業料の徴収方法

(6) その他の必要な事項
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（特別聴講学生の入学許可）

第10条 前条に規定する協定又は協議に基づき、当該他の大学の大学院から特別聴講学生

の受入れ依頼があったときは、学長が入学を許可するものとする。

（特別聴講学生の学業成績証明書）

第11条 特別聴講学生が所定の授業科目を聴講し、単位を修得したときは、学業成績証明

書を交付する。

（特別聴講学生の入学許可の取消し）

第12条 学長は、特別聴講学生が次の各号の一に該当する場合は、当該他の大学の大学院

との協議により、その入学の許可を取り消すことができる。

(1) 単位の修得の見込みがないと認められるとき

(2) 本学の規則等に違反し、又はその本分に反する行為があると認められるとき

(3) その他特別聴講学生の趣旨に反する行為があると認められるとき

（特別聴講学生の単位授与等の準用）

第13条 特別聴講学生に係る授業科目の単位の授与、退学、懲戒及び除籍については、第

５条から第７条までの規定を準用する。この場合において、これらの規定中「科目等履

修生」とあるのは「特別聴講学生」と読み替えて適用する。

第４章 研究生及び特別研究学生

（研究生の出願資格等）

第14条 研究生は、選択した事項について研究するに十分な学力を有する者でなければな

らない。

２ 研究生の出願手続き及び入学の選考については、学長が別に定める。

（研究生の研究期間及び研究期間の延長）

第15条 研究生の研究期間は、入学を許可された日から１年以内とする。

２ 前項の規定にかかわらず、許可された研究期間が終了した後、引き続き研究を継続し

ようとする者は、研究期間の延長を許可することができる。

（研究生の指導教員）

第16条 研究生の指導教員は、研究科が別に定める。

（研究生の入学許可等の準用）

第17条 研究生に係る入学許可、退学、懲戒及び除籍については、第４条、第６条及び第

７条の規定を準用する。この場合において、これらの規定中「科目等履修生」とあるの

は「研究生」と読み替えて適用する。
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（特別研究学生の受入れに係る他の大学院との協定又は協議）

第18条 特別研究学生を受入れる場合は、本学と他の大学の大学院との間において、次の

各号に掲げる事項をあらかじめ協定を締結又は協議しなければならない。

(1) 研究題目

(2) 学生数

(3) 研究指導を行う期間

(4) 授業料の徴収方法

(5) その他の必要な事項

（特別研究学生の入学許可）

第19条 前条に規定する協定又は協議に基づき、当該他の大学の大学院から特別研究学生

の受入れ依頼があったときは、学長が入学を許可するものとする。

（特別研究学生の研究指導状況報告書）

第20条 特別研究学生が所定の研究指導を終了したときは、研究指導状況報告書を交付す

る。

（特別研究学生の退学等の準用）

第21条 特別研究学生に係る退学、懲戒及び除籍、入学許可の取消し並びに研究期間及び

研究期間の延長、指導教員については、第６条、第７条、第12条、第15条及び第16条の

規定を準用する。この場合において、第６条及び第７条中「科目等履修生」とあるのは

「特別研究学生」と、第12条第１号中「単位の修得」とあるのは「研究指導計画の完

了」と、同条第３号中「特別聴講学生」とあるのは「特別研究学生」と、第15条第１項

及び第16条中「研究生」とあるのは「特別研究学生」と読み替えて適用する。

第５章 授業料その他の費用等

（授業料、入学料及び検定料の額）

第22条 本学の科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び特別研究学生の授業料、

入学料及び検定料は、別表のとおりとする。

（授業料）

第23条 科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び特別研究学生は、学長が別に

定める期日まで授業料を納付しなければならない。

２ 前項の規定にかかわらず、第９条又は第18条の規定に基づく本学との間における大学

間交流協定その他事前の協議において、特別聴講学生又は特別研究学生の授業料を相互

に不徴収とされている場合に限り、授業料を徴収しないものとする。

（入学料）

第24条 科目等履修生、聴講生及び研究生の入学の選考に合格した者は、学長が別に定め
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る期日までに入学料を納付しなければならない。

２ 特別聴講学生、特別研究学生及び第15条の規定に基づき研究期間の延長を許可された

研究生に係る入学料は、徴収しないものとする。

（検定料）

第25条 科目等履修生、聴講生及び研究生に入学を出願する者は、学長が別に定める期日

までに検定料を納付しなければならない。

２ 特別聴講学生、特別研究学生及び第15条の規定に基づき研究期間の延長を許可された

研究生に係る検定料は、徴収しないものとする。

（授業料、入学料及び検定料の不返還）

第26条 前３条の規定により納付した授業料、入学料及び検定料は返還しない。ただし、

学長が別に定めるところにより、納付した授業料に相当する額の全部又は一部を返還す

ることができる。

（実験実習の費用）

第27条 第23条第２項の規定により授業料を不徴収とされた特別聴講学生又は特別研究学

生に係る実験又は実習に要する費用は、特別聴講学生又は特別研究学生の自己負担とす

ることがある。

第６章 雑則

（雑則）

第28条 この規則に定めるもののほか、科目等履修生、聴講生及び研究生に関する出願手

続き、入学の選考及び授業料その他の費用に係る徴収手続きその他必要な事項は、学長

が別に定める。

附 則

１ この規則は、平成16年４月14日から施行し、平成16年４月１日から適用する。

２ この規則施行の際現に科目等履修生、聴講生、特別聴講学生、研究生及び特別研究学

生として入学の許可並びに研究生及び特別研究学生として研究期間の延長の許可を受け

ている者は、この規則の規定により許可があったものとみなす。

附 則（平成17年３月18日大学規則第３号）

この規則は、平成17年４月１日から施行する。
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別表（第22条関係）

区 分 授 業 料 入 学 料 検 定 料

科目等履修生 １単位について １４，８００円 ２８，２００円 ９，８００円

聴 講 生 １単位に相当する授業について ２８，２００円 ９，８００円

１４，８００円

特別聴講学生 １単位に相当する授業について － －

１４，８００円

研 究 生 月額 ２９，７００円 ８４，６００円 ９，８００円

特別研究学生 月額 ２９，７００円 － －
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総合研究大学院大学科目等履修生、聴講生及び研究生規程

平成16年４月14日

大学規程第 １ 号

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学科目等履修生、聴講生及び研究生規則（平成16

年大学規則第３号。以下「規則」という。）第28条の規定に基づき、総合研究大学院大

学 (以下「本学」という。）における科目等履修生、聴講生及び研究生に関する出願手

続き及び入学の選考その他必要な事項を定めるものとする。

（科目等履修生及び聴講生の出願手続き）

第２条 本学に科目等履修生又は聴講生として入学を出願する者は、次の各号に掲げる書

類に規則第22条に規定する検定料を添えて、選択した授業科目を開設する研究科の専攻

（以下「専攻という。」）の専攻長を経由して研究科長に提出しなければならない。

(1) 入学願書

(2) 履歴書

(3) 卒業証明書等

(4) 主な研究歴

２ 前項にかかわらず、複数の研究科において開設する授業科目及び学長が別に定める授

業科目を選択する場合は、学長に提出しなければならない。

（科目等履修生及び聴講生の入学の選考等）

第３条 前条第１項の規定により出願の書類を受理した研究科長は、当該志願する者の研

究能力等についての入学の選考を行う。

２ 前条第２項の規定により出願の書類を受理した学長は、当該志願する者が選択した授

業科目を開設する研究科ごとに研究能力等の確認についての入学の選考を付託する。

３ 研究科長は、前２項に規定する入学の選考又は研究能力等の確認の結果を学長に報告

する。

（研究生の出願手続き）

第４条 本学に研究生として入学を出願する者は、次の各号に掲げる書類に規則第22条に

規定する検定料を添えて、研究を志願する専攻の専攻長を経由して研究科長に提出しな

ければならない。

(1) 入学願書

(2) 履歴書

(3) 卒業証明書等

(4) 主な研究歴

(5) 健康診断書

(6) 所属長の承認書（定職に就いている者に限る。）
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（研究生の入学の選考等）

第５条 前条の規定により出願の書類を受理した研究科長は、当該志願する者の研究能力

等についての入学の選考を行い、合格と判定したときは、指導教員を定めるものとする。

２ 研究科長は、前項に規定する入学の選考の結果及び指導教員の氏名を学長に報告する。

（研究生の研究期間の延長手続き等）

第６条 研究生として許可された研究期間が終了した後、引き続き研究を継続しようとす

る者は、第４条第１号、第５号及び第６号に掲げる書類に理由書を添えて、研究を継続

しようとする専攻の専攻長を経由して研究科長に提出しなければならない。

２ 研究生の研究期間の延長に係る選考については、前条の規定を準用する。

（運用及び改正）

第７条 学長は、この規程の運用及び規程の改正に当たっては、教育研究評議会の意見を

聴かなければならない。

（出願様式）

第８条 第２条及び第４条に規定する出願手続きに必要な様式等は、学長が別に定める。

（雑則）

第９条 この規程に定めるもののほか、入学の選考及び研究期間延長の選考の実施その他

必要な事項は、研究科又は専攻が別に定める。

附 則

この規程は、平成16年４月14日から施行し、平成16年４月１日から適用する。
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総合研究大学院大学における中学校教諭専修免許状又は高等学校
教諭専修免許状の授与の所要資格等に関する規則

平成３年３月27日
規 則 第 １ 号

一部改正 4.5.29／5.6.22／6.6.27
10.3.24／16.4.14

（趣旨）
第１条 この規則は、教育職員免許法(昭和24年法律第147号）第５条の規定に基づき、
総合研究大学院大学において授与の所要資格を得ることができる中学校教諭専修免許
状又は高等学校教諭専修免許状に関する事項について定めるものとする。

（授与の所要資格及び免許状の種類）
第２条 次の表の第１欄に掲げる課程に所属する者で、現に第２欄に掲げる中学校教諭
１種免許状又は高等学校教諭１種免許状を有する者（当該各免許状の所要資格を得て
いる者を含む。以下同じ。）は、第１欄に掲げる課程の区分に応じ、それぞれ、当該
各課程が開設する授業科目について24単位以上を修得したときは、第３欄に掲げる中
学校教諭専修免許状又は高等学校教諭専修免許状の授与の所要資格を得ることができ
る。

第 １ 欄 第 ２ 欄 第 ３ 欄
課 程 現に有する１種免許状 授与の所要資格を得るこ

とができる専修免許状
文化科学 地域文化学専攻 高等学校教諭１種免許状 高等学校教諭専修免許状
研究科 （地理歴史） （地理歴史）

中学校教諭１種免許状 中学校教諭専修免許状
（社 会） （社 会）

比較文化学専攻 高等学校教諭１種免許状 高等学校教諭専修免許状
（公 民） （公 民）

中学校教諭１種免許状 中学校教諭専修免許状
（社 会） （社 会）

（証明書の交付）
第３条 免許状の授与を受けようとする者から願出があったときは、その者の学力に関
する証明書を交付する。

附 則
この規則は、平成３年４月１日から施行する。

附 則（平成４年５月29日規則第５号）
この規則は、平成４年５月29日から施行し、平成４年４月１日から適用する。
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附 則（平成５年６月22日規則第５号）
この規則は、平成５年６月22日から施行し、平成５年４月１日から適用する。

附 則（平成６年６月27日規則第７号）
この規則は、平成６年６月27日から施行し、平成６年４月１日から適用する。

附 則（平成10年３月24日規則第３号）
１ この規則は、平成10年４月１日から施行する。
２ この規則による改正前の数物科学研究科放射光科学専攻で平成10年３月31日に在学
する者については、改正後の規則第２条の規定にかかわらず、なお従前の例による。

附 則（平成16年４月14日大学規則第２号）
この規則は、平成16年４月14日から施行し、平成16年４月１日から適用する。
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総合研究大学院大学遠隔地授業等履修に関する移動経費支給規程

平成16年７月14日

法人規程第20号

（趣旨）

第１条 この規程は、総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」とい

う ）第28条第１項に規定する授業科目の授業及び研究指導（以下「授業等」という ）。 。

の実施に関して、総合研究大学院大学（以下「本学」という ）の学生が遠隔地授業等。

を履修するための移動に要する経費に係る支給基準及び支給手続等について必要な事項

を定めるものとする。

（定義）

第２条 この規程において「遠隔地授業等」とは、学則３条に規定する大学本部及び第17

条に規定する専攻を置く基盤機関の所在地その他の場所において実施される授業等であ

って、第４条第２項の規定により支給対象となったものを履修することにより、本学の

学生に対して移動に要する経費（以下「移動経費」という ）が発生することになる授。

業等をいう。

（支給基準）

第３条 学生に対する移動経費は、本学研究科の枠を超えた教育研究活動を推進し、本学

の理念である基礎学術分野において国際的に通用する高度の研究的資質を持つ広い視野

を備えた研究者の育成に資する遠隔地授業等を支給の対象とする。

（支給対象）

第４条 前条に規定する支給基準に該当する遠隔地授業等は、次の各号に掲げる授業等と

する。

(1) 本学の総合教育科目

(2) 全学共同教育研究活動（先導科学研究科の遠隔地授業等を含む ）。

(3) その他学長が前条に規定する支給基準に該当すると認めた授業等

２ 副学長（教育研究担当）は、当該学年の開始する前に移動経費の対象となる遠隔地授

業等を学生に対して公表するものとする。この場合において、先導科学研究科の遠隔地

授業等（総合教育科目を除く ）に関しては、先導科学研究科長とする。。

（移動経費）

第５条 移動経費は、次の各号に掲げる鉄道賃、船賃、車賃及び宿泊料とする。

(1) 鉄道賃は、鉄道旅行について、路程に応じ旅客運賃等により支給する。

(2) 船賃は、水路旅行について、路程に応じ旅客運賃等により支給する。

(3) 車賃は、陸路（鉄道を除く ）旅行について、実費額により支給する。。

(4) 宿泊料は、旅行中の夜数に応じ一夜当りの別表に定める定額により支給する。

２ 前項の規定にかかわらず、学長が特に必要と認めた場合は、航空賃を支給することが
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できる。

（支給手続き）

第６条 遠隔地授業等を履修し、移動経費の支給を受けようとする学生は、学期の初めに

別紙様式に定める「遠隔地授業等履修に係る移動経費希望届」に必要な書類を添えて、

主任指導教員の承認を受けて、当該授業等を実施する担当教員を経由して副学長（教育

研究担当）に提出しなければならない。

２ 前項の規定にかかわらず、副学長（教育研究担当）が学生からの届出を免除した遠隔

地授業等については、同項の規定による提出を省略することができる。

３ 先導科学研究科の遠隔地授業等（総合教育科目を除く ）に関しては、前２項中「副。

学長（教育研究担当 」とあるのは「先導科学研究科長」と読み替えて適用する。）

４ 学生に対する移動経費は、原則として精算払いとし、遠隔地授業等の履修実績に基づ

き支給するものとする。

（事務）

第７条 遠隔地授業等履修に関する事務は、教育研究部門教育研究企画室で処理する。

（準用）

第８条 この規程に定めるもののほか、遠隔地授業等履修に関する移動経費の支給に関し

、 （ ）て必要な事項は 国立大学法人総合研究大学院大学旅費規程 平成16年法人規程第13号

を準用する。

附 則

１ この規程は、平成16年７月14日から施行する。

２ 平成16年度の学年については、第４条第２項中「当該学年の開始する前に」とあるの

は「この規程施行後すみやかに」と、第６条第１項中「学期の初めに」を「第４条第２

項の規定による遠隔地授業等を学生に対して公表後すみやかに」と読み替える。

３ 研究科（先導科学研究科を除く ）において実施する遠隔地授業等の対する学生の移。

動経費については、第３条の規定にかかわらず、平成17年３月31日までの間、この規程

を適用する。この場合において、この規程中「遠隔地授業等」とあるのは「副学長（教

育研究担当 が認めた遠隔地授業等 と 第４条第２項 第６条第１項及び第２項中 副） 」 、 、 「

学長（教育研究担当 」とあるのは「研究科長」と読み替えて適用する。）

別表 宿泊料（第４条関係）

（ ）区 分 定額 １夜につき

大学本部又は基盤機関の宿泊施設を利用する場合 2,800円

上記以外の施設を利用する場合 3,800円

備考 この別表の定額に寄りがたい遠隔地授業等を実施する場合は、学長が別に定め

ることができる。



学生移動経費- 3 -

別紙様式（第５条関係）

遠隔地授業等履修に係る移動経費希望届

年 月 日

総合研究大学院大学

副学長（教育担当） 殿

研 究 科：

専 攻：

学 籍 番 号：

氏 名：

このことについて、 年 学期に下記の遠隔地授業等を履修することとなりました

ので、移動に係る経費の措置方よろしくお取り計らい願います。

記

授業関係 授業科目名

実施期間

実施場所

遠隔地授業等の区分（右の該 １．本学の総合教育科目

当する番号を○で囲んでくだ ２．全学共同教育研究活動（先導科学研究科の遠隔地

さい ） 授業等を含む ）。 。

３．その他学長が支給基準に該当すると認めた授業等

移動の経路（出発地は基盤機

関からとし、日時、移動に係

る交通機関も記載する ）。

宿泊関係（右の該当する番号 １．宿泊は、大学本部又は基盤機関の宿泊施設を利用

を○で囲んでください ） する。

２．宿泊は、１以外の宿泊施設を利用する

３．宿泊しない

上記の授業科目等の履修に係る移動経費を請求することを承諾する。

年 月 日

授業担当教員 印

年 月 日

主任指導教員 印

（備考）授業担当教員名及び主任指導教員欄に自筆署名した場合は、押印を省略すること

ができる。
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総合研究大学院における優れた研究業績を上げた者

の在学期間の短縮の取り扱いを定める件

平成16年４月14日

学 長 裁 定

総合研究大学院における優れた研究業績を上げた者の在学期間の短縮の取り扱いを平成

４年３月16日評議会決定に基づき、次のように定める。

本学学則第37条第１項ただし書又は同条第２項ただし書若しくは第39条ただし書の規定

により、在学期間を短縮して課程の修了を認めようとする場合については、次のとおり取

り扱うこととする。

第１ 主任指導教員は、研究業績が優れ、学則第37条第１項ただし書又は同条第２項ただ

し書若しくは第39条ただし書を適用してよい旨の説明書（別紙様式、以下「説明書」と

いう。）を専攻長に提出するものとする。

第２ 専攻長は、組織する予備審査委員会に説明書の適否について付託するものとし、予

備審査委員会は審議の結果を説明書に記入するものとする。

２ 専攻長は、審議が記入された説明書を研究科長に提出するものとする。

３ 前２項は、予備審査委員会を設置しない研究科は適用しないものとする。

第３ 研究科長は、博士論文の審査及び試験を教授会に付託する際に説明書を出願書類の

一部として取り扱うものとする。

附 則

この学長裁定は、平成16年４月14日から施行する。
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別紙様式

研究業績が優れ、学則第37条第１項ただし書又は同条第２項ただし書

若しくは第39条ただし書を適用してよい旨の説明書

年 月 日

○○○○研究科

○○○○専攻長 殿

○○○○研究科○○○○専攻

主任指導教員

氏名 印

出願者

氏名

（学籍番号）

（出願者氏名） については、学則第 条第 項ただし書に規定する研究業績

を上げていることを下記のとおり説明いたします。

記

理 由

（備考）１．適用する学則の条項を記入すること。

２. 内容は、具体的に記入するものとし、記入欄が不足する場合は別紙で添付すること。

３. 予備審査委員会の審議結果については、その結果及び記入者の氏名を朱書で理由の欄の

余白に記入すること。

４. 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦型とすること。
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総合研究大学院大学における学生の氏名の取り扱いを定める件

平成16年４月14日

学 長 裁 定

総合研究大学院大学学生規則（平成16年大学規則第１号。以下「規則」という ）第17。

条第１項ただし書の規定により、総合研究大学院大学（以下「本学」という ）における。

学生の氏名の取り扱いを次のように定める。

第１ 本学学生の氏名は、規則第17条第１項の規定により戸籍簿記載の氏名(以下｢戸籍氏

名」という ）により取り扱うものとするが、同項ただし書の規定により学生の申出に。

基づき旧戸籍簿記載の氏名（以下「旧姓名」という ）の使用を認めることができる。。

なお、旧姓名の使用を認められた学生に係る証明書等各種文書には、旧姓名を用いる

こととする。その場合は、原則として修了までに旧姓名を用いることとする。

第２ 本学在学中に氏名に変更が生じた場合は、改正(名)届の記載に基づき、学生簿の氏

名を変更する。

なお、上記の場合であっても規則第17条第２項により旧姓名を使用したい旨の申出が

あった場合は、学籍簿の氏名を変更せず、改正（名）届の記載に基づき、学籍簿の摘要

欄に戸籍氏名及び届出年月日を記載し、旧姓名使用の旨を注記する。

第３ 本学入学前に氏名に変更が生じていた場合で、旧姓名を使用したい旨の申出があっ

た場合の氏名の確認、学籍簿の取り扱い等については、前記第２の取り扱いに準ずる。

第４ 学位記の氏名については、本人の申出により旧姓名と戸籍氏名との併記によること

ができる。

第５ 旧姓名を使用する学生に係る大学発行の証明書等各種文書に記載された旧姓名と戸

籍氏名との同一性の証明については、学生の自己責任とする。

附 則

１ この学長裁定は、平成16年４月14日から施行し、平成16年４月１日から適用する。

２ この学長裁定施行の際現に旧姓名の使用を認められた学生については、この学長裁定

に基づき申出があったものとみなす。
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総合研究大学院大学における長期履修学生の取扱いに関する裁定

平成17年９月７日

学 長 裁 定

（趣旨）

第１条 この裁定は、総合研究大学院大学学則（平成16年学則第１号。以下「学則」とい

う ）第16条の２第２項及び第46条第３項並びに総合研究大学院大学学生規則（平成16。

年大学規則第１号）第２条第２項の規定に基づき、総合研究大学院大学の学生が職業を

有している等の事情により、標準の修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的な課程

の履修（以下「長期履修」という ）を認める学生（以下「長期履修学生」という ）。 。

の取扱いその他必要な事項を定めるものとする。

（長期履修の対象となる者の要件）

第２条 長期履修の対象となる者の要件は、研究科ごとに研究科長が定める。

（適用の申し出）

、 （ ）第３条 長期履修の適用を希望する旨を申し出る者は 長期履修適用申出書 別紙様式１

に前条の規定により研究科長が定めた要件が確認できる書類及び長期履修が適用された

場合の履修計画その他研究科が別に定める書類を添えて、所属する専攻又は出願する専

攻の専攻長を経由して研究科長に提出し、その承認を受けなければならない。

２ 長期履修学生が、長期履修が認められた期間の延長又は短縮（以下「期間変更」とい

う ）を申し出るときは、長期履修期間変更申出書（別紙様式２）に要件の変更等が確。

認できる書類及び長期履修の期間変更した場合の履修計画を添えて、所属する専攻長を

経由して研究科長に提出し、その承認を受けなければならない。

３ 研究科長は、前２項の申し出を承認するときは、当分の間、学長と協議するものとす

る。

（長期履修の期間及び在学年限）

第４条 長期履修を認める期間及び在学できる最長の年限（休学期間を除く ）は、学期。

の区分に従い学生ごとに、研究科長が定める。

（申し出の時期）

第５条 長期履修の適用又は期間変更の申し出の時期は、研究科長が定める。

（長期履修学生に係る授業料及び徴収方法等）

第６条 長期履修学生に係る授業料の年額及び徴収方法については、国立大学法人総合研

究大学院大学における授業料その他の費用等の取扱いに関する規則（平成16年法人規則
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第11号。以下「規則」という ）第２章第２節の規定による。。

（雑則）

第７条 この裁定に定めるもののほか、長期履修に関して必要な事項は、研究科長が別に

定める。

附 則

この裁定は、平成17年10月１日から施行する。
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別紙様式１ 長期履修適用申出書（第３条第１項関係）

年 月 日

長期履修適用申出書

○○科学研究科長 殿

○○科学研究科○○○専攻

学籍番号

氏 名 印

下記の事情により、長期履修の適用を希望したいので申し出ます。

【入学年月日】

年 月 日入学

【長期履修の適用を希望する期間】

年 月 ～ 年 月

【長期履修が適用された際の修業期間】

年 月 ～ 年 月

（ 年 ヶ月。うち長期履修期間 年 ヶ月）

【長期履修の適用を希望する事情】

【指導教員の所見】

年 月 日

指導教員氏名 印

【専攻長の承認】

年 月 日

専攻長名 印

(備考)
１ この申出書のほか 「職業を有している等の事情が確認できる書類 「長期、 」、
履修が適用された場合の履修計画 、ほか研究科で指定する必要な書類を提出」
して下さい。
２ 自筆署名した場合は、押印を省略することができます。
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別紙様式２ 長期履修期間変更申出書（第３条第２項関係）

年 月 日

長期履修期間変更申出書

○○科学研究科長 殿

○○科学研究科○○○専攻
学籍番号
氏 名 印

下記の事情により、長期履修期間を変更したいので申し出ます。

【入学年月日】

年 月 日入学

【これまでの長期履修期間】

年 月 ～ 年 月（ 年 ヶ月）

【変更を希望する学期】

年 月

【変更後の長期履修期間】

年 月 ～ 年 月（ 年 ヶ月）

【長期履修期間を変更する事情】

【指導教員の所見】

年 月 日

指導教員氏名 印

【専攻長の承認】

年 月 日

専攻長名 印

(備考)
１ この申出書のほか 「長期履修期間を変更した場合の履修計画」ほか研究科、
で指定する必要な書類を提出して下さい。
２ 自筆署名した場合は、押印を省略することができます。
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総合研究大学院大学における国際大学院コースの取扱いを定める件

平成16年９月１日

学 長 裁 定

（趣旨）

１ 総合研究大学院大学における国際大学院コースの取扱いを平成14年３月22日評議会申

し合わせに基づき、次のように定める。

（目的）

２ 「国際大学院コース」とは、外国人留学生に対し、英語による授業及び研究指導等に

、 。より 標準修業年限内に博士後期課程を修了させることを目的とする履修コースをいう

（授業科目）

３ 前項に規定する授業科目は、専攻ごとに別に定める。

（修了要件等）

４ 本コースを履修する者の修了要件及び履修方法は、前項に定めるもののほか総合研究

大学院大学学則（平成16年学則第１号）及び各研究科において定める履修規程によるも

のとする。

（学生の所属）

５ 学生は、本コースを構成するいずれかの専攻に所属するものとする。

（入学者選考）

６ 本コースの入学者選考に係る事項は、合格者の判定及び合格者の決定を除き、運営会

議が行うものとする。

（学生の募集）

７ 本コースの学生の募集は、原則として専攻ごとに行うものとする。

（国費留学生の選考）

８ 本コースに係る大学推薦による国費外国人留学生候補者の選考及び本コースの運営に

関する事項は、運営会議が行うものとする。

（事務）

９ 本コースに関する事務は、教育研究部門学術国際室にて行うものとする。

附 則

この学長裁定は、平成16年９月１日から施行し、平成16年４月１日から適用する。
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国立大学法人総合研究大学院大学ハラスメントの防止等に関する規程

平成16年４月１日

法人規程第７号

（趣旨）

第１条 この規程は、国立大学法人総合研究大学院大学(以下「法人」という ）におけ。

るハラスメントの防止及び排除のための措置並びにハラスメントに起因する問題が生じ

た場合の苦情処理の手続き等について必要な事項を定めるものとする。

（防止等の目的）

第２条 職員の就労上又は学生等の修学上におけるハラスメントの防止及び排除のための

措置並びにハラスメントに起因する苦情等の発生に迅速かつ公平に対応するための苦情

処理手続きを明確に定めることにより、職員の良好な職場環境及び学生等の教育研究環

境を維持し、職員及び学生等の利益の保護並びにその向上を図ることを目的とする。

（定義）

第３条 この規程において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。

(1) 職員 法人の職員及び総合研究大学院大学（以下「大学」という ）の担当教員で。

ある機構等法人の職員（以下「担当教員」という ）。

(2) 学生等 大学の学生並びに研究等に従事する者のうち、前号以外のもの

２ この規程において「ハラスメント」とは、大学の内外を問わず、次の各号に掲げるハ

ラスメント及びハラスメントのため職員の職場環境及び学生等の教育研究環境が害され

ること並びにハラスメントへの対応に起因して職員又は学生等がその環境条件につき不

利益を受けることをいう。

(1) セクシュアルハラスメント 他の者の意に反して、その者を不快にさせる性的な言

動

(2) アカデミックハラスメント 学生等の意に反して、その学生等を指導する地位にあ

る職員がその地位を利用して行う不合理な言動

(3) パワーハラスメント 職員の意に反して、その職員を監督する地位にある者がその

地位を利用して行う不合理な言動

（適用範囲）

第４条 職員に関しては、国立大学法人総合研究大学院大学職員就業規則（平成16年法人

規則第４号）第34条及び第81条第３項並びに国立大学法人総合研究大学院大学非常勤職

員就業規則（平成16年法人規則第７号）第23条及び第67条第３項の規定に基づき、この

規程を適用する。

２ 学生等（次項に規定する学生等を除く ）に関しては、総合研究大学院大学学則（平。

成16年学則第１号。以下「学則」という ）第３条に規定する大学本部の所在地におい。
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て修学する者等に、この規程を適用する。

３ 前項に規定する学生等以外の学生等及び担当教員に関しては、学則第17条第１項に規

定する専攻を置く基盤機関（以下「基盤機関」という ）若しくは基盤機関を設置する。

機構等法人（以下「機構等法人」という ）が定めるハラスメントに関する規程等を準。

拠しつつ，この規程を準用する。

（学長の責務）

第５条 学長は、職員の良好な職場環境及び学生等の教育研究環境を維持し、職員及び学

生等の利益の保護並びにその向上を図るため、ハラスメントの防止及び排除に努めると

ともに、ハラスメントに起因する問題が生じた場合においては、必要な措置を迅速かつ

適切に講じなければならない。

２ 前項の措置を講じる場合において、ハラスメントに対する苦情の申出、当該苦情等に

係る調査への協力その他ハラスメントに対する対応に起因して職員及び学生等が大学に

おいて不利益を受けることがないよう配慮しなければならない。

（監督者の責務）

（ 「 」 。）第６条 職員又は学生等を監督若しくは指導する地位にある者 以下 監督者 という

は、次の各号に掲げる事項に注意してハラスメントの防止及び排除に努めるとともに、

ハラスメントに起因する問題が生じた場合には、迅速かつ適切に対処しなければならな

い。

(1) 日常の業務遂行又は教育研究を通じた指導等により、ハラスメントに関し、職員又

は学生等の注意を喚起し、ハラスメントに関する認識を深めさせること。

(2) 職員又は学生等の言動に十分な注意を払うことにより、ハラスメント又はハラスメ

ントに起因する問題が生じることがないよう配慮すること。

（関係者の義務）

第７条 職員及び学生等は、第３条第２項各号に規定する言動を行ってはならない。

２ 職員は、前項に掲げる言動を確認したとき、又は受けたときは、次条第１項に規定す

る相談員に申し出なければならない。

（ハラスメント相談員及び相談員協議会）

第８条 法人に、次の各号に掲げるハラスメント相談員（以下「相談員」という ）を置。

き、第１号の相談員を総括相談員とする。

(1) 学長が指名する理事 １人

(2) 学長が指名する職員 ４人

２ 法人に、前項の相談員で組織する相談員協議会を置く。

（ハラスメント協議会）

第９条 法人にハラスメント協議会を置き、次の各号に掲げる者で組織する。

(1) 理事
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(2) 職員の過半数で組織する労働組合があるときにおいてはその労働組合を代表する

者、職員の過半数で組織する労働組合がないときにおいては職員の過半数を代表する

者(以下「職員過半数代表者」という ）。

(3) 職員過半数代表者が指名する職員 ２人以内

２ 前項第２号及び第３号の職員数は、第１号の理事数と同数とする。

３ 総括相談員である理事が協議会を招集し、議長となる。

（苦情等相談への対応）

第10条 相談員は、職員又は学生等からハラスメントに関する苦情等の相談を受けたとき

は、当該相談を申し出た職員又は学生等（以下「相談者」という ）及びハラスメント。

に関する苦情等に関係がある者（以下「関係者」という ）から当該事情を聴取し、相。

談を受けた日から14日以内に、その苦情等の処理にあたるものとする。ただし、やむを

得ない事由があるときは、相談者の承諾を得て、その処理すべき期間を延長することが

できる。

２ 相談員は、相互に連携及び協力して苦情等の処理にあたるものとする。

（相談員協議会の開催）

第11条 相談員は、前条第１項に規定するハラスメントに関する苦情等の処理にあたり、

相談者が喪失した利益の損失又は関係者に対する謝罪等の要求をしたとき、若しくはそ

の相談を受けたハラスメントに関する苦情等の処理が困難と判断したときは、第８条第

２項に規定する相談員協議会においてハラスメントに関する苦情等の処理を協議しなけ

ればならない。

２ 総括相談員は、前項の規定による相談員協議会の開催を要求された場合は、遅滞な

く相談員を招集しなければならない。

（ハラスメント協議会の開催）

第12条 前条第１項の相談員協議会においてハラスメントに関する苦情等の処理が解決で

きないとき、又は相談員協議会におけるハラスメントに関する苦情等の処理に対して相

談者から不服又は異議があったときは、総括相談員はハラスメント協議会を開催して、

その苦情等の処理を協議しなければならない。

（異議の申出）

第13条 相談者は、相談員協議会若しくはハラスメント協議会におけるハラスメントに関

する苦情等の処理に対して不服又は異議がある場合は、学長に対して不服申し出又は異

議申し出をすることができる。

２ 前項の規定は、相談者が前３条に規定するハラスメントの苦情処理手続きを経ずに学

長にした不服申し出又は異議申し出を妨げるものではない。

（学長への報告）

第14条 相談員協議会又はハラスメント協議会は、ハラスメントに関する苦情等の処理に
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関して協議した結果を学長に報告するものとする。

（処理の効力）

第15条 相談員協議会又はハラスメント協議会におけるハラスメントに関する苦情等の処

理に対して相談者から不服又は異議がないときは、この苦情等の処理した日から効力を

発し、当該関係者を拘束するものとする。

（守秘義務）

第16条 相談員、関係者及びハラスメントに関する苦情等の処理に関わる者は、相談者及

び関係者のプライバシーや名誉その他の人権について尊重するとともに、その知り得た

いかなる情報を漏らしてはならない。その職を退いた後も、同様とする。

（不利益処分の禁止）

第17条 学長は、相談員及びハラスメントに関する苦情等の処理に関わる者に対して、不

利益な取扱いをしてはならない。

（基盤機関等との連係及び協力）

第18条 学長は、第３条第３項に規定する基盤機関においてハラスメントに起因する問題

が生じたときは、その苦情等の処理に関し、基盤機関及び機構等法人との連係及び協力

により対応するものとする。

附 則

この規程は、平成1６年４月１日から施行する。
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